
ARCHI T E CT URE  A N D  S OCI E T Y ・V OL . S 3  NO.  7. 8 1 9 7 2 ・7. 8 一 般 号





大 淀 ホ 、 ウ ル

設計 施 工 青 木 建 設

所在地 : 大阪市大淀区大淀町

建築面積 : 3，059m'  

延面積 : 6，040m'  

構造規模: 5  2  F (  1  F 駐車場、事務所、食堂他、

2 F ボウリング場40レーン)

工期 1971.7- 1972.3  



西 本 願 寺 参 拝 部

施 工 西 松 建 設

設計: 鈴建築設計事務所

所在地 京都市下京区堀川通花屋町下ル

建築面積 21， 316 .97m
2  

延面積 : 27，039. 24m
2  

構造規模 : R C 2 F  

工期 1971. 8- 1972.3  

y  



泉 ヶ 丘 プ ー ル

設計: 双星社竹腰建築事務所

所在地 : 堺市泉ヶ丘三原台地内

建築面積: 1  ，796， OOm
2  

施 工 西 松 建 設

延面積 : 2，339 .  36m
2  

構造規模: 管理棟 R C 3 F 、50mプール、子供プール

リバードナップール(流水式) 、機械棟他

工 期 : 1971 .3- 1972 .4 
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日 本 イ タ リ ア 京 都 会 館

施 工 鹿 島 建 設

設 計 大 建 設 計

所在地・京都市左京区吉田牛の町 4

建築面積 625. 12m'  

延面積: 1，847.46 m'  

構造規模 R C  8 1 、 4 F

工期 : 1971. 8- 1972. 3 

‘  
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滋 賀 県 農 協 会 館

施 工 佐 藤 工 業

設計. 滋賀県経済連建築設計センタ 一

所在地. 大津市京町 4 - 3 - 5

建築面積: 844.13m'  

延面積: 5，072.42m'  

構造規模 : R C 6 F、P 2

工期 1971 .2- 1972.3  



ヨドコウビノレ

設 計 施 工 大 成 建 設

所 在 地 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 35 

建築面積: 1，076m
2  

延面積・ 13，112m
2

権造規模 : S R C 8 2 、 11 F 、 P 2

工期: 1970.6- 1972.1  
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鐘 紡 く 株 > 中 央 研 究 所

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

所在地. 大阪市都島区友湖町 1 - 3  - 80 

建築面積・ 3，039 .7m
2

延面積 : 12，743. 44m
2  

構造規模 R C  5 F 、 P 2

工期: 1970.11 - 1972. 5 



若 堅 山 第2 三5 甫 ビ ル

設 計 施 工 不 ニ 建 設

所在地. 東京都港区海岸 3 - 11 - 6  

建築面積: 1，577.28m
2  

延面積ぺ13，062. 90m
2

構造規模 : R C 8 F、P 2

工 期 1971 . 1- 1972.3  
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鶴 山 台 高 層 団 地B 地 区

施 工 松 村 組

設計 : 日本住宅公団大阪支所建築部

所在地 . 大阪府和泉市太町外

1棟 延 面 積13，113m
2

S R C  11F 、 P 2

2 棟 延 面 積 9，987m
2

S R C  11F 、P 2

施 設 様 延 面 積 737m
2

R  C  2  F  

受水糟・ポンプ室・電気室・延面積 228m

2

R  C 平家

工期: 1970.7- 1972 .3  



公 立 学 校 共 済 組 合 京 都 宿 泊 所

芳芝者 ｂｾ 屈 ＩＱＱＺ 会賞宮

施 工 三 井 建 設

設計 村 野 ・ 森建築事務所

所在地京都市上京区堀川下長者町下ル 3 一7

建築面積・ 8，327m
2

延面積 9，656m

2  

構造規模 R C (一部 S R C ) S  1 、 6 F 、P 2 、附属様

工期: 1970.12- 1972.3  



泉 北 ヤ ン グ タ ウ ン - 1

勤 労 青 年 共 同 宿 舎

設 計 大 建 設 計

設計. 大阪府住宅供給公社建設部、大建設計

施工。奥村組、熊谷組

所 在 地 堺 市 三 原 台 2 - 2

建築面積・ 3，193. 49m
2

延面積 20，504.68m
2  

構造規模 S R C . R C  10F 、一部 R C平家建

工期 : 1970.10- 1972. 3  



農 協 連 北 播 会 館

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施工 : 中村建設

所在地 : 兵庫県加東郡滝野町字上滝野

建築面積 : 672m
2  

延面積 : 1，446m
2  

構造規模 : R C 4 F  

工期 : 1971 .10- 1972 目 3
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4 大石寺本堂建立工事の見学と富士五湖め

ぐり (第 2 回) この会告は前月号に既載いたしました。

昨年は同じ 8 月lζ 第 1 回の見学会を催 し，工事を担当されている共同

企業体作業所のど厚怠とど歓待をうけました。今回も同様お許しを得て

見学会を催しご多忙中をど面倒を煩わす乙ととなりました。

さて，正本堂建立工事は着々と進捗し ，本年10月12日の唆工を回途に

折角仕上工事中で ，富士山を背去に世界IC誇る偉容が日増し lζ 具現され

つつあります。今回第 2 回の見学会を催し，その後再び富士五湖めぐり

を楽しむ乙とにいたしました。時は恰も河口湖 ，湖上祭が例年のように

8 月 4 ・5 の両日催されま すので ，河口湖ホテル別館に泊る その夜lζ は

遊覧船の照明 コンク ーノレがあり，打上げ花火が夜空を焦し ，さぞ美しい

乙とと恩われます。昨年同様せいぜいど参加されますようお申込を期待

いたします。

日 時 8月 5 日( 土) ・6 日( 日) 1泊 2 日( 集合→ 5 日( 土) 10. 55)

集合場所 新幹線「静岡駅」南口前 ・目標会旗

定 員 20名

会 費 7.α わ円 ( 昼食 ・宿泊代その他雑貨 ，ただしホテ ルでいただ

きます)

$  込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚 !C 1名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 7 月18日( 火) までに事業譲へ。ただ

し定員を超過し たときは抽せんにて決定し. 7 月20日( 木)

までにど通知いたします。

行 程

〈第 1 日> 8 月5 日( 土)

・自由行動… ・一新幹線往復共運賃は各自負担の乙と

・ 8. 15 新幹線新大阪発乙 Tごま 116号→10. 53 静岡着( 運賃 2. 6ω 円)

0 11. ∞ 出迎えの 7 イクロパス {ζ 乗車 ・出発→富士宮市上篠大石寺作

業所へ[ 電話 ( 05442) 8一1293 ( 代) )  

0 12. 15→ 14. 30 大石寺企業体工事事務所で昼食後，工事見学

0 14. 30 大石寺出発→白糸の滝→本姻湖→精進湖→風穴

0 17.∞河口湖ホテル別館zi ・宿泊 C' ，u話 (05557) ＲＭＭＱＱＵＱ ｾ Ｒ Ｉ＠

0 18.∞ →20. ∞ 会 食

く第 2 日> 8 月 6 日 (日 J

0 9.∞- - 10. ∞河口湖遊覧

0 10. ∞出発→天上山富士見台→宮上急ハイランド( 昼食) →山中湖→

0 14. 30 三島着 ・解散

阻 14. 55 新幹線三島発こだま 147号→18 ∞新大阪着( 運賃 3. 110円)

工事概要

名 称 正 本 堂 建 立 工 事

建立地静岡県富士宮市上篠 日越正宗総本山大石寺内

施 主 正 本 堂 建 設 委 員 会

設 計 者 側 連 合 設 計 社 代 ぷ 横 山 公 男

構 造 担 当 青 木 繁 研 究 室

設備担当 附桜井設備研究所

日 本 建 築 箇 会 会 告 一 一 一 一 一

監理者側連合設計社

施工者正本堂建立共同企業体

大成建設附 ( 附 大 林 組 鹿島建設附

清水建設側 側竹中工務庖 戸田建設側

工 期 昭 和43年10月12日→昭和47年10月12日

面 積 敷 地 面 積 137. 120nf  

建築面積 39. 368nf  

延床面積 35. 155nf  

最 高 部 妙 壇 79. 2∞m

構 造 R C造 ・S R C造

特色概要

民衆立の戒壇として近代建築の粋を集める大石寺正本堂は大別して，

法庭 ，円融閣 ，思泡堂，妙泊の 4 7' ロック lζ 分れる。法庭は建物の前庭

に，円融閣は信徒の待機する門に ，恩逸堂は信徒の整列する所に当り，

妙壇はと本尊ーを安置する須弥極を備えた信徒の拝礼する本主主である。

4 関屋の上村邸新築工事の見学会

日 時 8月25日( 金) 13. 50 ( 集会) →16. ∞( 解散)

集会場所 近鉄大阪線「関屋」駅前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 近鉄也車賃，往復2∞円，各自負担)

往 13. 08 近鉄上六発準急榛原行のりば⑤→13. 38 関屋着

復 16. 15 近鉄関屋発準急上六行乗車→16. 52 上六着

行 程

13. 50→14 ∞関屋駅出発，野村不動産分譲地の上村邸若

14. ∞→15. ∞上村邸見学

( 連絡包話 ・大林組工事事務所 0745ー77- - 7259)

15. ∞→16. ∞上村邸出発 ， 附近の近鉄不動産分譲地その他の住宅建

設状況を視察して，関屋駅着解散

定 員 20名

申 込 往復はがきに11良ります。はがきは 1枚 lζ l 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号を記入の上 8 月 12日

( 土) までに事業課へ。ただし定員を超過したときは拍せん

にて決定し ，乙‘ 通知いたします。

建築概要

施工場所奈良県北葛城郡香芝町関屋上中

設計 ・施工( 附大林組住宅部

敷 地 面 積 429. 80nf ( 130.015坪)

建 築 面 積 177. 89nf (  53.81 1坪)

延 床 面 積 253. 31nr (  76. 620坪)

構造 ・規模鉄筋コンクリ ート造 ・2 階建

軒 高 6.5201

タト 装寒水石粉入色モルタ J レ掻落し仕上

工 期 昭 和4ゐ年10月 l 日→昭和47年 8 月31日

建築と社会/ 1972年 7. 8 月号
13 



日 本 建 築 協 会 会 告

4 第 2 回若い会員の集い「航空機の製造エ

程をみる会」

航空機の製造にあたっては ，極限の状態でも耐えるように ，綿密な設

計を基礎として ，純度の高い部品 ・材料の選択，強固な結合 ・接着技術

を必要とし ，さらにミクロ値までの正確さを要求されます。乙ん回の催

しは ，普段見聞する乙とのない航空機産業の現状にふれ ，そ乙に働く技

術者との意見交換と製造現場をみるととによって，われわれが指向 しつ

つある建築の工業生産化システムにとっての参考になればと思い企画い

た しまし た。

日 時 7月22日( 土) 出発 : 9  r時→解散 : 19時30分

集合場所 大阪中之島 ・中央公会堂西裏，大阪観光パス ・目標会旗

行 程 9. ∞出発( 貸切パス 1台) →13. ∞ 川崎重工鵜沼荘( 昼食)

→ 14. ∞ - 16. 30 川崎重工岐阜工場→19. 30 大阪駅前解散

会 費 1. 氏氾円 ( 貸切パス代の一部 ・その他)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名限りとし( 往)

には「航空機の製造工程をみる会 j と氏名 ・勤務先 ・所在地

・電話番号を明記し . ( 復) には宛名 ・郵便番号を記入して ，

7 月 17日までに事業課へ願います。定員40名を超過した際は

拍せんで参加者を決めて参加証をお送りします。

・川崎重工業側岐阜工場 : ( 岐阜県各務原市蘇原三柿野町3460 電話0583

- 8 2- 5111番) 濃尾平野の北のτ 角に455. 叩Onf の広大な敷地を有 し，

昭和 12月1 r . 開設された旧川崎空航機工業時代を経て，現在は7吉lζ 最高

水準の技術を要求される航空機メーカ ーとしての確固たる地位を保っ

ている。大型 ・小型のヘリコプタ ーをはじめ対潜哨戒機 ，ジェット練

習機 ，中型ジェット輸送後などを製造 ・修理している。

4 第 3 回若い会員の集い

「ふるいまちと

あたらしいまちシリーズ (4) J

- 伊根浦 : 舟屋のある集落・祭を訪ねて -

昨年からの継続事業として，今年度は漁村" 伊根i甫" を訪ねるととに

なりま した。伊根浦は ，山陰 ，若狭湾の西の突端，経ケ岬を少 しはずれ

た，小さな入江で . 4∞年もの昔から ， "伊根ぶり" の産地として有名

な所です。いわゆる " 自然の幸" と密接な関係を保ちながt 形成され

た，集落は ，母屋，土蔵 ，舟屋の三つの要素で構成され，それらは ，漁

村とは思えない程の繊細な格子，格調高い繰形を施さ れ・ている。更に ，

海辺K 張り出した ，間口 2 間足‘らずの舟屋は ，共存共栄を範とした京都

の町家と同じような ，美事な若手造形をっくり出している。

われわれが訪れる . 8 月 2 日. 3 日，当地では，氏神八坂神社を中心

iζ ，伊根浦の村々の氏神祭が一体. になった ， 年 lこ一度の大祭が催され

る。今でも ，都会 K 出て行った人，親戚の人が集まって昔ながらのにぎ

わいを呈するという。 2 日の宵宮が明けると ，耳鼻に集まった神楽舟，

御座舟の巡航lζ 始まり ，八坂神社の境内では ，大刀振り ，棒振り ，神楽

が奉納さ れ，古式豊かな祭りは盛りとなる。

今やわれわれの日常生活から程遠くなった， "ひ もろぎ " の世界を体

験 しに行乙 う で は あ り ま せ ん か 。 ( 若い会員の集い柑年度 ・事業報告 P78重量照〉
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日 時 8月 2 日( 水) 3 日( 木) く 17白2 日 ・パスツアー 〉

集会場所 大阪中之島 ・中央公会堂西哀 ，大阪観光ノミス・目標会旗

行 程 2 日( 水) :  8.30出発一池田 ・亀岡 ・和知く休けい〉 →舞鶴

( 昼食〉→日本板硝子舞鶴工場見学 ( 14. 00- 16.00) 宮

津 ・天橋立く休けい〉→奥丹後 ・伊根町着 18. ∞ く宵宮

見学 ・ 懇親会 ・ 宿泊〉民宿 ・ タｾ荘

3 日( 木) ・9. 30 く朝食〉舟屋のある集落と本祭の見学く昼

食〉伊根町 13. 30 出発一前日の経路を途中休けいして

17. 30頃大阪駅前解散

会 費 3，C問円( 宿泊料 ・昼食 ・パス代の一部 ・その他〉

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 枚 ・1名限りで ， ( 往)

「舟屋のある集溶 ・祭を訪ねて」 ・氏名 ・勤務先 ・電話番号。

( 復) 宛名 ・郵便番号を明記して， 7 月25日迄に事業課へ願

います。定員30名を超過した際は ，抽せんで参加者を決めて

参加証をお送りします。

企画後援. 日本板硝子( 制。伊根町教育委員会

4 第 9 回「よろず相談住宅展」開催

dzh  zz 期 昭和47年 7月 6 日( 木) -11 日( 火)

( 午前 10時~午後 6 時) 6.  7 日

〈午前10時~午後 7 時) 8  ｾｬｬ 日

4z3x h  場 阪神百貨庖 8 階 催 場 約200坪

主 催 社団法人 日本建築協会

後 援 大阪府 ・大阪市 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団

会場内容

川 住 宅 よ ろ ず 相 談 所

第 l 部 住 宅 建 築 の 設 計 ・監理 ・施工 ・建設費 ・構造 ・材料・建築

法規 ・宅地造成 ，増築 ・改築 ・模様替 ・防災 ・保全 ・補 修

. 設備 ・住まいの工夫などの技術的相談

第 2 部 府，市 ，公庫 ，公団 ，公社など公企業による住宅の融資，

賃貸，分譲，および宅地分譲の広報案内

第 3 部 住 宅 に 関 す る 民 事 々 件 ，司法手続 ，表示登記 ，権利登記，

宅地建物取引 ，税金 ，住宅ロ ーンなどに関する相談

伊) プレハブおよび分譲住宅会社の相談コ ーナー

門 家f建材および、設備の展示 コー ナー

4ニ)' 住宅 IC関する資料の展示コ ーナ-

ｾｔＭＩ＠ モデル ・ノレーム

十サ. あなたにもできる住まいの小修繕( 実演)

‘ 通 常 総 会 決 議 報 告

昭和47年 6 月21 日，近畿建築会館』にζ おいて関催されま した通常総会でで

、

下記の議案がそれぞ

告申しあげます。

1. 昭和46年度事業報告承認の件( 別掲)

1. 昭和46年度決算報告承認の件( 別掲)

1. 昭和47年度収支予算承認の件 ( 5 月号掲議) 以上

社団法人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次



日 本 建 築 協 会 会 告

7 ・8 月号合併号のお知らせとお詑び

今般 ，諸経費の訴合上，まことに申しわけありませんが，会

誌の発行を 2 号分へらし，本年度中に; Q と冬の 2 回合併号をだ

させていただきます。その第ー回として ，本号を 7 月 ・8 月の

合併号とさせていただきます。会員の諸氏には ，全くの ζ めい

わくをおかけすることになりますが，何卒ご寛恕のほどお願い

申しあげます。

日 本 建 築 協 =社団法人

4 大同生命本社ビル新築工事の見学会

大同生命本社ビノレは創業70周年記念事業の一環として ，また吹田市の

南吹田市街化計画の第一弾として建設されているもので，完成すると副

都心のランド 7 ーク的存在となります。乙の ビルの大きな特徴は ， 3 階

まで吹抜けにした" 大同プラザ" で平面5 0 m四方，天井高17mの大空間

!ζ 緑の樹々を植え ，森をつくり ，自然の森林を思わする新しい環境創造

の I ケースといえます。ピ J レの人々をはじめ来訪の方々にも憩いの場と

なり ，うるおいを与えるととでしょう。

都市の緑化運動のさかんな l如 ζ 見学の価値は十分あると思いますの

で，ど参加のお申込をお待ちします。

9月初 日( 水) 15. 00 ( 集合〕→17. ∞ ( 解散)

大阪市営地下鉄御堂筋線「江坂」下車すぐ東側のビJ レ，

ビルの北側を東へ廻り ，竹中工務庖事務所前 ・目標会旗

( 連絡電話番号 385- 2835 竹中工務庖作業所)

ω名 (本会苦手j 当 25名)

往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名限りとし ，氏名

一一ビルの中に緑の森林がある一一

日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会

近畿支部

共催

- 勤務先名および所在地 ・述絡電話香号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 9 月 7 日( 木) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，ご通知いたします。

日 時

集会場所

員

込

定

申

‘ 姫路市文化センタ一新築工事の見学会

姫路市で有名な手柄山中央公園の一角に市民の高い文化意識と創造性

をかん主主すべき総合文化センタ ーが誕生する乙とになりました。山頂に

ある太平洋戦争全国戦災都市空爆死E究者慰霊塔を中心 lζ ，市民館，野球

場 ，陸上競技場 ，プー J レ，水族館 ， ロックガー デン ， 展望台などがあ

り，j番磨平野や瀬戸内の眺望が大へんよろ しい。会員の皆さんせいぜい

者l令をつけて参加されますようお rtl 込をお待ちします。

日 時 9月 9 日( 土) 13. 10 ( 集会〉→16. 20 ( 解散)

集合場所 国鉄姫路駅前手柄山公園行モノレ ールのりば ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担大阪より国包往復 720円 ・モノレ

- ) レ往復 2∞ 円〉

往 11. 45 大阪発新快速姫路行→13. 02 姫路着

13. 20 モノレール ・姫路駅発→13. 25 手柄山公園着

16. 30 モノレール ・手柄山公園発→16. 35 姫路訳者

16. 44 姫路発普通京都行→18.24 大阪駅着

13. 30→14.20 手柄山公園を自由に遊覧

14. 30→16. 20 文化センタ一新築工事の見学

( 連絡電話番号 0792- 24- 8891 大林組手柄山工事々務所)

30名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 8 月26日( 土) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，乙・通知いたします。

復

手呈

員

込

行

定

申
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吹出市江坂田T 1丁目

大同生命保険相互会社

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

大同生命保険相互会社

3，979. 97nf  

2，581. 99nf  

31， 123.  95nf  

S  R C及び S 進

地下 3 F ・地上15F ・塔屋 1 F

G L 斗64. 20m 

カーテンウオ ール メタル式フエロド ール仕上

昭和45年10月15日→昭和47年 9 月30日

事務室

望者本社建設本部

建築概要

所 在 地

建 築 主

設計 ・施工

監 理

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造

階 数

軒 高

外 装

工 期

用 途

姫路市西延末字右之元

姫路市

株式会社 日建設計

株 式 会 社 大 林 組

22，407. 10nf  

3，963. 42 rrf 

8. 891. 96rrt 

R C造 ，-l i J ) S R C造

地下 1 F ・地ヒ 5 F

G  L + 28. 95m 

コンクリート打放し仕上

昭和45年 10月 1 日→昭和47年 8 月31 日

固定 1， 566席

固定 298席・移動 202席

建築概要

所 在 地

建 築 主

設 計 ・監理

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造

規 模

高 さ

外 装

工 期

大 ホ ー J レ

小 ホ ー J レ



日 本 建 築 協 会 会 告

4 泉北ニュータウン光明池ハウジング・プロジェクト

共同住宅設計競技募集( 抜粋)

(2) 事務局 哩'T541 大阪市東区博労町 2 - 41

中博ピ J レ 内 電 話 (06) 262- 1861 

r H. p . 共同住宅設計競技事務局」

・協力および後援

日 平呈 (1) 次のタイフ。の中高層共同住宅について
(1) 協 力 読 売 新 聞 社

塗 録 開 始 日 S47 ・9 ・1 (金〉

登 録 締 切 日 S47 ・9 ・20 ( 水)

質 疑 受 付 開 始 日 S47 ・9 ・21 ( 木)

質 疑 受 付 締 切 日 S47 ・10 ・4 ( 水)

質 疑 応 答 書 発 送 日 S47 ・11 ・4 頃

配置設計を含む建物基本設計並びに乙の 3 (2)  後援 ( 社) 日本宅地開発協会 ・( 社〉日本住

宅協会 ・( 社) 日本建築協会
ブロックの全体配置計画

1)  公営住宅 競技 1

2) 公社住宅 競技 2

3) 公団住宅 競技 3

・審 査

(1) 審査会は ，下記審査員で構成する

審 査 員 長 市 浦 健

応募設計図書受付開始日 S48 ・2 ・15 ( 木)

応募設計図書受付締切日 S48 ・2 ・28 ( 水)

(2) 泉北関発センター住宅の配置設計

審査員 (50音順〉青樹英次 ・五百蔵芳明 ・

大倉三郎 ・鈴木成文 ・徳永正三 ・

鳥国家弘 ・西山知三 ・宮脇和正入 選 発 表 S48 ・5 月中旬
を含む建物基本設計 競技4

目 的 (3) 競技は 1 - 4 別 K 行われる。 (2) 審査会は ，競技 1 - 4 ごとに応募設計図書

三会は ，ハウジング ・プロジ ェクト 実施の趣

旨にそい ，公営 ・公社 ・公団 ・泉北開発センタ

ーの4 タイプについての優れた住宅と住宅地の

建設を行うにあたり ，乙れが実現に至る過程に

おいてひろく優れたアイデアをとり入れるた

め，乙の要項を発表し，設計競技によって最善

の構想を募集する。

応募者は，競技 1 - 4 を自由 に選択し ，応

募する。また 2 以上の競技に応募する乙と

ができる。 但し応募は各競技どとに l 案 lζ

限る。

を審査し ，その各々の中から入賞作品 3点

および佳作若干点を選び，入選作品とする 0

・賞 金

賞金の総額は， 2， C別 万 円 と し ， 競 技 1- 4

どとに各々 5∞万円を，次の通り配分する。

・主催者および事務局

応募条件 ( 抜粋〉

・競技の内容

(1) 主 催 者 社 団 法 人 日 本 建 築 家 協 会

社 団 法 人 日 本 建 築 学 会

社団法人 日本建築士会連合会

入 立 3 点 各 150万円

佳 作 若 干 点 総 額 50万円

・以上，詳細は上記主催者事務局までお閉会せ

下さい。

青年技術者のみなさまヘ

一一ー「建築 と社会」昭和47年11月号の

「第19回青年技術者特集号」の応募について一一

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もしくは

「青年技術者特集号」を企画し ，すでに 18固にわたって優秀な青年技術

者を紹介してきま L t.こ。今回も ， [ " " 青年技術者選衡委員会」を設けて ，

選衡の上掲載することにしております。

その選ぶ分野も ，設計ーだけにかさらず ，都市計画 ，構造，施工，設備

などを含み ，それぞれの分野から ，優秀な青年技術者を選んで ，その不

断の研究努力とすぐれた業績を「建築と社会J lC掲載して顕彰する乙と

にしております。

ついては ，下記応募規定を参照の上，ふるって応募されんととを/

応 募 提 出 規 定

1. 応募される人は満35才までの青年技術者であって，本会会員 lζ 限る

乙と。

2.  原則として，本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと。すい

せん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司なり上長

であるとと。すいせん者が学校教宮である場合はこの限りでない。ま

た本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。 ( すいせん用紙は

事務局にありますので ，ど請求ください〉

3.  応募者は ，設計，計画( 都市計画など) ，施工， 構造 ，設備，その

他の分野にあって，なしとげたすぐれた実績について，すいせんをう

け，下記の所要の資料を本会に期日までに提出する乙と 。

4.  提出された資料は「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する。

5. r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第19回青年

技術者特集J ( 昭和47年11月号) に掲載するとともに，記念品を贈呈

する。

6. 提出資料

(1) 略 歴

本人の写真，氏名 ，生年月日 ，故終学歴，業歴 ，作品略歴など

14-2 

(2) 選衡資料

(  i  ) 建築設計の場合

鮮明なる写真，主要平面図 ，概要 ，設計要旨 ，その他必要な

資料

( i  i ) 計画の場合 ( 都市 ・地域の計画など)

計画図 ，計画要旨 ，その他必要な資料

( i  i  i ) 施工，構造，設備の場合 ( それぞれの設計計画なども含む〉

上 lζ 準じた資料

( i v) その他 ( 新材料開発，著作などを意味する)

それぞれにふさわしい資料

(3)  青年妓術者としてのことば

青年技術者としての抱負，考え方，信念，建築観等々 (羽O字て

いど) 。

(4) すいせんのことば

原則として ，すいせん者によるすいせんのことば ( 120字ていど〉

を添付の乙と。自せんの場合は不要。

7. 提出期間 昭和47年 8月25日

B.  提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37 W 541 

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9.  青年技術者選衡委員会 (47年度)

委員長 彦 谷 邦 一( 彦谷定築設計l). 務所代表取締役・編集要員長〉

委 員( 設計部門〉根 津 耕一郎( 根津建築事務所代表取締役)

11 ノノ

坂 内 幾 男( 以内雑築設計事溜所所長〉

11 ( 計蕗制D 今 西 祥 郎( 大阪府企業局建設第一課長〕

11 11 藤 田 邦 昭( 鶴市問題 ・経営研究所代表取締役〉

11 ( 構造部門〉 多 田 英之( 自主II 設計技師長〉

11 11 力 武 利 夫 ( 清 水 越段設計部長〉

11 ( 設備部; 門〕 福 田 鋼 一 ( 駁井ば築設備研究所大阪事泌所長)

11 f ノ

中 村 猛( 竹中工務庖設計部次長〉

11 ( 施工部門) 堤 兼 雄( 大林組工窃蕗長〉

11 11 三 好 歓 之 進 ( 大成9.l !投9.l !築部長〉



4 昭 和 4 6 年 度 事 業 報 告 自 昭 和46年 4 月 1 日 至 昭 和47年 3 月31 日

I  1. 総

( イ〉通常総会

. o.  

=  

6 月25日 於会館集会室

出席者 33名

議事(1)昭和45年度事業報告承認の件

(2) 昭和45年度収支決算承認の件

(3) 昭和46年度収支予算承認の件

( ロ) 通常総会

2 月23日 於会館集会室

出席者 11名

議事(1)細則一部改正の件

(会費改定と評議員選出数の変更)

(2) 名誉正会員推挙の件

(3) 監事 1 : 名選挙の件

(4) 本部所属評議員32名選挙の件

(5) 役員重任承認の件

2. 評 議

( イ) 定時評議員会

員

. o.  

τ"" 

6 月25日 於会館集会室

出席者 委任状共 94名

議朝日昭和45年度事業報告承認の件

(2) 昭和45年度収支決算承認の件

( ロ) 定時評議員会

11月24日 於会館集会室

出席者 委任状共 88名

議事(1)細則一部改正の件( 会政改定)

(2) 細則一部改正の件( 評議員選出数の変更)

13) 昭和47年度評議員選出数決定の件

(4) 名誉正会員推挙の件

( ハ) 定時評議員会

3 月29日 於会館集会室

出席者 委任状共 85名

議事(1) 評議員会議長及び副議長互選の件

(2) 会長 ，副会長 1 ;名 ，理事14名選任の件

(3) 役員重任承認、の件

(4) 昭和47年度収支予算承認の件

( ニ) 技術部門評議員会 2回

3. 理 事
. o.  

τ E  

(1)定例理事会 10回

(2) 編集理事会 2回

(3) 総 務 ・会計合同理事会 l 回

(4) 会計理事会 1回

(5) 理 事 ・評議員有志懇談会 1回

4. 常 設 委 員 会

幹事会，小委員会

委 員 会 分 科 会 ，打合会等

(1) 事業委員会 11回 58回

(建築 3 団体事業委員長打合会) 10回

(2)編集委員会 12回 46回

座談会 l 回

(3) 教育委員会 4回 18回

(4) 住宅委員会 9回 14回

(5) 出版委員会 2回 29回

(6) 法規委員会 2回

( 4 会合同法規委員会) 4回

(7)建材委員会 8回

(8)開T話会 11回 10回

5. 特 別 委 員 会

委員会 小委員会

(1)表彰候補者

推薦委員会

(2) 会勢委員会

6. 説 明

1 回

3 回

. o.  

=  

l 回

第 1 回実務に直結した建築工事別説明会

「超早強セメントコンクリ ー トについて」

9 月22日 於大阪科学技術センタ ー 150名

第 2 回実務に直結した建築工事別説明会

「建築鉄骨の現場溶接」

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

3 月 B 日 於大阪科学技術センタ ー 174名

7. 講 習

. o.  

=  

第四回建築工事実務講習会

自 7 月 19日 至 7 月24日 ( 6 日間)

於大阪科学技術センタ ー 124名

第24回建築工事実務講習会

自7 月26日 至 7 月31 日 ( 6 日間)

於日経ホール 143名

建築へのコンビュータ一利用講習会

11月 1 日. 8 B .  17日. 19日. 25日 ( 5 日間〉

於大阪科学技術センタ ー 159名

建築基礎工法と実例講習会

3 月31日 於大阪科学技術センタ - 236名

8. 講 J寅

. o.  

=  

21世紀の日本未来像講演会(1)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近総

支 部 共 催 )

7 月13臼 於朝日生命ホ ーノレ 302名

都市環境問題講演会

(本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近後

支 部 共 催 )

8 月26日 於大阪商工会議所 135名

21世紀の日本未来像講演会 (2)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 〕

10月16日 於大阪科学技術センタ ー 125名

r9  関 西 都 市 ; 住 宅 会 議

( 建築 8 団体共催)

テーマ「大阪都市圏における交通問題J

10月29日 於大阪商工会議所 160名

I  [  10 . - 若 い 会 員 瓦瓦 0 l

1  中 ゼLス大込震ム教えるもの

「現地調査報告 ・映画の会」

ゲス ト 高橋慶夫氏

5 月28日 於大阪科学技術センタ ー 130名

中国の古代美術と名園をみる会

ゲス ト 小 角 亨 氏

9 月4 日 於住友本家 ・有芳圏西館 54名

宗教建築 (修道院・教会) をみる会

ゲス ト 村 野 滋 氏

9 月11 日 宝塚カトリック教会 ・西宮トラ

ピスチヌ修道院 55名

ふるいまちあたらしいまちシリーズ(1)

「大和の民家集落を訪ねて」

現地解説者 工 学 博 士 林 野 全 孝 氏

足立富士夫氏

宮 沢 智士氏

大和郡山市 ・橿原市今井町 ・五条市

10月23日，24臼 ( 2 日間) 37名

ふるいまちあたらしいまちシリーズ(2)

「住宅団地の歩みを訪ねて」

現地解説者 山 地 英 雄 氏

工 学 博 士 多 胡 進氏

千里ニュータウン ・逆瀬川団地 ・高級分譲住

宅 ・御影団地 ・西宮北口団地

11月13日

ふるいまちあたらしいまちシリーズ(3)

「総括座談会」

ゲス ト 山 地 英 雄 氏

工学 博 士 林 野 全 孝 氏

1月28日 於会館集会室 15名

船をみる会

川崎重工神戸工場見学・神戸港内巡航

3 月25日 35名

11 . コ ン ク ー ル

第17回工高生デザインコンクール

設計課題 「住宅団地の集会所J

募 集 9 月20日

応 募 数 13校 66点

審 査 会 10月27日

入 選 作 10点( 内政優秀作 l 点〉

表 彰 式 11月20日

38名
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12. 会 誌 「建 築 と 社 会J

4 月号= 都市生活とみどり

5 月号 F 企画と設計のプロセス

6 月号=舌解体工学

7 月号戸都市と港湾

8 月号= 転換期のニュータウン

9月号E 軟弱地盤と震災

10月号= 変貌する建築生産

11月号= 第 18回青年技術者

12月号吉l 自然とレジャ空間

l 月号= 冬季オリンピックと札幌

2 月号= 6∞号記念号

3 月号= インテリアデザイン

13. 出 版

建築データシート

建築データシ ー ト委員会編

illi 築と社会J ｾ付録として会員 ｬζ 無料配街

20シート刊行 (No. 35 ・1 月)

建築データシート 「パックナンバー」有料配布

1 シー ト ( 2 頁) 20円

建築データシート・合本

Ｈ新猿ｾ点のファイノレ Ｔ 冊Ａこ収録Ｉ

3∞部出版

B 4 半tl 変形 ( 220X 295mm) 1. 134頁

(567シー ト)

;主{面 15，α)Q円

建築基礎工法と実例

建築基礎工法と実例編集委員会編

2，5∞部出版 (47年 2 月刊行)

B 5 半tl ( 182X 257mm) 特別上質紙

約550頁

定価 4，000円 会 員 特 価 3，ω 0円

14. 見

戸ｾ

f -

大阪大学工学部吹田キャンパスの見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・白木建築学会近畿

支 部 共 催 )

4 月 3 日 51名

大阪大学医学部附属病院診療棟他新営工事の

見学会

4 月 7 日 61名

タカラのステンレス流し台工場並びに厨房用

品展示場の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

4 月15日 48名

16 

浜松の赤井物産ホーロー浴槽工場と日本楽器

本社工場の見学会

4 月23日 16名

春の柳生の里を訪ねる会

4 月28日 44名

国宝・童文の拝観とぼたんの観賞・撮影会

「当麻寺と石光寺」

5 月 l 日 20名

東京の新しい超高層建築の見学会

5 月 8 日 34名

飛鳥・藤原宮跡発掘現場その他の見学会

( 本会 ・大阪府建築土会 ・日本建築学会近総

支 部 共 催 )

5 月22日 55名

8 N 8 U一草津プロジェクトとクーラー・冷

蔵庫の工場見学会

5 月24日 24名

タカラの名古屋工場と名古屋城その他見学会

6 月 5 日 24名

大阪ガストレーニングセンターの見学会

6 月11 日 26名

日本ハウジング堺工場の見学会

6 月18日 46名

阪急南茨木ハイタウン (美沢高層住宅〉の建

設工事の見学会

6 月25日 30名

ボウル国際興業新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

7 月 2 日 104名

大和ハウス工業(株) 奈良工場と学盟前ネオポ

リスの見学会

7 月10日 24名

大阪府営東大阪広域下水道工事の内川俣処理

場水処理施設ブロワ一室築造工事の見学会

7 月 16日 21名

朝日ビール西宮工場の見学会

7 月24日 15名

大石寺正本堂建立工事の見学と富士五湖めぐ

り

8 月 6 日，7 日 ( 2 日間) 23名

大阪市教育青年センターの見学会

8 月13日 11名

大阪紙文具流通センターの見学会

( 本会 ・大阪府建築上会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

8 月20日 25名

「希望が丘青年の城」をはじめマックスファ

クター・ I B Mの両工場新築工事の見学会

9 月 3 日 47名

兵庫県立近代美術館の見学と美術展示品の観

賞会

9 月10日 6 名

大阪東郵便局庁舎新築工事の見学会

9 月29日 8 名

松下電器産業 (株) 奈良工場の見学会

10月 8 日 15名

協和銀行大阪支庖事務センタ一新築工事

(第 1期) の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

10月15日 61名

千代田建材工業 (株) 貝塚工場と山陽木材防

腐 (株) 大阪工場見学会

( 建材委員会)

10月21日 13名

建仁寺並びに西行庵の茶室見学の会

10月23日 33名

南縛寺の茶室その他見学会

11月6 日 33名

P L 教団大平和祈念塔と 錬成道場の見学会

11月13日 18名

修学院離宮の拝観

11月24日 14名

11月26日 13名

京都競馬場スタンド増築その他工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

12月 2 日 21名

竣工開館後の南 0 8 プラザ並びに竹林会館の

見学会

12.fJ 16日 34Z

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ(1)

大阪データ通信局舎 (堂島〉新築工事の見学

A  

=  

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

1月20日 50名

大阪市清掃局大正プレス工場新築工事の見学

A  

=  

1 月28臼 30名

阪急ターミナルピル新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

2 月18日 63名



灘の生一本菊正宗嘉宝蔵の見学会

2 月26日 49名

泉北ニュータウンパイロットハウス見学会

( 住宅委員会)

3 月 7 日 14名

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ(2)

大阪国際ビルディング新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

3 月10日 51名

京阪くずは体育文化センター並びにくずはモ

ール街新築エ事の見学会

3 月17日 20名

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ(3)

大阪ロイヤルホテル新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支 部 共 催 〕

3 月24日 49名

I  15. 午 餐 会 ・ 懇 親 会

役員 ・委員の見学と懇親会

日吉神社 lζ 参拝，ホ テルレークビワ見学後，

同ホテルにおいて懇親ノマーティ開催

4 月10日 87名

常設委員会委員長懇談会

5 月25日 於北水 10名

東畑前会長感謝の会

5 月26日 於綿業クラブ 1∞余名

会員忘年懇親会

12月16臼 於太| 討図 390名

建 築 6 団体新年交礼会

1 月 4 日 於大阪コクサイホテル 528名

建 築 6団体会長昼食会

1 月20日 於大阪ガスピノレ食堂 19名

オール建築人ボウリング大会

2 月10日 於ボウノレ国際興業 ・ナンパ

ボウリングセンタ - 94名

創立記念日の集い

「記念講話 ・映画と祝賀パーティ」

3 月30日 於綿業会館新館 7 階 57名

16. 展 覧

. 6.  

コヨE

第 8 回よろず相談住宅展覧会

自 7 月15日 歪 7 月20日 ( 6 日間)

於阪神百貨庖 8 階催場

入場人員 38，043人 相 談 件 数 1. 084件

新しい建築写真展示窓

展示写真

( l ) i 京阪京橋駅 ・京阪ショッピンクeモ- )レ」

(2) i 金剛コロニー」

(3) i 大阪紙文具流通センタ ー」

(4) i 大阪にも超高庖ビル時代」

(5) i 街を緑 l ζJ (第 1 回D

山L そ の 他

( イ) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

建築関係団体連絡協議会

建築業務基準委員会

公益法人連絡協議会

i 4 会連合」協定工事請負契約々款改正

委員会

( ロ) 会館借入金の償還

日本建築学会 IC50万円のほか抽せんによ

って51万円償還

( ニ〉会計監査

4 月27日28日及び 5 月 8 日の 3 日間監査

法人公認会計士宮島一夫氏によって昭和

45年度の会計監査を受く

( ホ〕業務検査

12)司8 日建設省小林事務官によって業務

検査を受く

日 云会 が 入 会 川 る 団 体 |

大阪商工会議所

関西経済述合会

大阪市街地再開発促進協議会

大阪住宅建設促進協議会

建築行政協会大阪市支部

日本コンクリート会議

建築関係団体連絡会

建築業務基準委員会

公益法人述絡協議会

建築国際述絡協議会

東区納税協会

大阪府社会保険協会

|  19 後 援 ま た は 協 賛 し た 会

大阪府建築基準法施行条例改正説明会並びに

建築法令講習会

主催 大阪府 ・大阪市

自 4 月 l 日 至 4 月6 日

於御堂会館ほか

第 7回マイホームショウ

主催 住宅新聞社

自 5 月21 日 至 6 月 9 日

於朝日生命ホ ーJ レほか

神戸マイホームショウ

主催 住宅新聞社

自 6 月10日 至 6 月14日

於サンボ ーホール

映画と新建材説明会

主催 日本建築材料協会

自 6 月23日 至 6 月29日

於千代田生命ホ ーJ レほか

山留工事の安全に関する研究発表・講習会

主催 建築業協会

7 月16日 於大阪科学技術センター

「都市構成におけるメタル・カーテンウオー

ル技術発展」論文懸賞募集

主催 日本カ ーテンウオー J レ工業会

提出期限 7 月31 日

異形鉄筋コンクリート設計法誘習会

主催 鋼材倶楽部

自 8 月17日 至 8 月27日

於大阪科学技術センタ ーほか

第 4回建築士のための設備基礎教室

( 空調設備コ ース)

主催 大阪府建築士会

自 9 月27日 至 12月 1 日 於塗料会館

第 B回マイホームショウ

主催 住宅新聞社

自 10月22日 至 11月 B 日

於大阪国際見本市会場

総合設計制度による建築基準法の緩和基準及

び融資制度の説明会

主催 日本建築士会連合会

都道府県建築士会

日本建築センタ ー

全国市街地再開発協会

自 11月16日 至 11月30日

於中央公会堂ほか

組

一

在

同

夕

現

協

ン

末

業

セ

度

工

ン

'

年

商

イ

器

ザ

会

陶

旬

デ

一

態

会

業

生

部

阪

一

退

工

衛

月

大

一

間

ル

ル

1

於

一

動

年

イ

イ

E

L

展

タ

タ

ョ

一

作

国

阪

日

一

員

一

会

新

金

大

合

引

ニ

入

。
4

-

旧

国

M

催

リ

一

会

一

軒

年

主

自

一

札

自 4 月 7 日 至 4 月11 日 正 会 員 545 551  

22 

(28口)

562 

5，751  

649 

( 1. 632口)

605 

於朝日文化ホ ーJ レ 団体会員 11 

E 形鋼による鏑構造接合部設計講習会 ( 11 口)

主 催 鋼 材 倶 楽 部 准 会 員 272
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主i::.

I=l  4 昭 和 4 6 年 度 決 算 報

近畿建築会館特別勘定定勘般

表照対{昔貸表照対{昔貸

単位円

昭 和 47 年 3 月 31 日 現 在

単位同

昭 和 47 年 3 月 31 日 現 在

方貸自科定勘方{昔方貸方{昔

6. 658. 116 

7，816，134 

16，933，740 

害責金

金

国

本

科

基

額

88，696 

金

金

自科

現

148，620 

1. 399， 835 
954. 7221ト什 器 償 却 準 備 金金

替

券

預通
高三

国

635，874 
12，780. 373 金払166，357日米振便郵

7，750 

126，880 

3， 131. 510 金

買え

J え20. 00011 前証価有

145，003 金受440，00011 仮定動館会 440. 000 

1. 520， 000 

785，000 

112，500 

673，934 

2，392，300 

5，000，000 

4. 955. 00611 繰 越 事 業 収 入 金

金入30，96111 li昔

250，305 

金

金|

用

入

政

払

収

払

未

仮

前

18，641. 558 18. 641. 558 

877. 790 器

繰 越 事 業 支 出 金

什

表訳内支収

世

U
図

越繰

庫

期

在

目1)

収 入

WJ 支収

単位円

昭 和 47 年 3 月 31 日 現 在

24. 273，530 
到

削

ぷ入

ι 」

a

r

a

-

--r

"

 

犬、

ι 』
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u
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4
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。
。

q

J

。
，u2，830，000 

300，000 

比
760

1

録自産財

5，240 

単位円

H何 和 47 年 3 月 31 日 現 在

24，7601  3，120，000 3. 144. 760 計
部之依負部之産資

支 出
824，344 定WJ 金

877，790 

基

産資定固

単位円

609，560 金本基

器イ十

増 ム 減

5，5001 

78 

13. 24 

8，50 

772 

600 

6. 130 

69. 895 

85. 860 

29，032 

01  

9，581 

予 算 額

132，000 ム

150，000 ム

156，000 

24，000 ム

725，000 ム

11，000 ム

169，000 

100，000 ム

650. 000 

240，000 

587，000 

167，000 

決 算 額

126. 5001  

149，9221  

169，240 

15，495 

724，228 

10，400 

175. 130 

30. 105 

735，860 

269，032 

587，0001  

176，58

J  

M 仏493!

借 入 金 利 子

1E 気 料

瓦 斯 代

水 道 代

借 地 料

火 災 保 険 料

公 課

修 理 費

給 与

維 質

建 物 償 却 金

什 器 償 却 金

11. 030，939 産資動流

目2ま什 器 償 却 準 備 金 214，784 

債 23，449，186負流 動

前

954. 722 金預通
主主

国

20，000 券証価有

金 3，131，510

145，003 

金 12，780. 373

繰 越 事 業 収 入 金 2，392，300

建 築 会 館 基 金

建 物

建 物 償 却 準 備 金

電 話 設 備 資

什 器

什 器 償 却 準 備 金

現 金

有 価 証 券

一 般 会 計 勘 定

借 入 金

未 払 償 送 金

未 払 利 息
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合 計 |
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金 4，655，006入収米

250，305 

繰 越 事 業 支 出 金 3，904，892

用ｴｾ＠ナム前

省:
図庫在

金越前 期 繰

収 支 勘

58，4931 3，111. 000 

金余剰越繰期次

丹

《

d

a

n
官

-

唱

t

A

q

J

q

J

-

n

U

 

勾

t

n

w

d

今

ム

A

Y

9

d

一
q
u

n

4

7

・.

4
n
T

6

一
6

計

差 引 不 足 金

前 期 繰 越 剰 余 金

差 引
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般 勘 定

収入の部

科 自

会 費 収 入

事 業 収 入

雑 収 入

支出の書官

科 自

事 業 費

'" 

1 ・

会 議 主主

支 部 資

事 務 資

給 与

厚 生 費

賦 課 金

会 館 勘 定 繰 入 金

退 職 手 当 積 立 金

什 器 償 却 金

予 備 費

収 支 内 訳 表

昭 和 47 年 3 月 31 日 現 在

資 目

正 会 :ot 

団 体 会 E空

地 方 会 費

准 会 費

計

雑 誌 収 入

講 演 講 習 会 収 入

集 会 収 入

約 款 売 上 収 入

住 宅 相 談 所 収 入

デ ー タ シ ー ト 収 入

雑

計

収 入
ρ<=1 、

計

費 目

雑 誌 費

講 演 講 習 会 費

集 会 資

調 査 費

住 宅 相 談 所 費

デ ー タ シ ー ト 出 版 費

雑

計

総 会 評 議 員 会 費

理 事 会 Eま

部 会 f空

委 員 会 費

特 別 委 員 会 費

計

支 部 交 付 金

支 部 補 助 金

計

電 話 料

通 イ言 費

旅 資 交 通 費

集 金 翌t

印 席。 物 費

文 房 具 ま空

雑 質

計

本 給

家 族 手 当

役 職 手 当

超 動 手 当

tt 与

計

健 康 保 険 料

厚 生 年 金 保 険 料

失 業 保 険 料

労 災 保 険 料

職 員 福 手lJ 費

計

支 出
β日、

計

決

決

算 額

15. 223. 155 

8. 014. 750 

819. 700 

925. 400 

24. 983. 005 

19. 535. 470 

2. 890. 150 

3. 096. 300 

1. 573.  705 

5. 104. 550 

5. 686. 570 

2. 217. 811 

40. 104. 556 

49. 419 

65. 136. 980 

苦手 額

27. 183. 129 

2. 092. 868 

4. 198. 652 

181. 530 

4. 275. 920 

5. 280. 236 

4. 055. 797 

47. 268. 132 

367. 253 

145. 895 

。

503. 818 

36. 220 

1. 053. 186 

818. 535 

60. 000 

878. 535 

526. 734 

39. 260 

570. 925 

1. 308.  387 

369. 533 

213. 955 

181. 572 

3. 210. 366 

11. 986.  320 

49. 200 

720. 000 

114. 090 

4. 535. 019 

17. 404. 629 

442. 286 

395. 292 

106. 865 

34. 765 

111. 980 

1. 091. 188 

105. 340 

2. 830. 000 

。

75. 462 

。

73. 916. 838 

8. 779. 858 

3. 584. 943 

予 算 額

15. 900. 000 

8. 000. 000 

720. 000 

1. 260.  000 

25. 880. 000 

18. 150. 000 

3. 540. 000 

2. 350. 000 

1. 800.  000 

4. 300. 000 

6. 700. 000 

870. 000 

37. 710. 000 

50. 000 

63. 640. 000 

予 算 額

22. 170. 000 

2. 670. 000 

2. 850. 000 

200. 000 

4. 000. 000 

6. 150. 000 

2. 310. 000 

40. 350. 000 

200. 000 

80. 000 

50. 000 

420. 000 

50. 000 

800. 000 

800. 000 

120. 000 

920. 000 

480. 000 

30. 000 

54fJ . 000 

1. 170. 000 

240. 000 

240. 000 

180. 000 

2. 880. 000 

10. 876. 000 

60. 000 

624. 000 

100. 000 

4. 077. 000 

15. 737. 000 

384. 000 

324. 000 

96. 000 

35. 000 

180. 000 

1. 019.  000 

100. 000 

2. 800. 000 

1. 000.  000 

50. 000 

1. 109. 000 

66. 765. 000 

差 引 不 足 金

前 期 繰 越 不 足 金

計 12. 364. 801・・・・……次期繰越不足金

単位円

増 ム 減

ム 676. 845 

14. 750 

99. 700 

ム 334. 600 

ム 896. 995 

1. 385.  470 

ム 649. 850 

746. 300 

ム 226. 295 

804. 550 

ム 1. 013.  430 

1. 347. 811 

2. 394. 556 

ム 581 

1. 496.  980 

単位円

増 ム 減

5. 013. 129 

ム 577. 132 

1. 348.  652 

ム 18. 470 

275. 920 

どL 869. 764 

1. 745.  797 

6. 918. 132 

167. 253 

65. 895 

ム 50. 000 

83. 818 

ム 13. 780 

253.  186 

18. 535 

ム 60. 000 

ム 41. 465 

46. 734 

9. 260 

30. 925 

138. 387  

129. 533 

ム 26. 045 

1. 572 

330. 366 

一 一 一

1. 110. 320 

ム 10. 800 

96. 000 

14. 090 

458. 019 

1. 667.  629 

58. 286  

71 . 292 

10. 865 

ム 235  

ム 68. 020  

72. 188  

5. 340  

30. 000 

ム 1. 000.  000 

25. 462  

ム 1. 109. 000 

7. 151. 838  
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暑中お見舞申し上げます

阿 音B 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

浅 沼 猪 之 吉

昭和4 7年 盛夏
(50音順)

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

車問 野 栄

大阪市東住吉区間辺J I ( ノ町 6 丁目お電話06(692) 1331- 5  串臼3 大阪市天王寺区東高津町8i 在地の1 電話 06 (762) 0251  串 間 大 阪 市 北 区 堂 山 田J 66 電話 06 (361)  2091代

自宅大阪市車住吉区岡辺本町 3 丁目 188 電話ω( 621) 7982 唖 日l 自宅・公良市字園南1丁目7番15号 電話 0742( 45) 0681

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

三同邑

木 益 次 浅 沼 誠 夫

株 式 会 社 青 木 建 設 取 締 役 社 長 株 式 会 社 浅 沼 組 常 務 取 締 役

大阪市大淀医大淀町市 1 J 目5lffJ 也屯，IIi 06 (458)  5851  串出3 大阪市天王寺区東高津町8帯地の1 包括06( 762) 0251

自宅 ・事II#- 川県逗千 rlilll の恨 1- 3- 19 串印 02 r J 宅生駒 rti 生駒町* 松ケ丘7番30号 包括 07437(3) 4805 

'4): ，l t0468 (71 ) 2882 

会 長 青 島

代 表 取 締 役 青 島

憲 輔

邦 夫

株 式 会 社 汚 烏 設 計 室

名古 l五市中村| メ米1;1町2 崎f . 銀行ピル屯，1，，052(582)7171

ｬｊｦｾ ，ｾ輩Ｂ 名，Ijl.めli 州1>( 枇児島述。2-35 '，t!，1，，052ら31 )1915 

Ufr，¥邦夫。 t 知県霊園E車田町k トIf..j;-;自 1ト副 '，t!，11i 052(801)6205 

= 包

同 盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 包 括0822 (21)2281 

自宅広島市翠田n 5 0 7 の 1 0 電話0822 ( 51) 6730 

主主三

同 柳 不 折

株 式 会 社 岡 沫 組 取 締 役 社 長

本 社大阪市内 Ｑ 灰 ｊ［ｉｊｾｽｪ 町 ＲＵＱＱ ＱＧｊ也

司1.1孟06( 252) 810[11:

太阪支山 大阪市両成 I>(JUIJ 宿 泊 4丁目 l 11U也

o'l!，lli 06 (651) 7775代

点 ポ 支 出 ・ 点 J;r /ifs渋 谷 I> Z 箭ヶ谷 1 r n3 5砕 22月

活 .llo03( 460) ＹＶＲ ＱＨｾ＠

赤 崎 尚 信

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪 rli 西区立光府北i且l の90 第三; 富士ピル

7[1活 06( 541) 7625代

自 宅 戸 屋 市 三 条阿 f 47 帯 30

j斐
ごム

J ロ井 貞

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串530 大阪市北| 孟 2草刈 '1' 2  r  11 37 屯自治 06( 341) 6671

串田9 自宅・芦尾市東山町213 ローズハイ 7戸出406号 ' i lWi0797(  31 )2339 

20 

j斐 野 真

: D  

J !iL 

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務所 代表 取 締 役

大岡山 li .R.E寺1><: 城市寺田f 9 の27

屯ぷ 06( 768) 0201代 ・(761) 7870

n宅 泌111111 rli iJJ<1lI附田T4 の 2 1 屯話0720( 31) 1750 

j菱 j毎 正 雄

浅 海 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区老松町 1 丁目 22 電話06( 362)  8701- 8  

東 秀 侃

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 代 表 取 締 役

唖 話5 本 社 ー大阪市東淀川区十八条町 3'丁目 7番地

電話068( 32) 1101代

営業所 ー吹田市 iJt?)ま台 7 丁目 201ff1也

串田5 n宅 ・i吹田市雌1 ' ] 台2丁同 28帯地 電話068( 72) 3256

東 秀 保

株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所

晶日0 大阪市北区天神楠筋 3 丁目 6 7 7チスピル

包括06(  358)  5598 ・3497

自宅 大阪府総l主川市成田東町15- 25

電話0720(31  )  3980 

姉
l

 

l

 

--s' 

正 男

東光電気工事株式会社大阪支社 取締役大阪支社 長

骨 541 大阪市京区布施稿5 T 1128i 昨地 電話06( 202) 0325- 9

骨 565 自宅・吹田市藤白台 4 の30の12 電2舌068 (72) 3214  

荒 芳木 手B

ー株 式 会 社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池 田 市鉢 塚 Ｒ 丁目 Ｘ 番 Ｒ Ｑ 号 電 ｾ ｗηＷ (61)8874代

自宅 田池田市鉢塚2丁目 9番8号 包 括0727( 61) 8874  

伊 藤 喜 三 郎

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究所 代 表 取 締 役 社 長

畢 102 東京畠千代田区紀尾井町3番地主芸春 敏ピル 電話凶(263) 1481ＨｾＭＷ＠

ｾｏ［Ｈ 都品川区Ｊ五反問 Ｓ Ｍ ＱＶＭＵＵ 屯話03( 441) 5437

伊 藤 鍍

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

名古屋市中区錦三丁目3番6号( 日経ピル) 電話052(951)1110 Ｈｾ＠

自 宅 芦 屋 市 山 手 町 6 9 電話0797( 22) 21臼

伊 藤 武 彦

株 式 会 社 伊 藤 組 取 締役 社 長

彦 恨 市 安 清 * 町 95 番 地 電 話 07492 ( 2 )3141代

自宅 ・彦板市本町2 TJ3 1i制 号 電話 07492 ( 2  ) 0025 

伊 藤 良B

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常務取締役支庖長

大 阪 市 西 区 広 田I 綴 2 の 3 5  電話06( 443)  0631 

自宅 ・畿 中 市 北 桜 塚 3 - 8 - 7 電話068( 54) 7747

f手 東 也正

株 式 会社 伊 東建 築 設 計 事 務 所 代 表取 締役

大阪市浪速区幸町通2丁目 6番地滑光ピル 電話06(562) 4343

自宅 ・西 宮 市 松 生 町 129 番地の 2 電話0798 (2幻3598



暑中お見舞申し上げます

井 手 正 雄

社 団 法 人 l司 本 建 築 協 会 京 郎 支 部 支 部 長

京都市中京区抑小路通柳馬場点入備陣f 645

電話075( 211 )  2857 

自宅 ・京 都市中点区魅屋町通乞条 F 電話075( 231)  1492 

井 達 明

昭和 4 7 年盛夏
( 50背順)

上

株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖駒大阪市北区館野町51番地 安閑ピル 屯JIi 06(372)2821 Ｈｾ＠

串555 自 宅 大 阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4

電話06( 473) 1069

生 重田 政

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

嘩臼 I k 阪市東区宜上町 4 丁目 5 昨地 電 話06(261') '7591- 6

⑤ 659 自宅 ，l' lilili 朝日ケ丘 2 2 1ft 1  1  g. 電話079i (23) 0657 

井 崎 梁 次 井 上 博 池 田 日百

株 式 会 社 井 崎 工 務 庖 代 表 取 締 役 株 式 会 社 井 上 博 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役
株 式 会 社 池 田 富 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁目 l 番 地 包 括0734 (24) 5195 骨 107*京都浴区北行山 2 丁目 5 - 6 電話03( 401)  7l 77( t  

串臼2 大阪市沖1区瓦屋町三番丁68 オートセンターピ JレH 許

自宅・和歌山市玉首長丁 2 丁目 5 "111'地

'，I1，ifo06( 761 ) 03ω 

電話0734(22)  0382 

串591 自宅 ー排市点上ノ芝田r 2  r  32 1 屯，]i; 0722 ( 52)  7753 

井 章・関

フ ジ タ 工 業 広 島 支 庖 取 締 役 広 島 支 庖 長

串730 広島市国泰寺町 2 - 3  - 23 電話0822( 41) - 4131代

井 上 j晃 石 井 蔀

株 式 会 社 大 建 設 計 理 事 ・技 師 長

畢 駒 大 阪 市 凶 区 京 町 線 2 - 75 電話06( 441) 9351

唖毘7 自宅・大阪市西成区松原通 2 - 3 5 電話06( 651 ) 9901  

東洋基礎工業株式会社大阪営業所取締役営業所長

唖 Ｕ 回大阪市内臥 Ｈｾｔ 腐 ｈ 日 Ｑ ＵＶＨ 中谷ピルＩ

'il i ，!，f; 06( 441)  6678- 9 

自宅・大阪府貨中市新千里北町3丁目 l 番地

新千ＮｭＮ北町第三団地 ｃＴＰ の Ｒ 例屯， Ｑｾ ＧＨＩＶ Ｘ ( 72) 3050 

諌 早 夫 井
l 上

福 裁
石 jll 寛

石 jll 宏
不 動 プ レ ハ プ 株 式 会 社 社 長

株 式 会 社 弁 上 長且 代 表 取 締 役

事 務 所
唖1刷東京都中央区銀座 4 - 2 - 2 弥生ピル

晶 534 大 阪 市 部 品 区 網 島 町 6 番25号
石 )1 1  建

築

電話03( 561) 3581

世話06( 352) 4031- 4 ，06(351) 1530
大阪市天王寺区築臼山 1 1 1 屯，1，1; 06( 779) 9491- 2  

串旧東京部世田谷区南烏山 2 - 18 - 4  

自宅・東大阪市東石切町6丁目 4番4号 電話0729(81)  2526 
自宅・兵庫県宝車市雲竃丘山手 lT 目5番l号 '.'IW; 0727 ( 59)  2963 電話03( 300) 3705

井 上 浮 夫 飯 国 精 次 郎 石 田 縛 男

株 式 会社 井 上 浮 夫 商 庖 代 表 取締 役 共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1の 101 電お 06( 441) 8531- 6 畢知 大 阪 市 北 区 富 田 町 9 電話 06( お4) 5836
唖l曲w: ｪ［ｬｬｩｦｾｩ 在 ｬ 吐， ＺＱ［ 輸 Ｔ r  H  2 酢6 日 屯 ，1，1; 03(  443)  9321  

自宅 ・西宮市甲子園三番町 9 の5 電 ｾ ｗＷＸＹ (41) 4661  品自拍 s自宅 ・鐙中市本田T 2 丁目 2 - 2 4 電Z古068 (52) 5775 
串155 自宅 ー*f，r /il ll 吐田谷区 (t 沢 4- 31- 6 屯，l ! ; 03( 422) 4452

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 Ｔ 臼名古屋市中村区幡町 Ｔ の ＲＸ 国鉄会館内Ｑｉｬ， ＡｾＰＵＲＨＴＵＲＩ 1271大代

052(451)2025直通

唖4臼自宅・名古屋市千積区下方町 4 の30 電話052( 711) 9 4 0 0

井 上 久 雄

株式会社井上久雄建築設計事務所代表取締役所長

畠庄司大阪市西区京田TJiiii 1  T 口38 千島ピル

司1，1506( 443) 7338代

品565 自宅 ・l吹田市青山台 3 T 1i 2 0 - 7  m ，l t 068( 31) 3256 

五 十 嵐 昇

( 資) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古辺市中区下 liir 泊町 1 2 6  電お052( 321) 9591代

自宅 ・愛知県東海市名和町名和住宅 5 - 203 

電話 05ω( 63) 1068

生 道 春島

日 積 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢副大阪市南区大宝寺町東之T 2 0番地 電J l i 06( 251) 3195

磯 道 夫秀

太 平 建 設 株 式 会 社 代表 取締 役

串7曲愛媛県松山 <1';1司、病I
Q
f 21 '1 113併地17 '，I1.1i ; 0899(21) 2023 

晶 7田 (1' 1 : ; 総山市昧柄町 2 1'1 113- 16 屯，1i ;0899(21) 2023

r::!::1 

邑

..，‘ .... 

目E 平日

[J ｪ￭ｾ 化 ｆ 戸工業株式会社 ' ，' H先取締役

大阪市岡| 吐土佐腐通り 1.)' [1 27の 2 タケウチピル

'，n  ，1Ii 06(  443)  2261  

ｮ 宅 ・ ｾＧｉ［ ＼ｬ ｩ 様似篠原市町 Ｒ ノお '，11 "，';O78( 871) 3479 
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市 繁 雄
I

 

l

 

--
.，
， 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長

串蜘l 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 田 町20 1宮3W75(681)5101- 5  

自宅・京都市左京区下鴨芝本町" 37 電 J W75σ' 81) 0289

稲 葉 重 良B

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 9 7 屯話06( 372) 印 97

自宅 ・八 尾 市 山 本 町 南 5 - 13 電話0729( 22) 3587

指 宿 真 智 雄

株式会社建築デザイン l 級建築士事務所代表取締役

大阪市東区南本町4- 47 イトウピル電話 06 ( 252)  4905代

自宅 ー京都市左京区八瀬野瀬町54 電話075( 781) 6573

4 企』

ーフ 西 茂 雄

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

串e>YJ . k . 阪市西区北嶋江通 2 丁目 47 昏 地 電 話06( 541) 3051- 3

串師自宅大阪市西区北堀江通2丁目 47番 地 電 話06(541) 3 0 5 4

A  

圃フ 霧雄西

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役社 長

唖副 大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピル

包括 06 (772) 1251  

"' 59: 自宅大阪府高石市羽衣2丁目 4番l 号 電2吉0722(61)  1179  

A  

ーヲ フE 康 彦

岩 崎 甚 太 郎

畢 師 自 宅 ・兵庫県川西市花屋敷 1 丁目32の11

電話0727( 59) 9 3 17  

l . Ll  

Z吉 崎 雄久

高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取締役社長

暗聞大阪市都島区中野町 4 丁目 8 番 10

電話06( 358)  1171代

唖日5 自宅 ・豊中市新千皐南町 3 T 目34ー 7

電話068( 31) 5118

I-LI 

酒.
崎 弘

株式会社教育施設研究所大阪事務所取締役所長

大阪市西区立売堀北通 2 の27 電話 06(531)0913

大信ピル 2 階 3 階 06(5叫 )7301

，ω 自 宅 事 良 市 法 語 立 花 町 1 0  4  6 電話0742( 22) 2217  

岩 善 雄崎

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取締役社長

居 143 . ! R 京郎大田区大森北 5 丁目 8 番 11号

電話03( 763) 0211

岩 哲下

相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 工 務 部 主 任

畠5四ー02 大阪府泉南郡東鳥取町山中 1134 電話0724( 72) 4081代

自宅 Ｎ Ｎｉｒ南市幡 Ｑ Ｇ ｾＵＹＶＭ Ｑ Ｙ

山

一

相 義本
'L' 

近 畿 屯 気 工 ・J} 株 式 会 社 取 締 役 社 長 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番 地 電 話 06( 312) 1281 骨副大阪市東区高腿綿 2 rl cl  9 1l'i J也 宿 泊06( 202) 4791 Ｈｾ＠

自 宅 ・ 豊 中 制 撤 塚4 丁目5番5号 電 翻68 (52) 5887 

l . Ll  

Z王 市良R井

.，皆 務 取 締 役

株 式 会 社 建 材 社 大 阪 支 庖 尖 阪 支 庖 長

品別大阪市北区中之島 Z 了目 新朝日ピル

屯話06( 203)  3721 

22 

上 良
ご・ム

，ロ回

A 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区谷町51 門30 新野村ピル lllJ 舌06(768)2941

自宅 ・寝 屋 川 市 本 町 1 7 の 1 8  電話0720(  21)  0320 

昭和4 7 年盛夏 ( 50音順)

上 村

株式会社一級建築士事務所京都建築事務所代表取締役

京都市中京区三条柳馬湖東入中之町10 電話075位11)0562

075 (231)  5681 

自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 3 番 5 号 電 話0798 (34) 4333 

上 義蓑

共立建設株式会社大阪支庖 取締役支底長

唖臼0 大阪市東区谷町 5 丁目 30番 地 新 野 村 ピ ル 内

電話06( 761) 0112代

牛 場 栄 一 郎

株 式 会 社 牛 場 建 築 設 計 事 務 所 代 表 者

唖557 大阪市西成区南吉田町 3 5 接地 電話06( 661)  3636代

骨日7 自宅 ・大阪市西成区南吉田町 3 5番地 電話06( 661)3636

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社 相 談 役

晶駒 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 14 電話 06仏41)5171  

自宅 ・神戸市東量区陶酔町西平野宇天神山 61 電話078( 851) 9357 

内 輪 勝

株 式会社 創 構造建 築 事務 所 代表取締役

畢733 広 島 市 十 日 市 町 1 丁目 2 - 2 0 電話0822( 91) 4495

畠初 自 宅 ・広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 電話0822( 89) 1658 

浦 野 男

株 式 会 社 浦 野設 計 事 務 所 取 締 役 社長

名古屋 市西区山田町上小田井字中浦l 勾4の 5

電話 052 ( 502)  1991代

自宅 ・名古屋市西区山田町上小田弁字中浦 l お4の 5

電話 052 (502)  4501  

江 好 巳
i

 

l

 

--z' 

株式会社山下寿郎設計事務所大阪支社支社長

畢臼l 大阪市東区北浜 5 丁目 11番 地 新 立川 ピル

電話06ロ31) 4217



暑中お見舞申し上げます
昭和4 7年盛夏

( 50音順)

キ夏 栄 大 井 弘 =，ムロ 郎
大 林 芳 郎

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 大 キ本 組 取 締 役 社 長

株 式 会 社 東 峰 美 主主

唖駒大阪市西区京町場 1 丁目76 福岡ピJレ 大阪市東 I烹 京 綿 3 丁目 75 吊: j 也 電 話 06(941) 0861  

大阪府大京市赤井 1 丁目 3 の23 電話0720( 72 )1850代
電1初 6(斜 4) 4521- 2

自宅・神戸市東滋区御影町御影字上の山1682の l

串562 自宅・箕面市百楽荘4丁目4ー 11 電話 0727 (21)  4113 11U5078 (85)  2501  

小 川 卯 一 郎

日本' i U 設工業株式会社大阪営業部取締役割l長

唖日 ｬ 大阪 ｲｬ￮ 大淀反ｾｾ崎西通 ｬ 丁目 ＲＰ 番 Ｙ 号

m，l l i 06(372)  3531代

唖 館 内 宅 凶 富 市 般 町 2 ー 2 3  "宜，1t. 0798 (34 )  3027 

‘
、---aa 

'' l

 

l

 

-
-
a
'
 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

晶 副 大 阪 市 東 区 本 国r 4 の 27 電話 06 ( 252)  1201 

取 締 役 会 社 大 木 昭

取 締 役 社 長 近 藤 喜 久 二

株 式 会 社 経 建 築 設 計 事 務 所

畢l曲東京一郎新宿区市谷田町 3 - 8 新杵ピ J レ3 階

包 括03( 269) 6411

大 i畢 幸平

大 森 久 司

大 宰 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶駒大阪市西区西長編北通1丁目 5番 地 電 話06( 538) 0881代

串問自宅Ｎｾ中市玉井町 Ｑ 丁目 Ｘ 番 ＱＸ 号電Ａ［ＵＰ ＶＸ (52) 3237 

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 鴻 06(312)1281

自 宅 ・ 奈 良 市 今 辻 子 町 1 2  1t U初 742( 22) 2390

大 山目白 典

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

哩 臼2 大阪市南区大宝寺町東之 r 41 匂. l li 06 (2S-l  )  3555 

唖溺自宅・大阪市住吉区長居町東 7 TI J 26 

'11]:.11; 06 (691) 鈎 02

会 長 ，J、JII 実

大 下 繁 報f 岡 崎
t久1他

彦

副 会 長 牛 場 栄 一 郎

副 会 長 玉 置 彦
関 東 電 気 工 事 株 式 会 社 関 西 支 庖 支 社 長

副 会 長 中 井 隆

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨副大阪市東区南久宝寺町 3 丁目 4 1 酢地

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会

広 島 市 東 白 島 町 1 7 の 4 電3苦0822( 28) 0281
電話06( 253) 0291

自宅・大阪府¥. ! 21! " l 市的俄l U町 3 - 2 ー l ー 悌4

太阪市西区土佐堀通5丁目関ヤマタマピル' i { ! ，1舌06(448)  3329 

ベルピュ一的恨鎚 9 - 904 m，]孟068( 62) 3517

河 吉 之 助

株式会社 小河建築設計事務所代表取締役所長

唖剖2 k 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 の 8 屯. l i i 06( 763) 2301  

ｾｉ 宅・校方市香里ケ丘 ＱＲ の ＲＲ の ＳＷ 電話0720(54 ) 0690 

大 下 順 郎 岡 橋 作 太 郎

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

畢協大阪市城東区間目町1丁目40番地' I1. l，l l i 06(939 ) 4741{¥- 5  

晶5 3 s 自宅・大阪市旭区新森 5 J i J 51l'n 号 電 話 節 団2) 1240

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 会 長

尾 亀 j青 四 郎 大 場 広 次 岡 本 ｾｔ＠ 謹E

株 式 会 社 晃 空 調 会 長 株式会社松田平田坂本設計事務所大阪出張所長

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

晶 駒 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 亀 Jt. 06 ( お3) 1371 . 530 大 阪 市 北 区 堂 ぬ 上 3 ー 10 mJ 舌06(344)  7821 

. 5回大阪市西区西長沼北通 l 丁目 8 借地四・ノ縫ピル

屯，1&06 ( 532)  3421 

畢5刀自宅 ・枚方市岡山手町 15 の 4 電3古0720(41  ) 3427 晶 ＱＶＷ 自宅東京郎杉 ｾ￉ 区西荻 ｩｬＱＴＭＱＹＭＱＳ 電話03( お3) 2621

置 塩 光

株 式 会 社 誼 塩 建 築 事 務 所

大 旗 正

協 同 組 合 広 島 県 設 計 技 術 セ ン タ 一 代 表 理 事

広 島 市 繍 川 新 田f 7  I昨 3 号 屯 話0822( 91) 7245

、 岡

全本 男

究 組 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺 ｊ＾ＨＪｲｾｩｩＭｬｴ 圃 ｦＱＴＭ 5  ';1l ，lf.06( 768)  1515代

自宅・大阪市西成区玉出本通ト37 '1Il J l i 06 (661)  3317 
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奥 政 雄田

奥 田 設 計 室 建 築 事 務 所 所 長

守 口 市 桜 田T 1 6 番 地 買l ，!t 06 ( 992).5808 

自宅 ・交J f ‘市 大 字 鮎 部 3 0 7 9 電話 0720( 91)1556 

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 篠 田 川 fl 建 築 事 務 所 所 長

名古屋市東区富士塚町 3 丁目 2 番地電話052ω62) 7581 代

自宅・名古屋市干橿区稲舟通 2丁目 7番地 電話052 (751)2613 

昭和4 7 年盛夏 ( 50音順)

河 津 喜 之 助

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

大阪市 北 反堂島工上 l の 2 4  1U，11i 06( 341)  1351- 3  

白宅・盟中市 l淑郎本通 l の 1 0  1tl 話068(62)  6865 

奥 野 晴 弘 )11  上 慶 次 郎 河 井 覚 弘

株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役
株 式 会 社 鴻 池 組 福 岡 支 庖 支 庖 長

日リ JII 敬 蔵

晶5日大阪市浪速区新川 3 丁目 6 3 0 也.! I; 06! 日3) 014ト 3

河 井

愚 810稲岡市中央区大名 1丁目14111' 45号 電話ω2( 75) 7237 株 式 会 社 称 JII 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 師 自 宅 ・ 尼 崎 市 元 浜 田T 1  - 9  包 括06( 416) 8541 大阪市北区牛丸町65 小林商 ))1 ピル屯J君06( m) 8404 代

海 上 静

株 式 会 社 海 上 修 一 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨臼1 大阪市京区縛労町 2 丁同 41 *地中陣ピル 4 F

1世話06( 271) 1149 ・(261) 4428- 9

品目l 自宅 大阪府堺市日置荘西町13番地 2 電話 0722 侭5) 2120 

梶 本 秀 尾

l

 

l

 

E

E

E

，

 

崎 軍 柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

晶醐 尼 崎 市 玄 寄 市 之 町 4 番 地 電話 06 ( 411) 1451 

晶阪 自宅・西宮市甲子園浦風町 9 の14 電! W7 9 8( 41) 0700 

神
王
国明

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 取 締 役 支 社 長

広島市稲術開T4 番 1号 住友生命広島ピル

電話0822( 62) 1471 

広島市宇品御幸 2 丁目 2 帯 2 号 電 結0822 ( 51)  7535 

i

 

l

 

-
-
a

，

 

崎 敬 崎

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 近 畿 建 設 株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

唖同大阪市東区森之宮東之町 3 9 2 11t，;，f;06(941) 6581代 畢聞 大 阪 市 西 区 靭 本 町4 r 日103 電，1806( 532) 0081 代 串670 姫 路 市 北 線 口 8 6 の 3 1It J古0792( 23) 2021代

品瑚 自 宅 甥市大美野 1 0 7 の 4 電話 0722 (37) 2548 唖羽 臼 宅 大 阪 市 浪 速 区 新 川 2 了日 666 屯，!Ii 06 ( 632)  7369 晶670 自 宅 ・ 姫 路 市 北 餓 口 6 2  1It J初 乃2 (23) 0210 

嘉 伝納
l

 

i

 

---a' 

谷 勇

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

串知大阪市北区紛笠岡T5 0  笠ピ jレ内 電話06( 364) 1471 .. 価 京音宮市左京区一乗寺清水町 1 5  電1初 75 (781) 1148代

自宅京都rl ite. 京区一乗寺i百本町15 司 ｬｾ ＱＮ ＧＰＷＵＨＷＸＱＩ 1148代

金 子越 良B

鉄 主 主 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

晶知大阪市大淀区天神f，ti:筋 6 の 5 天六阪急ピル

氾，11i 06( 358)  032l{ t  

串砧5 自宅 ・宝I車市川面 3 丁目 4 - 5 屯J t 0797( 86) 1333 

亀 晃

: .I.J. 

J 口井

級建築士事務所

株式会社 A  .  R  .  1建築事務所 代表取締役社長

大阪市市民谷町 7 J i l 17の I 新谷町第 3 ピル

電話06( 768)1405代 - 8

自 セ 公 良 市 中 町 1 J i l  4  7  9  ，'O:，11i 0742( 43)  1226 

24 

川 廷 誠 治 郎

神 鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串倒 尼 崎 市 岡 向 島 町 7 7 需J也1UJ i ! ; 06( 4U) ー 1301代

l

 

l

 

--a

，

 

中 正 道

三協71レミニウム工業株式会社大阪支底 取締役大阪支庖長

岳部' 大阪市西区制 l 丁目 1 2  3 番地 近畿宮山会館ピ j レ

電話 06( 443) 9ωl

神 部 節 男

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖 常務取締役大阪支庖長

唖臼 l 大阪 市東 区術劇 2 丁口 7 0 番地 包括06( 203) 2821

自宅・ ｾｲｬＧ､￯ 城山町 Ｑ - 115 的恨ロイヤ J レハイ Y

1tlJ Ii 068(  62)  5251  

岸 本 貞 文

生 活 美 術 研 究 所 ・ 岸 本 貞 文 建 築 事 務 所

串l田 東 京 都 渋 谷 区 恕 比 舟 市2- 21- 4 包括 03(719) 1771 

晶150 自宅・東京邸渋谷区恵比舟南 2-21-4 m. l Ii 03( 713) 6137 

木 次村 謹

株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 灰 南 炭 屋 町 38 包 括 06 (271 )  5678 

白宅 ・大阪市b在住吉区平野元町? の 14

電話 06 (791)  0834 



暑中お見舞申し上げます

ご重E

J 円 文 水田

株 式 会 社 梓 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 ｬ 凹点点目 ｩ 千代田医永 ｅｉｉｾｔ 21T 114 /l'i 2  ｾ［＠

山王グランドピル! j 階 電話03( 580μ411代

n 宅 " ! ' ! fi >i .中野 5 - 3 7 - 2 3 'ill 活03( 387) 1539 

工

工

藤

藤

夫

夫

建

哲

工 藤 雅 三 建 築 事 務 所

唖聞大阪市此花区四貫島大通 2 丁目 12 電話 06 (461)∞43 

ω( 461) 4198 ， 06( 461)4393 

串由自宅大阪市此花区四貫島大通 2 丁目 12 電話 06 (461)  9293 

熊

....L.. 

J 、 朗j畢

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

唖部大阪rn骨量点l玄関 日開T1  r n40帯地

ｾＱｗ［ＰＶＨＹＳＹＩＴＷＴ Ｑ 代 ＭＵ

唖 拙 白 宅 欣III 市内本町3丁目 231昨日号 屯，J i i 06(381) 0451  

栗 林 勇

松 尾 建 設 株 式 会 社 福 岡 支 庖 取 締 役 支 庖 長

補岡市中央区誕院 3 f  114 /l'i 9 号 '4! .!1; 092( 52) 6761 

桑 田 正

、昼=

:lE. 

昭和4 7年盛夏 (50音順)

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶ω 神 戸 市 生 出 区 中 野 通 3 の 5 電話078( 732)  6811代

畳間自宅 神戸市長国区五位ノ池町 3 の 3

電話078( 621)  3807 

‘
、

・・・』，
，
 

泉 昇

‘
、-

-
-
z
a
 

a

，e

 

杉 茂
=ιh 

，ロ

株 式 会 社 新 建 技 術 研 究 所 代 表 取 締 役

( 旧 社 名 株 式 会 社 大 建 エ ン ジ ニ ア ー ズ )

大阪市西区江戸板l 丁目52番地婦問ピル' 屯話 06( 441) 1366 

自宅 ・様沖rli 正復本町 2 - 12 - 2 9 屯J孟06( 381)5559

‘
、-

-
-
E
e
 

，
，
 

泉 重

シャープ株式会社 機器営業本部 副本部長

晶臼5 大阪市阿倍野区長池町22番22号 電dii 06 (621) 1221 

晶湖 自宅大阪府羽曳野市野々 上 5丁目 6の7 11U初 729( 54) 4488 

小 中 村 繁 次 郎

富 士 建 設 機 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢曲l 点目，11市市区* 九条河西田T27/l'i II!! ;U訴075( 691) 0791- 2  

'i1!，:1i 075(  691) 8224 

‘
、

•••• 

，

 

a' 
西 山甲差

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

畢5回大阪市街ぬ灰堂島浜通 4 J・日 14 '，'(I，J占06( 452) 1651 . 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 のω 電話 06(532)4051 

畳間 自 宅 ・大阪府羽曳野市高鷲7丁目 3番11号 官官1初 729( 55) 4416 畢附自宅大阪市東住吉区平野西脇町373刷 電 話 06(701 )  0297 

勝
‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 {

寸義 人坂
由

I I，!，'、

相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 部 会 社 役 只

晶5四ー02 大阪府泉南部東鳥取町山中 1134 1tl活0724( 72)  4081代

n 宅・泉市Jrrl ) j [ 鳥取町山' 1' 1133- 1 111活0724 (71 )  2761  

栗 林 馬 崎 官多 林 j青

業 林 建 築 士 事 務 所
株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 庖 取 締 役 会 長

株 式 会 社 新 f主 宅 社 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 和 歌 浦 鶴 立 向島 5 2  7  電di i O万引44) 3623 ' 刷 京都市中京区夷川通河原町東入鉾田町310 k 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 1ft 地 電 鉱06臼44) 46η

電話。75包31)0177

自宅・大阪市阿倍野区北畠 3丁目 l i11' 7号 電話06(651)1594

唖師自宅・京都市左京区下硯北閣町臼番地 電話 075( 781) 0676

栗 山 春日

株 式 会 社 * 海 設 計 代 表 取 締 役

串4曲名古屋市中区栄 3- 7- 1 電お 052( 261) 2651- 3

畢4町自宅名古屋市瑞栂区岳見町4- 20- 2 泣，11i 052( 831) 4459

島 巳勝

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 部 長 有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 点 淀 川 区 西 中 島 町 会76 電話06( 303) 7131 . 臼l 大阪市東区南本町4丁目 41ft 地( イヨピル6階)

自宅 ・西宮市枝川町ト 144- 304 電J苦0798( 48) 9428 電話06( 252) 8088代ー必

自 宅 西 宮 市 五 月 ケ 丘 6 番35号 電 話0798伶3) 5120

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 社 長一 級建 築 士

大 阪 市 東 区 指 久 宝 寺 町 5 - 18  1'!l ，l/i 06 ( 251) 8371 

黒 jll 巳 喜 ノ!日レ 島 義 長E 林 四 良B

黒 川 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 巴 商 会 大 阪 支 庖 取大阪締支底役長

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 社 長

名古鹿市 H百羽l 区鶴舞田J 2- 10- 51U，!l; 052(882)0281代
大阪市稲島区上福島北 2 f l l l l 詐地

自宅・霊知県梅部邸置江町大字蟹江軒目宇鹿島 119 電話邸679(5)2255

品 530 大 阪 市 北 氏 堂 島 1 -. 2 - 3 8 1官J i i 06( 344) ＱＴＴ ｬＨｾ＠
;U，:后 06( 452) 1151 f¥: 

ｾ塚ｲｉＧｩ ＧＡｴ 従ケ丘 ト ＹＭＸ メゾ ン ｻￋｉ 五 ｪｪｾＲＰＳ 号

25 



暑中お見舞申し上げます

小 林 清 一 郎

大 同 鋼 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 醐 尼 崎 市 杭 瀬 字 午 新 田 2 2 1昨I也 電話06( 488) 1181 

昭和4 7 年盛夏 ( 50音順)

雑 賀 孝夫 佐 々 木 孝

: .b. 

J 口

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 西 汀 丁 l 番地1 I 1 ，1i50734 ( 31)  1371代

自宅 ・和歌山市小総原通り 5 1'同 l 番地 ｭ ， ｬｾＰＷＳＴ ＨＲＳＩ泌 Ｘ

真 柄 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 西 I>{ l;( 町 綿 3 の 12 m源06( 443) (渇41

1' 1宅・京都市*山|メー山科l I ! Y T - J! ・j-. 田f 2 - 4 8  

屯話075( 581 ) 5713 

林 得 定、 佐
ミ'.b.

誠 次
坂 内 幾 男'ロ

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役
株式会社吉田建築 Ｇｊｾ 務所取締役社長

坂 内 建 築 設 計 事 務 所 所 長

"' 5却 大 阪市北区堂島北町 2 0 番地 1世話06 ＨＳＴ Ｑ Ｉ お ＵＸｻｾ 哩 S回大阪市丙反北堀江 k 通 3 f H2 2 l f t j也

大阪市内淀川似 'f 屯; 1[ 3 - 1 3  電話06( 472)  0631 
屯，]舌06( 538) 2991代

畢日2 自宅 ・西宮市丸幡町 6 の 1 6  電話 0798 (66)  2394 

唖師2 自宅・西宮市昔話E関 l 帯凹f 3 6  o官活0798( 36) 2516

松 英 佐 藤 音 千士八ム
阪 口 重

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 専務取締役支庖長

株 式 会 社
メ7弘、

西 組 取 締 役 会 長

阪 口 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖聞大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピ Jレ内

大阪市北区悔岡田T27 サンケイピル電，1/; 06( 343) 0451
電話 06σ72) 1251 

大阪市東区京焔 3 の68 北浜ピ j レ2 号館

晶 659 自 宅 芦 鹿 市 六 重量荘田T97 番地 m，l W797 ( 22) 2226 包 括06( 941) 8441

向 正 雄 佐 藤 四 郎 斎 藤 博

株 式 会 社 向 商
4Z5ミ、

株 式 会 社 大 ｩｾ も 取 締 役 社 長

社 長 ｊ［ＨＯｩｮｲｬ￮ｾ 山 ｲ ，ｺ今熊野太 ｻ骨池 ｩ 盟関 ｔＹ の Ｙ 株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長

畢640 和 歌 山 市 小 松 原 通 3 の 1 1[!，1i50734ω4 ) 6141 
'illMi075(  541)  3344代

大 阪 市 北 灰 2古 田 町 1 6 電話06 ( 363)  1371 

骨刷。 自 宅 和 歌 山 市 大 京 寺 丁 6 m ，11i 0734 (22)  7771 

口宅・ ljf r.t l ' n東山区今f棋聖子池田町 8 の 4

LI 宅 箕 節 市 百 猿 荘 3 - 4  - 3  *，1i50727 (21) 2341 
電話075( 561) 3725

吉

岡 主 計武

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖5 5 O) c 阪市内区江戸楓 5 r 囚 155( 新山峰ピル)

T直，1孟06( 448) 0178 ・2408

串 5品自宅 大阪市街灰北胤江御池通り 6 r 悶21

北 細 江 コ ー ポ706 号 、包括06( 531) 2812

河 内 義 就

有限会社河内ｾ就設計事務所代表取締役

佐 次 夫藤

株 式 会 社 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＱＰＵ ＡＮｊＮＡＺ京都港 Ｑ＾＼Ｚ 新総 Ｔ r  LI 6 併15号 D K s 新縞ピル 6 階

，'l!J l ;03( 436)  3511 

晶 156 自宅. ; 1[ 京都 i世田谷氏赤従 1- 16- 13 屯，11i 03( 420)  5810 

佐 野 正

広 島 市 上 峨 開 f Ｒ 稀 ＳＷ り屯， Ｑｾ 0822 ( 28 )2271 畢臼0 大阪市東 f>?: 島町 2 丁目 7 需 地 電 活06( 943) 137H¥' :  

自宅 ・広 島市上織 ｾｦ 2 需 3 7 0 屯話 0822(21  )4808 晶 同2 自 宅 ・ 西 宮 市 雲 井 町 4 の 9 1Il J #) 798 (22)  1569 

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

鴻 藤池

株 式 会 社 鴻 組 社 長

号制大阪市東区北久宝寺町 4 丁目幻番地電話 06 (252)31∞大代 "' 530 大 阪 市 北 灰 常 安 田T 16 電J 古06( 443) 8381 代

自宅京郎市北区平野鳥居前町 8 E  地 ｊｾＰＷＵ (461) 1526 晶 661 自宅尼崎市東園田町3 1'目 85- 11 屯話 06( 491) 9402

池

26 

佐 春野 吉

四 方 靖 郎

森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社

l 級 建 築 士 'JJ 務 所 代 表 取 締 役 社 長

骨612 l;( Ｏｩｪ ｬ ｲＡ ￯ 伏見灰深 ｾＱ ， ｴｬ 刻 ｬｩ 敷田 ｦＳＲＭ 2  1[!，1舌075( 641川324

畢612 1' 1宅 京都市伏見反深1，1:1拘 'i{ 敷田 f 32- 2  

電話075( 641 ) ω91  

塩 路 雄

r.::. 

貝

株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市rtJ f:元塩町J I f i り 3 の14 戸池ピル

m，11i 06( 251) 3231 ・( 271) 2495 

品 川 男三

株 式 会 社 品 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

制 弁 市 町1 化 1 丁目 1 111= 19 号電，11i 0776( 22)  6683 

f I 宅ー ｾＱＮ ｪｬＧｲｬｩ 緑川町雌Ｎｾ，｜幼 ｦｦ ， ｬ 刈 ｲｾｩ 隙

屯 .1初 776は31:ぁ52
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:.&1:. 
t 、，
.. 、. 幸 雄谷

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 電 話 06(211)7333 

自宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 の7 電 : W729( 22) 8臼4

島 勢 喜田

西松建設株式会社大阪建築支j苫 取締役支庖長

大阪市東区釣鐘町2丁目41番地 電話06( 942) 1131代

自 宅 豊 中 市 永 凍 結 2 - 6  - 2 8 喧l.ll ; 068ら3) 5379

島
由

ｉｾｾ 、 雄村

円 本 建 銀 株 式 会 社 大 阪 支 応 支 庖 長

唖聞大阪市北区悔臼田f 4  7  ( 新阪神ピ Jレ9 附)

屯，1506( 341 ) 4331  

ご重E

J 円 水 愛 明

株 式 会社 消 水 工 業 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 - 14  7包括 06( 372) 2851代

自宅 ・兵庫県内京市南郷町 3 - 12 電話 0798( 22) 1184

庄 野 勝

不 動 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 f Fl 30 待 地 旬 結06( 201) 1121  

自 宅 大 阪 市 住 吉 医 帝 塚 山 西 5- 18

白 井 周

m水建設株式会社 代表取締役副社長( 大阪駐在)

唖 聞 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 2 r l l  21t H也

官官，1/;0引 443) 5431大代表

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 底

骨臼l 大阪市東区間特例 f 1  1 日13 lf'f J也官官訴 06 (942) 1461 

品 部 自 宅 ・ 大 阪 市f主吉区墨江中 l の68 電 訴 06 (671)  3792 

城 庸 平

昭和4 7年盛夏
(50音順)

口 銭

吉

岡 輝 之

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社長 株 式会 社 銭 高 組 取 締役 社 長

大 阪 市 北 区 高 塩 町 l 番 地 電 話 06(372) 7151代 . 550-91大阪市西区阿波座上過3丁目2番 地 電 源06( 531) 6431大代

自宅神戸市点灘区本山町岡本214の 6

屯，! /;078( 431  ) 1863 

須 賀 孝 仙 四 良R

須 賀 工 業 株 式 会 社 取締 役 社 長

' 知 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 '1I U古06( 441)5171

，ω 自 宅 ・ 西 宮 市 雲 井 町 6 番 14 号 電，!!i 0798伶3) 0269
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叶

4

4

b

・

菅

福

長

役

所

談

支

相

阪

勤

大

常

良 春

久

回

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

( 旧関西媛房工業株式会社)

串 558 大阪市住吉区万代l I t 6 f [ 1 311H也

電話06( 672)  1281大代

言。
島 )¥ 

( 大阪駐在西日本地区fH当)

日本住宅ノ f ネ ル 工 業 協 同 組 合 大 阪 支 所

品問大阪市北限富田町461昨I也 第 2 富田町ピル

司 ｬｾｬｩＰＶＨＳ Ｑ ＳＩＳＳＲ Ｑ 大代

品目2 白宅 ・管 ・大阪市東淀川区山 IJ 町 1018 1I!，!;f;() 6( 322) 2144 

畢国S 臼宅・稲村 ・大阪府吹国市竹見台 2斤 目 2 待 4 号

電話侃8( 31) 8971

菅;畢 英 夫

祭

株 式 会 社 高 村 電 機 製 作 所 取締 役 社 長

本社・大阪市北区河内町2 丁目 28番地

電J苦06( 358) 6351代 - 5

工ぬ 大阪府八尾市佐堂側T3丁目 3番12号

m，I!i 0729 (99)  0151代

田 夫

大成建設株式会社大阪支庖 専務取締役支庖長

暗 副 大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7 包括06( 262) 1131  

' 臼0 自宅 ・大阪市点区船越町 1 - 3 0 大成建設関西寮

電話06( 941) 4743 

杉 村 正 三 郎

口

阪 急 屯 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 抑 止阪市点淀川区卜三西之町3 f 目 34需地電話06(302)0お1-5

隅 正 美

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表取 締役

唖蜘 京 郎 市 左 京1>(1争上寺馬場開r 1  5  1  

電，!1i 075( 761) 1151代

自宅京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7

宿泊075( 771  )  3543 

田 賀 勉

回

株 式 会 社 団 質 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

畢る回大阪市西Il { 北細江通 5 1" "' 55I11' J也 IJiilI l ピル

ｾｴｬ ＮＡｬ ｩＰＶＨ 臼 Ｑ ＩＷＱ ＹＳＭＵ

河 内 長 野 市 千 代 田 台 町 13- 13 ，'1W; 07215( 3) 0455 

田 谷 清 三 郎

第一工業株式会社 大阪支庖 取締役支庖長 清 光 尚 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. 530 } c 阪 市 北 区 富 国 町 30 11'f 地 電 話06 ( 364)  6661  . 5田 k 阪市西区両道頓掘通 3 j "f-14I f O也 'iI1. !/;06( 54 1)  1661  

畢臨時・神戸市崎区魚崎中町4丁目 5&10号112 唱話町8( 411 )3396 

田 中 幸 三 郎
瀬 戸 本 典

ごム

J 口

問 中 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢臼3 大阪市) ( 1 : ，寺 I，u u，r棋倒154 屯， ＡＵＰＶＨＷＷＱＩＲＳＹ ＱＨｾ

' 臼5 自宅 ・大阪市阿倍野区阪南町5- 9- 24 '111，!占06( 622川494
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三建設備工業株式会社大阪支底 取締役支庖長

大阪市都島区都島本通4丁目 10番30号 電，l l i 06(352)1131代

自宅 ・宝塚市御殿山 2 丁目 19の 1 - ; : 1Uω797( 86)  1437 
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田 中 政

大 島 感 用 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

* 大 阪 市 新 JE 1  1  4 待I也屯. ! i ' i 06( 782)4171 代

06 (782 )  6734 代

串豆諸 f r- t ，大阪市城東区野江東ノ町4- 99 電. l Ii 06( 931) 3506

竹 健 造

昭和4 7 年盛夏 ( 50音順)

目要

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 知 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁目37- 3 電話 06 (341)  6671代

. . .662 自 宅 西 宮 市 松 園 町 7 番 2 2 号 電 話0798( 34) 2650 

丹 徳、 戴司

ア サ ヒ 衛 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 田T 1  電話06( 673) 6001

自宅・' * 阪市住吉区粉浜東之町 4 J 目30暑地

田 中
日百

雄 竹 原 永 一 郎

r1 

知 見 義 夫
L r w 、-

三竺士 二E

タ ナ カ 厄L 呂 代 表 者
株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役

株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 庖 大 阪 支 庖 取 締 役

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7 電話06( 649)3726代

大阪1 I i 浪速l互幸町通 2 1'1 16 信地 i，' / 光ピル

品 S回大阪市西区土{ 主婦j且1 丁目 l 番I也大同 ピル 6 際
電，] 506 (562)  ＴＳＴＳＨｾ＠

自宅・箆中市蛍池西側T l 丁目 1 - 4 1lt，]孟068 (55)  0230 電話 06 (443)  33611t  

田 誠 也決リ

株 式 会 社 回 襖l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 下 町 19 番地1 l t . l l i 0734 (31 ) 0261- 2 

自 宅 ・ 和 歌 山 市 下 町 19番地o' 1i ，] ，1; 0734 (31 ) 0261- 2 

田 村 厚

田 村 商 会
代 表 者

品 目0 神戸市生田区京町72(クレセ ントピル) 屯. l l ; 078(391) 0881代

畢 659 自 宅 芦 屋 市 月 若 町2番 13- 302 電話 0797( 22) 479v 

高 須 洪 郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 代 表 取 締 役 社 長

唖波大阪市東淀川区加島町 3 5 7 番 地 電 話 06(ま)2)2271

晶師自宅・西宮市甲子園町 3 番 8 号 電3初 798( 41) 0494

- L .  

J . L fT 男石 地 5頁 政 人

千 原

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 小俣シャッター工業株式会社大阪支底取締役支底長

串間大阪市北区梅ケ枝町 5 6 1l 1' ! 也電J占06( 312) 8881大代 ...530 大阪市北区岩松町 30番 地 電 話ω( 3臼) 4825 '  90加・鈎16

串倒自宅 ・伊丹1n西野字下の池入江 4 - 6 9 畢砧 ｬ 自宅尼崎市武 Ｑ［ｾ 庄 ＧＱＧ正ノ上 Ｑ 9 5 町 3 包括06(421 )5228 

電話0727( 81) 6263

谷 武口 尚 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

. 550 大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 75 

電 話06 (441) 9351代

・105 東 京 本 社 東 京 都 港 区 新 僑 1- 10- 7  大 和 組 行 新 情 ピ ル

電 話03 ( 572) 4595代

・251 (1 毛 ・神 指 川 県 薗 沢 市 鵠 沼 松 が 岡 1 - 15- 25 

電 話0466 ( 23)  3124 

本 猛 次

株 式 会 社 大 林 組 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 京 締 3 丁目 75番 地 電 括06( 941) 0861

谷 実 夫

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長
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橘 建 築 耳E 務 所 所 長

辻 本 盤 設 計 事 務 所 所 長株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 代 表 取 締 役

;:. 
大 阪 府 東 大 阪 市 御 厨 1 6  1電話06( 781川937

和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 1 2 - 3  電絡0734 (24)  6346 
枚 方 市 大 字 出 口 383 1l 1' 地電. 1/; 0720( 31) 700l l t - 8 

ドi宅 ・3坦良県生駒市新旭ケ丘111書34月

自宅・和歌山市東長町中の丁 12- 3 電話 0734 (24 ) 6347 電話07437( 幻 2401

古

同 慶 夫橋

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

...550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁目 75 電話 06( 441) 9351

28  

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 専 務 取 締 役

橘 泰
:.L>. 

，口

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖剖0 大阪市京区森之宮西の町 5 9 4 o'1i，J! ;06 ( 941) 9243 

自宅 E界市. tf松 台 3 丁26 吊: 3 号 o'1W; 0722 (91)  2267 

成↑E  司11

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お 代 表 者

畢 臼 l 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 40 m，11i 06( 231 )0141 

白 宅 豊 中 市 玉 井 町 2 - 8 - 2 0 電J后068( 41 ) 2659 
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j章 村 芳

オリエンタルメタル製造株式会社 代 表 取 締 役

畢醐尼崎市 ｉｉＨｾ 利市通り Ｓ r  H2 61ft地 ( 松本ピル)

屯 J1i 06( 412) 5131

寺 徳 重田

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

品副 大 阪 市 京 区 本 町 4 丁目 2 7  包括 06( 262) 1131  

串 淑 自 宅 ・大阪府箕面市縦弁 2 1日4 - 3 9

電話0727( 21) 4641 

f専 馬 正 明

サ ン 建 工 株 式 会 社 取 締 役 営 業 部 長

大阪市西区北線江上過 3 r 円22帯地( 久竹ピル)

電話 06( 532) ♀881

東 土田 謙

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

哩臼 I X 阪市東( > 1 伏見町 5 ー 19 電話 06 位。2) 0391 

晶6招自宅神戸市東灘区住吉町縄手下 l 鎚O 電話 078( 851 ) 切43

内
盲

7 官
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藤

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区長車構箇 2丁目 35のl 日亜ピル電お 06( 211) 2706代

自宅 ・大阪市阿倍野区王子町4丁目 l 番8の303号

電話 06 (623) 7385 

内 藤 正 克

中 原 茂

株 式 会社 内藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

畢675・13 兵I曜日L小野市 (: 4岬 f 240 小野ピル 電話 07倒 6( 2) 4757代

自宅兵庫県小野市久保木町山63 旬結 07倒 6 ( 2)  4668 

代 表 取 締 役 社 長 中 井 惣 一 郎

代 表 取 締 役 社 長 中 井 康 勝

株 式会 社 中 チド 車型

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町 3 丁目90暑地 | 珂崎線ピJレ

ｾ， ｉ 古 ＰＶ 何 ＴＵＩ 0039 

中

=  

7' L!  

士

口

j尼崎 rl; '，:;1; 光 寺 J i:. IHf 1  - 3  '4i. 1，r; 06( 481) 5461代

、‘

中
l

 

l

 

--，， 匠

田

株 式 会 社 日 本 総 合 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

晶l切点京都渋谷区神南 1 - 1 2 - 1 6  ＧＮＮ｣ｲ ，Ａ后 ＰＳＨＴＶＳ 氾 ＰＲＰＨｾ

唖 143 rJ宅 . Ｊ，［Ｈｉ￭ｩｾ大岡区 ＱＱＱ｝ ミト ＲＹＭＳ ・n，!f; 03 (771 )  2408 

中 村
直

旦

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区浪花町 3 8 新興ピル 電話 06( 幻 1) 3651

自 宅 ・ 宝 塚 市 米 谷 石 田 1 8  電Uo0797(86)2391  

中Il

株 式 会 社 日 邦 建 築 企 画 設 計 代 炎 取 締 役

串530X阪市北区梅ケ伎町 114 関西ピル 電話06 (362)1767 .  96g7  

畢脚白宅 ・京都市下京区七来週車胤川西人八百1;1町12

l1W075  (371  )  2755 

理 事 長 ・ 中 村

所 長 坂

文 夫

静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

本 所太阪府吹田市雄白台 5 の 125 ls 話飴8 (72) 0391  

k 淀分室 ー大阪市大淀区長柄西通 2 の35 司11.1 06( 351)7217  

日寺 山 龍 太 郎 中 JII 真 佐 吉 中
本 正 明

時 山 設 計 事 務 所 所 長
ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役 中 本 電 気 株 式 会 社 取 締 役社 長

唖 530大阪市北区曽倣崎上2丁目 21番地焚偲ピル 電話06 (361) 6248 大 阪 市 点 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951- 5
畢日6 大阪 市城点区野江l瓦之町 3 ー 15 屯，11i 06( 931) 7341 I¥: 

畢532 自宅・大阪市東淀川区三国本町 2 の 127 電話06 (393)9557 
骨 573 自宅・枚 li 市待里丘 7 丁目 3 - 1 4

"I1JIi校 }J 局 ( 54) 0578 ・0688

官

田
光 男田 中 道 夫

i

 

l

 

t

・'

丸 善 冷 熱 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 目 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶556 大阪市浪速区河原町 2 丁目 1470帯地( 丸善ピ Jレ)

電話06( 631)1431代 串聞大阪市北区太工町田( 千代田第一ピル) 111，11i 06 ( 352 ) 3035 

晶5刀自宅六阪府枚}jrli 三梨l 丁目 13ノ5 m結0720 (56)  4451  自宅 ・高槻i I l (J 吉台 2 ー 11 - 3  111お0726( 82 ) 5923  

友 俊 夫田

友 田 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶矧大阪市部品区制邸中通3丁目3番6号 電 結06 (921  ) 0331  

中 濯 誠 郎

株 式 会 社 中津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

41>530 大阪市北区富田町38 高橋ピル北 5 号館

電話 06 (お3) 3881  

41>570 自宅 ・ 守 口 市 滝 井 元 町 3 の27 電結 06 (991) 1848 

氷 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

41>1回 東京都港区内麻布 l 丁目 13需II 号 沿 お03( 403) 0251大代

111251 自宅藤沢市鵠沼海岸2 T A 8の26 電J占0466( 36) 7706

氷 回 鼎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

暗記泊大阪市西区江戸線 l の 6 0  電話06( 441) 8231

串瑚自宅盟中市上野東 3 の 2 の 1 0 電話068( 55) 3710

29 
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長 井 誕 根 津 耕 一 郎 浜 口 幹 良B

f型 研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 出 長 株 式 会 社 恨 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾ ＮｓＮ ＱＱ＠ 大阪市w: rメ仲1久宝寺町 4 rl l  7  (  J ! I!ピル5断6陪 )
事 広田 ｫ 阪市 ｾｴｬ ，ｺ悔ケ枝町 Ｘ Ｑ ( k阪弁" 壇上ピル J

株 式 会 社 浅 沼 キ且 専 務 取 締 役

';11.1/i 06( 245)  0221代 'I1!.! 1i 06( お 4 ＩＸＳＰ ＱＨｾ＠ 愚 ＵＴＳ 大阪市天王寺区東， ＺＺｪｩｾＡ 田 ｦＸ の ｬ '11.: 首06 (762)  0251  

型予価 rl 宅 ・宮城d-i'11: 市li 3  J' Fl 13 - 15  屯 .11i 0727(59)  8910 
事 伍5 向 宅 宝t証市川I商 6 l i l  1  91昨 1 0.;} 串田l 自宅・奈良市: 名町 3336 ー7 1官J苫0742( 44 ) 3237 

地 .180797同ρ7862

長 賓屋

株 式 会 社 側 11 建 築 事務 所 代 炎 取 締 役 所 長

1I>54!1 k 阪 di ｾｴ＠ Iメ I人J Ｑ＼ 関 ｲｷＺＮＺ 占 ｾｲＳＹ 借地 ＮｻｬＮｴＮ ｾＰＶ＠ (94 1  )3928 

⑨ 部 Ji 宅 I吹川 di NI J l f i 31i l l の19 町孟 068( 31)578i

丹 ｾｾ＠ 武 男

野 網 俊 雄 原 正 太 郎

西 日 本 規 絡 サ y シ 株 式 会 社 代 表 取 締 役

太田luli 浪速区fl 津田f 3 の20( 越川j卓会館)

;'U.I占06( 64 1)5859 . ω 18  

野 崎 謙

ア ス ニ ュ ー 工 業株 式 会 社 取 締 役 社長

大阪市東淀川区西中島町 1 丁目 125客地

電Ji; 06 (301) 9c回l

原 精

株 式 会 社 尚 品 屋 工 作 所 専 務 取 締 役 株 式 会社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 社 長 甲 南 建 設 工 業 株 式 会 *1 代 表 取 締 役

⑮ 562 ｫｬ 日記 ＯＨＮｉｮ Ｏ 而 ､ￎｾＧｊＧＮ 新家 ＸＰＵ 倖 ｉ 也
7在.li ;0727(29)  2631大代 唖l刷点京都中央区八丁場 2 ー7 ー l 句読03( 552) 8311 晶 臼2 大阪市東淀川区卜三西之町4丁目 3/1'f 地 電 ＮＱ 孟 ＰＶＨＳＰＲ Ｉｬ ＵＵ Ｑ Ｑｾ

' 曲7 1' 1七 ・京高JSdi ll! IJII メ11J 料御陵天従' 町29待J也
串 同2 自宅 。西 常 市 名 水 町 12 /I'f 9 号 電 話0798(22) 15倒

，1!.l! ; 075( 581  ) 0902 

西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

唖 担 大 阪 市 i川 lベボ側 r JM. 2 ー 75 屯 .li;06 (44 1  )9351  

西 太 良E田

丙図工業株式会社大阪支庖取締役副社長本底長

岳町大阪市大淀l><: lj Ji Il 本通3 f 11511H也 屯活06( 371)  7371 

rJ 宅 l吹凶 rli 佐 竹fi 3  r  n  8  - 8  1Il .1古068(71)  3447 

常任削! 西 国 康 治

支/ ; 5 長 樽 田 光 男

島 藤 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 白

太阪市北! 主茶 Ji 1町 3 1  - 2  屯 .1首06( 372) ω01代

西 村 虎

株 式 会 社 内 外 潟 県 代 表 取 締 役 社 長

・530k 阪市北[ )( 学ぬ -It ｾｔ＠ 1  6 智正 地 屯話06( 343)  1  i 27 

30 

....'" 
目E 勢

差是

ｾ＠ 樹
原 重

株 式 会 社 能 勢 建 築 椛 造 研 究 所 代 表 取 締 役

唖駒大阪市西区靭本町 2 了目 107 新興産ピル

m. l i; 06( 538)  0378- 9 

萩 勝

国

Ihi、 悶 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大統 ｾＧｦｩ Ｇ ｬｾ 株式会社代表取締役
泉州' 巨コンクリート E 業株式会社

屯 .!l ; 06( 462) 12 12代

畢 5副大阪市此 lE [ i 制l J J 橋 i曲 2 ー 13・'l l.1止 06( 462) 1421(¥:

'，'II .I.'; 06( 462)  1471  (¥: 

骨 出l 臼宅 ・/f_蛸 rl il 証J J田r 3  l i  141の 8 "I1，l i ; 06(421) 4518  

原 守蔵正

株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

'1> 151 東京都同議区古楽台 2 - 20- 14 市，1&03( 719) 1734代

橋 本 正

田

原 因 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

⑥ 聞 大阪市 i崎li ，/珂i士制 lii J邑3 の 8 'i l!，11i 06( 日I ＩＷＴＵＵＨｾ＠

抗 2鶴崎ピル

畠描 ｬ 大阪府八 ＧｾｲｬｩＧｬ 、板合町 Ｓｔ 自 Ｔ の ＱＶ o'll .1活0729( 22) 6710

自

E B  中 繁

鹿島建設株式会社大阪支山 常務取締役支1，IIJ 止

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 ー 71 O宜.IIi 06( 203) お 81大(¥.

橋 本

ご重三

J 同

株 式 会 社 翼 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 丙 1><: 靭 1 r  ｲｾ＠ 1  3  0  -'l!，:1i 06( 441) 2288 

自宅 ・J;r 都市イ i ｦ［ｴ｛ｘｾ 花岡本 ｩｩ 南町 Ｑ 2  

1Il活075( 462)  2495 

林 唯 夫久

吉野石11・株式会社大阪支底 取 締 役 支 庖 長

. . .530 k 阪市北I天堂島浜i岨1 - 25( 新大ピル)

L世.;/i 06( 344 ) 6691  

株 式 会 社 昭 和 設 計 取 締 役 専 務

署副大阪市西区凶公剥 ｾｴ ￌￚＡ 1  r  [181住地内 11，昌ピル

，11.:1i 06( 532)  3421  



暑中お見舞申し上げます
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( 50音順)

イ半 秀 雄 福 回 好 雄 藤 岡 正

株式会社西原衛生工業所大阪庖取締役会長
社団法人日本サッシ協会関西支部関西支部長 藤 間 設 計 事 務 所 所 長

島知大阪市大淀区中津南通4丁目n 番地 司tJ古06( 458) 3531 畢邸大阪市浪速区敷浄町 3 - 20( 述凶迎会館内) 畢7臼-41 長 門 市 仙 崎 漁 協 ピ ル 20号室 電話08372 ( 6)  1580 

日 名

. .d.  

ロロ 雄

建 築 コ ン サ ル タ ン ト 事 務 所 関 西 所 長

畢臼1 大阪市東区安 t 町 2 の12 トヤマピル

包 括06 (271)  4103 

晶 抑 自 宅 ー位 中 di・旭ケ丘 9 番64 の I 屯，18068 ( 56)  02∞ 

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 予 回 タ イ ル 社 長

大 阪 di 凶| 毛阿波峰 '1' 1 の 5 'li l.lor; 06 ( 532 )1234代

(1宅 ・';(Iif I，1i F ，;n烹緩小路通K 点点沼，11i 075( 801 )1806 

広 谷 嘉 秋

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 只

名古屋市中区西瓦町19( 石瀬ピル) 電話 052( 262) 4411

自宅 名古屋市千種区月ケ丘 2 f 日ー2- 83

官包括的2( 711) 8010

福 田 朝 生

株式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

. . 530 大 阪 市 北 区 堂 島 ，t，2  r  fl 37 o'It.lIi 06 (341  )6671  

..6η 白宅・阿佐川】申 f 幽砂悶町21初 乃 屯，!!i 0798 ( 48 ) 0989 

福 田 鋼

株式会社縦介建築設備研究所大阪事務所

常務取締役所長

串副大阪市内l足靭本町 I の50 (;j'; 2;<;占上ピル)

電 活06( 443) 7891

福 田 博 臣

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶日0 大 阪 市 東 l亙 上 町 5 番地1 l l ，1806( 762 )5701代

畢臼l 自宅・奈良市下聞大和町 1 r 目179 司1.!l i0742( 45) 8817 

11!.!806 (641)  5859 ・ω1 8 畢7臼-44 自宅 ・山 口県大津日置付古di ，U活 08373( 7) 101 

福 中 定 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

・臼 l 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 06( 231) 9648

自宅・枚方市香里園町 2 6 の 6 8  1ll1.li0720 (31) 0549 

福 氷 薫

株式会社福永建築設計事務所 代表取締役

串臼2 大 阪 市 1軒 医 11m度 町 通 4 の 6 1  電話06( 251 ) 3102 

晶臼2 自宅・大阪市南区Jli! i鹿町通 4 の61 電，11i 06( 251) 5189

福 村 久

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所 理事兼支所長

骨 聞大阪市北 ｾＱ 吉田町 ＴＶ 番地問，ニ布団町ピルＩ

電J品06( 313 ) 3321  

自 宅 吹 岡 市 竹 見 台 2 r 口2 罫4 号電，! ，I ; 068( 31 ) 8971  

福 車買 圭 裁

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3  11UIi06 ( 942)1461代

藤 回 ヂR 昭

株 式 会 社 都 市 問 題 経 常 研 究 所 所 長

哩駒大阪市 ｾｴｬ ｜Ｈ ｊＮ，融寺町 ＹＸＭ 5  ( 阪急点ピル)

1屯，11i06( 312 )3918 

晶658 自宅・神 J I 市東灘区本山町岡本宝厳 ｉｾｉ 本ハウス印 Ｕ

?江，1f，078( 411 )3989 

藤 ヰサ ;青

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北阪を桜町 1 11 166 1 1 i ' 地電話 06 (352)  6161 

自宅・祭良市中山町937番地の37 電1初 742( 44) 0201 

古 屋 才 兵 衛

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

. . 550 k 阪 市 内 l止南堀江迎 6 の 3 9 'iI.l J古06 (54 1)  ＵＷＵＷｻｾ＠ 唖5 3 : l k . 阪市東淀川区噌光; m4 r mo l 住地の 2 Ｂ官Ｂ占 ＰＶＨＳＲＹＩＷＷＳＷｻｾ

. . 5団自宅・大阪市住吉[5( 住吉町242の辺 地J，I; 06( 673) 5120 串W 自宅。大田山! i l l ( 淀川 l孟瑞光泊4- 30- 2 屯，!t 06 (  328)  3343 

船 橋 明 星 虞 文

高砂熱学工業株式会社大阪支庖取締役大阪支庖長 平 和 建 設 株 式 会 社 常 勤 l属 託

火阪 ｲｬ￮ｾｴ ｪＵＨＮｾ王国側 ｔＵＵＨｾｴ 阪急ピル Ｉ 電話06( 372)  2511 畳 間 大 阪 市 城 東 区 関 目 町 l の40 電指 06 (939) 4741- 5 代

畢571 自宅・門真市滅t!! 町? の 6 電話 0 η o (81) I  3  1  8  

藤 井

.=ユ

阜

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

星 野 健 児

k. ilt ，Ii 本 宮 2 の 2 の 9 7世話0775( 23) 01l 9代 日 生 不 動 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

自宅点郎市左京区松ケ崎泉川町 2 3 唖制大阪市点! > ' - {< ｾｲ＠ 4  r  11 I  屯 J占06( 262 ＲＸＴＱｻｾ＠
電話075( 781) 日33
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R 士司

昌

株式会社汎美建築設計事務所 代表取締役

京都市中京区御池通堺町西入御所八幡町225

電話075( 231) 4638 ・6472

自宅 ・京都市中京区御池通甥町西入御所八幡町225

電話075( 231) 4638 .  6472 

上也

豊 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串 駒 大 阪 市 北 区 天 満 栂 筋 4 - 3 0 電話06 ( 353)  1∞I 代

畠鈎 自 宅 ・西宮市甲子園口北町20ー 21 電話0798( 67) 幻87

哲丸松ヂR

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庄 支 底 長

唖別大阪市北区堂島浜通り 1丁目 25番地の 1( 新大ピJレ)

電話 06( 344) ω 31代

自宅 ・尼崎市七松田T2 - 13 - 4 電話 06 (417)  3613 

雅田堀

<=> 

! J i J  

組 代表取締役

Ｑｬｴｾｴ［ ＰＶ＠ ( 302)  1451 代

木

株式会社 三 木

110532 東淀川区元今里南通 3 の 1 3  

士

ロ

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0 電話 06 (353)  1131 

雄村
i;八

of.ム
雄

東西建築サービス株式会社 取締役社長

串日l 大 阪 市 東 区 俄 獄 2汁目4 8 番 地 電話06( 202) 3626

園袋布

男

第 一 建 設 工 業 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 区 今 橋 1 - 2  電結06( 203)  2931 

・臼 l 箕面市桜ケ丘3- 11- 31

幸好雄

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

大阪市北区ｾ心町 ｬ の Ｗ 0  電話06( 353) 1131 

村松本 田 史 郎

鈴 木 利 定

本 田 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 芝 田 町 65 電話06( 372) 0371代

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

司

株式会社地域計画・建築研究所

・世路京都市左京区下鴨上川原町69

( 市電植物園電停前 ) 電鱈075( 711) 2161

白宅 京都市伏見区桃山南大島町95の45

電話075( ω1) 3962

泰

代表取締役所長

輪

• 
ごム

J ロ

株式会社新日本技術コンサルタント 取締役社長

・副大阪市南区長堀摘筋 l 丁目 3番 電話06( 271) 1251大代

( 丸善石油ピル内)

自宅・西宮市平木町 8 番 2 7号 電 話0798( 66) ∞ 32

栄本松慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

暗 制 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電話06( 444)  1501 

国 朗 自 宅 芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 4 番 I 8 号 電 話0797( 22)  2005 

野目リ

郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

本社・京都市下京区西七条市部町77番 地 電 話075(312)倒 31代

喜野水郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串臼3・9 大阪市天王寺区上綿屋町6 電話 06 (779) 1581大代

国品.

，、
本松

ごム

，ロ

株 式 会 社 前 原 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

1107曲 岡 山 市 富 田 町 2 丁目 7 - 4 電話0862ω4) 14∞

畢 Ｗ ∞自宅・岡山市富ｅｉｬ ｾｔＲ 丁目 ＷＭＴ 電話0862( 23) 5340

明原目IJ

士

ロ長

斎久工業株式会社大阪支庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地 電 話 06 (443)  5041 

南操

株 式 会 社 マ ル タ 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都千代田区神田須田町 1- 24( 西場ピル)

電話03 ( 254 )1956 

自宅 ・埼玉県浦和市岸町 7 丁目 10番10号

電話0488(22 )9405 

田丸郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畠務大阪市浪速区芦原町 1 1  8 3  電話 06 (561)  3901 

自宅堺市車之町東2 T 2 番9 号 電話 0722( 38) 2582

晃岡キ公

克

社団法人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 支 部 長

神戸市生田区下山手通 5 丁目23 兵庫建設会館内

電話 078( 35) 28∞

電話也78( 911) 2298
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山丸松 田

松 田

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

晶 812 福岡市博多区』商品島町2番I 号明治屋ピル

電話092( 27) 7441代 表

平

吉

昌

順

代表取締役会長

代表取締役所長

自 宅 ・ 明 石 市 人 丸 町 2 の 4 7  
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F昌!::t 

後 健 村 野 藤 ヨEコ王 安 回 誠

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役
( 有) 村野 ・森 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 安 回 株 式

dZ〉ミ、
社 会 長

' 臼3 大阪市天王寺区上汐田T 6 の35 電話06( 772) 0165代 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話06(  624 )  0926 大阪市南区末吉橋通 1 丁目 1 7  電結06( 251 ) 7091代

ー 臼6 自宅 大阪市東住吉区山坂町 1 丁目 5 番地
自宅 ・宝塚市滑荒神 2 丁目 18- 27 電話0797(86)  2559 

電話06( 622) 5130

宮 武 伊 二 郎

孟F 晶 『

谷 山 水 薮 本 芳

大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長 室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長 重量 本 建 築 土 事 務 所

'臼l 大 阪 市 東 区 京 縞 3 - 7  0 電話06( 941 ) 3651

骨四神戸市生田区北長狭通 4 丁目 l 英和ピル

和 歌 山 市 東 長 町 1 0 丁目 1 3  ｾｕｗＷＳＴ＠ (22) 鈎30

電話07創 331) 0881 r  

骨由。臼宅・神戸市生問医山本通 4 1 日108の37
自宅・和歌山市東長町 10丁目 13 電話0734 ( 22) 9930 

電話078( 221 ) 叩50

村 秋
士

ロ石

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠揃大阪市浪速区幸町3丁目2番地のl 電dW6( 561) 2201代

晶 缶9 自宅 ・芦屋市岩園町10番目の401号

電dW797 (31)  2643 

村
I

 

l

 

-
--
， 雄

株式会社パンテ・7 クス・ジャパン関西営業所代表取締役

( . 1 越化学工業グループ

e : ; a 大阪市北区伊勢町19- 2 高縫ピル北2号館

電，!舌 06( 312) 5765- 7

，村 田 よ 志 子

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

e673 明石市藤江中谷町 8 8 8 番地電話078(913) 3456代

自宅 神戸市垂水区塩屋町西の回 164

電 J l i 078(751)4186 

村 隆 次田

安 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 大 阪 支 庖 長

・悶大阪市福島区上積島北通 11 目17番地の l

電話06( 453) 2190

村 本 嗣豊

村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

奈良県北葛城郡広陵町大字安部547 電話0745( 55) 1151

森 良E

日 刊 建 設 通 信 関 西 支 社 常 務 取 締 役

支 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 場 l の68 電話06 ( 444)  4451代

盛 道 雄

株 式 会 社 盛 工 務 庖 代 表 取 締 役

骨日J 大似 rli 北区南森町47111' 1也{ 成興ピル)

電話06( 364)  1581代

骨邸内宅 ・宝縁 rlii ，'1涜神 4 J" R I 4 - 1 8

電話0797ゆ6) 2431

矢橋
-c ョ

ヲE 吉

薮 本 弦

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

晶 520大海市打出浜 1 3 番 1 5 号 電話0775ロ幻 2314代表

畢 駒 大 津 市 中 央 4 丁目 2 - 6 電話0775( 22) 6498

山 内 栄

近 庄 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役

' 拙京部市中京区間条大宮西人るま生川通角

m，l fi 075(821 ) 2111(1: 

' 蜘自宅 京郎市下京区:A¥門通高辻上る今太以町206

電話075( 801) 6828

山 王
国郎口

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 代 表 取 締 役 不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 垣 市 赤 坂 町 2 7 3 電話0584 ( 71)  1211 唖駒大阪市西区阿波座上過 4 丁目 8 番地電話 06(541) 5534代

ー 面5 自宅・宝板市婁竃丘 l 丁 目 13需 25号 電話 0727 (59)2018 

八 + 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 常 務 取 締 役

' 臼l 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27 電話 06( 252) 1201

・m 自宅・西宮市甲子園 2 番町5 の30 電1初 798 (41) 0598 

大 手口 正 信

株 式 会社 大 和 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

・切大阪市西区京町線 2 丁目 1 7 3  電話06( 441) 0741代

. 輔自宅・大阪市東住吉区平野野堂町367

電話06 ( 7ω)  3928 

山崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

' 闘争申戸市生田区栄町 2 -r rl 2 1 電源078( 321)  0655代

e662 自宅 ・西宮市五月ケ丘 5 の7 電話0798( 26) 2763 

山 密下 男

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

・副大阪市東住吉区駒川町3 の54 電do'i06 ( 702) 7814 (1: 

'臼6 自宅・大阪市東住吉区間辺東之町3の193 電話06(621)9C自6
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山新
ごム

，ロ 郎田

株 式 会 社 山 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

8530 大阪市北区万才町43 浪速ピル 司 Ｑｾ ［Ｕ ＰＶＨＳＱＲＩωＳＷ 代

唖拙自宅・摂湾市千里丘5丁目9番21号 電 話06( お8) 0119 

山 田 恒
ごム

，口

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖白I 神戸市1 f 合区八雲通 11 目4番地電話078( 221) 1013代

電J孟078伶31) 5601代

品 品2 神戸市兵庫区山田町大池 29 電話 078 (581) 2055 

山中 茂

栄 典 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 臼1 大阪市大淀区中涼浜通 2- 66 電，1506( 371) 5056- 7

電話 06( 372) 2026- 8

' 臼6 自宅・大阪市東住吉区西鷹合町3丁目 1番地

電話 06( 691)8771

湯 浅 武 夫

昭和4 7 年盛夏 ( 50音順)

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区南久太郎町3 丁目 32 電話06( 245) 0701- 2

m事務所. J ! f 1 . 市浅香山町3丁10の3 電話0722( 32) 8714

士

ロ 幾 蔵

和 田 員

村

株 式 会 社 間 組 専 務 取 締 役 関 西 駐 在

骨副大阪市東区償堀2丁目 70番地 電話 06( 203) 2821

自宅 ・東京都北区西ケ丘ト 2- 13 電話 03( 900) ω01

士

ロ 信武

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

回

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

8550 大阪市西区北堀江上通 3 丁目 2 2 番地

電話06( 538) 2991代

8574 自 宅 大 阪 市 住 道 1 丁目 7 - 5 電話0720け2) 0406

畢 問 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問T 1  7  5  電話06 ( 363)  4051 

畢 朗 自 宅 ・ 芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797(22 ) 3282 

j度 辺 勇

株 式 会 社 間 組 広 島 支 庖 支 応 次 長

畢7羽広島市大手町 5 丁目 3 番18号( 共立ピル)

電話0822( 44 )1241代

骨4田 自宅 ・名古屋市千種区神丘町 2 の48の3

電話052( 701) 4203

j度 辺
志

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 代 表 取 締 役 会 長

' 制大阪市東区谷町5 丁目 30番地新野村ピJレ

包括06(  762)  5861代

' 瑚自宅・豊中市緑丘 3 丁目 21番 8 号 電 話068 ＨＵＶＩＰｾ 刷

常務取締関西駐在
τ と

田 虞 助 j度 辺 正 雄
山 田

量包 ロ

..!ei!. 

常務取締役支底長

株 式 会 社 ナ ワ 代 表 取 締 役
株 式 会 社 大 都 リ ッ チ ラ ン ド 代 表 取締 役

『E Z2司 木 政 夫
大阪市生野区紫大池町 1 3  2  電話06( 757) 1101 代

大 阪 市 北 区 南 前 町 5 番の l 電話 06 (313)  2921代

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 底 自宅・大阪市天王寺区烏ケ辻町61 電話 06 (771)  9123 

山 本 博

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

・駒大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピル内

T包括06( 385) 1361 

. 部 自 宅 吹 田 市 雄 白 台 4 丁 1123俳 8 号 唯 結068( 72) 鈎 87

山本 良 勝

佐藤工業株式会社大阪支庖常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  1電話06( 203) 7221

自宅 e 鐙中市末広町 1 Tl 1 6 - 2 7 電話 07633( 2)  2763 

山本 禎 弥

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

米 良 男田
渡 辺 紋 左 衛 門

株 式 会 社 米 国 工 務 庖 代 表 取 締 役 社 長 渡 辺 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市天王寺区逢阪上ノ町7番 地 電 話 06( 771) 7771 ...510 四 日 市 市 中 部 1 1  - 9  包 括0593同3) 5505代

自宅大阪市天王寺区逢阪上ノ町7番地 畢512 自宅・四日市市東富田町 13 - 8 電話0593( 65)  2523 

電話 06( 771) 0155

若 繁林
士

ロ

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 社 長

串 臼l 大阪市大淀区本庄川崎町2 丁目 6 番地

電話06(371)3321- 3  .  3630 

畢縦自宅京都市東山区清水 2 丁目 232番地

鷲 尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 長

大 阪 府 娯 津 市 東 別 府 1- 3  - 6 電話 06( 381) 9131 8 6判 明 石 市 魚 住 町 西 岡 電話07894( 6  )  0375 

自 宅 ・ 吹 田 市 街 4 0  9 の 7 電話 06( 381) 5171
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泉 沢 哲 史

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北民共砂町48- 1 ( オオンマピル )

電話06( 364)9071



司，

質疑などの投稿をお待ちしております.

消防法施行令の一部改正について

す で に 実 施 さ れ て き て お り ま す 防 炎 規 制 に つ い

て . 防 炎 防 火 対 象 物 の 追 加 指 定 な ら び に 防 炎 物

品の迫力日を主な内容として、消火設備、警報設

備に| 刻する基準の一昔11強 化 の 改 正 (47 . 1. 21付

政 令 第 5 号 ) が 行 な わ れ ま し た の で 、 そ の 概 要

について説明させていただきます。( 条文は紙商

の都 合 も あ り ま す の で 省 略 さ せ て い た だ き ま す)

第 一 防 炎 規 制 に 関 す る ニ と

1. 防 炎 防 火 対 象 物 の 拡 大

現 在 指 定 さ れ て い る 防 炎 規 制 の 対 象 と な る 防 火

対 象 物 ( 防 炎 防 火 対 象 物 と い う ) に ， 新 た に ト

ノレコ浴場， サ ウ ナ 浴 場 等 の 特 殊 浴 場 が 加 え ら れ

ま し た 。 す な わ ち ， 従来 防 炎 防 火 対 象 物 は 消 防

法 第 8 粂 の 三 ( 以 下 ， 法 と い う ) な ら び に 消 防

法施行令書 ｾＴ 条の三Ｈ以下，令というＩで指定

さ れ ， 高 層 建 築 物 ( 高 き が31メートノレをこえる

建築物) . 地下街のほか，令別表第- ( - ) 項( 興m

場 等 ) . 日項( キャバレー，遊 技 場 等 ) . 白項( 料

理1屋 ， 飲 食l苫等) . 叫項( 百貨脂. マ ー ケ ッ ト ，

物 品 販 売 服 飾 等 ) . 問項イ( 旅館， ホテノレ等) .

同 調 ( 病 院， 診 療 所， そ の 他 各 稲i綿貫生. 幼 稚 関

空手) . ( : t ) 項ロ( 映画， テレビスタジオ) の防火対

象物と，工事中の建築物，その他の工作物( i 肖

防 法 施 行 規 則 第 4 条 の三 で指 定) と な っ て おり

ま し た が， 今 回 の 改 正 で ， こ れ ら の も の の ほ か

に ， 川 項 イ ( 公 衆 浴 場 の う ち ， トルコ浴場サウ

ナ 浴 場 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の ) の 防 火 対 象

物が加えられました。( 令第 4 条 の 三 第 一 項 の 一

部 改 正 )

2  防 炎 規 制 物 品 の 拡 大

防 炎 性 能 を 有 し な け れ ば な ら な い 物 品 は 法 第 8

粂 の三 お よ び 令 第 4 粂 の 三 で 指 定 さ れ て お り ま

す が ， こ れ ら の も の に 新 た に 物 品 を 追 加 し て 改

正 が 行 な わ れ . 1坊炎規制) 物品はカ ー テ ン ，盗塁止

め プ ラ イ ン ド . I情; f ) J ; . 展示期合板または繊維板

( ただし . 槌 物 繊 維 を 主 原 料 と し た も の に 限 る ) .

ど ん 帳 ， そ の 他 舞 台 に お い て 使 用 す る 捗 お よ び

舞 台 に お い て 使 用 す る 大 道 具 用 の 合 板 ま た は 繊

維 板 並 び に 工 手 用 シ ー ト と い う こ と に な り ， こ

の う ち ア ン ダ ー ラ イ ン の 物 品 が 新 た に 加 え ら れ

たものです。Ｈ令第 Ｔ 条の三割ｾ 3 項の一昔11改 正 )

3  防炎性能基準の重量備

こ の 改 正 に 伴 な い 防 炎 性 能 基 準 も 強 制ii されまし

た。 す な わ ち . 防 炎 性 能の お の お の に つ い て の

基 離 は 令 第 4 条 の三 第 4 項 並 び に 規 則 第 4 条 の

三 百ｾ ＲＮ 自ｾ Ｓ Ｎ 自ｾＴｊ買で 定められておりますが ，

これらのうち ， 令書ｾ 4 粂 の三 第 4 項 の 物 品 の 残

炎時間( > l : ! 炎後パーナをとり去ってから炎を上げ

て 燃 え る 状 態 が 止 む ま で の 経 過 時 間 ) 5 秒 を 10

秒 に . 物 品 の 残 じ ん 時 間I (稲 炎 後 パ ー ナ を と っ

去 っ て か ら 炎 を 上 げ ず に 燃 え る 状 態 が 止 む ま で

の 経 過 時 間 ) 20秒 を 30秒 に . 物 品 の炭化面積( 残

炎 H寺!日l ま た は 残 じ ん 時 間i 内 に お い て 炭 化 す る 面

積 ) 40平 方 セ ン チ メ ー ト J レを 50平 方 セ ン チ メ ー

トノレに改められたほか，物品の炭化長( 残炎 l時

! i r J または残じん l時1/ ¥1 内において炭化する長さ)

の 最 大 値 は 20 セ ン チ メ ー ト ル と す る の 規 定 が加

えられました。 も ち ろ ん こ れ に 関 し て の 規 則 の

方 の 改 正 も 近 く 行 な わ れ る こ と に な り ま す 。

第 二 消 火 設 備 に 関 す る 二 と

消 火 設 備 と は ， 水 そ の 他 の 消 火 剤l を 使 用 し て 消

火 を 行 な う 機 械 器 具 ま た は 設 備 で あ っ て ， その

種 類 は 令 第 7 粂 第 2 項 に 掲 げ ら れ て あ り ま す よ

うに ， 消 火 器お よ びf闘争易消火用具( 水バケツ ，

水槽，乾燥砂) . 屋内消火栓，スプリンクラー，

水 噴 霧 ， 泡 ， 不 燃 性 ガ ス ， 蒸 発 性 液 体 ， 粉 末 ，

屋 外 消 火 栓，動力消防ポンプの各設備であります

が，今 固 め 改 正 で ， こ れ ら の う ち 簡 易 消 火 用 具 に

膨張ひる石または膨張真珠岩が加えられました。

こ れ ら は ア ル キ ル ア ル ミ ニ ウ ム ， 金 属 ナ ト リ ウ

ム ， 金 属 カ リ ウ ム 等 の 火 災 に 使 用 す る 消 火 剤 で

あ る こ と は ご 承 知 の こ と と 思 い ま す 。

1  ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

令書' 1 12条 は ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を 設 置 し な け れ

ば な ら な い 防 火 対 象 物 と ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の

設 置 に つ い て の 技 術 基 準 を 定 め て い ま す が ， 今

回 の 改 正 で ， 新 た に ラ ッ ク 式 倉 庫 に つ い て も ス

プ リ ン ク ラ ー を 設 置 し な け れ ば な ら な い こ と と

な り ま し た 。 す な わ ち ，最 近 ， 各 地 に 建 設 さ れ

る ラ ッ ク 式 倉 庫 に つ い て は ， か ね が ね 何 ら か の

消 火 設 備 が 必 要 で あ る と い わ れ て い た も の で ，

一 応 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を 設 置 さ せ る も の と さ

れ た も の で ¥ そ の 対 象 は 令 別 表 第一 ( 孟) 項( 倉庫)

に 掲 げ る 防 火 対 象 物 の う ち ， 天 井 の 高 き が10メ

ートノレをこえ，かつ延べ函積が 700平 方 メ ー ト

ノレ以上のラック式倉庫( 棚またはこれに類する

も の を 設 け， 昇 降 機 に よ り 収 納 物 の 搬 送 を 行 な

う 装 置 を 備 え た 倉 庫 を い う ) の 場 合 は ， スプリ

ン ク ラ ー 設 備 を 必 要 と す る と い う も の で あ り ま

す 。 な お ， こ の ほ か ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ソ ド の と

りつけ基準等， 一 昔11の 改 正 が 行 な わ れ て お り ま

すが省略いたします。( 令君主 12条 第 1 項 お よ び 第

2 項 の 一 部 改 正 )

第 三 警 報 設 備 に 関 す る こ と

警 報 設 備 と は ， 火 災 の 発 生 を 報 知 す る 機 械 器 具

ま た は 設 備 で あ っ て ，こ の 種 類 は 令 第 7 条 第 3

項 に 掲 げ ら れ て お り ま す よ う に ， 自 動 火 災 報 知

設 備 i属m火 災 警 報 器 ( 従 来 は il L 気火災警報総

と い っ て お り ま し た が， 今 回 改 称 さ れ ま し た ) ，

消 防 機 関 へ 通 報 す る 火 災 報 知量生fiil ， 瞥鐙 ， 携 帯

用 拡 声 器 ， 手 動 式 サ イ レ ン の 警 報 器 具 と 非 常 ベ

ノレ， 自 動 式 サ イ レ ン ， 放 送 設 備 の 箸 報 設 備 で あ

ります。

1. 自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備 ( 俗 に 感 知 器 と い っ て お り ま

す ) を 設 置 し な け れ ば な ら な い 防 火 対 象 物 は ，

令 第 21条 第 1 項 各 号 に 列 記 さ れ て い る も の で あ

り ま す が ， さ き の 防 炎 防 火 対 象 物 に 加 え ら れ ま

したトノレコ. サウナの特殊浴場については延べ

蘭 械 が200平方メートル以上となる場合は， 自動

火 災 報 知 設 備 を 量生鐙しなければならないものとさ

れました。( 令第 21条 第 1 項 第 1 号 の 二 の 追 加 )

2  非 常 警 報 設 備

非 常 警 報 器 具 お よ び 非 常 響 報 設 備 は ， そ れ ぞ れ

の 防 火 対 象 物 に お け る 収 容 人 貝 に 上 っ て 区 分 さ

れ 設 置 す る よ う 令 第 24条 第 1 項 ， 第 2 項 におい

て 規 制 さ れ て お り ま す が， 今回の改正でトノレコ

浴 場 ， サ ウ ナ 浴 場 等 の 特 殊 浴 場 川 項 イ が 新 た に

加 え ら れ ， 間 取 イ ( 旅 館， ホテノレ，宿泊所) ，円

項イ ( 病院， 診療 所 ， 助 産 所 ) とともに ， こ れ ら

の 対 象 物 に あ っ て は 収 容 人 只 が20人 以 上 で 非 常

響報設備を設けなければならないとされました。

第 四 消 火 活 動 上 必 要 な 施 設 に 関 す る こ と

消 火 活 動 上 必 姿 な 施 設 と は . 1間 層 ， 大 規 模 な 防

火 対 象 物 ま た は 特 殊 用 途 に 供 す る 対 象 物 お よ び

そ の 部 分 に お け る 消 防 隊 の 消 火 活 動 を 容 易 に す

る た め の 施 設 と し て 設 笹 し て も ら う も の で あ っ

て ， 令自ｾ 7 条 第 6 項 に 排 煙 設 備， 述 結 送 水 管 お

よび非常・コンセントとあります。 こ の た び の 改

正 で こ れ に 速 結 散 水 設 備 が 加 え ら れ ま し た。 す

なわち . 令 第 28条のニの規定が新設され，述幸吉

散 水 設 備 ( 送 水 口 と 配 管 と 散 水 ヘ ッ ドから榔成

さ れ て い て ， 水 源 お よ び 加 圧 送 水 装 置 を も た な

い も の ) は ， 令 別 表 第 一 に 掲 げ る 防 火 対 象 物 で

地 階 の 床 面 積 の 合 計 が 700平 方 メ ー ト J レ以上の

も の に 設 置 す る も の と さ れ ま し た の で， そ れ ぞ

れ 防 火 対 象 物 で 地 階 の 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が700

平方メートノレ以上となりますと， そのI也階の各

部 分 に は 散 水 へ y ド を 設 置 し な け れ ば な ら な い

こ と に な り ま す 。 な お ， 散 水 ヘ ッドの型式， 性

能， と り つ け の 基 準 等 は 近 く 省 令 ( 規 則 ) で 示

されることになります。

第 五 令 別 表 第 一 に 関 す る こ と

令 ｾ ｉｉ 表第ーというのは ， 各紡火対象物をそれぞ

れ の 用 途 ご と に 分 類 し て ，ー の 防 火 対 象物を( 1  

項 対 象 物 と 呼 称 し て ， 消 防 法 令 の 適 用 の 対 象 と

しています。ちなみに劇場等は令別表第一←) 項

イ の 防 火 対 象 物 で あ っ て ， さ き の 消 防 用 設 備 等

の 放 置 に つ い て は ， 各 消 防 府 設 備 に |測 す る 基 準

の各粂各項に示す基準によって貫生置しなければ

な ら な い と い う こ と と し て お り ま す。 今回 の 改

正 で は 側 積 対 象 物 は ， 百 貨 庖 ， マ ー ケ ッ ト で あ

り ま す が ， こ れ に 「 そ の 他 の 物 品 販 売 業 を 営 む

広告ili 又 は 展 示 場 」 が 加 え ら れ ま し た 。 こ れ ら の

ものは従来( ; : ; : ) 項対象物として. と り 扱 わ れ て お

り ま し た カ ヘ 問 項 と い う こ と に な り ま す と ， い

ち だ ん と 規 制 の 内 容 が き び し く な る わ け で あ り

ます。 また， ( 廿項対象物のなかには r 高 等 専

門 学 校 ， そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の 」 が 加 え ら

れました. その他これらに類するものとしては，

例 え ば 消 防 学 校 . 箸 察 学 校. 0 0料理1専 門 学 校

と い っ た も の が 含 ま れ る こ と に な り ま す 。 川 項

対 象 物 は 現 在 ， 公 衆 浴 場 と い う こ と に な っ て お

り ま す が ， こ れ を 同 項 イ と し て ， 公 衆 浴 場 の う

ち， ト ル コ 浴 場 ， サ ウ ナ 浴 場 ， そ の 他 こ れ ら に

類 す る も の と . 同 項 ロ を イ に 掲 げ る 特 殊 浴 場 以

外 の 公 衆 浴 場 そ の他 こ れ らに類するものという

ように区分して指定されました。

第 六 令 別 表 第 四 に 関 す る ニ と

令 別 表 第 四 は 消 火 器 具 と 対 象 物 の 区別 表 で あ り

ます。つまり ， そ れ ぞ れ の 消 火 線 具 の 適 応 防 火

対 象 物 を 表 と し て ま と め た も のであります。

( 衰の登載 は 省 略 い た し ま す )

第 七 施 行 期 日 等

以 上 の 改 正 政 令 は 原 則 と し て 昭 和48年 1 月 1 日

か ら 施 行 さ れ る こ と に な っ て お り ま す が ， 第 一

にl却 す る 改 正 事 項 に つ い て は 昭 和 50年 1 月 1 日

から ，第二( 前文に記述したものを除< J . 第三 ，

第 四 ， 第 五 に 関 す る 改 正 事 項 は 昭 和48年 1 月 1

日 か ら 施 行 さ れ る こ と に な っ て お り ， そ の 他 の

事 項 に つ い て は 現 に 施 行 ( 1 月21 日付) さ れ て

お り ま す。 な お . 近 〈 省 令 ( 焔 行 規 則 ) の I品l係

事 項 に つ い て も 改 正 が 行 な わ れ ま す の で ， ま た

手EI を あ ら た め て吉見明することにいたします。

( 大阪市消防局防災設備篠 田 中 隆 夫 )
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読者の頁

Homo.  t i mes 

畑 中 幸 雄

私 の 会 う 人 、 私 が 見 る 人 、 私 と 話 す 人 、 彼 等 When  → 3 時 30分 に

は 多 忙 で あ る 。 彼 等 に 限 ら ず 、 現 代 人 と は 忙 し Wher e → 事 務 所 で

い も の で あ る ら し い 。 一 体 何 を し て い る の か 知 W hy  → 仕 事 だ か ら

らないが、とにかく「忙しい忙しい。」と言って H O W→ ホ ル ダ ー を 持 っ て

いる。 What→ 設 計 図 を 往 い て い る 。

「 お 忙 し い で す か り 現 代 人 の 挨 拶 な のである。 こ の 様 に 、 残 り の4 W1 Hは解かるのである。

さ て こ の お 忙 し い 現 代 、 人 聞 の 生 活 と H寺! 日! との 1972年 、 こ の よ う な 型 の 人 間 は 、 案 外 多 い の

結 び つ き に つ い て 考 え て み た 。 で は な い だ ろ う か 。 そ し て 又 、 今 後 現 未 来 一 一 一

時 間 に よ っ て 人 聞 が 動 か さ れ て い る 。 又 は 時 間 1972年 + 10
1

年一一ーまでは 1甘 え 続 け る の で は な

に よ っ て 人 間 が 動 い て い る 。 つ ま り 人 聞 は 時 間
いかと思う。

によって行動する。
こ の 様 な 人 間 、 彼 等 の 事 を 、 私 は ホ モ ・ タ イ ム

私 事 ば か り で 誠 に 申 し 訳 な い 。
ス と 名 付 け た 。 日 常 生 活 の 単 位 で あ る 身 近 な 時

私 は 、 い つ も
P . M11時 40分 前 後 に 風 呂 屋 に 行 〈 。 問一一一 1 日又は 1 週 間 と い う 生 活 の サ イ ク ル ー

一一一オンポ ロ ア パ ー ト に 居 る と 風 呂 も な い の で を 意 識 し て 、 行 動 す る 人 聞 の 事 で あ る 。 ホ モ ・

ある一一一そして、下足箱は 35番 脱 衣 棚 は 25番 を タ イ ム ス の 出 現 理 由 は 、 社 会 機 構 の 変 化 に よ り 、

使 っ て い る 。 時 聞 の 価 他 感 の 変 化 増 大 で あ る 。 ご く 最 近 迄 、

先 日 、 い つ も よ り 少 々 早 〈 、 P .M 7 時 30分 に 風 我 々 人 間 は 物 質 を 第ー の物 と し て 生 き て い た。

呂 に 行 っ た の で あ る 。 無 意 識 の う ち 、 35番 の 下 と こ ろ が 、 物 質 以 外 の 物 の 価 値 と し て 時 間 を 見

足 箱 に 手 を 出 し た 。 一 ー が 、 世 の 中 は 私 を 中 心 い出したのである。

に し て 回 っ て い な い。 35番 は だ れ か が 使 用 中 な 現 在 か ら 、 約50年 も 前 に は 、 こ う い う 生 活 は 考

の で あ る 。 や む を 得 ず 他 の 下 足 箱 を 利 用 し た 。

そ し て 脱 衣 室 へ 入 る 。 又 も や 25番 は 先 客 が 在 る

え て な か っ た で あ ろ う 。 桜 の 咲 く 頃 を 容 と H乎ぴ、

梅 雨 の 時 期 に 田 植 を し 、 猛 暑 の 盛 は 西 瓜 を 食 ら

の で あ る 。 や は り 他 の 脱 衣 棚 を 利 用 し た 。 い 、 実 る 稲 穂 を 刈 り 入 れ て 、 翁 そ し て 雪 、 身 動

その明日 、昨日と 殆 ん ど 同 じ 時 間 に 風 呂 へ 行 っ き の で き ぬ 冬 が 来 る 。 そ れ は 、 四 孝 一 年 を 基 と

た。 す ると又、 35番と 25番 は 先 客 が 在 った。 す る 上 に 成 り 立 つ 期 間 生 活 で あ っ た 。 そ し て 、

そ の35番と 25番 の 棚 は 、 約P .M111時40分 以 後 な そ れ は 時 間 を 意 織 す る 必 要 の な い 生 活 で も あ っ

ら l: f 、無意織のままに私の物となっているので た。

ある 。 そ れ は 1 日の御得意. 様として何人か の ほ 時間としては、 1 目、 1 週 間 の 単 位 は 生 活 の サ

ぽ 決 ま っ た メ ン バ ー が あ る の で あ る 。 そ れ は 時 イ ク ル と し て 非 常 に 計 算 し や す い 。 1 ヶ月 1 年

間 帯 に よ っ て 区別 されている 。 l時 間 に よ る 人 と という単位は身近に感じにくい。

物 と の 出 会 い。 今 日 の ホ モ ・ タ イ ム ス と 彼 の 相 違 は 、 時 間 ! の 意

こ う い う 事 は 、 風 呂 屋 の 下 足 箱 以 外 に も 日 常 識の有無である。

茶 飯 で あ る 。 時 間 に よ っ 人 と 人 と の 出 会 と し て Homo  .  t i me s =時 間 人 問。 時 間 へ の 意 識 ・支

は 、 11時 40分 に 行 く と 殆 ん ど 同 じ 顔 ぶ れ な の で 酉 己 欲 が 有 り 、 物 の 形 と 閉 じ よ う に 時 間 に よ っ て

あ る 。 普 の 事 で あ る が 、 毎 朝 同 じ 時 刻 に 、 同 じ 表現する司王のできる人問。

バ ス 停 留 所 で 会 う 女 性 が 居 た 。 少 女 趣 味 の 純 愛 時 間 へ の 意 識 が 進 み 支 配 し た い と い う 司 王 は 、 例

小 説 の 舞 台 を 思 い 浮 か べ れ ば よ い 。 そ の 後 ー ー

テ レ ビ の メ ロ ド ラ ? の 場 合 は 、 昨 日 も 、 今 日 も 、

明日も、同時刻に同じ曲1 ; < り角で飯を 会わせ、

こう言うのであろう。[ " あっ、又お会いしまし

た ね え ー・ー ・・」ーーイ可を言 っているんだい。 わ ざ

と そ う 仕 組 ん で い る の に 。 こ れ は 時 間 の 上 に 成

立 す る 、 人 と 人 と の 出 会 い 砂 で あ る 。

ごく当り前の事であるが、 一 般 に 職 業 人 は 回

全は仕事場に居る。

A 氏 の 場 合 を 例 に す れ ば 、 彼 の P . M 3 1侍30分 は

一一一 1 日をサイク J レとした場合、 1 週 間 を サ イ

ク ル と す る な ら ば 、 月 曜 日 の 3 時 30分 一 一 仕 事

をしている。

Who  → A 氏 は

え ば 、 現 在 の 1 自 の 約 半 分 づ つ の 昼 夜 の 比 率 を

変 え 、 金 の み 、 夜 の み の 時 を 造 り 出 す の で あ る 。

西 町 山 に 太 陽 が 沈 め ば 夜 で あ る 。 そ の 時 は 行 動

は 不 可 で あ る 。 し か し 行 動 す る 事 が 可 能 な 状 況

を 造 れ ば 、 そ れ は 昼 と 何 等 条 件 は 変 わ ら な い の

で は な か ろ う か 。 自 然 の 与 え る 夜 よ り は 、 は る

か に 有 意 義 で あ る 。 ホ モ ・タイムスは、地下街、

工 場 、 興 業 場 等 で は 、 す で に 活 動 を 開 始 し て い

る。 -・・邑 ｾ崎』

E 手.¥ _l ｾ Ｎｉ＠

f- 伝 zi ;cf - eZ55 c  

.  I ・B' I - ' . ' 1: 'B' ) 

、ー圃， Fi g 1  、..， Fi g 2  

ホモ ・タ イ ム ス 以 外 ホモ・タイムス

F ig  1 で 、 各 A 、 B 、 C と は 、 物 と 物 の fifJ の 生

活 、 家 具 と 家 具 の 問 の 生 活 、 天 井 と 床 の 聞 の 生

活 、 日 本 列 島 の 中 で の 生 活 等 と 世 き 換 え ら れ る 。

Fi g  2 の 各 A 、 B 、 C と は 、 時 刻 と 時 刻l の 聞 の

生 活 、 朝 か ら 夜 ま で の 生 活 、 1972年の生活、 3

時30分 か ら 5 11寺30分 迄 の 行 動 等 と 誼 き 換 え ら れ

る。 Obj ectiv e は 同 じ で あ っても place で 表 現

又 は 行 動 す る かT i meで 表 現 、 又 は 行 動 す る か の

異 り で あ る 。 そ し て 又 、 一 般 に T P O の う ち 1

個 が 解 か れ ば 、 残 る 物 も 解 か る は ず で あ る 。

こういう司王を考え始めた動機であるが、 刈主

宅 と は 何 で あ る の か ' と 疑 問 を 持 ち 始 め た か ら

で子ある。

刈 主 宅 は 住 む 為 の 機 械 砂 - L e  Cor busier ーだそ

うである.

現 在 の 役 割l の み で な く 、 更 に そ の 耐 用 年 数 、 そ

してその時の社会状況を考えねばならぬ。

物 で あ って、 そ の 般 の 中 で 生 活 の 全 て が 行 わ れ

て い た 普 に 対 し 、 現 代 は 住 宅 以 外 の 所 で の 生 活

が 場 所 、 時 間 共 に 増 え つ つ あ る 。 極 端 な 場 合 、

洋 服 タ ン ス の あ る 所 、 住 所 不 定 で な い 為 の 現 住

所 と い う 程 度 の も の に な り つ つ あ る 。 結 局 何 で

も な く な っ て く る 。 物 質 と い う 住 宅 、 寝 具 、 衣

類 の 中 で 生 活 す る 事 か ら 個 人 ・ 都 市 の 共 同 体 、

都 市 の 梢 成 者 と し て 、 更 に 時 間 の 中 で 生 活 す る

よ う に な る の で は な い か 、 と

もしカか‘ すると欲深き動物人筒附i は、 1 時間、 1 目、

1 週 間 単 位 で 、 時 附 を 百 貨 庖 等 で 販 売 す る よ う

に な る か も 。 多 忙 な 人 間 、 現 在 を 脱 出 し た い 人

間、お中元、結婚祝として勝入するのかも・・・・・。

未 来 版 浦 JJJ 太 郎 は 、 そ の 日 か ら 満 足 す る 住 空

間l を発見するだろうか。

レジャー用カプセルハウス

このたび日光化成側では、 レジャー用カプセノレ

ハ ウ ス * ヤ ド カ リ 砂 を G K イ ン ダ ス ト リ‘ アノレデ

ザ イ ン 研 究 所 と 共 同 し て 完 成 。

今 般 開 催 さ れ る グ ラ ン ド 可 ピ ン グ y ョーに展示さ

れることになった。

ヤ ド カ リ

和1M[ 本 体 は ス チ ー ノ レ フ レ ー ム に よ る 鉄 骨 梢 進

外 装 F . R. P  ( 強化 プ ラ ス チ ッ ク ) 仕 上 げ

スチーノレフレームユニットにより結合

規 桜 巾2 ，500 高き 2，500 長 さ 6 ，000

答 積 約3 8 m' 、 面 積 約16 m九 重 量 約3 .5t on

百島
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防 水革 命をすすめる「新防水仕様」誕生. ノ

画 期 的 な

ふ くれ 防 止 シ ス テ ム を 採 用 した

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 ノ

田島ルーフイング株式会社

3怠 吐爽京都足立I l ! _ 'J 、古 1 - 3  - 11 ＱＱＺ Ｑ 丞 ＨＰＳＩＹＱＲＭＱＱＳｉｦｦｾ

相国営実所東京師千代田区岩' " 町 3 - 11- 13 電話 (03) 酷2- 田31開

田島 応 用 化工 株 式 会 社

東京嘗策所 東京朝千代田区岩本・T3 ー11- 13 電信(03)8届 -6101聞

大阪宮家所 大 阪 市 西 区 東 町 縄 I - 74 電信(06) 441- 5'由1問

こ の た ぴ 完 成 し た 「 新 防 水 仕 様」で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 府 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フ リ ー ス キ ャ ッ プ に よ る幸斤露出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト " を 開 発 、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ って 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「ふ く れ」が

防J . l : できるようになり、さらに 1可 也 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 l習 の ) ; 協 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命的 な こ の 新 防水 仕 様 に 閲 す る お 問 合 せ は 資 料 請

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 本 ア ス フ ー 業協同組合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 .  11 .  13 電信 ( 03) 866・6101(代 )

ω西 町 … ト 事 盤同組合

大飯事務所 大阪市西区京町堀 1 .  7  4  電話( 06) 441- 5951側

畠古屋事事所 名古屋市西区西菊井町2・12 電話(052)571 - 6361

広 島事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 町 1 6号 電 話(0822) 21 - 0266

福 岡 事 務 所 福 岡 市 奈 良 屋 町 l ・1 8  電話(092) 28ー刊 12

'"，琳ー

"会 伊

，J ' Vν  

• 



恩師上野伊三郎先生の死を悼む

.島

上

野

伊

三

郎

〈

軍

師

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

デ

ザ

イ

ン

研

究

所

長

〉

インクそナ弘行レ建

染

A R K  1  T E'K T U R u  

I NT E R NA C I A  

J U L I O  1 9 3 0  

J ARO 2. N- RO- - '  

9 二 年 ， 
'七 月 -

気七割E

日 本 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 建 築 曾

スタ ー パ ー ( 1930年 作 品 ) 岡聖子 邸 ( 1933年 作 品 )

インターナショナノレ建築運動に興味をも って 先 生 は ま こ と に 心 の き れ い な 又 身 辺 は 実 に 清 廉

京都の先生の事務所に入ったのが昭和3 年 、 先 生 潔 白 、 心 の 師 と し て い ま も 尊 敬 し て い る 。

が タ ウ ト と 群 馬 県 工 芸 指 導 所 長 と し て 就 任 さ れ 小 生 も 60オ の 坂 を 越 し た 今 、 こ れ か ら は んと

る ま で の 8 年 間 、 ま さ に 不 兇 の ど ん ぞ こ で き び

し い 弾 圧 と た た か い な が ら の 事 務 所 経営 は 巽 状

な ほ ど の 苦 し み で あ っ た 。 万司王が物質主義の今

の $ 務 所 経 営 か ら み た ら 今 昔 の 感 に た え な い。

の 人 間 と し て の 交 友 を も ち た い と 願 っ て い た や

さ き 先 き 立 た れ た の が く や ま れ て な らない 。 今

は奥さんリ y チ先生の許へたのしく旅ひ' だって

いることであろう。

星 康文

先 生 は タ ウ ト の 後 を 追 っ て 高 崎 の 工 芸指 導 所

長 と な ら れ て か ら 建 築 の 仕 ギ よ り は 工 芸 の 世 界

に 大 き 〈 転 身 さ れ た 。 そ れ は勿論リッ チ 先 生 の

助 言 も さ る こ と な が ら、ウ ィ ー ン 工 房 ( ウ エ ナ ー

ウエノレク シテノテ) で リ ッ チ 夫 人 と 共 に ヨ セ フ

ホ フ マ ン 教 授 に 受 け た 強 い 感 化 が 芽 ぱ え で あ る 。

先 生 は 大 正11年 早 大建 築学 科 を 出 られドイツ、

オース トリアに留学 、1926年リッチ夫人と帰国、

京 都 で イ ン タ ーナショナノレ建築会を創立、京都で

の へ J レフ リ y チ ュ 、 成 瀬 無極先生等との交友、

プノレーノタウト教授と日本美再発見の旅、群馬

県 工 芸 指 導 所長 と し て の 宮庁サラリーマン生活、

第二 次 世 界 大 戦 には 軍 嘱 として 満州、|に 転lj袋、戦

後イ ンタ ーナ ショ ナノレ建 築 会 の再 建 な ら ず 校 南

工 専 ( 現 大 阪 工 大 ) 教 授 、 京都 美 大 工 芸 科 主 任

教 授 と、 H寺 の 流 れ に 流 され て死 の 直前 ま で 京 都

イ ンター ナ ショ ナ ノレデザ イ ン学院長と して、現

大 学制 度 を修 正 した 内 容 で 日 本 の デザ イ ン 教 育

を 国 際 レ ベ ル 以 上 に 引 き 上 げ よ う と 80オ と 思 わ

れぬ ｉ ｾｾ 志をもやしておられた矢さき おしまれて

ならない。

今 年 4 月 あ る 雑 誌 記 者 に 同 行 し て お 宅 に 伺 っ

たH寺 に こ ん な こ と を 言 わ れ た。

認 め「山 姥 」 に 「山め ぐり」と言」、言 葉が繰り

返 さ れ て 居 る が 人 生 は 「山め ぐ り」 の述 統 で あ

る。 先王室古墳のことばは受付とる方の人生体験

に比 例 してしかわからなし、。大体わかっ たころ

に人 は死んでゆく 。

自然科 学 は 大 学院 卒 業 の こ ろ に は 先 人 研 究 の

結 朱 は 型 解 出 来 る の で 、 進 歩 の上 li't が 可 能 で あ

る 。 科 学 は 進 ん で も 戦 争 の や ま な い の は この ゆ

えだと 思 ふ 。 こ れ が 最 后 の 言 築 と な っ た。 ご冥

揺 を 祈 る 次 第 であ る。

上 野 伊 三 郎 氏死 去 昭 和47年 5 月23日

レーニン賞受賞者決 まる

こ の た び1972年 度 レ ー ニ ン 貨 の 受賞ー者 が 決 定 し

た。 建築音1I 門 で は 、 ポ リ ス ・メ ゼ ン シ ェ フ を は

じ め と す る レ ー ニ ン の 生 地 ウ リ ヤ ノ フ ス ク の レ

ー ニ ン 記 念 建 造 関 係 者 の グ ル ー プ が 受 賞 し た 。

( 写真右 レーニ ン記念センター )

「建築主事資格検定考査」に

関する依頼について

大阪府においては、 48年 度 を 目 標 に 「法 令 建 築

事 務 所 登 録制度 ( {反称 ) J を発 足 さ せ る よ う 計

画 し て い る が 、 そ の 計 画 を 推 進 す る た め 「 建 築

主 事 資 格 検 定 考 査J に合格した、 く わ し い 法 令

知 識 を 有 す る 建 築 士 の 鍛 出 を 期 待 し て い る 。

詳しいことは、 l符の建 築 指 導 課へ お 問 い 合 わ せ

下さい。
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

工

三点押釦スイ ッチ

言

一」

使用モーター:

三相200V 50/ 60%  400W 

4  

内

‘

ベ

》

内

ノ

』

一
回

同

さ

(

H

)

2  3 4 5  

幅 (W)一一+
開閉機使用範囲 (スラット S C I 6)

停電時用手動チ ヱン

開閉繊

L 型

電 動 開 問 機

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー技 術 研 究 所 に お い て 、長

年にわたり、国立大学精密機械工学部諸教授の指導をあおきゃつ

つ 、 当 社 技 術 障 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

この開問機には独創に満ちた新機構が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 1牛を出願中 ) 、減速機、モータ一、

ブレーキ機構、停電時用手動装置はもとより 、 リミットスイッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の円筒内にコンパク トに

f内めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す。

これらの点から見て、従来の製品に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター問問機の決定版といえるでしょう 。

出願 中 特 許 リミ ッ トス イ ν チ 実 用新 案 巻 取 り軸 と の 連結 機 情

ガ パ ナ ー 機情 お よ び L 型 機 情

手 動 機情 チエ ン収納箱

- 特長・

1 . 開閉割安を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない真直なシャ γ ターケース 。

3. 袖壁は不用です 。

4. 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6. 給油の必要があり ません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを 完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11. 一斉・両面・遺廟操作いつれも可能です。

制 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 九 子 点 3 丁目 1 1  5  9 番 地 7世話 Ut )中 原 ( 41 )6325  営 業 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東淀川区回川) f f i 6 丁目 3 8 番 地 電 話( 代 )( 301 ) 3  6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場 福 岡 県 粕 屋 郡 粕屋 町{ 中原釜慶 2 7 2  7 番地 ';"1lal古( 代 )( 65) 6 1 3 1  減 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 田T 2 丁目 1 2 番 地 電 源 ( 代 )( 361) 7 4 4 1 4黄 浜 岡 山 宮 崎
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建 築 と 社

A

Q

一
品

ユ
ニュ ース原稿をお送り 〈ださい.

-

建築家の職能の確立に関する要望書と家協会大会宣言

制 日 本 建 築 家 協 会 で は 、 昭 和47年 5 月 8 日 付 け

で 、 表 記 姿 望 書 を 衆 、 参 議 院 建 設 委 貝 会 委 貝 及

び 各 党 建 設 関 係 委 員 会 委 貝 あ て 送 付 さ れ た の で

下 記 に そ の 全 文 を 掲 載。 また 5 月12 日の 日 本 建

築 家 協 会 緊 急 臨 時 大 会 に お け る 大 会 宣 言 も あ わ

せ て 掲 載 し ま す。

建 築 家 の 職 能 の 確 立 に 関 す る 要 望 書

一 田 中 私 案 に 対 す る 意 見 ー

社 団 法 人 日 本 建 築 家 協 会

会 長 市 浦 健

こ こ に わ れ わ れ 建 築 家 の 職 業 の 確 立 に l刻 し 、 至

急 ご 理 解 を 賜 り た い 事 態 が 生 じ っ 、 あ り ま す の

で 、 ご 繁 忙 中 を 顧 り み ず 、 と り あ え ず 文 住 を も

っ て 御 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す。

建 築 家 と は

そ も そ も 「 建 築 家 」 と い う 職 業 は 、 建 築 主 の 信

頼 に も と づ く 委 託 を う け て 、 建 築 の 設 計 及 び 工

事 監 理 を 担 当 す る 自 由 か っ 独 立 の 職 業 で あ り 、

諸 外 国 に お い て も か か る 利 他 的 ・非 営 利 的 職 業

で あ る 弁 護 士 ・医 師 に 次 い で 自 由 職 業 の主 柱 を

な す も の と し て 認 め ら れ て お り ま す。 そ の 設 計

に当 っ て は 関 連 技 術 を 駆 使 し て 建 築 物 の 効 用 的

価 値 を た か め る と 共 に 、 社 会 的 に は 安 全 性 を 確

保 す る こ と を は か る だ け で な く 、 常 に 人 間 環 境

の 向 上 を 窓 図 し て 業 務 を 行 っ て 居 る も の で あ り

ます。

更 に 工 事 に 当 っ て は 、 箱 工 業 者 の 選 定 、 工 事 の

契 約 に つ い て 建 築 主 に 協 力 す る と 共 に 、 建 築主

の 代 理 主 者 と し て 工 事 の 監 理 に 当 り 、 そ の 出 来 栄

え を 見 届 け る 役 目 を も っ て お り ま す。

更 に 現 代 に お い て は 、 建 築 物 が 集 団 と し て 都 市

環 境 を 椛 成 す る よ で 多 く の 問 題 を も つ よ う に な

り 、 都 市 計 画 に 多 数 の 建 築 家 が 参 画 す る よ う に

な っ た こ と も ご ゑ 知 の 通 り で あ り ま す。

現 行 「建 築 士 法」 の 不 備

こ れ ら の 点 よ り 勘 案 し ま す と 、 わ れ わ れ の 職 業

を 法 的 に 規 定 し て い る 現 行 の 「 建 築 士 法 」 は 甚

だ 不 備 な も の で あ る と い わ ざ る を 得 ま せ ん。 ま

ず そ の 制 定 以 来20年 以 上 を 経 て お り 、 今 日 の 事

態 に 適 応 し な く な って お り ま す こ と は 、各 方 面

で 指 摘 さ れ て お り ま す。

更 に そ の 技 術 的 基 準 が 諸 外 国 の そ れ に く ら べ て 可

成 り 低 〈 定 め ら れ て 唐 り 、 1 級 お よ び 2 級 建 築

士 を 合 せ て 30万 以 上の者 が 登 録 さ れ て 居 り な が

ら 、 大 部 分 の 者 は 実 際 に そ の 業 務 を 行 っ て い な

い の が 実 状 で あ り ま す。 し か も そ の 国 家 試 験の

内 容 は 単 に 「 建 築 基 準 法」 に 基 〈 技 術 的 能 力 の

判 定 に と ど ま り 、 建 築 家 と し て 段 も 霊 安 で あ る

経 験 の 内 容 、 職 業 に 閲 す る 請 を 見 等 は 会 〈 問 わ れ

て お り ま せ ん。

ま た こ の 法 律 で は 、 設 計 猿 理 を 業 と す る も の は

別 に 「 建 築 士 事 務 所 」 と し て 登 録 を 行 う こ と に

な っ て い ま す が 、 か く の ご と き 二 重 登 録 を 求 め

て い る こ と は 、 他 の 自 由 業 に は 見 ら れ な い 変 態

的 制 度 で あ り 、 し か も そ の 事 務 所 の 開 設 は 建 築

士 に 限 ら れ て お ら ず 、 単 な る 経 営 者 と し て 誰 で

もこれに当ることカずできるようにな っ て お り ま

す。

こ の こ と は 、 こ の 制 度 発 定 以 来 、 設 計 監 理 の 分

野 に 次 第 に 営 業 的 様 相 を 蔓 延 せ し め 、 そ の 本 来

自 由 に し て 独 立 な 職 業 で あ る こ と を 不 純 な ら し

め て お り 、 そ の 結 果 、 建 築 主 に 対 す る u任 の 点

で 多 く の 問 題 を 生 じ て お り ま す。

ま た 建 築 業 の 中 に 併 設 さ れ て い る 貫主計組織も、

登 録 上 で は わ れ わ れ の 組 織 と 全 〈 区 別 き れ な い

こ と は 、 わ れ わ れ 専 業ー者 と こ れ ら 兼 業 者 と の 聞

に 、 そ の 対 建 築 主 と の 関 係 に お い て 全 く そ の 立

場 を 異 に し 、 そ のu任 の 所 在 に お い て 本 質 的 に

呉 な る も の が あ る に も か か わ ら ず 、 建 築 主 に と

っ て は こ の 区 別 が 明 ら か に さ れ て い な い の で あ

ります。

外 国 で は 建 設 業 の 設 計 業 務 の 兼 営 は 例 外 的 に 行

わ れ て い る に す ぎ ま せ ん。 わ れ わ れ は 日 本 に お

け る 現 実 を 強 い て 否 定 し よ う と は し な い も の の 、

建 築 主 が そ の 区 別 を 知 っ た 上 で 設 計 担 当 者 の 選

定 が で き る よ う に す る こ と が 、建 築主 の 利 益 を

守 る ゆ え ん で あ り 、 ま た わ れ わ れ の 職 業 が 正 し

く 評 価 さ れ る た め の 基 盤 で あ る と 信 じ ま す。

わ が 日 本 建 築 家 協会 も 同 様 の 理 念 に も と づ く 建

築 家 の 団 体 と し て 、 約 1，100名 の 会 貝 を 擁 し て

国 際 的 に も 日 本 の 建 築 家 を 代 表 す る と 共 に 、 厳

正 な 入 会 詮 衡 を 行 な い 、 倫 理 規 定 に よ っ て 職 業

人 と し て の 行 動 を 自 制 し な が ら 、 建 築 文 化 の 向

」ニ』こ4放 力 を つ く し て お り ま す。

本 会 の 提 唱 す る 「建 築 設 計 監 理 業 務 法 案 」 の骨 子

以 上 の 見 地 に 立 っ て 、 わ れ わ れ は か ね て 「建 築

設 計 監 理 業 務 法 案J を 立 案 し て 、 そ れ を 広 〈 建

築 界 に 説 明 し 、 賛 同 を 得 る べ く 努 力 し て 参 り ま

した 。 そ の 骨 子 は 次 の 如 き 内 容 の も の で あ り 、

そ の ね ら い は 上 述 の 如 き 現 行 士 法 の 諮 問 題 点 を

改 普 し っ 、 わ れ わ れ の 職 業 を 確 立 し て わ れ わ れ

の 使 命 を 来 す こ と に よ り 社 会 に 賞 献 で き る 基 盤

を う ち た て よ う と す る も の で あ り ま す。

1. 設 計 管 理 を 専 業 と す る も の は 、 建 設 業 等 を

兼 業 で き な い。

2. 設 計 監 理 業 務 組 織 の 主 宰 者 は 建 築 家 に 限 る 。

3 向 上 の 主 宰 者 の 資 格 は 充 分 な 能 力 、 経 験 を

有 す る 者 に 限 る 。 ( 凡 そ 技 術 士 に 要 求 さ れ

る年呈皮 )

4. 業 務 を 行 う 組 織 に 中 11¥J 法 人 ( 監 査 法 人 の如

き) と し て 協 同 組 織( パ ー ト ナ ー ・シ y プ)

を認め、営利に密売雪するのを防〈・。

田 中 私 案 に 反 対 す る 本 会 の 根 拠

今 回 わ れ わ れ の こ の 提 案 と は 別 に 、 回 中一

氏 ( 参 議 院 議 貝 ) よ り 私 案 ( f建 築 設 計 監 理

業 法案 J ) が 提示されました。

し か し そ の 骨 子 は 業 務 規 制 を 多 少 強 化 す る に と

ど ま り 、 単 独 法 と は い え 現 行 士 法 の 部 分 的 手 直

し に す ぎ な い と い え ま す 。 す な わ ち 本 質 的 には

建 築 主 が 兼 業 専 業 の 区 別 を 認 識 し て そ の 選 択 が

適 格 に な し 得 る よ う な 措 笹 が 充 分 講 じ ら れ て お

ら ず 、 ま た 業 務 組 織 に 関 し て は 依 然 と し て 建 築

家 に 非 ぎ る 開 設 者 を 認 め る こ と に よ り そ の 業 態

が 営 業 と し て 定 着 す る 危 険 を は ら ん で お り 、 何

等 事態 の 改 善 に 資 す る と こ ろ が 見 ら れ ま せ ん。

す な わ ち 、 こ の よ う な 立 法 は わ れ わ れ の 提 案 と

は 会 〈 発 想 、 の 原 点 を 異 に す る も の で あ り 、 わ れ

わ れ の 念 願 と す る よ う な 立 法 の 障 害 と な る こ と

を 深 〈 憂 う る も の で あ り、われわれとしては、

こ こ に 会 を あ げ て そ の 実 現 に 反 対 せ ざ る を 得 ま

せ ん。

作 今 、 わ が 国 社 会 の あ ら ゆ る 領 域 に お い て 商 業

主 義 的 傾向 が 次 第 に 顕 著 と な り つ 、 あ り 、 建 築

産 業 界 に お い て も そ の例 外 で な い と き 、 建 築 家

の業務のもつ公主主性が強 〈 求 め ら れ て お り ま す。

利 益 追 求 の 原 則 が 社 会 の 大 き な 部 分 を 支 配 し て

い る と き 、 そ こ か ら 人 閉 め 文 化 を 守 って い く た

め に 各 分 野 で職 能の確 立 が 求 め ら れ て い る の は

そ の た め で あ り 、 さ も な い 限 り 、 人 |聞社会にお

け る 公 益 性 が 授 失 す る と い う 危 機 を 招 〈 結 果 と

なるのであります。

本 会 が 提 唱 す る 「 建 築 設 計 管 理 業 務 法 案 」 は ま

さ に そ の よ う な 危 機 を 回避 す る た め に 必 要 な 法

的 規制 で あ る と 機 信 す る も の で あ ります。

何 卒 賢 明 な る 投 下 の ご 理 解 を 得 る と 共 に 、 わ れ

わ れ の1ま の あ る と こ ろ を 治 汲 み 下 さ っ て 、 ご 教

示 、 ご 支 援 賜 り ま す よ う 要 諦 申 し 上 げ る 次 第 で

ご ざ い ま す。 以 上

大 会 宣 言

こ の た ぴ 参 議 院 議 員 田 中一 氏 に よ っ て 提 案 さ

れ た 「 建 築 設 計 段 理 業 法 案J ( いわゆる回中私

案 ) に 対 し て 、 わ れ わ れ は 強 〈 反 対 す る 。

こ の 私 案 i立 、 建 築 家 の 業 務 が 、 自 由 と 独 立 の

立 場 に 立 っ て 保 持 す べ き 公 益 性 を 無 視 し て 、 た

だ 単 に そ れ を 営 利 業 と し て 法 的 に 定 着 さ せ 、 建

築 家 の 職 能 を 永 久 に 歪 曲せ し め よ う と す る も の

で あ り 、 同 私 案 が も し 立 法化 さ れ る よ うなこと

が あ れ ば 、 わ れ わ れ が こ れ ま で 主 張 し つ づ け て

き た 建 築 家 の 其 の 職 能 法 と し て の 「 建 築 設 計 監

理 業 務 法 案 」 の 実 現 を 更 に 困 維 に す る ば か り で

な く 、 わ が 国 に お け る 建 築 文 化 の 健 全 な 発 展 を

阻 害 す る こ と と な る 。

わ れ わ れ は 、 こ こ に 、 同 私 笑 に 対 し て 絶 対 反

対 の 意 志 を 表 明 す る と 共 に 、 わ れ わ れ の 初 志 を

主I徹 す べ 〈 、 あ ら ゆ る 努 力 を 重 ね て い く 決 意 を

も つ こ と を 宣言 する 。

昭 和47年 5 月12 日

社 団 法 人 日 本 建 築 家 協 会 緊急 臨 時 大 会
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- カ ーテ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和40年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和40年 )

。
大 松 ビ ノレ ( 昭 和 41 年 )

麻 布 ビ J レ ( 昭和 4 2年 )

大 阪 駅 前市 街 地 ビ ル ( 昭 和 4 5年 )

年
住 友 商 事 ビノレ ( 昭和4 5年 )

竹 平 加 入電 報 電 話 局 ( 昭 和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 庖 ( 昭 和 4 5年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事ピル、大阪銀行本底のアチー ブメン卜を本社

技術部までご請求 ください 。

ヨ ザ ワ コヲ盟主J 繍 茸 皇 位

本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

干 5 9 0 T E L  ( 0722)  3 8 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三 泉 ピ ル )

〒 101 T E L  ( 03)  861 - 9 4  2  1  ( 大代表〕

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南本町ピノレ)

干 541 T E L  ( 06)  2 5 2- 1  8  8  1  ( 大 代 表 )
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‘  

泉 北 ヤ ン グ タ ウ ン

位 置 堺 市 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 泉 ケ 丘 地 区 三 原 台 2 T

面 積 16 ヘ ク タ ー ル

施 設 単 身 者 住 宅 約10，000人

パ イロ ッ トプラン

セ ン タ ー 施 設 本 館、 泉 北 勤 労 宿:祉センタ一、 公 益 的 施設

マ 府 立 勤 労 青 少 年 会 館 ・ 泉 北 勤 労 福 祉 セ ン タ ー
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礼申見オリ ンピック村にくストラミット〉の

優れた断熱性をかわれ採用された 。

ｾ＠

.r 
』

毛:手ι

ストラミ y 卜 に は わ ら の も つ 暖 た か く や わ ら か い 独 得 の 材 質

感カずあります 。 間 仕 切 や 内 壁 ・床 下 地 に 使 用 す れ ば 、安 定 し た

ソ フ ト な 感 触 が え ら れ ま す 。

-

そ

の

断

熱

性

・

安

全

性

・

ま

た

ソ

フ

ト

な

タ

ッ

チ

アスフア ルト露出防水

ストラミット ②50

- 断 然 性 に 優 れ て い ま す ・ ・ ス ト ラ ミ ッ ト は 、 木 材 羽 目 板 ( 杉 板7 mm) の 6 倍、土壁

( 6 0 mm) の2. 5倍 、 コ ン ク リ ー ト ( l OOmm) の 場 合 は 約10倍 も す ぐ れ た 断 熱 性 能 が

あ り ま す。 極空襲や酉告望号をさえぎり室内の冷暖房効果を 驚 くほ ど 高 め ま す。

. 騒 音 ・ 雑 音 を 防 止 て' き ま す・・ ・ス ト ラ ミ ッ ト は 遮 音 性 に す ぐ れ 、 平 均 遮音 準

は 3 2 d B を 示 し て い ま す。こ れ は 4 mm合 板 の 1 0枚 分 に 相 当 し 、 隣 室 や外 界 か ら の

騒 音 を 効 果 的 に 防 ぎ ま す。

. 万 一 、 火 災 が 起 き て も 安 全 で す・・・特有の防火性能があ り、万一 燃 え て も 、 わ

ら の 表 面 が 炭 化 す る だ け で 内 部へ の 火 が 通 り ま せ ん。 し か も 恐 ろ し い 有 毒 ガ

ス の 発 生 が な く 、 火 災 に 対 し て も 極 め て 安 全 で す。 表 面 に 不燃 材 料 、 準 不 燃

材 料 を 使 用 す る と 防 火 廷 卦 オ と し て い っ そ う の 効 果 を 発 揮 し ま す。

発 売 元 製 造 元 ( 久保 田 鉄 工 系 列 会 社)

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社 関東ストラミット工業株式会社

本 社 ー東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 3 - 3  T E し ( 279) 2111 〒 103 茨 械 県 循 敷 郡 新 利 根 村 大 宇 中 山 T E  L  柴 崎 029737ー 1 7  2  ( 代)

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 切 本 町 1 - 7 7  T E L ( 448) 7121 干 550

札 幌 営 練 所 札 悦 市 中 央 区 北 三 条 西3 - ; - 44 T E L ( 281) 2481 干0 6 0

仙 台 営 揖 所 仙 台 市 本 町 2 - 1  5 - r  1  T E L  ( 25) 8151 干 9 8 0

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 米 屋 町 2 - 6 7 T E L ( 5 63) 1511 〒 450

広 島 営 鍵 所 広 島 市 基 町 5 - 4  4  T E L  ( 2 8) 4835 干 730

田 中 央 区 天 神 1 - 1  0 - 1  7  T E し ( 78 ) 5181 干 810

製 品 紹 介 ・屋 恨 日 ・コ ロ ニ ア ル ・竪 羽 目 ・ 不燃 サ イ デ イ ン グ 、 壁材・ カ ラ ー ベ ス ト / シ ン グ ル ・カラ ー シー ト、 カ ラー ト y プ 、

パ ー マ ト ン ( 近 日 発 売 ) ・フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド ・K C パ ネ ル

‘ テ ク ニ カ ル ・ シ リ ー ズ" を お 送 り し ま す。

7 ボタコロニアル等を使った優れたデザインの建築例を取材 L. クボタカラーベスト ・テクニカルソリ - Aを発行しています。口 A 4 判 力ラ ー 〈プラン ・

エレベーシヨン ディテールを掲敏〉口ご希望のかたは本社 B A j; f，まで ・ストラミ ットの資料をお送りします。ご請求は本社 B A 係まで。

石鍋② 30

矢保田建純
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データ通信と建築

SEf¥jES: EI 

@  

DE MOSを手リ用して

小 菅 与 三 一

口D E MO S の 導 入

東京に自社の大型計f ) 号機システムが存在するのに、

DE MOS を導入したのは、あ くまでも大型システ

ムの補助的な意味と、大型 システムには不適当な中

小プログラムの開発と利用を目的としたのである 。

この補助的というのは、 1NPUT-DATAのCHECK、

DATAの内部発生、 OUT- PUT- DATAの組合せ、

編集等を考えていた。

現在、大阪と東京の両設計部(怨築) にDE MOS の

端末機 200C型を設置し、設計部を中心として利用

しているが、自社の大型計f ) : 機と同ーの建物での東

京の立場と、 1/ 0 の DA T A を郵送で手IJ 用しなけ

ればならなかった大阪の立場とでは、 DE MOS の

利用内容は当然臭っており、以下大阪における利用

について話ーを進める。

郵送による計$ ' ) :機利用は T A T が40時間余り、しか

も天候、事故による航空便のおくれなどの場合は、

それさえも保証されないので、少なくとも DA T A

E R R OR での再計算だけは絶対に避けようとも考

えたのではあるが、そ ，ういった補助的な役目には少

少疑問があった。 それは以下の理由による。

0 電送速度 ( 入力速度) がおそい。通常のCARD

- READERの約 1/ 50と云 う速度では多量の入

力は不適当である 。出力は CENTER一OUTの手

段があるので問題はない 。

0 紙TAPE でのDATAの修正は不便であ円、自社

のシス テムとでは変換作業が加わる 。

少々の不便 1; 1 : 、何とか工夫すれば解析もできるが、

入力速度は決定的となる 。使用できる主記憶装置の

容量は 320kchて' あり、自社の大型プログラムには充

分であるので、補助ではなく、完全な府代りをさせ

ようとも考えたが、入力迷皮はやはり大問題である。

これも、入力性式を全〈新しく工夫し、 DA T A註

を極力軽減したとしても、さらに次の三袈紫が考え

られる.

0 利用者 FILE にプログラムを格納すると、その

容量の相当大きい部分を一つ のプログラムで占

有してしま い、他の利用のための余地が少なく

なる 。

0 使用頻度がそんなに大き くないの で、即時に A

CCESSする FILE は必要がないし、 COST高で

ある 。だからと云って、紙TAPEで保存し 、利

用ごとに端末機から READするには時間的に無

理である 。 I た。

OFILE はす べてSEOUENCI Aしであり、 RANDOM I  紙 T A P E の欠点を Mi い、逆に非常に DE MOS の

ではな L 、。自 社の大型プロはす べて RANDOM I  真簡を発却したのは、 ED1TOR である 。これは CO

FILE であるので、その変換は勿論、新規開発に

も手間がかかる。

以上、自社開始プログラムの利用を主として考え、 D

MPI LE されたプログラムを編集するのではなく、

SOURCE- PROGRAMや一般の1 / 0 DATAなどの

B C D形式の F1LE を対象としたものである。 SE

E MOS での大型プログラムには悲観的であったが、 I QUENCI AL- FI LEをRANDOM並に扱うため、 1ll¥Ij IJ

実際には公社開発の大型以 BRARYとして、 FRAP、 !  として RECORDごとに行 書号を付け、または行毎号

DY NAが発表され、大部分が別代りできる見通し |  なしでも処理! できるようにと、先頭文字等による R

がついた o I  E - C OR Dの呼出しと、 RECORD単位でも、文字

口 利 用 状 況 |  単位でも、追加、削除、交換などの修正がEDI TOR

一倍処理II のような多量の DATAはKEY- BOAD よ

り直接入力するのは止め、あらかじめ紙 T A P E を

作成することを原則にし、 一般の利用者には DATA

SHEET 作成の手間のみですむようにと考え、専任

のKEY- PUNCHERをおいた。 プログラム作りも同

線とした。

昨年 6 月のサービス間始と共に、当初は中型プログ

ラムの作成と、 F R A P、 DY NAの利用とが半々

であったのが、しだいに開発されたプログラムと共

に、プログラムの利用が大半を占めるようになった。

自社システムから DE MOS への切換えは完全にお

こなわれ、以来、月により変動はあるが、設計部内

では幅広い利用がある。公社1) 再発のプログラムでは

F R A Pが級強い利用率を持っておるが、これは大

規模は勿論、中小規模の骨組の応力解析にも通用で

きるからである 。小規模の骨組に対しては、手計釘:

と同じ位の手聞がかかるが、設計変更時の再計算は

断然、有平11 となる。また変形計f ): と応力の組合せは、 tj t

3十者にとっては本当にありがたい。またポーリング・

ブームの彩電車も見のがせない。 ポーリング坊も単! 日

から重層となり、大スパン椛造が好んで採用される

ようになったので、強度よりも変形の要因が大きくな

り、 F R A Pによる精密な変形計f ) : が重宝がられる

ようになった o DE MOS の小プログラムに対して

はあまり利用がない。 これは端末機の設置場所にも

一 因があろう 。 現在設計室とは別ｼ滑に、逃 ｴｦｾ に図

まれておいてある 。 発生する騒＿＿のために、ｾＱｪ ＳＲ を

もうける必要があり、距離をへだてなければならな

かった。他の一因としてはプログラム式電卓があげ

られる。操作が簡単で、 24 時間使用可能で、使用

料を考えずに気楽に利用できるのは強敵である . さ

らに考えられるのは、 200C 型端末機自身のことであ

る。 この機純は DE MOS 専用に作られたものでは

ないため、他の機種と比べて操作が少し商倒であり、

誤操作しやすい締造となっているようである。

口 O S に つ い て

FORTRANは J IS の最高水準7000に単処し、自社の

センターと同一機種のため、抵抗は全くなかった。

SYSTEM - SUBROUTINEも極々 J1Hまされ、便利に

できている o ERROR、WARNI NGの時の各秘の診断

MESSAGEがカタカナであるのは、やはり親しみや

すい. 全 〈驚 いたのは予約局が存症することであり、

FORTRANの経験しかない我々にとっては、全〈予

忽外であった。 これは、 COMMANDが一般の DATA

より優先するなめではあるが、その使用を明般に分

離しない のが原因であり、 P R むなされていなかっ

で容易におこえる。 同じような内容であれば多数の

RECORDの修正を一つの SUB-COMMANDで指示で

きるのは、プログラム作成の能率を高める。 ー一指処

理のI NPUT- DATAに対しては、当初は対象外 であ

ったが、現在はこれにも適用され、紙T A P E の欠

点を械iってあまりある。

口F R A P， DY NA 

一括処理用の UBRARYのFRAPとDYNAはTSS用の

プログラムとして I10 DATA盆の減少に努力わ払わ

れており、内答も非Ｇ［［ｾＮに立派なものである。 ｆｒａｐ

ではI NPUT- DATAの前処理として、断面寸法から

の断面性能の自動計算 、 ｾｷ な荷量種類、 ｕｎｉｔ

の自動分i1mは利用者の手聞を省いてくれる。計算は

立体と平面、 トラスとラーメンでは、 おのおのその

最小自由度でおこなわれるため、きわめて能隼がよ

い。部材ごとにまとめて出力される応力およびその

組合せは、 ｦ ｬＩＨ小、最大応力が見つけやすく、断面ｾ ｩﾭ

h  

算にはつごうがよい。また建築骨組解析プログラム

では、剛l城、プレース、パネ J レが考りよされており、

一般ピル建築に適しており、 DY NAへの剛性MA

T R I X の受渡しも自動的になされる。出力される

固有周期、刺激関数は、 SPECTRUMによる MOD

AL- ANALYSI Sを容易にした。

DYNAでは幅広〈、しかも現実的な解析対象と、利

用者の撲択に委ねられた多くの手法と、多くの DA

T A形式はをi I . 在は勿論、長い年月の利用にも耐え、

生命力のあるプログラムとなろう。 F RAP、DYNA

は多くの P R OGR A MME R逮によって作成され

たのであろうか、入力3 式になると、その不統一 、

または相互の DATAの重複などが惰まれる。プログ

ラムの解説ff? を粉説しない利用者は、定H象でDATA

を言己入し、 ERROR をやらかす。ERAPでは、DATA

量の減少のために、個別DATAの入力持式のほかに

まとめて入力するための舎式も用意されているが、

これは節点および部材に附してのみであり、荷1 1 "1に

関してはない。現在入力されている DATAを見てい

ると、有'lill が大部分を占め、同じような数例がくり

返して続いている。

口 今 後 へ の 期 待

サービスが開始されて一年を経過した 6 月中旬に、

DE MOS システムの拡充と改普がおこなわれた。

私達USERの1ま見が取入れられたことは本当に喜ば

しいことで、今後とも“ USERは王様 " をモ y トーと

して、気持よく使用でき、より使利で、より効率よ

いシステムに育てていただきたい。

( こすが よそいち株式会社大林組本r. ! i 建築本部設計部)



46 

す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

。- 軽量気泡コンクリート

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而れた

法 定 耐 火 材 料

， ， I  ， 

官

， ， 

⑨ P O R Eぎ〉

高 知 相 互 銀 行 松 山 北支 1吉

愛 媛 県 松 山 市

設置十 平 建築 設 計事 務 所

施 工 清 水 建設俸制

使 用 個 所 カ ベ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユニ= ! - t f J 短紛を要するす べ て の建 物

2  空調を要する工場 ・ 合 ｽ ￮ ｬ ｾ 事務所住宅等

3  鉄 骨 大 張 問 の 工 場 ・体 育 館等

4  軽 量 化 を 要 す る 同 府 建築 物 ・ 軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨 i耐 火 構 造 の 建 物

:;...ポレ111ワ ス 阪 売 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビル )

話 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4 5 ， 

大 阪 支 1苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 (第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 函 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

， 



口写n と概要をどしどしお送りください.

凡例 . a. 所夜I也 b  建築商品 ｾ ｬ C . 延商干)' 1 d  

77 5.  平 和 ボ ウ ル 土 山 I 776. 東京電力 闘渋 谷支社， ｾｴ 渋谷変電所 ｉ 777.  山 田 第 2  ビ ル

設計 K K 松 村 組 設 計 部

地 工 K K 松 村 組

a  兵崎県加古郎縮長町六分一宇山中地

b.  4 ，878. 00m'  

c.  5，11 1. 09m'  

d.  S  T  泣一 部 R C造、 2 階建、

60 レ ー ン

e  .  1昭和46年 II 月 - 1沼' 和4711三3 月

設計 東 電 設 計 K K  

施 工 : K K 小 田 急 建 設

K K  東急建設共同企業体

a  . 東京都渋谷区北谷町 1 0  - 2  

b .  1，310. 99m'  

C .  9，193. 2I m'  

d .  S  R  C ;阜、 5 F  ( 支社 ) P  2  

B  4  (変¥1L所)

e  .  1昭和44年 12月~昭和47年 3 月

設計 . 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム

施 工 : K K 問 組 大 阪 支 庖

a 大 阪 市 南 区 傘 屋 町 1 3  

b.  409. 09m'  

c.  3. 108  m'  

d .  S  R  C 造、 6 F 、 B 1 、 P 2

e  昭和46年 6 月~昭和47年 5 月

778.  姫 路 東 西 税 務 署 I 779.  湊 川 神 社 能 楽 殿 I 780.  福 岡 セ ン ，タ ー ビ ル

78 1. 大

設計 : 近 銭 地 方 建 設 局

地 工 安 藤 建 設 K K 大 阪 支 庖

a  . 航路市北餓中 i宜的 2 5  0 番地

b.  844 . 20m'  

C .  2 .776. 28m'  

d.  R  Cj 立、 5 造、 4 F 、 2 F  

e.  1別手[ 146年 9 月- 1昭和47年 3 月

j定
ホ.

ウ ル I 782 

設 J I' :  K  K 育 木 建 設

施 工 。K K 膏 木 建 設

a  大阪 ，1，.k淀区太詑町中 1丁目 l 町 5

b  3，075m'  

c  6，055m'  

d  S 造、 2 F  

e .  11百平1146年 7 月~昭和47年 3 月

設計 鹿島建設 K K建築設計本部

施 工 : 鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 庖

a  神戸市生田区元町通 3 の4 5 3

b.  821. 166m'  

C  • 987. 60 m'  

d.  R  C ;立一部 S 造、 1  F 、 B  1  

e.  11円相146
i
l' 6 月-11自手1147

1
1' 5  n  

設計 K K 竹 中 工 務 庖

施 工 : K K 竹 中 工 務 庖

a  稲岡市博多区博多駅前 2- 2- 1

b.  1 ，509. 97m'  

C .  29 ，203  m'  

d.  S  R  C 造、 F I 4、 B 3  

e. 昭和44年 5 月~昭和147年 3 月

ワ カ ヤ マ エ ー ス レ ー ン I 783. 淡 路 勤 労 者 福 祉 セ ン タ ー

;ut lil 安 藤 建 設 K K 大 阪 支 底

一 級 建 築 事 務 所

地 E 安 藤 建 設 K K 大 阪 支 唐

a  和 歌 山 市 中 / h.¥ I  9  5 待地

b  .  6. 204m'  

8 ，165m'  

S ;;¥' ， I  F 且R C ;;¥" 3  F  

e.  1昭和46年 6 月 - 1昭和47' 1' 3 月

設計 兵 庫 県 営 鎗 課

施 工 : K K 浅 沼 組

a  兵 1・11 県 津 名 郡 ill 名 町 志 筑

b .  1，195 m'  

C  • ( 本館) 2，275 m'

d.  ( 本館 ) R C 造、 2 F 、

( プー ル ) 25 m X  8 コース

e  昭和46年 4 月~昭和47年 3 月
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〔松山〕を置 し

すると

画龍点晴

Voi d( 空虚な人間) の内に何かが生まれる 。

人間的な、暖かい心情といったようなものが・・

家具一筋70年

大阪堀江/ ，心斎橋/ 東京
今

千四御....
日ツ堂地雨近間

前橋筋下海鉄西

i車線線I:H車線綿

- 本l吉/ 大阪堀江立花通り 四ツ 橋筋角

宜主大阪 ( 0 6 ) 5 3 1 - 6 4 5 1 ( 代表)
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〔日本大学専門部工科( 現日本大学工学部)

昭和16年 12月卒業〕

友より (敬4昔、略)

岩 崎 弘 岩崎建築設計事務所

教育施設研究所大阪ｾ務所長

箸本誠治 KK三笠商会取締役

庖

長
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昭相昨年 6 月14 日 続阪是ホテ ル別 にて

ニ コ ラ イ 掌 の 鎚 の 音 を 聞 き p 、、昭 換 の 日 出 る 国 こ そ 吾が 祖 国 其 の 名 を ば に な ひ て そ ぴ ゆ 我 が 母校 ， 伸

びゆく日本の力はここに，土也を開き 行 く も の 若 き エ ン デ ニ ア' と 歌 っ た 同 窓 の す べ て は 国 家 に 貢 献 す

る と の 大 義 名 分 の 下 に 〈建 築〉 に 情 熱 を 燃 や す い と ま も な く ， 戦 争 に 巻 込 ま れ て い っ た 同 窓 が 今 日 こ

こに 30年 ぶ り に 会 っ た 関 西 の オ ー ル メ ン バ ー で あ る 。

敗 戦 後 の あ の 呉 常 な 時 め 流 れ に 縛 さ し こ こ に た ど り つ い た 。 この間にクラスメ ー トも 20数 名 が こ の世

か ら 去 っ た。 この紙面をかりで彼らの冥福をお祈りしたい。

そ れ で も こ う 集 っ て み る と や は り 昔 の 同 志 ， 思 い 出 は そ こ は か と 匙 る 。 ま る で 昨 日 の よ う に 気 も nl'f勾

身 も 泊 ま る 。 毛 も う す く 白 い も の も 多 く な っ て い る 。 1' 1 : 禄かなにか知らないがエラクなったような恰

好だ。

長 尾 昇 G ent ) e と い う 単 語 の も つ 意 味 を す べ て 兼 ね 備 え て い る よ う な 人 で あ る。 「糾3士 の 中 の 紳 士」 で

は キ ザ に 聞 え る l Gent l eman に は 「 武 人 の 侍 僕 」 と い う 意 味 も あ る か ら 強 い て Gent ) e な お 方 と 申 し あ

げておきましょう。今は関西電力( 株) 建設昔日付で大阪地区 開 発 K K に 出 向 し て い る 。 普 の 秀 オ 今 日 も

脈 々 た る も の 感 ず Si mpl e な 人 の ひ が み だ ろ う か。

松 島 忠 雄 誠 実 勤 直 の 人， 学 業 ス ポ ー ツ と も に バ ッ グ ン の で き 。 天 下 の 大 林 組 の 設 計 部 次 長 ( 名 占 屋)

とやら 。 う っ て つ け の 職 場 で あ ろ う 彼 の 将 来 に 期 待 し よ う 。 ゴルフハ ンデイ 17 こ れ ま た 称 賛 に 値 す る 。

な ん で も で き る お 人 で あ る 。

大 坊 弘 北 陸 の 産。 建 築 家 と 他 の 職 業 は 一 つ の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン を 形 作 る 建 設 業 者 に は よ り 高 度 な 経

営 意 識 が 必 要 で あ る 。 そ ん な 営 業 に う っ て つ け の 人 柄 で あ る 。 話 術 と 行 動 は * ケ ー ス パ イ ケ ー ス。

彼の心こそ純: n : そのものである 。 多 く の 人 に 愛 さ れ る ゆ え ん で も あ る 。

箸 本 誠 治 地 味 派 の ハ ン サ ム と 評 し た い 。 固 い 鉄 も 赤 く な る 赤 く な れ ば 軟 く も な る 。 絵 を 函 き 音 楽 に 陶

酔 し た 彼 が 職 業 の 選 択 は 自 由 で あ る と 身 を も っ て 体 験 し ， 現 在 は 紡 紋 機 械三 笠商会の重役きんである。

か く 申 す 男 岩 崎 弘 は 卒 業 後 東 京 芸 大 に 学 ぴ フ リ ー ア ー テ ス ト の 希 望 も 敗 戦 と 問 時 に 軌 道 か らはづ れ 10

年 余 宮 仕 も し た が 性 に あ わ ず ， 今 は 設 計 事 務 所 の 主 に お さ ま っ て い る。 ( 岩崎 記 )

49 



50 

入間尊重時代の

インテリアづくりに・・

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リードする

新 光 ク ロス。 そ の 高 級 壁 装 材一 総 合 見 本帖 ユ ニ シ リーズ。

'72年 '73年 の た め の 新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る '70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4. ‘』
ｅｾＺ＠ 111

1

1  ｾＨｬｫＱ ・ ｅ

新光クロス

株 式 会 社

本社 Ｏ 哩 ｾ ＵＵＰ 大阪市西区北堀江御池通り Ｓ Ｍ ＱＸ ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代 表

支 I苫 / ⑮ 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形 町3- 4 n 0 3( 661 ) 0 2 7 1 - 5  

出 張 所/ ⑮ 730 広 島 市 外 安 芸 町 下 温 品 2 5  4  n0822( 89 )  1248- 50 



能 欝 善

肯 ｮｾ 建築構造研究所所長

大 久 保 昌

大 阪 大 学 工 学 部 環 境 工 学

楠 部 年

近畿地建営車種部監督室室長綱佐

庭 屋 浩

大 林 組 本 庖 建 築 部 長

7 月号より 12月号まで上記 4 氏τ守旦当

ロ ポ ル ノ 建 築

ビパ J レディやバ ッハの レ コ ー ド が 若 い 人 に よ く 売 れ て い る そ う だ。 そ ん な こ と に 篤 い て は 古 い 。 バ ロ ックジ

ャ ズ と い う も の が あ る こ と を 私 は 最 近 ま で 知 ら な か っ た。 若 い 人 な ら ， 反 発 し そ う な ， あ の 食 族 的 な ， 餓 舌

な も の が 一 一 ， と 思 っ た か ら で あ る 。 だ が，確 か に 欄 熱の 中 の 退 廃 ， 不 安 定 の 中 の 耽 美， のー而は現世ーその

ものであるかも知れない。

そ う 悟 る と ， 現 代の 建 築 や イ ン テ リ ヤ デ ザ イ ン に ， パ ロ ッ ク 的 様 式 が 花 咲 き 始 め た こ と も わ か る 気 が す る 。

そ の 意 味 で は ， 温 泉 マ ー ク 建 築 こ そ ， 最 も 現 代 を 象 徴 す る 新 し い 創 造 的 様 式 と い え る の か も 知 れ な い 。 断っ

て お く が， 夜、はその建築物の利用者ではないが，その貧欲な創作意欲には，日佐々感銘している 一 人である。

ル イ 王 朝 風 の 回 転 ベ ッ ド と か，何 と か ミ ラ ー に 至 っ て は い う べ き 言 葉 も な く ， 古 今 東 西 の 機 式 を 一 堂 に 混 和

さ せ て い る 様 は ， さ す が ア ニ マ ル 国 民 だ と 思 う の で あ る 。

様 式 の 定 着 の 過 程 は ， 多 分 こ う い う も の だ ろ う と は 思 う も の の ， バ ロ ック文化 の も つ 情 熱 や カ 邸J 感 と は 全 く

異 質 な ポ ル ノ 建 築 が 林 立 し て ゆ く の は ， や り き れ な い 気 持 が す る の で あ る 。 ( N )

口 「イ国人」の荒廃化を歎げく

腹 を た て る と い う こ と は ， 大 人 げ な い こ と だ と い わ れ て い る 。 腹 を た て な い よ う に な っ て は ， お しまいだ。

そ れ は 老 化 し た 証 拠 で あ る と も い わ れ る 。 こ こ で は ， 後 者 を 是 と し て ， 少 々 腹 を 立 て て み る 。 生 活環 境 の 荒

廃 が 歎 げ か れ て い る が ， 夜 、 は 集 団 の 圧 力 に よ る 個 人 の 荒 廃 化 現 象 を 歎 き た い 。 い や 現 に 腹 に す え か ね て い る。

ど う し て ， 人 が 腹 を 立 て な い の か 不 思 議 で な ら な い 。 7 ス コ ミ に よ る 大 衆 操 作 と い う の で あ ろ う か， 啓 蒙 や

ら お し き せ や ら の 充 満， あ り と あ ら ゆ る 職 場 や ら 地 域 社 会 に お け る 組 織 の 論 理 や 集 団 の 論 理 の 強 制。 こ れ ら

は す べ て 設 疑 う こ と の な い 正 義 の 装 い を つ け て の さ ば り 散 ら し て い る 。 そ こ に は ， 伺 λ の 尊 厳 に と ってもっ

と も 基 礎 的 な 条 件 で あ る 「 個 人 の 自 由 」 が ， こ と も な げ に ひ ね り つ ぶ さ れ て し ま う 。 基本 的 人 権 と か 人 聞 の

尊厳とか， ぎ ょ う ぎ ょ う し く い わ れ る け れ ど ， そ れ ら は 主 件 数 形 で は な く ， す べ て 複 数 形 と し て の 人 聞 を 問 題

に し て お り 個 人 と し て の そ れ ら は 最 初 か ら 歯 牙 に か け ら れ て い な い。 こ の こ と を 反 映 し て か， フィジカ J レな

都 市 の 領 域 に お い て も ， 点 の 計 画 か ら 線 の 計 画 へ， さ ら に 面 の 計 画 へ の 論 理 が 正 当 性 を 獲 得 し て ゆ き ， ま た

個 の 建 築 が 設 計 理 念 と し て 有 義 性 を 失 い ，群 の 建 築 が そ れ に と っ て 代 っ て 幅 を き か す こ と と な る 。 こ れ は 手

ぱ な し で 是 と す べ き か ど う か 真 剣 に 考 え る べ き だ と 思 う 。 個 の 論 理 と 群 の 論 理 は ， そ れ ぞ れ 独 立 の 論 理 と し

てあり . イ 噴 は 群 に 従 属 す る も の と し て 位 置 づ け ら れ て よ い 理 由 は み じ ん も な い 。 問 機 に コ ミ ュ ニ テ ィ ー と プ

ラ イ パ シ ー は い づ れ か一 方 に 折 れ 合 う も の と し て あ る の で は な し 双 方 対 等 に そ の 権 利 を 主 張 す べ き も の と

し て あ る 。 わ か り き っ た 話 だ と 思 う の で あ る が ， 何 と 集 団 の 論 理 の の さ ば り 散 ら す こ と か 。 私 は 個 の 論 理 を

ベ ー ス と し な い い か な る 言 動 も 信 用 し な い こ と に し て い る 。 そ れ は フ ァ ッ シ ョ の 臭 い が す る か ら で あ る 。 オ

セッカイ野郎め。 ( 0 )  

口冷 房 の 季 節

最 近 の 建 物 で ， 冷 房 設 備 の な い も の が あ る の は 官 庁 の 建 物 ぐ ら い に な っ て し ま っ た が， こ れ ら に も よ う や く

予 算 が 認 め ら れ， 一 ， 二 年 前 か ら j順次繋備されてきた。

と く に 本 年 度 か ら は ， ま と ま っ た 予 算 が つ き ， 中 規 模 の 独 立 庁 舎 が 対 象 と し て 盤 備 が 進 め ら れ て い る 。

道 路 の 盤 備 と ， 車 の も の す ご い 地 加 に よ る 騒 音 対 策 が 釦ー の理 由 に な っ て い る 。周 辺 の 騒 音 程 度 に よ り 毎 年

数 カ 所 づ つ 実 施 し て ゆ く の で あ る か ら ， 全 部 の 建 物 に で き る の は ま だ ま だ 先 の こ と で あ る 。

と こ ろ で わ が 家 の ま わ り も ， 時 期 的 に ク ー ラ ー を 取 り つ け る 所 が 増 え て き た 。 こ の あ た り は ま だ 大 気 の 汚 染

も そ れ 稜 ひ ど く な し 割 合 静 か で あ る が ， よ り 快 適 な 環 境 を 求 め る わ け で あ る 。 四 季 の 気 温 に 順 応 し て き た

生 理 的 機 能 が， 今 で は 夏 季 に は 外 気 よ り 5・ ば か り 低 い 滋 度 を 要 求 す る の で あ る 。

自 然 の 破 壊 が 進 み ， す べ て の 生 理 機 能 が 低 下 す る 一 方 の 現 在 の都 市 環 境 の 中 で 働 く も の に と っ て ， せ め て 家

に あ る 時 ぐ ら い は ， 自 然 の 状 態 の ま ま 過 ご せ る よ う に し た い も の だ が ， 今 の 規 格 型 の 団 地 の 住 宅 で は 無 理 か

も 知 れ な い 。 職 場 に い く 方 が 涼 し い と い う こ と に な り か ね な い 。 4量 い 日 は 本 も の の 「 木 か げ 」 で ひ る ね と い

きたいものである。 ( K )

口 建 築 現 場 の 合 理 化

昔 の 建 築 現 場 で は 工 程 に 追 い ま く ら れ て 休 日 も 無 < ， 毎 日 残 業 々 々 で 家 庭 を 顧 み る い と ま も な く た だ た だ 励

ん で き た の で は な い か と 思 い ま す 。 労 務 者 も 「 土 方 殺 す に は 刃 物 は い ら ぬ。 ー・・・云 々 」 と い う 言葉 が あ り ま

し た よ う に 働 け る 時 に は で き る だ け 働 き ， ま た 残 業 も で き る だ け し な け れ ば 食 べ て い け な か っ た の で し ょ う 。

い わ れ る ま ま に 喜 ん で 残 業 も 徹 夜 も し て く れ た も の で し た。 そ れ を 良 い こ と に し て r 1 日は 24時 間 だ。 徹 夜

す れ ば 3 自 分 の 仕 事 が で き る は ず だ。」など， 止 む を 得 ず そ ん な 無 茶 苦 茶 の 工 程 を 組 ん で な ん と か 工 事 を 消 化

す る こ と も あ り ま し た。

と こ ろ が 最 近 で は 建 設 労 務 者 も 賃 金 は 逐 次 上 昇 し ， 労 務 者 自 身 も 人 並 み の 生 活 が で き る よ う に な っ て ま い り

ま す と 休 日 に は き ち っ と 休 み ， 定H寺にはさっさと帰ります。 現 場 で い く ら 突 貫 工 事 だ と い っ て も ， そ れ に は 乗

っ て き ま せ ん し か し こ の よ う な 状 態 で も 工 期 は か え っ て 早 い。 ま た 交 通 事 情， 公 害 問 題 等 工 事 上 の 制 約 は 益

々 多 い 。 に も か か わ ら ず 現 場 で は む し ろ 昔 よ り 悠 々 と こ な し て い る よ う に 見 え 大 変 結 織 な こ と だ と 思 い ま す 。

建 築 工 事 の 合 理 化 は な か な か 自 に 見 え て 進 歩 は し て い な い よ う で も ， 一 つ 一 つ の小 さ な 進 歩 の 集 積 が 今 日 の

状 態 を 可 能 に し た の か と 思 う と 不 断 の 研 究 ， 努 力 の 重 要 性 を あ ら た め て 痛 感 い た し ま す。 ( N )  
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. 編集 妥員長 山肩邦男，幹事宮JIi逮郎・山口安男・多 見々市蔵

• 3月号11 : 紀艇の定価を上記の通 り訂正いたします。
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設 備 総 合 設 備 研 究 所 坂 口 茂 之 浜 崎 守 弘

監 理 八 尾 市 建 築 課

都 市 科 学 研 究 所 外 村 嗣 夫 渋 谷 昭

施 工 太 田 ー鴻 池 共 同 企 業 体

位 置 大 阪 府 八 尾 市 桂 町 3 丁 目 47

工 期 1971年 7 月一 1972年 5 月

敷 地 面 積 29. 371 m

2  

建 築 面 積 7，233. 53 m

2  

イト
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二階大廊下中央より 一 般教室棟への廊下をみる
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桂 中 学 校 の 建 築 中島 龍 彦

か つ て ジ ェ ー ン ・ジ ェ コ プ ス は ス ラ ム に つ い て の 著 述 の 中 で 、 子 供 の

遊 び に つ い て 注 目 す べ き こ と を い っ た 。 子 供 達 に と っ て 、 遊 ん で い る と

い う こ と は 色 ん な 意 味 で 自 己 休 験 を 増 大 し 、 人 絡 を 形 成 す る 上 で 非 常 に

i 要 な 意 味 を 持 つ こ と 。 そ し て 、 ま た 遊 ぶ 子 を 持 つ 親 に と っ て 、 そ の 子 供

が 安 全 な 状 態 で 遊 び に 没 頭 で き る と い う こ と 、 そ し て そ の 遊 び を か い ま 見

て 適 切 な 指 導 が で き 得 る と い う こ じ そ う い っ た 親 と 子 の 相 互 の 関 係 が

非 常a に 大 切 で あ る 、 と い っ た 内 容 の こ と で あ っ た。そ し て 、 岡i紫 氏 の 指 摘

の如〈、幼少時代の↑ 12趣 に 満 ち た 教 育 、 遊 び が 人 格 形 成 上 に 重 大 な 意 味

を 持 っ て い る こ と な ど 、 ょ う や く 、 現 在 の 教 育 の あ り 方 に 若 干 な っ と も

反 省 改 革 の 色 が 出 始 め て 来 た 。 全 面 的 に は 賛 成 し な い ま で も 、 この こ と

は 先 の 中 教 審 の 答 申 に も 伺 い 知 る こ と が で き 得 る 。

一 方 、 大 都 市 周 辺 部 に お け る 住 宅 化 は 至 る と こ ろ 、 と こ ろ か ま わ ず 急

ピ ッ チ で 進 行 し て い る 。 そ の 中 に あ っ て 、 た だ で す ら 無 味 乾 燥 し た 住 宅

に あ っ て 、 小 学 校 、 中 学 校 と い っ た 教 育 施 設 た る や 如何 な も の で あ ろ う

か 、 い た づ ら に 無 意 味 な オ ー プ ン ス ペ ー ス と コ ン ク リ ー ト の 箱 、 ま た そ

の内容たるや、将来に 向 って描 か れ た 一 直線に沿って、 11佐々、つめ こみと 強

婆 の み に あ け く れ る 教 育 、 呆 し て 吾 固 め 将 米 を 担 う べ き 人 間 が ど の よ う
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ｾＺＩ彩でｔ￬っていくのやら、その不安たるや ー ・・ ー そらおそろしさを感じ

ているのは{ 業だけであろうか。

〈地 区 教 育環 境の 極 と し て 〉

こ う い っ た 教 育 に 対 す る あ る 撤 の 不 安 、又 現 実 の 教γJJ;l 境 に 対 す る 不

満は、{ 焚迷にとって教育機|掲の再検討を 5が、る IJ'; とな っ た。 今 回 み る 中

学校は地区再1 J f .1発 の 一 環 と し て そ の 実 現 が 確 定 し て い る 以 上 、 地 区 、 住

民との隙! 係を無税し仰ない。 現 在 の ま ち は そ の 中 に 、 尖 に 沢 山 の 補 助 教

行 般|見j を 学 校 以 外 に 有 し て い る 。 一例をあげれば、そろばん塾、習字盤と

い っ た た ぐ い の も の か ら 災 語 学 校 、 生 花 学 級 と い っ た た ぐ い ま で で あ る 。

僕 遥 は こ れ ら の 社 会 的 教 育 機 関 と 街 の 関 係 を 更 に 有 機 的 に 結 ぴ 付 け る こ

と こ そ 重 要 で あ り 、 そ う い っ た も の の 関 係 の 極 と し て 学 校 を 考 え る こ と

が 、 と り も な お さ ず 、現 在 欠 落 し て い る 哀 の 意 味 の 教 育 に 対 し て ア プ ロ

ーチすることとなる。

〈親 と子の交歓の場として〉

只 、 幼 稚 園 か ら 大 学 へ 引 か れ た 一 直 線 上 の あ る 点 と し て の 中 学 校 と い

う よ り は む し ろ 、 人 格 形 成 上 重 要 な 時 期 に あ る 背 少 年 を 、 自 我 党 総 、 独

立 を う な が す 様 な 内 容 と 環 境 を よ り 重 要 視 す べ き 事 だ と 考 え る 。

そ し て ま た 、こ の こ と は 単 に学校教育にのみ諜せられるべき問題ではなく、

親 と 子、子 と 先 生 、 子 と 社 会 の 関 係 に お い て と ら え ら れ る べ き で あ り 、

学 校 環 境 と し て そ の よ う な 関 係 を 成 立 さ せ 得 る 「 場 」 を 提 供 す る こ と 、

‘  



すなわち、親、子、先生を中心にした 一 つ の 小社 会 を 現出せ し め る こ と こ

そ、 中学 建 築 に お い て 其 訟 に 考 え ら れ る べ き こ と で あ る 。 従 っ て 、 唯 単

に就学時間帯における空間の利用のみならず、終日こういったｾｾ味での

利 用 を 可 能 な ら し め る 管 理 と 運 営の シ ス テ ム を 開 発 し て 行 か ね ば な ら な

い。 か 、 る 意 味 で オ ー プ ン キ ャ ン パ ス が リア リ テ ィ を 持 つものであり 地

区 、 住 民 の 為 の 教 育 空 間 と な り 得 る も の で あ る 。

空 間 各 論
渋 谷 昭

〈コ ン コ ー ス 〉

西 部 地 区 と 北 山本 地 区 を 結 ぶ rl) 9  mの東西i Plhは、学校と社会、 地 域 と

tt ! I 域を結ぶ、 学 校 の 中 で も 比 較 的 、 社会 的 色彩 の 強 い メ イ ン ス ト リ ー ト

で あ る 。 生 徒 、 職 員 、 外 来 、 サ ー ビ ス の ア プ ロ ー チ ゾ ー ンとして の み で

なく 一 般に開放可能な講堂、技術、調理、図 ｩ ＮＡＮｾ 、 ｌｌ 教 室 はこのコンコ

ー ス に 面 し て いる 。 コ ン コ ー ス の 上 を 走 る デ γ キは、北側1) に 階 段 シ ャ フ

ト、南に Ｒ 本のフィンガ一通路をのばし、全体の邸ｾｾとエネルギ ー のンス

テ ム を 決 定 づ け て い る 。 2E聞 の 伐 と し て は 、 打 放 しコン 7 リー トのマス

の す き ま を パ イ プ の 立体 トラスと 7 イクロウーノレをサンドイツチした飯

合ガラスパネノレ ( 900 X  1，800) で お お う こ と に よ り 光 、 昔 、 熱 を 40% 透 過

率の障子のようなやわらかい光で備し、この建物のクラ ソ クとしてのｾ

H¥l 0  iJ rtl 司司をはかる 。

6  7  8  9  10 11 12  

プレフ ァブ校舎にて授業

〈ピロティー〉

コ ン コ ー ス の ポ ジ テ ィ フ ' な ン ス テ ム に 対 し て ピ ロ テ ィ ー は ネ ガ テ ィ ブ

なシステムである 。 公図や団地の ｾｊ 也等、地域全体のオ ー プンスペ ー ス

と に つ な が り を も た せ て 通路 や 、 子 供 の 遊 び 場 と し て の ネ γ トワ ー クだ

けでなく 地 域の 身 近 か な 学 校 と し て 生 徒 に 意 識 さ せ る 。 又このピロティ

ー 空 lil )の最も重要な定、義は、 -m極的に昔)1落 差 別を級車巴していく強じんな

人111 " 1 をつくるために述' 市意識を高め、自 主 的 な 活 動 を 活 発 に さ せ る こ と

にある 。 サ ポ ー トするス ペ シャルユニ γ トを北11111にスキ γ プ させていく

ことにより冬期の日間も十分何られ、| 場の当る f明るい ピ ロティ ー をつく

ることとなる 。 ，n品:b主 は ピ ロ テ ィ ー の 瓦 ん 中 を ガ ラ ス の lil j { 上旬J と カ ー ベ y

トの段l宋 と 装 置 を つ け た をH¥J とみる 。

〈スベシャル ユ ニ ッ ト〉

フ ィンガ 一通 路 と ス ペ ンヤルユニ ッ トとは、旅客機 D C 8 の 拠 と ジ エ

y トエン ジ ンユニ ッ トと の関 係 に あ る と い っ た方がわかりやすし、。 すな

わ ち 、 各 々 が 独 立 し た 機 能 と 形 態 を も ち な が ら 相 互 依 存 の i見l係 にある 。

スペ シャルユ ニ y トは学校のホ ー ムル ー ム と し て の 最 も 利 用 の 高 い 先 生

と 生 徒 の 本 拠 地 で あ り 、 空Il J J の中核である 。 1 7 ラス 30名 の 3 室を 9 m

600 X 27mの ユ ニ γ トで P C 音11材 で』椛成し、将米の教i ' H 旨特に対処でき

るフレキシプ ｊ レな さ ｾｉ ｭ で ある 。 ｐ ｃ ｾ Ｇ ｾ め 使用 は工 期 初綿、伐の ｼ 古 ｬ 上の 一

般的な理由よりも学校建築の教育 ｾｈ ｉｊ 部材 としての方的 ｬ を見 ｵ 、 ｦ ごすこと

にある 。
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未 来 を き り ひ ら く 学 校 づ く り

一一一差 別 か ら の 解 放 を め ざ す 桂 中 学 校 建 設 の プ ロ セ ス一一一 八 尾 市 教 育 委 貝 会 同 和 教 育 室 長 川 内 俊 彦

今回、解放令発布、 101年 目 。 水 平 社 結 成 以 来50年 を 迎 え た わ け だ が 、

日本の 教 育 の あ ゆ み も ま た 100年 の 歴 史 を 数 え る に い た っ た 。 r む ら に

不 学 の 戸 な く 、 家 に 不 学 の 民 な か ら し め ん J ( 明治 5 年 8 月 学 制 発 布 )

の 学1111) 発 布 は 、 全 国6000の 部 落 に と っ て は 、 ど の よ う な も の で あ っ た か 。

ま さ に 「 昔 日 落 に 不 学 の 戸 み ち あ ふ れ 、 家 に 不 学 の 子 弟 は み ち あ ふ れ る J

の 差 別 実 態 で あ り 、 ま さ に 苦Ilt落 解 放 の 教 育 の 歴 史 は 、 教 育 の 機 会 均 等 と

は 無 織 の 〈 教 育 の 機 会 と 権 手1)> か ら の し め だ し と き り す て の 差別教育ーの

歴 史 に は じ ま っ た と い っ て も 過 言 で は な い 。

部 落 大 衆 と そ の 子 弟 は 、 市 民 的 権 利 ・自 由 の 一 切 に つ い て 差 別 ・抑 圧 さ

れ た と 同 じ く 〈 教 育 を う け る 権 利 〉 に つ い て も ま た き わ め て き び し い 差

別 と 無 権 利 、 迫害 と 受 難 の 歴 史 を お し つ け ら れ た と い わ ね ば な らない。

も ち ろ ん 、 こ の よ う な 、 き び し い 差 別 の な か に あ っ て も 教 育 の 権 利 、 教

育 の 機 会 均 等 を ひ ろ く 笑 現 す る 道 を 求 め て 部 落 の 先 党 者 が JUl め に じ む 努

力 と た た か い を つ づ け 、 自 主 的 な 音s" t 喜子弟のための学校建設に努力した

事 実 も 忘 れ さ る こ と は で き な い 。

このような苦しい斗いは、 lii!H去といえども例外ではない。 li i J Gf. 去の音11落 解

放 の 教 育 は 「 今 日 も 机 に あ の 子 が い な い 」 と い う 「 教 育 差 別 J の 現 実 か

ら そ の あ ゆ み を は じ め た も の で あ っ た 。 そ し て こ の 八 尾 に お け る 桂 中 学

校 の 母 胎 と な っ た 旧 八 尾 中 学 校 の 場 合 も 「 今 日 も 机 に あ の 子 が い な い J

と い う 長 欠 ・ 不 就 学 の 子 ど も 遠 の う ば わ れ た 教 育 権 回 復 の 斗 い か ら そ の

同 和 教 育 の ー 頁 を く り ひ ろ げ て い っ た わ け で あ る 。 r同 和 教 育 や 、 部 落

解 放 教 育 な ど は 必 要 で な い 。 ね た 子 を お こ す な 、 さ わ ら ぬ 神 に た た り な

し 」 と い う 反 同 和 教 育 の ぶ あ つ い 墜 と 「 も う い ま さ ら 部 落 差別 は

な い 。 西 郡 は も う 解 放 さ れ た 。 何 を い ま さ ら さ わ ざ た て る 。 同 和 教 育 や

部 溶 解 放 教 育 な ど と い う や つ は 偏 向 教 育 だ 」 な ど と い う つ き あ げ が 杖 と

も 住 と も た よ る 地 元 、 地 域 の な か か ら で て く る と い う 状 態 す ら あ っ た こ

とは否定できない。

し か し 、 そ の 部 落 の 現 状 は と い う と 、 低 湿 地 、 下 水 不 備 の 為 、 雨 が 降 る

と 汚 水 が 溢 れ 、 悪 臭 の 中 に 汚 物 が ぷ か ぷ か 浮 い て い る と い う 劣 悪 な 住 環

境 で あ り 、 四 笠 半 ー 聞 に 6 ・7 人 も が 同 居 す る と い っ た 典 型 的 な 生 活 破

駿 の 様 相 を 呈 し て い た 。 そ う し た 中 で の 出 産 、 育 児 の 困 難 さ か ら 乳 幼 児

の 死 亡 率 が 極 め て 高 〈 、 終 戦 後 か ら 昭 和30年 ま で の 平 均 寿 命 が32 ，5オと

いう鴛くべき状態であり、児童の特に耳 ・ ｾ［， ｜・ 喉の疾忠率は ＶＰＰ 数名中

500 人 余 り と い う 実 態 で あ っ た。 そ れ が ひ い て は 勉 強 ぎ ら い 、 学 校 ぎ ら

い と な り 必 然 的 に 学 カ 低 下 に つ な が る 悪 循 環 を く り か え す こ と に な っ た

の で あ る 。 今 回 、 公 害 を 全 世 界 的 な 課 題 と し て 、 命 と 健 康 の 破 壊 か ら 守

る た め よ う や く n険 に と り くみ初 め た が 、 部 落 と い う の は ま さ に 社 会 矛

盾 の 縮 図 と し て 、 命 と 健 康 の 保 障 さ れ な い 場 と し て 、 す で に 幾 也 : 代 に も

わ た っ て そ の 苦 汗 を 飲 ま さ れ て き た と い え よ う 。

そ の よ う な 状 況 の な か で 、 昭 和 28年 は じ め て 「 部 落 解 放 教 育 J の 旗 じ る

し は 、 こ の 八 尾 の 地 の 八 尾 中 学 校 に う ち た て ら れ た 。 排 他 的 、 立 身 出 世

主 義 の 教 育 が ま か り 通 り 、 「受験教育」にあけくれる | 日八尾中学校の休

1u1)の な か で 西 部 地 区 の 数 多 く の 長 欠 ・不 就 学 生 が き り す て に さ れ 、 困 難

な 中 で か ろ う じ て 中 学 に 就 学 し た 生 徒 逮 も 「 差 別 と 疎 外 」 の 中 で さ ま ざ

ま な 苦 難 に た え ね ば な ら な か っ た 。 し か し な が ら 、 い つ ま で も 差 別 支 配

が ゆ る さ れ る は ず も な い 。 一 部 少 数 で は あ る が 自 覚 し た 教 師 と 生 徒 集 団

の 学 校 民 主 化 へ の と り く み の な か で 、 一 歩 一 歩 、 同 和 教 育 ・ 部 落 解 放 教

育 の と り で は き ず き あ げ ら れ て い っ た 。 い ま そ の お も だ っ た 動 き と あ ゆ
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みをふりかえってみる。

昭 和29年 、 西 郡 地 区 生 徒 を 組 織 し た 全〈自主的な〈郁子存の ! 長史学習会〉

ー 〈 地 区 学 習 会 〉 が 組 織 さ れ 生 徒 達 は い き い き と 学 ん だ。

昭 和 32年 、 文 化 祭 は じ め 教 育 の 機 会 に お け る 全 只 参 加1要 求 を 軸 に し た 差

別 管 理 制 度 に 対 す る 抗 議 活 動 が 激 化 、 学 校 民 主 化 は 大 き く 前 進 し 、 校 内

苦Ilt喜 問 題 研 究 会 の 体1111) も よ う や く 生 れ た。

昭 和34年、長欠・不就学生を放世したままでの「粉助: l ' t ' 皆勤賞」は差

別 で あ る と し て 廃止 にふみきり、苦11落 解 放 の 教 育 内 容 を お き ざ り に し た

立 身 出 世 、 差 別 支 配 の パ ス ポ ー ト と し て の 「 優 等 賞 J r学業: l ' t J 廃 止 を

笑 現 し た 。

この頃より郁子高産業である花緒産業ー の 衰 退 は い ち じ る し く 、 そ の 生 活 基

盤 は 困 騰 を き わ め る に い た った。

昭 和 35年 、 近 鉄 八 尾 駅 前 に お け る 右 拠 系 暴 力 団 と 称 す る 井 上 会 に よ る 「 西

郡差別暴力事件」がひきおこされ、差別暴力車 Ｑｾｾｬｩｩ 差 別 行 政 糾 蝉 の 戦 列

が 強 力 に 組 織 展 IJ f J された 。

大 小 無 数 の 結 集 会 の な か で 住 民 の 意 減 は 、 差 別 に め ざ め 、 人 間 と し て の

佼 す べ か ら ざ る 権 利 を 自 党 し 、 解 放 へ の 炎 を も え た ぎ ら せ た も の で あ っ

.. 
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こ の こ と は 、 西 郡 地 区 の 子 ど も i妻 、 生 徒 迷 に も 大 き な 影 響 を あ た え な い

で は お か な か っ た 。

「 差 別 と は 断 呼 と し て 斗 う こ と 」 を 子 ど も 逮 は 解 放 同 盟 に 組 織 さ れ た 斗

う お 父 さ ん 、 お 母 さ ん の 姿 か ら 弓 と び と っ て い っ た 。

昭 和36年 、 い わ ゆ る 「 八 尾 中 問 題 」 の エ ネ J レギーは、実に晋11落 解 放 運 動

の 斗 い の 中 で 育 く ま れ た も の と い わ ね ば な ら な い 。

し か し な が ら 残 念 な こ と に 、 こ の 子 ど も 迷 の エ ネ ノ レ ギ ー を 正 し 〈 う け と

め 、 発 展 せ し め る 「 解 欣 教 育 の 主 体 」 は 、 ま だ ま だ 未 成 熟 で あ り 、 こ の

生徒の動きは、あたかも単なる「非行よ ｾｂ 日 ｊ の学校破壊であるかのごと

く に 印 象 づ け ら れ て し ま っ た 。

さ ま ざ ま な 困 難 の な か で 、 い わ ゆ る 非 行 問 題 状 況 と 、 伸 ば し き ら な い ま

ま の 低 学 力 を ど う 高 め き る か の と り く み が 八 尾 中 教 師 集 団 に 諜 せ ら れ た

こ つ め 大 き な 課 題 と し て 自 覚 書 れ ー 解 放 教 育 ー の 観 点 に た っ た 懸 命 の 努

力 と と り く み がmね ら れ て 今 日 に お よ ん で き た わ け で あ る 。

し か し な が ら 「 分 裂 支 配 の 道 具 と し て っ く り だ さ れ た 差 別 」 の と り こ と

なり、音11溶 解 放 を 白 か ら の 課 題 ・ 国 民 的 課 題 と し て 自 覚 し 認 滅 し え な い

一 都 市 民 の な か の 、 と り わ け 八 尾 中 校 区 の一 部 父 母 ・市 民 は 、 八 尾 中 か

ら の 越 境 、 脱 出 を は か っ た 。

同 和 教 育 反 対の邸J きもあ っ た 。 八 尾 中 解 休 、 郁子喜の子どもだけの西郡 中

学 校 を つ く れ と い う 差 別 的 策 動 も あ っ た 。

昭 和40年 に い た っ て は 、 郁 子 荏 の 子 と は 別 に 山 本 中 学 校 を つ く れ と い う 市

民 運 動 に 名 を か っ た 差 別 署 名 運 動 も あ っ た .

そ れ に つ づ い て 笠 振 地 区 か ら も 立 娠 地 区 だ け の 中 学 校 を つ く れ と い う 表

面 上 の 、 大 義 名 分の よ そ お い に 名 を か り た 、 そ の 実 、 差 別 切 り 離 し を 意

味 す る 差 別 署 名 が 策 卸J された 。夜、たちは、適正規桜学校ーとくに 30名 学

級 ー を 基 礎 に す え た 適 正 規 { 奨 学 校 の 計 画 を ね り つ 、 あ っ た わ け で あ っ て 、

い た ず ら に 生 徒 数 の 大 を 誇 ろ う と す る も の で も そ れ を 維 持 し つ ず け よ う

と す る こ と も さ ら さ ら な い し 、 過 大 学 校 の 教 育 的 マ イ ナ ス 而 を 知 ら な い

わ け で は な か っ た の で あ る 。

しかしながら、表面上、さまざまな口実を椛えながらも、その実、ｾん
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だ 差 別 的 教 育 要 求 と し て の 学 校 分 割 を た く ら む 差 別 署 名 巡 錫J に屈して、

新 し い 学 校 づ く り を 行 な う こ と に は な ん と し て も 納 得 で き る わ け が な い。

昭 和45年一一一身勝手な差別的教i " i 要求はゆるされない、部落問題につい

てより 一 層 正 し い 自 覚 と 認 識 を と よ び か け た 「 啓 蒙 文 笥 」 を 一 斉に配布、

啓 蒙 活 動 に ー だ ん と 努 力 し と り く ん だ 。 そ し て 数 年 lニ わ た る は げ し い 試

煉 の な か で 、 同 対 審 答 申 の 特 別 行f 置 法 を 活 用 し て 飛 問 的 に 発 展 し た 部 落

解 放 運 動 、 と り わ け 部 落 解 放 同 凱 大 阪 府 述 、 な ら び に 地 元 西 郡 支 部 の 力

強 い 指 導 と は げ ま し を う け な が ら 「 八 尾 市 に お け る 部 落 解 放 総 合 計 画 策

定」の 一 環 と し て 、 差 別 に う ち か つ 解 政 教 育 を 充 実 、 前 進 さ せ る た め の 学

校 建 設 構 惣 J がねりあげられていった。

45年 5 月、八尾中校区再編成構想、をにつめ新しい校区審議決定の作業に

入った。 45年 秋 、 旧 八 尾 中 校 区 内 、 佳 小 、 北 山 本 小 を も っ て 佳 中 学 校 。

用 和 小 、 長 池 小 を も っ て 八 尾 中 学 校 。山 本 小 ・東 山 本 小 を も っ て 上 之 島

中 学 校 と 決 定。

46年 1 月18 日、仮称、第 3 八 尾 中 学 校 建 設 委 貝 会 設 置 袋 、 西 部 支 部 よ り 提

起 。

そ れ を う け て 46年 2 月、仮税、第 3 八 尾 中 学 校 建 設 委 貝 会 発 足 の は こ び と

なった 。 建 設 委 員 会 は 、 解 同 西 郡 支 部 、 16名。 八 尾 市議会、 12名。 八尾

市教職貝組合、 2 名。 八 尾 中 学 校 、 16名。 佳小学校、 10名。 北 山 本 小 学

校、 11名。八尾市行政当局関係者、 13名。

46年 2 月 9 目、八尾市教育研究会は、長E中 学 校 の 泌 設 、 設 備 に つ い て の

専 問 委 員 会 に 全 商 的 に 参 加。

そしてついに、 46年 4 月 1 目 、 使 中 学 校 開 設 に ふ み き っ た 。と はいうも

のの、校舎はすべて、オーノレ ・プ レ ハ プ と い う き わ め て 困 維 な 、 さ ま ざ

まな悪条件にたえねばならなかった。

し か し な が ら 、 新 し い 学 校 づ く り 、 解 放 教 育 の 拠 点 、 後 中 学 校 を 創 造 し

て い く の だ と い う 競 や か し い 展 望 を も つ な か で 、 教 師 集 団 も 、 生 徒 集 団

も 、 そ し て 父 母 集 団 、 地 区 住 民 も 一 致 協 力 し て 、 よ く こ の 苦 難 を の り こ

え て い っ て 下 さ っ た わ け で あ る 。

こ の 附 、 直 接 、 間 接 、 同 盟 西 郡 支 部 、 同 促 協 、 地 元 の 物 心 両 面 の な み な

み な ら ぬ 御 尽 力 が あ っ た こ と は 決 し て 忘 れ る こ と は で き な し 、

こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 い よ い よ 佳 中 、 盛 土 作 業 が は じ め ら れ た。

そして r46年 7 月13 日J 一 設 計 監 理 都 市 科 学 研 究 所 、 太 田 ・鴻 池 共 同 企

業 体 に よ る 建 築 工 事 施 行。

7 月 18 日 、 く い 打 ち 開 始 、 校 中 学 校 の 建 設 の っ ち 音 は 高 ら か に 初 夏 の 河

内 野 の 空 に ひ び き わ た り 、 工 事 は 急 ピ ッチ で 進 行 し て い っ た 。

昭 和47年 2 月 初 旬 、 待 望 の 第一 期 本 館 工 事 が 無 事 完 成 し た 。 r プ レ ハ プ

教 室」 で袋一さ寒さにたえつづけた第 3 学 年 生 徒 に 、 卒 業 ま で の 短 期 間 で

は あ る が 、 新 校 舎 で の よ ろ こ び を 体 得 し て も ら う べ 〈 、 2 月17 目、生徒、

昭 和36年八尾中問題当時の校舎破壊のー コマ

先 生 に よ る 新 校 舎 へ の 移 転 作 業 を 行 っ た 。

2 月 21 目 、 新 校 舎 で の 授 業 を 開 始。

3 月 7 目 、 校 内 で の さ さ や か で は あ る が 移 転 式 を 行 な っ た 。

以 後 、 ひ き つ ず き 、体 育 館 ・プ ー ル 等 附 属 の 工 事 を 継 続 し 、 そして 6 月

1 目 、 よ う や く 、 そ の 会 ぽ う の 完 成 を み た の で あ る 。

桂中学校は日本の中学校建築の今目的レベノレから見れば、確かに理念、と

いい、金をかけたことといい、 t洋を抜いて立派なものである。

こ の 立 派 さ に 対 し て 一 つ め 批判 が起る。

「音11落 の 中 の 中 学 校 だ け に あ ん な に 金 を か け る の は 逆 差別 ゃないか」。

こ こ に 現 象 而 に と ら わ れ た 分断的 な 考 え に も と づ く 非 難 の 声 が あ が る 。

い わ ゆ る 逆 差別 が 生 じ て く る 理 由 に 二 つ の 側面があるように考えられる。

その一 つ は 、 ま さ し く 部 落 に 対 す る 差別観 念 そ の も の で あ り 、 今一 つは、

部落の笑態についての無知からくるも・のであるといえよう。

「苦111客 は 低 位 で 食 し く 劣 れ る 存 在 で あ る 」 と す る 固 定的 な 差別 観念、「下

に は 下 が あ る 」 と す る 分裂 支 配 の し ず め 石 が 、 斗 い と 運 動 の 中 で 一 定 の

成 果 を か ち と り 、 そ の 向 上 を 実 現 し よ う と す る と き 、部 落外 市 民 が そ れ

を 相 対 的 に 白 か ら の 位 置 の 低 下 と 感 じ と り 、 ゆ が め ら れ た ひ ず ん だ観 念

に と ら わ れ る よ う に な っ て し ま う 。 こ れ が い わ ゆ る 「逆 差 別IJ J 意 識 の 生 じ

て く る 側 蘭 の 一 つ で あ る 。 し か し 、 こ と の 本 質 は 歴 然 と し て い る 。 教 育 、

就 職 、 結 婚 な ど の 生 活 の 機 会 均 等 を さ ま ざ ま の 形 で 奪 わ れ 続 け て い る 差

別 の 笑 休 、 そ の 長 い 重 苦 し い 歴 史 的 な 時 聞 の た い 積 が、 伊IJ え ば 、 児 童 、

生 徒 の 学 カ に 端 的 に 現 わ れ ざ る を え な い。

差別は後続世代を1 ' 1 : 徹 す る 。 親 の 受 け た 差別 はもろに子供がひっかぶる。

生 れ た 瞬 間 、 い や 胎 内 か ら は じ ま っ た 差別 の 犠 牲 者 は 、 家 庭 環 境 の 経 済

的 、 文 化 的 食 困 の 中 で 、 中 学 生 に な る 。

学 力 差 を 少 し で も 縮 め 向 上 さ せ て い く た め に は 、 今 の 一 般 的 な 中 学 校 建

築レベノレの施設では、とても 間 に 合 わ な い こ と は そ の 笑体 を み れ ば 明 ら

かである。

昭 和44年 に 大 阪 府 間 対審 が 答 申 した基本姿勢の意義がここにある。

!! Pち 『 同 和 行 政 の 目 標 水 準 が 一 般 的 な 生 活 水 準 を 保障 す る 程 度 の 段 階 に

決 定 さ れ る べ き で な い 。 一 般 的 な 生 活 水 準 程 度 へ の補 償的 な 底 上 げ で あ

っ て は 、 同 和 地 区 の 持 つ 社 会 的 体 質 の 伝 統 的 な 脆 弱 性 に よ っ て 、 結 果 に

お い て は 、 平 均 的 な 一 般 地 区 と の 間 に ふ た た び 社 会 的 絡 差 が 再 生 産 さ れ

る こ と が 予 想 さ れ る 。 し た が っ て 、 府 の 同 和 対 策 に お い て は 、 こ の 点 を

十 分 考慮 して、 同 和行 政 目 標 を 現状 に お い て 、 可 能 な か ぎ り の 高 水 準 に

お く と と も に 、 同 和 行 政 の 推 進 を 中心 と し て 一 般 ス ラ ム な ど の 底 辺地 区

へ の 行 政 水 準 を 高 め て い く 方 向 で 努 力 す る こ と が 要 望 さ れ る J

な お ま た 地 区 住 民 の た め の 解 放 セ ン タ ー な ど 、 社 会 教 育 施 設 が 完 備 す る

までは、佐中学校教育施設は、地域住民の利用に供せられるべきであろう。
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桂 中 学 み で あ る 記

現状に慣れ批判; f ，' i 事11
が ? ヒ し て い く と き ， 人 は い つ か 固 定 観 念 に と ら わ

れ る 。 そ い う 自 分 に 気 づ き ， は っ と す る と い う 経 験 は 言 佳 し も も つ で あ ろ

う 。 桂 中 学 を と り あ げ た き っ か け も 案 外，
日 頃 の 中 学 建 築 に 対 す る こ の

へ ん の ひ っ か か り が あ っ た か ら か も し れ な い 。

ど こ へ 行 つ で も あ の モ ル タ ノ レ の 箱 を 秘 み 盛 ね た パ タ ン の 繰 返 し 一 一 中 学

建 築 と は 単 調 で 画一 的 な 空 間 な の だ と お も っ て セ ・ ン ゼ ン お か し く な い 現

状 。 だ か ら 「 今 さ ら 中 学 校 の 紹 介
?I 中 学 に ど う し て こ ん な ぜ い た く を 」

と い う 声 が き か れ た の も 不 思 殺 で は な い 。 や は り そ の 程 度 に は 中学 建 築

に 対 す る あ る 砲 の 観 念 化 が 進 行 し て い る と い う こ と で あ ろ う か。

そ の 意 味 で 桂 中 学 が 形 式 ・規 桜 と も 既 成 の パ タ ン を 打 破 し え た 背 景 に は

設 計 者 の 姿 勢 と と も に ， 地 元 住 民 の 力 が 大 き く 作 用 し た 。 こ の へ ん の い

き さ つ に つ い て は ， す で に の べ ら れ た が ， 桂 中 学 建 設 の き っ か け が 生 徒

自 身 に よ る も の で あ っ た こ と は 見 逃 せ な い。 即 ち ， 昭 和36年 に 八 尾 中 間

耳目がおこった 。 八 尾 中 生 徒 に よ る 校 舎 破 壊。 そ れ は う つ 屈 し た 不 満 と 矛

盾 の 爆 発 で あ っ た 。 八 尾 市 の 川 内 向 和 教 育 室 長 に よ る と 八 尾 中 で は 大 学

斗 争 よ り 10年 早 〈 中 学 生 に よ る 中 学 教 育 批 判 が あ っ た と い う こ と で あ る 。

こ の 事 件 が 直 接 の 契 機 と な り 八 尾 市 議 会 は 昭和 39年 に 「 同 和 教 育 を 推 進

す る 決 議 」 を 行 な っ た 。 以 来 10年 の 符 余 曲 折 を 経 て 今 日 の 三 校 分 離， そ

の 一 校 と し て の 桂 中 学 誕 生 に い た っ た 。

任中学: を訪れての第一 印 象 は ， 中 学 校 舎 と い う よ り ど こ か 短 大 の 学 園 に

来 た と い っ た 感 じ の ほ う が 近 い 。 従 来 の 中 学 建 築 の 笠 間 概 念 を 越 え た ユ

ニークさ ， そ れ は そ の ま ま ピ ロ テ ィ に 象 徴 さ れ て い る よ う に お も わ れ る 。

そ の ピ ロ テ ィ か ら 巡 動 場 へ 出 る と 来， 南 ニ 方 は 凹 畑 に 続 い て い て 運 動 場

が 一 層 広 々 と し て み え る 。 西 風 に の っ て ス モ ッ グ が 押 し よ せ て こ な い 日

は 生 駒 の 山 並 が 自 の 前 に あ る 。

土 問 自 の 放 課 後 ， あ ざ や か な 背 と 赤 の ユ ニ ホ ー ム が 走 り ま わ る 。 サ ッカ

一昔11 と女子ソフトポーノレ部がクラブ練習中だ。 ピ ロ テ ィ で は 生 徒 遥 が 三

々 五 々 ベ ン チ に 腰 か け て 話 に 興 じ て い る 。 桜 中 見 学 に き た 地 方 の 先 生 ・

父 兄 が 熱 心 に 校 長 や 同 和主 担 の 袋内に IlfJ き い っ て い る 。

部 落 に ま つ わ る 先 入 観 を も っ て こ こ へ 来 た 人 は ， 生 徒 遥 の あ け つ ぴ ろ げ

な 快 活 さ に ま ず 篤 か さ れ る だ ろ う 。

今 の 桂 中 2 . 3 年生は旧八尾中のすし言吉学級，2，000人 近 い 生 徒 に と っ て

は狛の額ほどの五I i 動場， そ し て 昨 年 1 年 間 の プ レ ハ プ 仮 校 舎 を 体 験 し て

いる。

彼 ら 生 徒 の 自 に こ の 新 校 舎 は ど う 映 っ て い る だ ろ う か。 7 ) 1 ] の日，自習時

間 で ソ フ ト ポ ー ル を す る の だ と い う 2 年 生 の l 人 に き い て み た 。 そ の 生

徒は「なんぼ校舎が立派でも中 ｬ 味がｾっぽゃったらあかん ｊ といった 。

ソフトポーノレがはじまると 2 . 3 人 の ポ ス が す べ て を 牛 耳 る 。 「 次 は お ま

え が 打 て j r お ま え は 守 れ 」 ノ レ ー ル が な い か ら ゲ ー ム に な ら な い 。 先 程 の

中 味 云 勾 の な l床の一端を垣I l ¥J 見 た お も いがした。

次 に 同 和 主 担 の I 先 生 に 感 怨 を 諮 っ て も ら っ た 。

ー一一まずこの 1 . 2 ヶ月， I日八 尾 中H寺 代 か ら み る と 生 徒 が 洛予告いてきた

と い う 感 じ が す る 。 た と え ば 旧 八 尾 中 で は 窓 ガ ラ ス が 破 れ る の は 日 常 茶

飯 事 で あ っ た の カ ヘ こ こ で は 皆 無 に 近 い 。 そ れ に は 現 場 教 師 の 日 常 活 動

を通じて ， こ の 校 舎 は 自 分 途 の 父 母 の 努 力 で 建 て ら れ た も の だ と い う 自

党 が 生 徒 各 人 に 芽 ば え て き た と い う こ と が 考 え ら れ る 。 そ れ か ら ク ラ ブ

活1Ii7J(/) 活 発 化 が あ る 。 桂 中 は 大 阪 で 2 番 目 と い う 生 徒 数 の 少 な さ か ら ( 1

7 ラス 30人 ， 全 校 生 徒580人) 司 ク ラ ブ に 入 っ て も 能 力 を と わ ず 正 選 手 か

宇ili 欠 に な れ る の で 積 極 的 に 参 加 す る よ う に な る 。 活 動 を 過 し て 「 や れ ば

で き る ん だ 」 と い う 自 信 の き ざ し が 生 徒 達 の な か に み え は じ め た よ う だ。

校 舎 の 使 い 方 ・管理! という面について

一一一 こ れ は 正 直 従 来 の 校 舎 に 慣 れ て き た せ い も あ っ て ， な か な か 大 へ ん

だ 。 鍵 が 多 い こ と ， 職 員 室 か ら 運 動 場 が 見 え な い こ と ， 新 し い 設 備 が 多

い こ と な ど 。 私 自 身 . は じ め は 戦 只 室 の 位 ill や 鉄 製 の 扉 な ど に 抵 抗 を 感
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じたが， 3 ヶ 月 た っ た 現 在 ， そ の へ ん は 逆 に こ の ほ う が よ い の か も し れ

な い と お も う よ う に な っ て き て い る 。 問 題 の ひ と つ は ， 生 徒 を 預 っ て い

る と い う 公 教 育 意 識 が 先 に き て ， 事 故 が お き で は と か 器 物 破 損 が あ っ て

は と い う よ う な 管 理II 的 発 想 と ， 一 方て' 生活構 成 者 で あ る 生 徒 と 先 生 ， 事

務 員 ， 校 務 貝 が 教 え る 者 ， 教 え ら れ る 者 と い う レ ベ ル を 越 え て も っ と 一

体となって. この建築笠! 日l を 主 体 的 に 活 用 し 新 し い 場 を 生 み だ し て い か

ね ば と い う い わ ば ， 解 放 教 育 主 主 織 と が 教 師 自 身 の 中 で ひ と つ の 矛 盾 と し

て せ め ぎ あ っ て い る と い う こ と が あ る 。 新 し い 空 間 に 慣 れ 使 い 勝 手 を 党

え， 自 分 逮 の も の と し て 例 え ば 生 徒 遥 の 自 主 連 営 に よ る フ ォ ー ク ダ ン ス

や歌のよlきいが日常生活の中の自然、な姿としてピロティなどでもたれるよ

うになっていけば' とおもっている。

家 庭 環 境 と 学 校 生 活 の 落 差 と い っ た も の は

一 一 ー た し か に 学 校 が 立 派 に な っ た 分 だ け 家 の 空 間 が貧 し く み え る と い う

こ と は あ る だ ろ う 。 英 語 L L や 視 聴 党 教 室 ， そ の 他 実 験 室 な ど ど れ も 最

新 の 設 備 を 誇 っ て い る が 家 に 帰 れ ば 611一 間 に 5 人も 6 人 も 住 ん で い る

と い う 場 合 が あ る 。 そ れ か ら 家 に 帰 っ て も 両 親 が 共 働 き で 誰 も い な い 。

ま た 勉 強 を 教 え て も ら い た い と お も っ て も 親 が 教 育 の 機 会 均 等 を 奪 わ れ

て き た た め に 読 みEIFき す ら 充 分 で な い と い う こ と も あ る 。 教 育 は 学 校 ・

家 庭 ・ 地 区 が一 体 と な っ て す す ま な け れ ば な ら な い わ け で 親 の 識 字 学 級

も さ か ん に な っ て い る 。 ま た 家 庭 訪 問 に し て も 教 師 の 授 業 時 間 は 1 人 1

週 20時 間 で 他 の 中 学 の 25時 間 よ り 少 な く な っ て い る が. 親 が 夜 間 で な い

と い な い こ と な ど も あ っ て 先 生 方 の 労 働 負 担 は 大 へ ん な も の に な っ て い

る 。 せ め て 16時 間 位 に な ら な い と 現 状 で は 生 徒 と の 緊 密 な 理 解 を 通 じ て

の 教 育 に は も う 一 歩 と い う と こ ろ が あ る 。

学 校 ・地 区 一 体 と い う 方 向 に つ い て は ， 学 校 だ け で な く 市 の 運 営 に よ る

綾 地 区 中 学 生 友 の 会 が あ り ， そ こ で 活 動 す る I さ ん に き い て み た 。

一 一 中 学 生 友 の 会 で は ス ポ ー ツ サ ー ク ノ レ ( 卓 球 ・剣 道 ) や 学 習 会 ( 学 校

の補充学習と苦 ｉ Ｑ 務問題学習Ｉに取り組んでいる。毎週月 ｬ 船田と木 ｈ Ａｾ 日が

ス ポ ツ 活 動， 火 曜 日 と 金11臨 臼 が 学 習 会 で あ る 。 場 所 は 桂 青 年 の 家， 隣

保 館 卓 球 室 ， 桜 中 体 育 館 な ど を 使 い 毎 日 611寺から 7 時 半 ま で 2 . 30人 が

集 ま っ て く る 。 そ の他 ， 哀 の 臨 海 学 舎， キ ャ ン プ，ハ イ キ ン グ，ク リ ス マ

ス 大 会 ， ス ケ ー ト 大 会 な ど の 行 事 を 取 り 組 ん で い る 。 こ れ ら の 活 動 を 通

じて子ども遥が音I1落 に 住 ん で い る と い う 自 分 逮 の 社 会 的 な 立 場 を 認 識 し ，

個 々 バ ラ バ ラ で は な く 柴 田 と し て 自 主 的 に 行 動 し ， 部 落 差別 と 取 り 組 め

る 集 団 に 成 長 し て い く こ と が， 子 ど も 会 の 指 導 者 や 桂 中 学 校 に 課 せ ら れ

た 課 題 で あ ろ う と 考 え て い る 。

以 上， 限 ら れ た 時 間 の な か で ご く 一 部 を 見聞 し た に す ぎ な い と い う お も

い と と も に 今 後 ， 圧 迫 さ れ た 教 育 環 境 に お か れ て き た 部 落 の 子 ど も 途 が，

人 間 の も っ て い る 可 能 性 を ど う の ば し て い く か ， 教 育 の 機 会 均 等 と い う

こ と は 校 舎 を 建 て 教 師 を ふ や す と い う 条 件 だ け で は そ れ の 保 障 に は な ら

ず， ま さ に あ の 生 徒 の ふ と も ら し た 「 中 味 が 空 っ ぽ ゃ っ た ら あ か ん 」 問

題 な の だ と お も う 。

建 築 を 通 じ て 教 育 と の 社 全 と の 限lわ り を い う と き ， 建 築 技 術 レ ベ ル で は

捉えきれぬ教育の原点ともいえるものが ， この桂中にはよｾ約されてある

ようにおもう 。

建 築 に 関 わ る 者 が， こ の へ ん を ど う 受 け と め て い く か そ の 質 を 間 わ れ る

な か で 桂 中 学 は そ の ケ ー ス ワ ー ク と し て の 意 味 を 提 出 し て い る と い え よ

う。 こ の 新 し い 建 築 空 間 を ど う 生 か し て い く か
( 投 稿文n ・東 出 )

3 年生 K 君の措いた桂中学スケ y チ
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高松古墳とタルク イニア彩色壁画古墳

本 多 正 道

高松古墳が華々しく登場したのを見るにつけ，まず連想さ れるのがイ

タリアのタルクイニア古墳群である。タルクイ ニアのネ タロポ リスにつ

いては ，日本の二，三の望書物にも 出ており，簡単な案内書にさえ，名前

が絞っているほど有名なものであるから ，実物をど覧になった読者も多

いと思うが，一言でいって ，ちょっと比較にならない ほど，あらゆる点

でスケーJ レがちがうけれど も，強いて比較してみると，

1. 時代: 高松古墳が A D 5∞年頃のものであろうといわれているのに

対し ， タルクイ ニ ア古墳群は ｂｃＵ ∞年 ｾｂ ｃＳ ∞年頃にわたっていると

推定されているから ，高松古墳よりも約1000年古い。しかも彩色壁画は

驚くほど鮮明で破損も少ない ものが多い。

2. 数量; 高松古墳に類したものがまだ発見主れる可能性はある という

乙とであるが，万一発見されるとしても ，おそらく数個でろう。乙れに

対し，タルクイ ニア古墳群は J レネサン ス時代から現在までの間に70個以

上が発見されており ， 今後も発見される可能性があるというととであ

る。探査方法も ，包波や震動によって位置を知り ，ポー リングをして，

電灯付の潜望鏡のようなものを突込んで しらべる方法が考案され，つぎ

つぎと発見されておるとの乙とである。

オ リープと麦畑のなだらかな丘の上にある多数の古墳は ，要するに古

代タルクイ ニア・エ トルスクの墓地区であり ，死後の都市である 。数量

において比較にならぬのも当然であろう 。イタリアにはエトルリア彩色

壁商古墳がほかにも相当あり，とくにキウジ ，オルグィ エー 卜，ヴルチ

などに有名な立派なものがあるが，数量においてはタルクイニアが抜群

である。

3. 大きさ ・高松古墳の内部が，報告されているような大き さで，高さ

も人が立って歩く乙ともできない低さであるのに対し，タルクイニア古

墳は家族の墓所で， 棺も数個置くようになっているために . 30人 ぐらい

の人が一時にはいる乙とができる 。天井も最高部( ゆるい舟底型の もの

が多い) で 2. 5 メート J レ以上あると思われ，凝灰岩窟の広聞のようなも

のである。そ して壁画のある前室付のものも多く. 4室に分れているも

のさえある。

高松古墳は，当時ぜいたくが禁じられていて，墳墓の大きさなども術l

i授があっ たとい う乙とであるから ，小規模であるのもそ ういう事情によ

るものかも しれないが，とにかく大きさがちがう 。

4. 壁画， 天井函 : ただ一個の笠薗古墳と数十個の実例とを比較する ζ

とは，そもそも無理かもしれないが，高松古墳壁画が支那一高句麗の忠

実な伝承であり ，日本的な要素が稀薄であるのに対し ，タルクイ ニアの

壁画は当時の エ トルスクの実生活 lζ 即 した実に多種多様な題材をきわめ

て自由に描写し ，当時の生活，すなわち風俗，衣食，宗教などを描き出

している。種 の々人物の起居，振舞のほか，食物，食器具から舞具，楽器

などに至る までの生活百般の器具類のほか，草木，鳥獣，死後の世界，

室内装飾，景色，幾何学機様など，実に多種多様である 。また天井は木

造建物に擬 して，梁 ，!を木などを描いたものが多く，舟底天井風の もの

も多い。また単に市松模様や円を描いたものもある 。

さらに大き な相違は， ほとんどの壁画に文字があることである。 文字

は当時の先進国であり ，交通，貿易も盛んであったギリシャの文字また

は乙れに類似した文字が使用されているので，われわれから考えると，

解読は容易であろうと思えるのだが，古代エジプ トの象形文字や模形文

字までも解説されているのに ，ギリシャ文字を用いたエ トルリア語が今

古演出土の棺類をならべてあるタルウイニア博物館中庭

なお完全に解説されるに至っていないのは，ちょっと不思議である。も

ちろんお膝元のイタリア考古学者なと懸命に研究しているのだが，まだ

一部しか解読されていないとの乙とである 。それにしても，とにかくそ

乙lζ 文字が書き込まれてあり，なかには墓の主の名前の判明しているも

のもあるのだから ，研究，解明の非常! c 有力な足がかりがあるわけであ

る。ζ れに反 して，高松古墳は古代とい っても ，ほとんど中世に近いも

のであり ，仏教も文字も渡来後であるにもかかわ らず，すばらしい古代

美術の発見という以上のととは何もいえない という，考古学研究にも ，

手がかりのはなはだ困難なものではなかろうか。

注: タ J レクイ ニア古墳の壁画の特色ある画材によって現在つけられて

いる墓の名称をみても，その画材の豊富さが想像できるであろう。

(例 ・官吏の墓，牡牛の墓，鳥占師の墓，オリン ピア競技の墓，狩

りと漁の墓，雌獅子の墓，二頭立て戦車の墓，船の墓， トリクリ ー

ニオ( 横臥食事) の墓，棺寝台の墓，楯の基E，パノレトッチ ーニの墓，

カノレダレー リの墓，テイフォンの墓〕

5. 副葬品 : 高松古墳からも，銅鏡と万の金具など二，三のものが発見

されているが，おそらく他にもっと多くの副葬品があって ，盗掘によっ

て失われたかも しれない。エトルリアの古墳も盗掘されたものは非常に

多いにちがいないが，それにもかかわ らず，今日，イタリア中北部の大

小無数の考古博物舘や寺院などには ，無数といってもよいほどの石およ

び陶器の棺や骨壷，各種の陶器 ，銅器，金銀象牙製品，若干の鉄器など

がある。とくに エ 卜J レスク古墳から発見されたギリシャ伝来の壷類が大

変な数と質であり，しかも 2 千数百年墓室lζ 安置さ れていたために ，で

きたての品物かと疑われるほと真新しく ，完全であるが，タルクイニア

もその例に漏れない。エ卜 J レスク自身の非常に高度な工芸品などももち

ろん多く ，その文化の程度 ，生活の様式を知る ζ とができる 。

6. 参観. 高松古墳はな ICぶんにも発見されて日 が浅いのと非常に小さ

いζ ともあり ，また大変な貴重品扱いであるので，近い将来にわれわれ

門外漢が見学できる可能性はまずないと思われる 。タルクイ ニアの古墳

群も ，入口 lζ 戸を設けて施錠しであるので，勝手に見るととはできない

が，村の博物舘の事務所で頼めば，管理人が数十個の鍵をジャラジャラ

いわせながら ，見物希望の古墳に行って開けて，なかを見せてくれる 。

内部は電灯も設けてある。ロ ーマから 70キロ位の近距離にあるので，ロ

ーマから観光パスが出ていて，途中の チエ J レベテリ ーのエト ルスク古墳

群と両方を 日帰りで見物できる 。ただ し乙れは，時間の関係もあり ，各

Ｓ ｾ Ｔ 個所 し か見る乙 と はできないが ， それでも乙の Ｒ つの エト ルスク

古境，しかも全く対称的で，近距離にありながら全く ちがった 2 つの古

墳群を見る乙とができる。

タルクイ ニアは地中海岸から2 キロくらいはいった丘上にあり ，中世

の面影の濃い丘上村落の中央にある中世の城舘( ヴィ テレスキ ー宮殿)

が侍物舘になっていて，石棺その他の多くの出土品を見るととができる

し，古墳の彩色壁画をはがして ， カンパス IC移す作業も見ることがで

きる。リ ド・デイ ・タルクイ ニアはすばらしい潟水浴場である 。今後ロ

ーマで数日を過どされる機会のある方に ，ぜひ見物をおすすめしたい 。

紀元前後に絶滅してしまったまぼろしの民族エ トルスクの生き生きとし

た生活の跡が，まるで昨日の乙とのような新鮮さで，眼前に展開される

のを，感動なく して見る乙とができない。

( 筆者 ・阪石本建築設計事薮所大阪支所長)
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大阪市の新用途地域制について

1 . は じ め に

今さらど説明するまでもなく，都市問題の激

化とともに ，都市地域における土地利用の合理

化を図り ，都市の計画的整備を進める必要性か

ら，大正 8 年以来，約50年にわたりわが国都市

計画を進めてきた旧都市計画法 lζ 代って ，昭和

43年Iζ 装を新たにした新都市計画法が制定さ

れ，乙れと姉妹法である建築基準法が昭和45年

6 月に改正さ れ，新しい用途地域制が採用され

る乙 ととなった。 ζ の用途地域制は，大正 9 年

市街地建築物法が施行されて以来 ，わが国の土

地利用規制として大きな役割をはたしてきたの

であるが，法定都市計画の 4 本柱( 市街化区域，

市街化調整区域，地域地区 ，都市施設 ，市街地

開発事業) のひとつとして法的地位が高められ

た乙とと ，今日のダイナミックに動く都市に対

応する必要性と最近の公害問題をはじめとする

住環境保全の立場を明確にするために改正され

たものであり ，今後の法定都市計画の基礎とな

表一 1 地域 ・地区の新l日対照

旧 地 域
.  

地 区

一住 居 地 域

基 本 地 域 一

商 業 地 域

準 工 業 地 域

一工 業 地 域

専 用 地 区 一I一 住 居 専 用 地 区

一 工 業 専 用 地 区

空 地 地 区

R企竺".・
積 地 区

一 特 別 工 業 地 区

文 教 地 区

小 売 庖 舗 地 区

特 別 用 途 地 区 一 事 務 所 地 区

厚 生 地 区

娯 楽 地 区

一観 光 地 区

I司 度 地 区

高 度 利 用 地 区

特 定 街 区

防 火 地 域

準 防 火 地 域

美 観 地 区

風 致 地 区

臨 港 地 区
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る重要な計画である 。 乙のた め，大阪市におい

ても早くからとの検討を進めてきたと乙ろであ

るが，その一次案の決定をみたので=乙乙にと紹

介する乙ととする 。

2. 新 用 途 地 域 制 の ね ら い

新しい用途地域制の内容については，本誌を

はじめとしてすでに多くの紹介がなされている

が，今一度そのねらいを述べる乙ととする 。

(1) 用途地緩の細分化と制限の強化

用途地域が4 基本地域から 8 基本地域K 細分

イじされ( 表一1 ) ， 用途制限については，住環

境を保護するという立場から住居系の用途制限

が従来にくらべ強化されている。

(2)  容積制の全面採用

乙れまでは，建築物の高さが，住居地域内で

は2 0 m，それ以外の地域では3 1 m (道路幅員に

よる高さの限度は別 K 定められていた) と一律

に高さの限度が定められ，建ぺい率との組合せ

新 地 域
.  

地 区

一第 1種住居専用地域

第 2 種住居専用地域

住 居 地 域

基 本 地 域 ー

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域

一 工 業 専 用 地 域

廃 止

ー 特 別 工 業 地 区

文 教 地 区

小 売 庖 舗 地 区

特 別 用 途 地 区 一

事 務 所 地 区

厚 生 地 区

娯 楽 地 区

観 光 地 区

- 特 別 業 務 地 区

現行通り

上 田 隆 夫

により間接的に容積率がさまる仕組みであった

が，今回の改正により ，地区の特性K 応じて，

人口の集中や交通の発生源 となる建物の容積率

(敷地面積に対する延床面積の割合) の限度を

定める乙ととなった。乙れは ，都市計画の精度

を高め ，土地利用計画と公共施設計画との対応

が容易になるよう密度規制を強化したものであ

り， マクロ的 K は都市のなかの機能配置と一体

となってその空間( 建築物の量 ，容積) 配置計

画を定めるもので ，建築物の量と都市施設のバ

ランス ，良好な地区空間を保証 しようとする も

のである。

(3)  日照等の保護

住宅地内の日照 ，通風等を保護するため，住

居専用地域内では ，図- 1 のように高さの限度

や北側斜線が強化された。

なお ，新しい形態規制の概要は表- 2のとお

りである。

3. 新 用 途 地 域 決 定 の 基 本 的 な 考 え 方

新用途地域の指定については ，都市計画法第

13条にその基本的な基準が示されているが，建

設省においては ，つぎのような考え方を示して

いる。( 昭和45年 5 月 10日)

(1) 現行の制度より新制度に切り替える際に

は，局地的，部分的な切り替えにとどまらず，

都市計画区域どとに一斉に行なうもの とする乙

と。乙の場合 ，敷地規模 ，建築物，地価，公共

施設等の現況および見とおしならびに建築基準

法の執行状況等を勘案して抜本的な再検討を行

なう乙とを原則と すること。

(2) 再検討を行なうにあたっては，市街地環境

の向上の要請が高まりつつある現状にかんが

み，改正建築基準法によって細分化された用途

地域を十分K 活用するもの とし，第一種往居専

用地域 ，第二種住居専用地域および工業専用地

域の拡大を図るほか，特別用途地区 ，高度地区

の活用など良好な市街地環境の形成を図るもの

とする乙と。

(3) 新制度による地域地区に関する都市計画の

決定K 当つては，市街化区域および市街化調整

区域の整備開発保全の方針K 基づいて行ない，

かっ ，実態調査等によって市街化の現況と動向

を正しく把握し，合理的かつ適切な規制内容と



N  

1.25 [7， 

第 l 種住居専用組犠内

建築坊を i主て勺

れる三間

敷地北側境界

第 2 種住居専用地媛内

i主築物を建てられる 空間

1001 

ｾｴ 泡 ｾ､ｾ ｊ 境界

図- 1 住居専用地域内の形態制限

表- 2 新形態規制の概要

よ ｾ ｉ 重品雪量 ｬ ｺ 清雲 Ａ 銭 ｼ 話時 ｼ 商業地域 ｼ 重工護 ｼ 議 ｩ ｰ
、，$、.〆.  、 U，.. 、 、 ＿ｾ ・r  、 、Ｎ 〆 ｾ 、

400 
、・，，.. 4・、 、m〆$、， 

50 200 200 500 200 200 

60 300 300 600 300 300 

容 積 率 ( 96) 80 400 400 700 400 400 

100  800 

150 900 

200 1，000 

、帆， Ａｾ 、

建 ぺ い 率 ( 96)
30 ・40 60 

80  60 60 

50 ・60

前面( 勾道配路)斜線

1. 25 1. 5  1. 5  1. 5  

斜

1  l  l  1  

線

隣(立ち地上斜り 線 2 0 M十 1  25 
3 1 M十

2. 5 

3 1 M+一2一. 5一 3 1 M十一2一. 5一

告リ

+ 勾配)

l  l  l  l  

F良

北( 立ち側上斜り 線 5 M十1. 2510M..!. 1. 25 一

+ 勾配)

1  1- 1  

高 さ の 限 度 10 M 

敷の地壁境界面線後か退ら
1 M 

※ 1 . 5 M 

(注) : 誌を付した制限は ζ れらのうち から地区の特性11 : 応じて都市計画で定めるも のを示す。

なるようにするとともに，原則として公聴会を 「西日本の経済中枢」の都市づくりへの足がか

開催して地域住民の意見を反映させる ものとす りとして，新用途地成制を積極的に活用するた

る乙と。 め，次の基本方針l乙基づいて新用途地域の決定

4. 大 阪 市 に お け る 新 用 途 地 域 の 基 本 方 針

大阪市においては， 今回の新用途地域の決定

にあたっては，先の建設省の基本方針，府の指

定基準等を考慮 し，つ ぎの基本方針に従って作

業を進めている。

新用途地域決定の基本方針

昭和44年 6 月 ，新都市計画法が施行され， 大

阪府下では ， 昭和45年 6 月20自に「市街化区

域，市街化調整区域」 の区域区分が決定され，

以後10年における都市計画の基本となる「整

備，開発 ，保全の方針J が定められた。 さら

に，乙の基本方針に基づく土地利用計画を実現

する上で重要な役割をはたす建築基準法が昭和

45年 6 月に改正された。乙れには用途地域の細

分化及び容積制限の全面採用等とくに都市計画

を進めて行くうえでの重要な事項が盛り込まれ

ている。

従って本市において も. i良好な生活環境J

( 容積率の決定を含む) を行なうほか，あわせ

て防火地主主，準防火地法等についても変更しよ

うとするものである 。

(1)  基本方針

1 目 的

用途地域は，将来のあるべき土地利用の姿を

実現するための一手段として建築物の用途，

容積，形態を定め地域の性格を明 らかにする

とと もに，良好な都市環境の保全および育成

lC努め，以って都市の健全な発展をはかるこ

とを目的とする 。

2  基本となる計画

用途地主主は，本市総合計画基本構想及び市街

化区域，市街化調整区域の整備，開発，保全

の方針 (以下土地利用構想という) を基本と

して定める ものとする 。

3  計画の目標となる年次

用途地域は，おおむね今後10年間 lζ 行なうべ

き都市整備の目標を考慮して定めるものと

し，原則として 5 年どとに行なう基礎調査に

もとづいて再検討を行なうものとする。

4  用途地峡決定の基本となる考え方

用途地域は ，自然条件，土地利用の現況およ

び動向，都市整備状況並びに市街地の整備に

関する具体的な事業計画を勘案するととも

に，公害，災害の防止にも十分配慮して，種

別どとの配置及び規模を定め決定する ものと

する 。

( 4 - 1  ) 住居系地域の決定方針

住居系の用途地域は，住宅地の環境保全を図

るため ，第二種住居専用地域を基本として定め

るものとする。

なお，職住の近接 ，土地の高度利用等をはか

るため，本市においては第一種住居専用地域

は，原則として決定しないものとする。

( 4 - 2 ) 商業系地域の決定方針

商業系の用途地域は ，商業，業務施設の集積

度及び都市施設の整備状況並びに周辺住宅地の

環境保護等との関連を勘案して定めるものとす

る。

( 4 - 3 ) 工業系地域の決定方針

工業系の用途地域は，工業地しての生産活動

及び周辺住宅地へ及ぼす公害の影響等を勘案し

て定めるものとする 。

5  容積率制限の基本となる考え方

容積率制限は，将来必要と考えられる建築物

の床面積，都市施設の整備状況及び環境保全を

勘案して ，良好な都市空間の形成に資するよう

定めるものとする 。

6  その他の地域地区

( 6 ー 1 ) 特別用途地区

特別用途地区は ，用途地域内における特定の

土地利用の増進を図り，良好な環境の市街地を

形成せしめる乙とを目的とするもので，本市で

は，広域幹線道路の結節点周辺及び沿道並びに

鉄道貨物駅周辺にあって流通業務施設または沿

道サービ ス施設の立地を図る必要がある地区に

特別業務地区を定める ものとする 。

なお ，特別工業地区等の特別用途地区につい

ても ，将来指定の方向で検討するものとする。

( 6 - 2 ) 防火地域，準防火地域

用途地域と整会をはかると ともに，都市防災

の観点からその拡大をはかるものとする。乙の

場合少くとも商業系の地域は，防火地減若しく

は準防火地域とする 。

7  地域境界の定め方

用途地域の境界は，原則として河川，道路，

欽軌道等明確な地形，地物とし ，止むを得ない

場合に限り ，道路の境界等からの一定距離をも

って定める 。

(2)  各地区の性格

表- 3参照。

5. 大阪市の第一次案について

前述の基本方針lζ 基づき， 図- 2 1乙示す手11頁

73 



に従って作成した第一次案は ，現行の用途地域

と本市の 19句年を目標とする総合計画基本構想

に示された土地利用計画のほぼ中間的な位置を

ねらったものであり ，その面積は， 表- 4のと

おりである。今後との案をも とにして，各界の

意見等を調整のうえ原案を決定 したいと考えて

いる。

なお現行の容積地区内の容積率については ，

原則として変更しない方針で作成した。

容積率の指定にあたっては ，道路，鉄道の交

通施設容量( 昭和ω年) と建築延床面積との関

係を最短路配分法( ミ ニマムカット法) を用い

て大阪市のネットワ ークに流れる最大交通量を

求め ，乙の最大交通畳を許容する各区の就業人

口，自動車交通量を求め，とれに見合う各区の

建築延床面積を推定し ，人口推計か らみた延床

面積および トレ ンドからの延床面積と 比較検討

し，さらにとの各区の延床面積 と容積率指定の

延床面積とのチ ェッ クを行ない容積率図の第一

次案を作成した。各床面積の比較は表- 5のと

おりである。

乙のときの交通施設容量は ，道路については

現在計画されている全計画道路( 約 416km現在

約5396完成) と阪神高速道路の第 2 リング計画

が完成された ものとした容量であり ，鉄道につ

いては都市交通審議会大阪圏部会が昨年11月に

発表した路線( 市内 165陥現在約65km) が完成さ

れたものとした容量で，今回大阪市で考えられ

る最大交通施設置といえる。 したがって ζ の容

量 lζ 見合う延床面積が約 13. ( 問ha であるとい

う乙とは ，乙れ以上の建築床 とな ったと き，別途

の交通施設を考える必要がある。なお ，乙の検

討時に用いた人口は ，常住3∞万人，就業330万人

とした。 乙れは鉄道容量からいえば，常住人口

を少なくとる乙とにより通勤交通は多くなり ，

就業人口を多くとった乙とは ，自動車発生f立が

多いというとと であ り，いずれも交通施設から

第一 次 案 の 容 穣 制 の 考 え 方6. 

各地域の性格

指定の対象となる主たる区域 l  基- 本的な積考率え方の |  建ぺい率

①中高層住宅地および中層，低層の住宅地 20096を原則と し，

第 2 種住居

②住宅以外の用途の混在度が低く ，住環境の良 とくに高度利用を

専 用 地 域

好な地区 図る地区を 3 0 0 %

③土地利用構想から中高層住宅地区として開発 とする

6 0 % 

すべき地区

①主として住宅地の環境を保全する区域で，住

住 居 地 域 宅以外の用途の混在度がやや高い地区

②土地利用構想から一般住宅とすべき地区

近 隣 商 業

①周辺の住宅地に対する日用品の販売を主とす 300 9ぢを原則とす

る地区中心的商庖街 る

地 域 ②住宅地の中で計画的K配置するシ ョッピ ング

センタ ー
80 % 

①都心部の商業中心地

4009ぢを.副8原0都0則・心10と地00し%区， 

商 業 地 域 ②副都心的な商業中心地

都心，

は600

③広域幹線道路の結節点，主要鉄道駅周辺
を配置する

①軽工業地で住宅，荷庖等が混在している地区 200 %を原則とす

準工業地域 ②流通関連施設等が立地している地区 る

③都市性の軽工業として残すべき地区

①将来とも都市性工業地として残すべき地区

工 業 地 域 ②工業地区で許容される工場が集積している地 ＶＰ ｾ ぢ

区

工 業 専 用

①工業団地，埋立地等用地として計画的IL開発

された区域で住宅の立地を排除する地区

地 域

②工場等制限法の除外区域

表- 3

人口 '高度 匝l

昼間人口 省I主図

(草撞別 人口官度)

夜間人口官Jt 図

(植草よ同地位分，fl; )

:i:J也事l用現i兄図

l l ! 物用途別現況図

工場分布図

用途j 也t虐待答申l分布図

特株商業分布図

ｴｾ ［ ｬｩ 別分布 図

在wt"図「

ト省検事J旨定

地価分布図」

二

般

的

主

現

況

育

科

)

市街地形成図

道路現況図 (合計両)

il U&宜通電図

鉄道現況及び=I' imj 悶

用途地域の計画手Ii民日本沼市計画学会「新用途地域由I]I ( 関する調査研究報告書J K よる 。図- 2

- 容積率制限面積表

容積率 | 現 行 | 改 正

1000 %  125
ha

約 125
ha 

0. 6 %  

800 363 約 450  2. 2 

600 587 約 1. 100 5. 5  

500 53 約 53 0. 3 

400 574 約 2. 000 10. 0 

300 263 約 4. 000 20. 4 

200 69 約 12. 002 61 0  

合 計 2，034 約 19，730 100. 0 

注〕マスター プラン( 大阪市総合計画基本構想1990年〉

南港の全壊を含み，内水面526ha新淀111. 大和川 1194ha

は除外してある。

現 ｾ寸 - 第 l 次 案 |増 h減 | マスタ ープラ ン

第 2 種住居専用地域

_  ha 
形約 3. 000

ha  
15. 2

9百 - ha 
2.  126

ha 
10.5 %  

住 居 地 域 8. 256 41. 9  約 6. 330 31. 9  8. 591 42. 3  

計 8. 256 41. 9  約 9. 330  47.1 1. 074 10，767 52. 8 

近 隣 商 業 地 域 約 100 

商 業 地 域 2.648 13. 4  約 2. 900 14. 7  

計 2. 648 13.4 約 3. 000  15. 2  352 3. 064  15.1 

準 工 業 地 域 4. 090 20. 7  約 4. 000 20. 2 ι  90 

工 業 地 域 4.  736 24.0 約 2. 700 14.0 

dl， 336 

工 業 専 用 地 域 約 700 3. 5  

計 8. 826 44.  7  約 7. 400 37. 7 dl， 426 6. 509 32. 1  

メιba、
計 19. 730 100. 0 約 19. 730 100 0  20. 290 100. 0 

表- 4 新用途地域第 l 次案の概要

・用途地境面積表
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表- 5 各種床面積の比較( S 60)  単位 ha

床人画口配分計

トレ ンド 11:

道の許路網容床か面ら I  鉄の許道網容床か面ら

容積制による マスタ ーフ。ラン

S 40年 S 44年
面か積らみた

許容床面積 |臨 床 面 積よる床面積 積 積 床 面 積 ( S 65)  

ｾｴ＠ 区 456 538  950 905 930 960 1. 040 1. 570 956 

都 島 区 233 257 330 330 360 340 510 770 361 

福 島 区 236 259 430  345 410 430 510 770 382 

此 花 区 248 276 310 320 340 290 520 780 443 

東 区 463 564 920 905 910 920 1. 170 1. 750 1. 088 

西 区 275 326 530 510 540 740 1.120  590 

港 区 197  296 390  410 350 370 600 I  900  536 

大 正 区 276 299  360 365 370 350  540 I  820  388 

天 王 寺 区 207 265  390 395 400 400 490  730 307 

南 区 296 332 490 470  550 490 660  980  380 

浪 速 区 235 259 340 325 370 400 490 740  389 

大 淀 区 166 186 300 275  290 310 570  331 

西 淀 川 区 310 334 400 480  470 380 580 870  425 

東 淀 川 区 615 688 1  400 1. 070 1. 280 1. 310 1. 560 2. 330  1. 849 

東 成 区 286 314 410 370 450 430 700 1. 050 268 

生 野 区 438 491  640  670 740 660 1. 120  1. 680 488 

旭 区 248 259  350 375 370 360 590 880  372 

城 東 区 489 569 990 1. 010 840  1. 000 1. 360 2. 000 938 

阿 倍 野 区 335 371 490 460  500 490 740 1. 120 475 

住 τEt  3  
区 516 590  930 945 960 1. 210 1. 510 2. 270 1. 599 

東 住 吉 区 560 629  1. 140 1. 020 1. 020 1. 180 1. 660 2. 480  1. 478 

西 成 区 380 388 520  545 510 500  840 1. 270 411 

計 8. 490 12. 520 12. 940 27. 450  14. 452 

剥〉容積制による許容床面積とは，宵 ｾｩｬｩｩ 道路による制限や 斜線 制限，用途によ り指定さ れた容積率を必要としない建築物などがあり，実際 ｉ｣ ｬｬＡちうる延 床面 積 の 限界であ る。

広

報

等

打

A

H

せ

図- 3 指定のスケジュ ーノレ

のチ ェッ クとしては安全側である。( 本市のマ

スタープランでは，昭和65年，常住人口 350万

人，就業人口 315万人である。)

る乙とが法律上決定されている。しかし ，都市

における生活環境の改善の緊急性から ，中小都

市については 1年以内 ，大都市においては 2 年

以内に指定する乙が目標におかれている。すで

に，高知，千歳などの中小都市が決定 し，大都

市の名古屋市でも 47年 4 月11 : 公聴会が 開催 さ

れ，; bl 頃 11 : は決定される予定であり ，大阪市 と

しても大阪府下一本として，遅くとも本年末ま

7. 指 定 の 時 期

建築基準法は，すでに昭和46年 l 月 1 日に施

行されているが，新用途地域については ，法施

行後 3 年以内 ，すなわち48年末までに切り替え

でに決定されるよう ，図- 3K 示す大阪府のス

ケジュ ーJ レに従って作業を急いで・いる。 ( 4 月

末現在，府下各市とも④~⑥の段階である。〉

なお，乙の地域制は，決定告示と同時に施行

され，従来のように j益予期間がないので，今後

のニュースなどにど注意下さい。

8. お わ り に

ζ の新しい用途地域制が，大阪市という土壌

になじみ，成長するためには ，市民の皆 さんの

ど理解とど協力が必要な乙 というまでもありま

せんが，と くに建築関係に従事される 方々のど

援助 にまっところが大といえます。今後，新関，

テレビ，ラ ジオ ，市政だより ，パンフレットな ど

によって P Rを行なう予定ですから ，よりよい

街づくりのための用途地域制 となりますよ う，

時に応じて，ど助言とと理解を本誌面をかりて

お願いいたします。

なお新用途地域11 : ついてのパン フレット も用

意しておりますか ら，社内の研修会などにど入 '

周の節は申し出て下さい。

( 1事者 ・大阪市総合計画局都市計画課地犠係長〉
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タ イ パ ック ア ン カ ー 工 法

仮設山留のタイパックアンカ ーは， 従来の切パリ支保工方式iζ 対し

て，作業空間を広くし全面的機敏化掘削を可能とするため，省力化と工

期の短縮という大きなメ リットをもっ。また簡単に引抜き試験により 安

全性がチェックできる。

乙のため新しい土留工法として. 1965年頃よりめざましい進歩を遂げ

て，多くの施工実績が積みかさねられつつある。

1. アンカーの採 用 さ れ る 条 件

一般的に山留工を計画する場合，種々の立地条件を検討し，もっとも

適した工法を選ぶ必要がある。 アンカー工が有利な場合としては，

1) 掘削内部の作業スペースを広く用いたい場合

2) 掘削面積が広く，切パリの仮設が不経済になる場合

3) 敷地の形状が不整形で，切パ リ工法では土庄の方向および受圧面積

が各個所で異なる 場 合 ( アンカ ー工法でその場所の土圧に応じた力を

対応させられる)

4)  工期の短縮をはかる 場合

などがあげられる 。

逆にアンカー工が不向きな場合としては，

1) 地盤が軟かくアンカー長が長くな り不経済となる

2) 地下埋設物および隣接敷地の関係からアンカ ーを打設できない場合

などがあげられるが. 1) については工期の短縮，作業スペースが広く安

全作業ができるという金額lζ 換算できないメリッ卜も考慮し検討する必

要がある。 2) については工事完成後の鋼材引抜き法の開発も進め られて

いる。

2. アンカーの種 類

タイパックアンカ ーには多くの種類がある が，乙れらの工法の概略に

ついて説明する。基本的にはアンカ ーとして もっ とも重要な部分は，カ

を地盤lζ 伝達する部分とその機構であって，乙の定着機構の差からアン

カーを分類すると 2 種lζ 大別される。

1) 周菌定着型アン カー

アンカー全体がおおむね一様の断面からなり，アンカ 一周面と地盤と

の聞の摩擦定着によって力を地盤に伝達する 。乙のように周面の摩擦定

着力が生命であるか ら，これを増加させる乙とが工法的なポイントであ

る。

( a )  P.  S. アンカー

この工法は地盤中 lζ ボーリ ングまたは打ち込みにより孔をあけ，ゴム

チュープとモルタル注入パイ プを簿入する。モルタJ レを注入しチ ュープ

と孔壁との閣を完全に充てんする。モJ レタ J レの凝結が始まった時点でチ

ューブ内に水圧を加えて横方向Iζ チュープを膨張させ，モルタ J レを花屋

に押しつけ，さらに地盤{乙圧力を加えて地盤とモルタノレ閣の付着力を増

大させる 。モルタ J レの硬化後チ ュープのなかの水を抜いてチュープを引

抜く 。つぎに P C鋼線を掃入し，セメントペーストを境充してできあが

りとなる。

乙の工法のポイントは，削孔，モルタノレ注入，加圧である 。自IJ 孔はほ

とんどボーリングマシ ンで行なわれており ，アンカーボーリングの特長

は，

i  ) ボーリング孔径が100- 21∞m mと比較的大きい。
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i i ) 崩壊防止用として通常用いられるべントナイト泥水は，地盤とモ J レ

!i!タ J レの付着を悪くするため使用できない。

i  i  i) 孔壁をゆるめないよう極力注意しなければならない。

i v) 水平から 45
0

の傾斜ボーリングが多い。

v ) なるべく速い掘進速度が要求される。

乙れらの条件に対 して，オールケーシング専用の削孔機により施工され

ているが，まだ改良の余地が大きい。とくに削孔速度がアンカ ー施工の

工期を支配する最大の要素であるので，高性能のボー リングマシンの開

発が必要とされている。モルタ J レは分離が少なく流動性11 : 富むグラウテ

イングモルタ J レでなければならない。加圧は地盤破壊強度を超えない範

囲で有効に加圧するととが重要である。加圧はゴムチュープの膨張によ

り行なうが，乙のチュ ープは P. S. アンカ 一周として開発されたもの

で，縦方向の伸び、が非常に小さく横方向への膨張量が大きくて均一であ

るなどの特性をもっている 。

乙の P. S .アンカーは もっ とも実績が多く，確実性があるとされてお

り，山留以外に構造物，橋脚などの転倒安定，擁壁の支持など，永久構

造物のア ンカ ーとして広く施工されている。

乙の工法の欠点としては，作業工程が繁雑である乙と，被圧水のある

場合モルタ J レの流失などによりモルタ J レ壁が形成されない場合があると

とがあげられる。( 図- 1 )

CL ホーリング湘l孔

0 ←ポーリングヲL 供 服チューブ @ 吋 倣 モルタル

グラウトパイプ

@.テューフ加庄 ＨＲ｟チ ューフ 引抜き、ｾ線挿入⑥内政 ベースト 注入、でき 上 が り

、 レヘ
加圧チューフ 0. 多ft ｐｃ ｾｾｾ 車

Y 、11

111['7叉

叡 1111 外鍛モルタル今臥 l 川

加圧チューブ P C銅線

図- 1 P Sアンカーの施工順序

Gホーリング削孔

イド:

@' 銅線の挿入 (5二次，主入

パy カー? 符 l  

ｐｃｾ 司線

図- 2 ゲラウトアンカーの施工l頓序



3鉱孔( 下→上)
@i 主入、錦線挿入

図- 3 主主羽型アンカーの施ココ頃序

①フレート の打込み

(I) アン刀ーロットの みプレートE 転" 7

引よけ でき上かり

r  IB 
シ

プレートの回転方向

図Ｍ ｾ プレートアンカーの施工順序

①アンカーロ ット{ 注入管) 打込み ②注入管の水洗い ③タy クス注入、で き上がり

図 - 5 タッヴスアンカーの施工順序

ボーリング

7 '/ 力一口 径 135mm 

定者土質一一細砂

計荷量 上段一一 ｐｾＲＲｴ

下段 一一 ｐ ｾＲ Ｙｴ

m当たり定着力 ｔ｡ ｾ Ｗｔ ､ｉＷ＠ x _J 
( 許容) .  ｾ ＭＮＮ ｾＮ Ｎ＠ "  Fs  

GL  

上段ー ｾＳＮ Ｑ Ｔ ｸ ＱＳＮＵ ｸ Ｑ ∞ ｸ ＳＮＵ ｸ 弘 ｾＷ ＮＴ t  1m 

下段ー =3. 14x 13. 5x  1∞x 4. 0x V" ・8. 5t 1m 

使用鋼線 上段一一P Cケープル (S. E .E. E. ケープルF02) 使用

下段一- 11 ( 1 1  11 F13)  11 

定 者 ナット型 (S .E. E. E. ナット使用〉

図- 6 箆エ例 (東京永園町付近の土留アンカー〉

( b ) グラウトアンカー

P  S. アンカ 一同様ボー リングまたは打込みにより孔をあける。パッ

カーを装着したガイ ドパイプとスペーサを孔内 κ 挿入す る。スペーサは

状況により使用しないとともある 。つぎにガイドパイプ内! [ グラウトホ

ースを褐入し ，先端部から順次モルタ ル注入する。 P C銅線を挿入し，

ガイドパイプの上部IC密閉したケ ースの注入ヘッドを取付け ，グラウト

ポンプと接続してセメントペーストを加圧注入する 。パッカ ーにより孔

墜とのすき間をふさぐので注入による加圧は地盤にも伝達される。モル

タJ レの硬化後注入ヘッドを除去 し完了 となる。

ζ の工法のポイン トはP. S . アンカ 一同様，削孔，注入，加圧である。

モルタルを司 直から注入し，孔内! [ 存在する水を排除して ，乙の7.1<が注

入されたグ ラウトと 同程度のものになってからパッカ ーを作動させ加圧

する。乙の加圧は P. S. アン カー と比較して機能的に有効に作用しない

場合もあるようだ。しか し水の多いととろでは P. S. アンカ ーより もい

い結果が出ている。( 図- 2)

2) 局部定着型アンカー

アンカ ー全体が一様な断面でな く，部分的に拡大または突出した部分

があり ，その前面の土の支持カを利用する。乙の種の アンカ ーには多数

があ るが，山留アンカーとしての実務は少ない。乙のうち比較的実績の

ある3 種類のみ取り上げる 。

( a ) 拡孔型アンカー

まずアンカ ー孔を全長削孔する 。底部においてウィング ピットを油圧

により押し広げる。 拡大 したピット lとより，底部より上部IC向かつて所

定長さだけ拡孔する。つぎに孔内 K 引張鋼材を挿入し，グラ ウトパイプ

によって全長 ICモルタル注入し完了となる。

崩壊性地盤では ，拡孔部の形杭維持が困難なため，固結粘土または土

丹の場合! [ 使用される。耐力の計算方法が確立されていないため ，現場

での引張り試験により耐力を決定する必要があ る。 ( 図- 3)

( b ) プレートアンカー

先端に特殊な引っかけ用プレー トを装着したアンカ ーロット を所定深

度まで地盤中に打込む。 ζ の際プレ ー トを直接打撃し ，ロットは 乙れに

ひきずられる形で地盤中にはいる。打設完了後引張用ジャッ キをロ ット

に取付け ，ア ンカーロッ トを引張る 。 ロット の引抜きに伴なって先端の

プレートは徐々に 回転し， 90

0

回転し た位置で最大の 引張抵抗を生じ

る。緩い地盤で耐力が小 さい場合には ，アンカ ーの打込みが容易で施工

速度が速く経済的である 。 (図- 4 )

( e ) タックスアンカー

アンカーロットを地盤中 !L打込む。 ロットの内部を水洗いし ，内部に

つまった土砂などを取り除く 。つぎにロット ![ 注入ポンプを接続し ，所

定量だけのタックスを注入して ，ロ ットの先端IC固結土塊を作る。乙の

タック スは加水反応性の薬液で，地盤中の水と反応、膨張 し強力なゲJ レを

形成する。

作業工程は簡単で 1 ; 本の施工速度は速い 。対象土質は砂または砂礁で

ある乙とが必要で， 粘性土! [ はむかない 。注入パイプをそのまま アンカ

ー引張材 とする関係、から ， 引 抜 き荷重として 10 t 程度しか期待できな

い。 乙のような条件の場合，他のアンカーよ りも施工が容易で，工質的

! L もかなり安くなる 。 (図- 5)

3. む す び

対象としている土質は均一なものではなし施工技術の点からも耐力

にムラがあるのが現状である。土留アンカ ーの失敗 は大事故に つながる

可能性が多いので，耐力チェックを全施工本数にわたっ て行なうのが望

ましい。最近の施工例を図- 6 K 示す。

(よ E た ひ ろ お み 三信建設工業協技術部長， li やし けいじろ う 同技術部主任〉
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「若い会員の集い」は47年を迎え， 10人の新

委員を加えて事業企画の提案と検討を進めてい

る。乙の集いが設けられて以来本年で満15年と

いうととであり， 溌刺意気盛んである。 r古い

伝統を引継いで、生き永らえている もの，あるい

は今や乙の時代の中 で滅びてゆ乙うとしている

もの と，現代から 未来へつながる新しいものを

対象に，交互に見聞を広め，体験し， ある いは. 体

験者との対話をもち. その比較の中で，人々 が

建築や住居あるいは地成社会にいかに対応し，

意識をもっているかを探り，日常のなれあいを

拒否して，現実を直視し，その批判の中から ，

人間あるいは人間社会の幸福の追求において，

明日への方向づけを求めてゆきたい」。乙れは

昨年度の冒頭に，乙の集いの46年度の主題とし

てうたったものであるが，今年度もとの延長年

度として回を重ねることになっている。と乙 lζ

新年度のスタ ー トIC先立って，過ぐる年の回顧

と反省をもって年次報告にかえる次第である 。

- 第 1 回 5 月28日『ロサンゼルス大地震が教

えるもの」

( ゲス卜 高 橋 慶 夫 氏 参 加 130名

大阪科学校術センタ ー)

1971年 2 月 9 日ロサンゼルス市郊外 lζ 発生し

たサン ・フェルナンド地震は，近代建築 ・橋梁

なと1ζ 多大の被害を与え ，同級の不安を持つわ

が国の人々を傑然とさせた。

現地視察から婦られた高緩氏に講演をお願い

して，われわれ技術者として参考となる事項を

お聴きした。その綴要を記すと次のどとくであ

った。設計震力の途い，つなぎ梁不在の一例，

エキスパンシヨンジョイ ントの扱い ，柱断面の

太鏑使用と帯筋の細さとその間隔などが問題点

として指摘された。また一方スパイラ J レ筋を細

かく入れた柱材が壊滅的被害を免がれている ζ

とからも，従来から 言われているごとく建物に

粘りを持たせると との必要性が痛感された。

更に ，大被害を受けた建物が花街岩を主体と

したサン ・カーブリエノレ山脈と，堆ffl 居からなる

サン ・フェ J レナンド盆地の境{ζ 集中していた乙
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とに留意し，設計者はその建物の地質上の立地

条件を，敷地単位のミク ロな調査のみならず，

地域的な 7 クロな観点が必要である乙と。従っ

て，建築約に不適当な地域への建設は極力避け

る乙とをオーナーに進言すべきであり，それ以

上に建設の必要性がある時には ，構造的に十分

な配慮をし ，それに伴う経済上の問題について

も合意を得るべきである。

当日アメリカの超高層建築の経緯を，高橋氏

自身で編集されたフィルムで紹介いただいた。

その中でアメリカの構造に対する取組み方が，

わが国と異なり皇室主体の構造から鉄骨造の発達

につれて柱梁による構造へと変化を示したが，

基本的には壁主体の考え方が支配的で，ベアリ

ングウオ ールを用いたものが多い。乙れに対し

宝塚南ロの住宅街の狭い道路を歩いているときは ，屋綬の

延長として天へ向か勺た培の先絡が付近の家々の星観ごしに

見えるだけであったのが，いきなり視界が聞けて白い墜と経

快な幽線をもった軒が見えて， 己 ζ が宝塚カトリック設会の

門前であった。外観はかなり印象的なものであり，軒先まで

回った白い盛の量感も心地よく ，壁のすきまから入って行く

ような入ロもおもしろい。内邸の設計も外観と呼応して巧み

である けれど， ただl I ! 直方向の空間のひろがりにもう少しも

の足りなく息われるととろもある 。 次IC見学した西宮トラピ

スチヌ修退院は， 自然の緑に包まれた立地条件と， 乙の建物

の特殊な用途をうまく生かして設計されており，中庭の構成

ゃ， 各建物の配置は附近の樹木と共11 : . 何か中世的ロマ ンの

ようなものを匂わせている 。雨といの処理，礼拝室の窓など

のデテ ールには，現代鐙築のもっているある種の非情さをカ

パーするための苦 心 が う か が え た 。 ( 井 本 隆 一 〉

ふ る い ま ち と あ た ら し い ま ち シ リ ー ズ を

終 え て

てわが国では，普からの木造建築の土壌に欧米 「古いまち，新らしいまち」の体験を通じて

から近代的な柱梁の思想を受け入れた。乙うし 素直にそれら の価値を受けとめ，人聞にとって

た考え方の違いからきたと恩われる被害が，今 の生活環境は如何にあるべきか・…・・と いう聞に

回のサン ・フェルナンド地震の中にもみ られる 対して，いくばくかの考え方をまとめてみよう

との乙とであった。時宜を得た企画であったた … … という意図で始った乙のシリーズは ，(1)大

めもあり多数の来聴をみて成功復に催しを終え 和の民家集落見学会 ( 10月23，24日) .  (2) 千里

た。 ニュータウン他の新らしい住宅地見学会 (11月

13日) を経て ，(3) 総括座談会( 1月28日) を も

って一応終了しました。連続 3 回の行事という

・第 2 回 9 月 4 日 『中国の古代美術と庭園を 乙とでできるだけ会員の連続参加を呼びかけた

みQ会」 わけですが. 4 カ月に 3 固という忙しい行事計

( ゲス ト 小 角 亨 氏 参 加 54名) 函で，企画の意図は十分に果せなかったもの

京都東山山麓にある住友本家を訪ね ，同家に の，それぞれ面白いメンバー構成で五条市藤井

収蔵されている中国古代( 殿 ・周時代) の青銅 館におけるフリ ー卜ーキ ング，千里開発センタ

器と同家の名園を鑑賞した。東山を借景とした ーにおける「千里 ・その都市と構成J のフィル

園遊式庭園は ，外の騒々しぢと対照的 lζ 静かで ム， 総指座談会では，保存，開発，地核住民な

小鳥のさえずりさえも問え ，池lζ は立派な鰹が どの問題が活発に論議されました。それらは今

ゅうゅうと泳ぎ，木々の緑は残暑の日差 しをあ 後，ますます活発化するであろう ，都市環境再

び. て一層映えていた。次いで収蔵庫「有芳圏西 構成への貴重な問題提起を含んでいると思いま

館J ( 設計 ・日建設計) を見学したが，当館は す。参加できなかった会員の方々への広報を兼

前記の通り青銅器ばかりを収蔵した侍物館とし ねて担当委員なりに， 3 回シリ ーズの概要を以

て昭和45年に新築されたもので，青銅器の変質 下にまとめました。

を防ぐため無窓とし ，スキップ状の四つの展示

室よりなっている。館内に入ると外界からの音

は一切開えず静寂そのものでその内部に展示さ

れた種々の銅器を見ていると日頃の騒々しい生

活からはなれて全く別世界に在るような気持に

なり，多忙な日々の一時をとのような所で中国

の古美術を見学できるのは若い会員の集いの独

自な企画として成功したとものと思った。

- 第 3 回 9 月11 日『宗教建築(修道院・教会)

をみる会」

( ゲ ス ト 村 野 滋 氏 参 加 55名)

宝塚カ トリック教会と西宮トラピスチヌ修道

院( いづれも村野森建築事務所の作品) を訪れ半

日を過した。修道院でt は中庭の回廊で修道女の

方々を交えて対話の機会をもっととができ ，ま

た一日の労働を終えて聖堂lζ 集い，神々に今日

一日の感謝の念をもってささげられる歌 ミサの

中に，一同もまた感慨にひたり，得難い体験を

した。乙乙 lC参加者よりの印象記を紹介する。

- 第 4 回 10月23 ・24日『大和の古い民家集落

を訪ねて」

( ゲスト 林野全孝氏，足達富士男氏，宮沢

智 士 氏 参 加 37名)

維新後，没落士族の富IJ業であった金魚養殖で

有名な，大和郡山市では ，城下町としての町割

その中 lζ 残る ，江戸期後半の民家( 町家) を見

学したわけでtすが，軒』ζ 手の届き そうな町家の

スケーJ レ，また ，大都市ではすでに見掛けなく

なった風呂繍屋，提灯屋，染物屋， などが屋

号もそのまま残っていて，スーパー， 電織底，

などの新らしい庖とー絡になって息づいている

点，非常に憶しい気持とと もに ，何でも揃うま

ち…・・を感じさせてくれます。 しかし，乙乙 も

また ，古きよき時代は終り，城下町としての大

事な遺熔である街路，掘を潰して道路を拡幅す

るか， ζ のまま低迷した田舎町を続けるか……

とい う大問題が住民につきつけられている現状

で，大きな都市化の波が打ち寄せているようで



す。

次κ 奈良盆地の景観論争は最近とみにマスコ

ミで取り上げられてきましたが，中和から南和

にかけての宅地化，内陸工場化は目ざま しいも

のがあります。奈良盆地を南下する幾筋もの河

川の中 に，のびやかに展開され る現在と過去の

調和したなどやかな景観は，乙乙数年でその静

かなたたずまいを喪失するでしょう 。同行頂い

たゲストの足立先生のお話では，せめて瓦の色

だけでも統ーした住宅建築にするとか，宅地化

に軸として古代の条塁を尊重すればもっと秩序

ある土地利用が可能なの IC'" ーと いう乙とでし

fこ。

16世紀半葉に本願寺の寺内町として建設さ

れ，数多 くの富豪を集めた今井町は，戦国時代

から，近世にかけての歴史を知る上でこの上な

い遺構と言われています。私達は，ライトパ ン

ー台が通れる程度の細い露路を縫って辿りつい

た称念寺の広間で，称、念寺住職 ・今井町を保存

する会事務局長，今井博道氏，ゲストの林野先

生からその歴史的意義を伺ったわけです。現在

今井町約 8∞戸の内八苦手jが往時の建物そのまま

であるとと，自治都市の名残 りをとどめる町割

り，民家とは思えない今西邸( 八ッ練造り) の

偉容のもつ，自治都市における社会組織的，建

築的意味，本家，分家の仕方lζ 見られる当時の

相続関係。- …・全てに深い歴史の重みを背負っ

た町内です。町内を見学した参加者は，その骨

太の格子組， 構え，緑のない町並IC 圧倒され

て，無気味な感じを抱いた人が多かったようで

す。写真でみる端正な美しさ以上! c . . 現代人を

はねつけるよう な強い造形がそんな気持にさせ

るのでしょう。途中 ，今井在住の青年と恩われ

ますが， "保存はもういいぞ… ・・" と言ってい

たのが思い出されます。乙乙 lζ も現住者と文化

財保護の冷たい葛藤があるのです。

徳川幕府の直轄鎮であった歴史的背景のもと

に数多くの立派な民家が存在する五条市では，

栗山邸( 吉野川の両岸IC自然発生的にでき上っ

た町並の中で) を始めとする江戸期の民家並び

{乙 "天謙組の変" の時，臨時政府の板拠地にさ

れた桜井寺 ( 最近，隣接道路拡幅時，村野森建

築事務所設計により再建された) を訪れまし

た。そのほとんどの民家がよく保存され，現代

の生活をうまく包み込んでいる感じです。特l乙

栗山邸の小屋組は ，外観からは想像できない位

堂々たるもので，内部の造作 ・調度も大事にさ

れ磨き込まれたク ド，クドに乗る 大ガマの蓋ひ

とつを見て も素晴ら しい工芸品 lζ 接する思いが

しま した。一度に往時の繁栄を失って，廃溢の

どとくなってしまった と言われる今井町に較べ

て，永い歴史を経て常に時流lζ 即応しながら 主

役を務めてきた五条の民家はわれわれにとって

非常に身近な肌ざわりの庶民生活の博物館と言

えるのではないでしょ うか。

- 第 5 回 11月13日『住宅団地の歩みを訪ねて

( ゲスト 山地英雄氏， 多 胡 進 氏 参 加 38名)

千里ニュータウンではま ず，千里開発セ ンタ

ーで「千里ニュ ータウン ・その都市と構成」

という題の映画を観て， ニュー タウン計画上の

骨子の説明を聞いた後，大阪府の山地課長の案

内で，各種住宅供給主体によって建設された住

宅地区，宅地分譲地区，緑道，公共施設，公益

施設… とマスタ ープラン の色分けに添って見て

巡ったわけです。全体土地利用計画の中でうた

われている道路率第，緑地率% の現実の姿，生

活空間の組織づけのプリンシ プノレと も言うべき

近隣住区理論と実際，ダイナ ミック iζ 架け渡さ

れた歩道橋による徹底した歩車分離の実態 ，ど

れも既成都市内ではまだまだ当分はなしえない

計画的開発の賜物ばかりです。更に共同住宅の

配置計画上の実例も，千里にはほとんと、のプロ

トタイプが存在すると言われます。初期公営住

宅における大囲み配置( 隣練間l∞ - 15 0 m) • 

公団住宅に見られる平行配置とペデウェイ，囲

み配置( 隣棟間50- 的 m) . 日本で初めてのオ

ール高層住宅配置計画…・・ 4 時間日 照確保の原

則の中で，さまざまに配置された共同住宅と そ

れによって意味づけられる 外部空間の構成は，

入居 して毎日日常生活を送る居住者と， ビジタ

ーとしてのわれわれとでは その意識対称は大き

く異る乙とでしょう。少く とも，従来の日本に

おける住宅のイメ ージとは相当かけ離れた生活

様式が展開され始めている… … という実感の中

に，共同化，豊かなオ ープンスペ ース，合理的

生活… … と言われる呼び声を額面通りに受けと

れない，巨大なスケ ール への不安感が残りま

す。一般市街地に較べて緑地率の非常に高いニ

ュー タウン lζ ，そ乙乙乙 lζ 展がる緑は，京都の

市街地，五条の町並で存在する緑とその性格が

非常 lζ 異って感じられます。前者は生活の中 lζ

定着した緑として，後者は，清潔ではあるが，

今一つ生活臭のない整列した緑と しての感触で

す。乙れはニュ ータウンにおける緑地の一例で

すが，まだまだ10年そ乙 そζ の歴史しかない千

里では，全てにそのような計画に設計して施工

された，その一方通行で- 終っているととの物足

りなさ，味気なさが支配していると言えましょ

う。今から，どのように変って行くか，そし

て，計画者と，住民の丹精な営みの成果として

のニュータウンの風景が現出する乙とを期待し

たいものです。

次lζ 阪急電鉄 が 開発した逆瀬川高台住宅地

( 昭和34 ・5 年当時の庶民住宅用の分譲宅地)

を見学 しました。 ω年が経過 しで もまだ周 辺を

徐々に開発している息の長さ にまず感心すると

ともに，初期 lζ 植えられた街路樹の桜が大木と

なり，桜のトンネルをつくっているのに驚かさ

れました。ここでは各人が何や彼やと門口へ，

庭へと， 生活の一部を放り出している有様が窺

がわれ，各人各様にしつらえた生活環境の集合

体が，道路というグリッド軸の中で存分に羽根

を伸ばし合っている感じがします。ほんの部分

的に設けられた チピッ子広場のような公園はた

くさんの踏跡でうずまり，千里ニ ュー タウン以

上Iζ 緑地としての機能を果しているかに見えま

す。逆瀬川附近では，公団の小規模開発の秀作

と言われる逆瀬川団地を見学し ，更に見事IC手

入れされたゴルフ場の緑を縫って紅葉の中を六

甲ドラ イブウ ェイを通って， 自然を満喫し， 表

六甲から乙れまた公団の小規模開発の御影団地

を見たわ けです。乙の団地は，六甲斜面特有の

赤松林の中 にそっと人間様が住める程度の造成

を施した，徹底 した原況保存開発でした。乙乙

なら，虫も鳥も共存できるすみかになりうる…

… と感じ たものです。同じアパー ト形式の中高

層住宅を駒として，開発を行っ ても，開発当初

の自然への配慮、の軽重が乙うも大きな差異とな

って数年後lζ 現われてくる… - というととの貴

重な実例と言えましょう。帰路関西での団地の

はし りと言われている西宮北口団地を見て解散

しました。

- 第 6 回 47年 l 月288 r総括座談会 J

( ゲス ト 山地英雄氏，林野全孝氏参加17名)

前文にも述べたどとく連続の参加者が少なか

った関係で，林野先生のヨ ーロッパのスライド

をとっ かかりに ，前 2 回の見学会のテー 7 に焦

点を合わせた訳ですが，やはり，保存と開発が

論点と なり ，その根底にある都市化現象と現代

都市生活， 計画{ζ 係るわれわれ建築技術者の役

割へと話題は拡がりました。司会の まとめ不足

で，結論は確ではありませんが，要旨を以下に

まと めます。

・保存の君主義について( それを明確にする必要

がある)

(1) 学問分野としてその保存が有意義なのか

(2) 一般人か らみて ，日常的感覚の中では，古

いものの意義は そんなに明確になってない現

実があるのではないか。

(3)  古いもの即，大切なものなのだ… ・・という

単純な論理，意識が日本人には余りに欠けて

いる 。

(4) 今現実に保存の対象となる地域，地区iζ 住

んで生業を営んでいる人の生活はどうなるの

か。

(5)  そ乙にある価値を大切にしつつ，現実の都

市活動lζ 対応できるかたちで計画をすべきで

あり，それが本当の乙れからの計画だ。

(6)  その他に存在した生活実態の変化ととも

』ζ ，変質 した空間か現代人にとっての意味が

ある。

(7) 大規模の面的保存にしろ ，小さな単体保存

にしろ本来的に は，国家的 [ζ 行うべきであ

る。即ち採算性の上ICは成り立たない 。

(8) 古い ものが何故大事か… … という乙と につ

いて，現時点での有用性で判断するのではな

し もっと広く未来展望をもって把握で きる

個人たるべ く，日本人は意識革命が必要であ
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る。

(9) 古いものは滅びるんだから ，そのままおい

とけばよい。廃櫨は廃撞で現代人に重大な窓

味をもっ，乙とさらに取り上げてギャーギャ

一言うから結果として素晴らしい廃櫨が俗物

化する。

・何故ニュー タウンは現代人にとって住みづら

いのか

は) 一般に ，開発にかかわる保存( 自然，文化，

慣習... ...) の問題がおろそかにされてしまっ

ている。

(2) 技術者の限界…… 1)建築技術者はオ ールマ

イティにならねばならない。 2) あくまでも進

行中の作業の中でできるだけのものをつくる

のが技術者の使命であり，それは即ち限界で

の巨大な船体のいわゆる縁の下が，旧来然と木

組で支持されている乙 とを奇異に感じたが，説

明を聞くにつれその必然性を知り ，その構造 ・

形式lζ 合理性を感じた。進水の一昼夜前から船

の平衝を計測 しつつ模状の台木を組込んだ木組

のボルト を横断方向 IL:ー列づつはず してゆき ，

最終的には砂袋を挟み込んだ木組だけで巨大な

船体を保持する。そして，その瞬間砂袋を切り

裂き，中央 tζ 線状』ζ 用意されたグリス塗りの滑

動面 lζ 接して滑り下されるとの乙と。万一滑り

出さないと大変なので，推進プレスが用意され

ているとか，また ，技術者はその船が20年- 30

年の耐用を持つものと して，進水時には関係者

は神経を使い ，一つ間違えば船体を真二つにし

て しまう乙ともある と聞き ，細部にわたる心使

もある 。 いに厳しさ を感 じた。 見学を終って川崎重工数

(3) ニュ ータウンは ，小数の ワンマンによって 地内の埠頭より 川崎重所属の船で港内を一巡し

つくられるのが現実である。 て，第 4 突堤IL: 停泊中のイ ギ リス東洋航路の客

(4) 現在の住宅開発事業は余りに急ぎ足で進み 船キヤツシ一号を神戸税関係員の案内で見学 し

すぎる。 即ち余ての事業が非常に短期的な経 た。 完備 した諸施設と悠然と寛いでいる外国人

済完結性を持ちすぎる。 の姿 IL: 船旅にさそわれる 息いが した。春雨にけ

(5) 都市づくり… -・ というものは，総合的 ・包 ぶる神戸港と船に別れをつげて川崎重工提供の

括的なものである。もっと広い専門領域の協 タクシ ーに分乗 して解散の赴についた。

力をあおぐべきである。各専門家が力ある発

言をする場を与えるべきである。

以上のような意見が出た訳ですが，皆さまは 「オール建築人ボウリング大会』は，若い会

如何にお考えですか，次年度の若い会員の集い 員の集い小委員会が企画 ・実施を担当し ，日本

の事業企画にも ，生活環境についてのプログラ 建築協会主催で，スポ ーツを通じて会員相互の

ムは引 き続き盛り込んで行きたいと思います。 懇親を図る目的で開催されました。

以上の報告にもみられるように ，乙の 3 回は

年度テ ーマを推進していくため企画されたメイ

ンイヴントであった。参加者は各種の分野か

ら，また速い地方よりの参加者を得て問題の提

起のきっかけにはなったと思う。乙れを省み

て，ζ のような企画を更に発展させてゆきたい

と考えている。

- 第 7回 3 月25日 『船をみる会』

( 参加 35名)

花曇りと恩、われた空 も西に進むにつれ怪しく

なり ，春の昼下りを船上でとの希望も裏切って

遂に雨となった。川崎重工神戸工場の造船所内

は工場側の好意による作業者と保護帽を着用し

ての見学となった。電算機を導入しての設計図

の作製，乙れを鋼板iζ 照射して型取り ，乙の線上

を自動的にカッ トしてゆく切断機，そして，プ

ロック建造と，世界に誇る日本造船技術の現況

に興味が募り降雨も気にならない程であった。

16万 t 級のタンカ ーも，プロック建造までに

3 カ月 ，船台 lζ 乗って 3 カ月と計 6 カ月で進水

するというスピー ドに感心させられたが，当日

蟻装中の予定で船内見学するフ ェリーがもう船

主 lζ 引渡されていて見る乙とができなかった。

幸いにも近々進水予定の 16万 t 級のタンカ ーを

見学する乙とができた。後楽園球場IL : 相当する

広さを持つ という船底IL: 入り ，その広大さ とζ
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• 
建築に関係のある人達が，もっと相互理解と

親睦の機会を持とう という主旨でボウリング大

会を開催しました。当 日は18才から 58才までの

多数の方々が各職域から参加されました。貸切

った会場中央で，北垣実行委員長のあいさつ ，

南幹事の競技規程の説明があり，東畑名誉会長，

北垣委員長の初球式も終って，ホイッス J レを合

図に競技開始。独特なフォ ームからボーJ レがピ

ンを倒すと，そとかし乙から歓声 ・拍手 ・嘆息

と ・ピンをセットする音 IL : 包まれた会場のふん

いきに魅せられたかのように競技は進んで予定

時刻j前に終りました。得点集計も無事に終り ，

表彰式は ，竹腰 ・東畑名誉会長杯，塚本会長

杯を中心に数多くの賞品が花を添える中で，北

垣委員長がそれぞれの入賞者に全員拍手のうち

に手渡しました。閉会は柳副委員長がお ζ ない

無事大会を終りま した。紙面の関係、もあります

ので主な入賞者のみを記載いたしました。

ハイシリ ーズ賞く34才以上> ( 竹腰名誉会長杯)

l 位 池 田 俊 夫

2位 辻 本 弘

3 位 高 島 三 郎

( 東畑名誉会長杯〉 くお才- 33才〉

l 位 深 村 孝 幸

2 位 佃 安 弘

3 位 横 山 芳 治

( 塚本会長杯) <25才以下〉

l 位 中 島 丈 雄

2 位 福 村 務

3 位 木 本 由 美 子

ハイゲーム賞

横山芳治 (214点)

ターキ ・最多ストライク ・小波 ・B B ・72位 ・

55位 ・特別 ・キッチリ ・最多ガタ ー各賞。

執筆者 : 柳真也/ 奥尾富一/ 佐々木純一/ 西村

良平/ 中田雅資/ 森下元之/ 宮後浩



快晴1[ 恵まれて，しかも仕事からの解放感も

手伝ってか，名神からの見なれた眺めもまたい

つもとは途った新鮮さで自にしみる。かなり長

い幹事の説明中にもパスは山科をすぎ京都東イ

ンタ ーを出て，京都外環状線沿いにしばらく走

った所からかなり狭い街路に入る。附近の人の

迷惑げな顔を気にしつつ駐車場! [ 用窓してもら

った工場前でパスを降り ，更に狭い小路を入っ

た所が「京からかみ」の丸二商庖の工房である。

機械化の波と戦災による版木の焼失などによ

り同業者が次々と廃業していった現在，丸二商

庖は日本唯一のからかみ業者である由。納入先

の 7 割程が茶室関係であり ，いささか値がはる

乙ともあって，あまりわれわれの自には日常的

ではないしろものである。用意してもらってあ

ったのは版木の陳列 ・具引 ・もみ紙 ・版押しの

実演である。紙は越前の手漉和紙であり伸縮力

が強く安物の襖には使えないとの乙 と。版木は

ほうの木でできているが最古のものは 2∞年前

のものであり 5∞枚程保存されている内の大半

が江戸時代のものである。乙の中には桂離宮や

御所などの有名な版が多数含まれている。当然

虫喰い ，欠損などが見られるが，乙れがまた風

雅な味になるとのとと，本物の強みである。最

終的なデザインは紙と版木と色の組合せで決定

されるのであるが，乙の組合せのバリ エーシヨ

ンはまさに無限である。完成品及びその工程を

つぶさに見るにつけても ，派手な原色などはほ

とんど使われず地味で落着いた気品あるから紙

を仕上げるのに注がれたセンスの蓄積はまさに

伝統の遺産とも言うべきであろう。具引 ・もみ

紙 ・版押しの実演は一見単調且つ単純に見える

社寺の商才に もあきれるばかりである。見学先 家を辞し，幾分西! [ 回った陽を背! [ 受けながら

の紹介その他で尽力を願った K 1  S  ( 京都イン 徒歩で本日最後の見学先，木工の江南商庖へ向

テリア産業協会) の出迎えを乙乙で受け ，会長 う。昨年竣工したという新社屋はど乙から見て

の川島春雄氏か ら京都の工芸デザイン界の一端

の状況を拝聴しつつ も，つい箸先は日頃家庭で

は食べられぬ珍味の方へ走りがちであったが，

なかなかに畳的にも食べどたえのある料理であ

るので広く会員諸氏K 推奨しておきたい。

ややせわしげな昼食ではあったが，静かな境

内を出て再びパスで街中に入る。次は銭( カザ

リ) 金物の森本家である。幹事の不手際でジュ

ータン敷の広聞に全員土足のまま上り乙むとい

うはなはだ不作法な一幕から始ったのである

が，金工だけに午前中の丸二商庖 とはうって変

って活気のある工房である。まずは先代森本安

之助氏存命中の記録映画で鋳金物の製作工程の

概要を予備知識として仕入れた後，工房と作品

展示場とも言うべき森本家とを見学する。破風

金物，金隠し，襖引手，柱根巻金物，階段散金

具等々金色! L 輝やき日本建築の華麗さの立役者

とも言うべき精巧な工芸品が，耳の奥底までガ

ンガンと響くたがねの音と共にできていく様は

感激そのものであり，同じく創造への道を歩む

われわれにとっては ，その素材IL対する理解の

深さ ，技術の洗練度，精巧さなどにある種の啓

示を感じざるをえない。当代森本安之助氏は汗

をかくと白いワイシャツの上! [ 銅錆色がつくと

いう乙の一事をもってしでも ，道一筋の恐ろし

さを感じるものである。工房では，またもや会

員諸氏の熱心な質問攻めに合って若い職人達

は，しばしば仕事の中断という羽自になったの

であるが，それぞ、れに納得のいくまで同じよう

な質問にも怒りもせず応答してもらい一層理解

も深まったものと思われる。

の

'
金

約

鍍金
の

古

品まのそ法手

品
目

蜘古るよ
y
」氏本森

が，なかなか難かしいらしく見学者の聞から賞 実演はさながら一流の手品を見るようなあざや

讃の声や質問が次々と飛び出し. 1  時間半程の かさである。前述の銅錆色の汗が出るという手

予定時聞は熱っぽい雰囲気の内にすぎた。 で，鋼板lζ 水銀をぬり金箔を押し，乙の過程を

数回くり返した後炭火であぶりながら水銀を蒸

発させ，水で冷やし，稲束で乙すり最後に金属

片で乙すると，その下から目を射るように金色

が輝やきでるのを見るのは，長らく忘れていた

子供の頃の純粋な感激がもと. ってきたような気

がする程である。工房の斜め向いにある森本家

では，客間用の二間続きの和室に所狭しと，小

物類の鋳金物の展示がしてあり，現在では技術

山科をあとにして昼食のため大徳寺に向う。 的lζ 製作不能と言われる程の逸品を堪能するま

境内のー函にある大慈院の泉仙大徳寺后で鉄鉢 で拝見した。特K 森本家の仏壇の透金物の精巧

料理と称する精進料理を ，庭を見つつ料理がn さは筆舌に尽しがたいものである。

味できるあたり心憎くもあり ，また一面最近の 未だ心残りながらも予定時間IL追われて森本

も伝統工芸の匂いを感じさせないものであり ，

乙れは和田氏の説明によれば，伝統工芸とはい

うものの合理化 ・機械化できる部分は極力乙れ

を推進して労働環境などを含めて ，新しい時代

に合った形態へと脱皮していとうという意欲の

表われであるという。乙乙は工芸指物部門 ・美

術織物部門( 主として英国紐) 及びクラフトイ

ンテリア部門の三部門で活躍しておられる由。

しかしわれわれにとって最も興味深いのは何と

いっても，工芸指物部門である。和田氏の説明

を聞くにつけても ，日本人に一番なじみの深い

索材，すなわち木材に対して払われてきた努力

には頭のたれる感を禁じえない。木の生えてい

る現地へ行って材の選別をする話 . 10年- 20年

かけて天日乾燥 ・あく 抜きをする話，したがっ

て自分が生れた頃に伐採された木を現在加工し

ている話，会工程の8 0 %が素材の管理についや

され，残り 2096が加工技術によるという乙と。

箱類などの最後の仕上には送り先の土地の温湿

度などを考慮して葦の遊び寸法を調整する 話，

とくさ ・むくの葉など有機質材でやすりを作り

磨く話，手垢がつかづしかも盤笹きができるよ

うに「花いぼた」の織でつや出しをする話… … ，

乙れらの話を聞いていると古来より日本人がい

かに自然と関わり合ってきたか，自然 ・技術 ・

生活 ・機能性などを全て網羅 した哲学が展開し

ていくような気がするのである。一つの何の変

哲もない英国紐で結ぼれた桐箱に乙められてい

る技術と思想の体系は，一台の自動車を完成さ

すに要する技術の系と匹敵する程のものであっ

た。日本人 IL一番なじみの深い紫材，すなわち

木材IL対して払われてきた努力には敬服せざる

をえない。改めてわれわれのなさねばならぬ乙

との再発見IL思いをはせっつ帰途についた人も

多かった乙とであろう。

ただ趣味的 IL見るだけでもかなり充実した内

容の見学会であっただけに見学者全員にかなり

疲労の色が見えたが，それ相当の収穫があった

ものと期待しつつ，また次回の「伝統工芸を見

る会」に多数参加していただきますようお願い

し ま す 。 ( 高 木 富 夫 )

- 日 時 Ｔ 月 ＲＲ 日 Ｈ 土 〉 ・ 怠加者 ｾＱ 名

・行 程 9. 10 発大阪中央公会堂裏貸切パス- 10.20-

Ｑ ＱＮ ｾＰ 丸ニ 商庖見学 Ｍ ＱＲ Ｎ ＳＰ Ｍ ＱＳ Ｎ Ｓ Ｐ 泉仙大

徳寺底 〈大慈院内) 昼食→ 13.50- 15.30 森

本銭金異製作所見学→ 15. ｾＵ Ｍ ＱＷ Ｎ＠ 30 ; 工商見

学→ 18.50 大阪駅裏解散
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82 建築と社会/1972年 7 . 8 月号

工業化住宅をめぐる標記国際シンポジウム

が，去る 1972年 5 月11 日から 1 3日までの 3 日聞

にわたって，東京の農協ビJ レ国際会議場で開催

された。主催者は，国際産業企画協会と東京国

際見本市協会で，後援として，通産省 ・建設省

・日経新聞社，協賛団体として，日本建築協会

・日本住宅設備システム協会 ・プレハプ建築協

会 ・建材試験センタ ー・日 本住宅協会 ・日本高

居住宅協会が名を連ねていた。

講師として，アメリカより工業化住宅の世界

的権威である M I Tのディ ーツ教授 ( Al bert

G.  H.  Di et z). 同じくモ ービJ レホームを中心と

する ユニ ット化 ・システム化の権威M I Tのパ

ーンハ J レツ教授 (Ar t hur D.  Ber nhar d t). ォ

の「リビングシ ョー」 の乙とが話題になった。

聴講者は各住宅市場にのりだしているディベロ

ッパー，不動産会社，建設会社，部材 ・設備メ

ーカー，プレハプメ ーカーなど，いろいろな企

業から，約l∞名以上のメ ンバーが参加した。

以上が，乙のシンポヅウムのあらましである

が，そのなかでとくに印象に残った諸点の一部

を，簡単に以下に記 してみる。

第一点は，アメリカにおける「モービルホー

ム産業」の進展とその推進力としてのマネジメ

ントの積極的評価である。

、ハ J レツ教授によれば，アメリカではモ

ソレホ ームが急速にのびており，年間ω万戸

- 70万戸lζ 達し ，建設産業の一角というより，

ランダより建築センタ 一国際教育部長の エチ ン ひとつのモ ービJ レホ ーム産業をつくりだしてい

ガ一氏( J ohn van Et t i nger) を迎え，日本 るといわれる。その在来の伝統的工法による住

より，並木信義( 通産省住宅産業室長) ，池辺 宅( マニファクチ ユア による住宅も含めて) に

陽( 東大教授) . 三沢千代治( ミサワホ ーム取 比べて307ぢも安くつくりだし ，全米にのひ、てい

締役社長) ，金子勇次郎( 建設省住宅局建築生 るが，その大きな要因は，需要 ・供給，開発な

産企画室長) ，内田祥哉( 東大教授) ，東方洋 ど総合的にとらえる 7 ネジメン トが第一義的要

雄( 東方ユニット 研究所長) ，小原二郎( 千葉 因である。生産様式などは第二義的であるとい

大学教授) の各氏が参加して行なわれたもので う。 したがって， モービJ レホ ーム業界は，政治

ある。

的lζ もいろいろ運動をやり ，全米に適用される

「住宅産業の未来像」として，通産省の立場か 統一的な法律をつくることに成功して，それぞ

らその展望を並木氏が，つづいて， i住ユニツ れの州が決めている工業化住宅を規制する法律

トとは何かJ について池辺陽氏.i コストダウン にしばられないものになった。そして，今や，

の実際」について三沢千代治氏がそれぞれ報告 全米で利潤率の高い産業になったという。スカ

したあと. i  A  General  St r at egy for I udu- ィライン コーポレーショ ンはそのひとつの伊j

st i al i zat i onj と題して，パンハード教授がス で，運輸産業などをまき乙んだ。乙のようにサ

ピークされて，第一日目は終った。 ポー トする産業の導入とその再組織をはかった

第二日目は「住宅の工業的生産」と題して金 という 。また，戦略目標としてよくデザインさ

子勇次郎氏が. i G U P計画」について内田祥 れた流通機構を使った乙とである。全米でデイ

哉氏がそれぞれ諾されたあと，午後より，デイ ラーの数は l 万あるが，何百というデイラ ーと

ーツ教授による i l ndust ri al i zed Bui  l di ng 関係をもって，市場調査をし ，需要 ・供給など

for  Housi ng: General  Sur vey of Eur opean をのばしていったというととである 。ζ のマネ

and Uni t ed St at es  Syst emsj と，パーンハル ジメントの役割と モービルハウスは工業化住宅

ツ教授による第一 日目の続きとして i Lessons とちがっ た範培にはいる産業だといった点とが

f r om t he Mobi l e Ho me  I ndust r y  Expe- 印象lζ 残った。

ri ence  for the Bui l di ng Sect or at Lar ge 第二去は，住宅の質とコストとの関係であ

:  Indust ri al izat i on  of  bui l di ng as an る。

economi c-pol i t i cal  pl anni ng  probl em Jの エチンガー氏がいったように. Qual i t y =Us e  

講演がスライドを併用して行なわれた。 - Val ue マイナス Sacri f i ces という式で，最

第三日目は， i スペースカプセルの工業化の 適レベルは， 最良の質を，使用価置と個人の犠

方向」と題して東方洋雄氏が. i住宅設備と人 牲との差が最大の ととろにある点lζ 求めるべき

間工学」と題して小原二郎氏が午前中に話をし だという意見である。

て， 午後はエチンガ一部長による i Housi ng 乙の考えによれば，個人の犠性( 支出) が少

on a  Nat i onal  Scal e - A St udy  of  Probl e- なくて も，使用価値が低く ，その差が少ないも

ms  and Met hodsj の講演が図表などのスラ のは，最適レベルの住宅といえない。逆IC，使

イドをまじえて行なわれた。そのあと，講師全 用価f直が非常に高くても ，個人の犠牲が高く，

員参加による「パネノレディスカッシヨン」 が関 その 差が少 ないものも大金持用の住宅であっ

催され，三日聞にわたる「工業化住宅」をめぐ て，最適レベルのものでない ，と いう乙とであ

る国際シンポジウムを終えた。 る。

その間，乙のシンポ ジウム と併行して，東京 そのほか，アメリ カのオペレーシヨン・プレ

晴海会場において， i第 2 回東京国際グッド リ ークスルーと日本のパイロットハウスの類似と

ピン グショ ー」が. Iマイホ ーム と住宅産業展」 相違など，興味あるディスカッションもあった

と銘うって 5 月4 日- 5 月14日にわたって催 し， また，内田教授の I G U P計画」も面白か

されており，バ才、ノレディスカッシヨンで も，と
った乙とを付言しておきたい。 ( M)  
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月間の動き

昭和47年 5月分

理 事

..o. 

τ E  

17日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者塚本会長ほか13理事 浦辺監事

議事( 1 ) 昭和必年度事業報告承認の件

(2) 昭和必年度収支決算報告承認の件

(3)定時評議員会開催の件

(4)通常総会開催の件

(5)よろず栢談住宅展開催の件

(6)建設大臣表彰候補者推せんの件

(7)在庫図書販売の件

(8)入退会者承認の件

(9)報告事項

会計理事会

11 臼 1時半- 2 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山田主幹ほか 2 名

議事 昭和46年度収支決算について

事 業 委 員 会

見学会小委員会

2 日 6 時- 7時 於 会 館 3 階会議室

出席者松久保委員

議事(1)4月に実施した見学会の報告

(2)5 月- 7 月の見学会企画について

(3) 8月以降の見学会企画について

(4)そのほか

広報小委員会

8 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者三品副委員長小泉，木地幹事

ほか 8 名

議事(1)本年度第 2 回 ( 6 月- 7 月〕展示写真の

実施企画について

(2) 本年度の説明会実施企画について

(3) 会員の余技展実施企画について

(4)本年度の新事業企画について

(5)そのほか

若い会員の集い小委員会

9 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 永 ， 奥 尾，西村幹事ほか 9 名

議事(1)本年度事業企画と担当委員について

(2川、委員会の運営について

(3)そのほか

委 員 会

11日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣委員長，堤，三品副委員長

ほか 3 名

議事(1)各小委員会の事業報告

(2)5 月- 8 月の事業企画について

(3)本年度の新事業企画について

(4) 女子会員の増加と役員 ，委員としての事

業参加について

(5)そのほか

女性会員との懇談会

16B 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 女性会員三谷ほか 3 名，西村 ・岩

永幹事

議事(1)事業企画の意見 ・希望について

(2 )女性会員の委員会委員としての参加につ

いて

若い会員の集い小委員会分科会

18日 6 時- 8時 於会館集会室

出席者中国委員ほか 4 名

議 事 民 家 集落を訪ねての企画について

航空機工場見学会企画現地打合せ会

22日 10時- 6 時 於 川 重 岐 阜 工場

出席者 川重・岡，委員・北岡 ，事務局山国

編 集 委 員 会

編集常任幹事会

8 日 3 時- 4時 於会館集会室

出席者 彦 谷 委 員 長 ほ か 2 名

議事(1)海外写真 ・建築の眼の新執筆者について

(2) 9 月号以降の特集テ ーマの選定について

(3)特別シリーズものの提案について

委 員 会

8 日 4 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者彦谷委員長 北垣，井上，渡辺，

今元( 代理) 理事ほか16名

議事(1)昭和47年度編集委員の件

(2)6月号= 量産住宅の設備特集経過報告

(3) 7 月号= 作品特集( 仮称) 報告

(4)7月号の建築の眼 ・海外写真の新執筆者

(5)8 月号= 都市住環境へのアプロ ーチ特集

経過報告

(6)9 月号以降の特集テ ーマ

(7)特別シリ ーズもの

(8)そのほか

作品作風小委員会

8 日 6 時- 9時 於会館集会室

出 席 者 彦 谷 委員長ほか 6 名

議事 7 月号作品選定

8月号編集共同討議

9 臼 6 時- 9時半 於会館集会室

出席者松原幹事ほか

議事 8月号原稿作成

7月号作品作風検討委員会

17B 6時半- 9時 半 於 会館集会室

出席者 中山主査ほか 8 名

議 事 桂 中 学 校掲載方法について検討

技術の頁小委員会

19日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員ほか 2 名

議事(1)技術の頁小委員会主査の選出 島

(2)8 月号以降の技術の頁の企画について

8月号編集共同討議

25日 6 時- 9時 半 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか 5 名

議事 8 月号原稿作成

都市防災特集編集幹事会

26日 6 時- 9時 半 於 会 館 集 会 室

出席者三品特別主査ほか 3 名

議事 9 月号「都市防災」特集企画について

8月号編集共同討議

30日 6 時- 9時 半 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか 4 名

議事 8 月号原稿作成

住 宅 委 員 会

委 員 会

10日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか16名

議 事 第 9 回「よろず相談住宅展」の諸準備に

ついて

住宅展小委員会

23B 正午- 2時 於会館集会室

出席者坂倉副委員長ほか 6 名

議 事 第 9 回「よろず相談住宅展」の諸準備に

ついて

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

10日 正午- 2 時 於会館 3 階会議室

出席者井上委員長，伊藤幹事ほか 2名

議事(1)分科会の作業方針 ・内容について

(2)今後の運営について

(3) そのほか

委 員 会

17日 6 時- 8時 於会館集会室

出者席 井上 ・真塚正副委員長ほかロ名

議事(1)建築データシート発送費用について

(2 )外部工事「造園」の内「樹木」のデータ

シー トについて

(3 )組織表について

(4) 企画分科会よりの提案について

(5)編集分科会の作業内容と遂営について

(6)No. 38 ( 10月発行) No. 39 (48年 1月発行〉

の発行シ ー トについて

(7) そのほか

C グループ打合会

22日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岡田委員ほか 3 名

議事( 1 ) 未発行シ ート について

(2)新規発行 (No. 38) シートについて

D グループ打合会

24日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者正法院委員ほか 2 名

議事(1)新しい企画「防火耐久工事」のデータシ

ー トについて

(2)未発行 シート K ついて
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原稿執筆説明会

30日 2 時- 3 時 於 会 館 集会室

出席者初回製作所ほか 5 社，岡田委員ほ

か 2 名

議事 Nu38発行、ンートの内「防火 ・排煙 ・消火

器 具J r水処理設備」についての原稿執

筆の説明会

教 育 委 員 会

講習会小委員会

12日 正午- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出席者岩下副委員長，佐々木幹事ほか 2 名

議 制1)建築工事実務講習会の企画について

(2)建築基礎工法と 実例講習会( 地方都市)

の企画について

(3) 建築の風力係数講習会の企画について

(4)設備技術者対象「建築の知識」講習会の

企画について

(5)そのほか

企画小委員会

18 日 正午- 2時 於会館集会室

出席者山地副委員長，上回幹事ほか 4 名

談 羽1)都市災害問題・ンンポジウム企画について

(2)環境保存問題シンポジゥム企画について

(3)建築工業生産問題シンポジウム企画につ

いて

工高生教育小委会

20日 l  時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者植問委員ほか l 名

議朝日本年度( 第18回〉工高生デザインコンク

- ) レの募集規定について

(2)現場実習指導要領の作成について

(3) そのほか

コンビューター小委員会

23日 正午- 2時 於 会 館 3 階会議室

出席者 白井副委員長，加藤幹事ほか 2 名

談 事 建築構造設計プログラム ・ライブラリ議

習会の企画について

建築工事実務講習会打合会

26日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者西山講師ほか 6 名，岩下副委員長

議 朝1)受講対象者 ・定員について

(2)会期・会場について

(3)講義科目 ・講師 ・講義時間について

(4)テキスト について

(5)そのほか

エ高生教育小委員会

31 日 11時半- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者斉藤副委員長 ，上野幹事ほか 3名

議 朝1)工高生デザインコンク ーJ レの募集規定に

ついて

(2) 夏期現場実習指導要領について

(3) そのほか

法 規 委 員 会

( 4会合同)

15日 2 時- 5 時 半 於 関 包 会 館

出席者福田委員長 ，白石博三氏，岩間啓

84 

次郎氏ほか40名

議事(1)大阪市におけ る新用途地域制について

(2)  r建築基準法 ・同施行令改正，c対する問

題点、」につい て

建 材 委 員 会

委 員 会

29日 3 時- 5 時 於 会 館 集会室

出 席 者 掘 内 ，山田正副委員長ほかロ名

議事(1)正副委員長の選任

(2)繊維壁材，湿式建材のまとめ について

(3)次回検香織題について

会 勢 委 員 会

建築クラブ小委員会

25日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長尾t f . l . . 小川副委員長

ほか 2 名

議事(1)朝食会の実施につい て

l2) 運営委員の選任について

(3)そのほか

見 学
. 6.  

=  

長谷寺の参拝とぼたんの観賞・撮影会

6 日 2 時- 4 時半

参加者 20名( 当日混雑のため自由行動

に変更した)

永富部見学会

20日 I 時10分- 5 時

参加者 30名

千島市街地住宅建設工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築土会 ・日本建築学会近畿

支部共催)

26日 3 時- 5 時半

企画設計 大 阪 市

日本住宅公団大阪支所計画部

株式会社双星社竹腰建築事務所

工事監督 日本住宅公団大阪支所工事監督部

株式会社双星社竹腰建築事務所

株式会社桜井建築設備研究所

施 工 l 期 株式 会 社 大 林 組

2期 大 成 建設株式会社

3 期清水建設株式会社

参加者 40名

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

24日 正午- 1時半

於日本建築学会近畿支部

出席者 7 名

6 月以降の共催事業について打合わせ

建 築 業 務 基 準 委 員 会

10日 l  時半- 4 時半於日本建築学会

出席者谷委員長ほか15名

議事(1)建築設計援理業法案要綱の各会の意見に

ついて

(2)建築士処分基準案について

(3)そのほか

5月 の 入 会 者 ( 敏称省略)

〔団体会員 l 社〕

(岡三和 地 質
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共同研究都市の開発的保存 8

田 端 修

ロンドンの町を歩いていると ，古い街並みのなかから突然モダンな高層

ビルがあらわれたり ，新建築と古めかしいテラス住宅 ( 3 - 4 階建の速

戸住宅) とがむかい合って街路を構成していたりして面白い。新旧の建

築物が一見奇妙なコントラストを示しながら，混在し合っているという

この「現代性」はヨーロッパの古い都市では， あまり見られない光景で

あるといえよう。ロンドンは都市がつねに変わっていくものだというこ

とを，納得させてくれるような活気をもっている。

このロンドンに，ひときわ高いドームをいただくセントポール寺院があ

る。セントポー j レ寺院は 1666年の大火の後，クリストフ 7 ー ・レンによ

って再建された壮大なバロ ック大会堂であるが. -l 956年その境内の再開

発計画が樹立され着々とその建設が進んでいる。ところで， その再開発

計画もまたこの由緒ある寺院に接して，モダンデザインを対置させると

いう方法を採っているという点で. ロンドンの変貌と軌をーにするもの

である。

本釈はセントポール寺院境内の再開発計画を検討しながら，ロンドンに

おける都市景観形式についてのイギリス人の思考法， あるいはロンドン

の活気の淵源は何かといったことに思いを馳せてみようというものである‘

図 - 2  1666年のロンドン大火の模梯 Ｈ 資料 Ｓ よｾ )  
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セントポール寺院境内の再開発

。1ω

一

1蜘/卜

図 一 1 ロンドン中心部主要建築物

{ 司降込み表示。) t.，.: いもの. . 大圏分融会堂である }

第 二 次 大 戦 に よ る 破 捜

第二次大戦中，ロンドンはたびたびの空襲を受け，多くの被害をこうむ

った。空襲は 1940年から 1944年まで続いたが， この結果シティ( ロンド

ンの金融街中心地で，セントポール寺院もこのー画にある ) の建築敷地

の460エーカー( 約250ha) のうち約164エーカー( 約88ha) が被災した( 資料

l による) ほか， セントラノレロンドンのオフィスピル床面積800ha のうち .

約バにあたる 90数ヘクタールが破犠された( 資料 2 による) という。

とくに 1940年12月29 日の空襲はすさまじく ，雨のように爆弾が市中に落

とされ， 1666年のロンドン大火もかくばかりと想像させるものであった

ら し い ( 図 - 2). 

セントポール寺院も内陣の後背隊が被災し， さらに，北側のトランセッ

ト( 袖廊) に落ちて扉や床をも製した。とはし、え，寺院はその姿を厳然

とそびえ立たせたままに戦争は終った。戦争直後のシティの航空写真( 図

- 3 ) によれば， その様子がよくわかる。

アーキ テクチュラル ・レビュー誌、は戦時の 1941年 7 月号で「破壊と再建」

特集を早くも組んでいる。その序文のなかで「われわれがこうむってい

る災厄は戦前の時代が終ったということのシンボ J レとして受けとめねば

なるまい。 … ー 失なわれた価値ある建物は，混乱錯綜した都心部の再建

へのイケ ニエ として祭壇にさしだされたのであるりと余裕のある 態度を

示している( 図- 4 ， 5 )。

たしかに， セ ントポール寺院は残り，周辺の混乱した建築物がクリアー

された状態 はこれにあてはまるといえよう。

「セントポー J レ寺院近辺への爆慰による破壊は，新しい境内の予ザイン

を可能にした J ( 資料 4 ) といわれるのももっともである。

計 画 案の作成ま で

すでに 1947年 Char les Hol den博士は，ロンドン再建計画の一部として，

寺院周辺の建築計画に関する助言報告を行なっている。これは寺院周辺

の錯綜した街路の務理と同じく近辺の建築に対する高度制限を内容とす

るものであったが，笑効的な権限を与えられぬままにすぎていったらしい。

1955年，ロ ンドン市区行政機関は再びこのセントポール寺院周辺の計画

樹立を意図し，顧問団 (Advi sor y Commi t t ee )の指導のもとに，Wi l l i am 

Hol f ordに計画案作成を依頼した。

この当時，寺院周辺には戦後の復興が着々と進み，これを放置すれば戦



図 - 3 戦 争 直 後 の シ テ ィ の 航 空 写 真 ( 資料 l より )

The 

DESTR 

RECON! 山

J U L Y  1941 

/  

図 - 4  A. R. I志1941年 7 月 「 破 壊 と 再 建 J 特 集 号 の 表 紙 は 破 壊 を ま ぬ が れ た セ

ントポール寺院のドームを近辺の廃虚と対称させてとらえている 。

図 5  セントポール寺院の北側には爆撃でこのような荒れはてた岩窟ができた。

そ ニ か ら み た 寺 院 の 西 塔 ( 資料 3 より )
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セ ン ト ポ ー ル 寺 院 の 西 正 面

図 - 9 再 開 発 計 画 の 模 様ー北 側 地区を見る

( 資料 4 よ1) )

図 - 10 再 開 発 計 画 の 模 型 一南東より見る

( 資料 4 より)

図 - 11 再 開 発 計 画 の 模 型 正 面 広 場 を 見 る

( 資料 4 より)
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図 - 7 再 開 発 の 第 一 段階

う す ず み の 建 物 は 保 存 物 件， " ス タ ー デ ザ イ ン に よ る 計 聞 物 件 を 示 すa 太枠 白 地 は 現 況 の 建 物 を 示 す。

図 8  再 開 発 の 最終 段 階



前あるいはそれ以下の混乱 した市街地形成が行なわれると考 えら れた の

である 。寺院周辺地域が，大寺院にふさわしい背景を獲得するために ，

計画案は急逮作成されるこ とになった。

ロン ドン子にと ってセ ン トポール寺院は，ふっと目をあげれば視界のな

かにはい って くるロ ン ドンのシンボ J レであった。一般 の建物が寺院の第

一蛇腹 (約60フィート ) より も高くなることがほとんどなか った時代に

は， この寺院の壮大なド ーム ( 約370フィー ト) は抜きんでて偉容を示し

ていた ( 図- 6 )。

けれど も高層建築が所々方々に設け られ， ドー ムが視界から消え去ろう

とするとき，これをそ の ままにはしておけない。

セ ン トポール寺院には統ーさ れた計画 が一定のふさわしい道具立，環境

をもた らすことになると いうのは衆自の一致するところであった。 けれ

どもそ の具体的方法につい ては， きわめて多くの意見が述べられた。伝

統的な人 々は，パ ロ y ク型の左右対称の敷地計画を採用せよと迫 ったし，

周辺建物をすべてレ ンガにある いは石によって 仕上げる ことを提案した。

また戦争の被災の状況をそ の ままの形 で保存しようという人もいた。逆

に周囲を 全部クリアランスして新 しく 出発しようという案もあった。

セ ン トポ『ル境内および周辺はロ ンドンのシンボル的 な地区であるだけ

に多 くの 人が， さまざまの想、いを こめて ロをはさむのは当然のことであ

った。

W.  Hol f or dの 計 画

W . Hol f or dの計画案はつ ぎの 4 項目 を主目的としたものである。

1  ) 寺院近辺の土地区画を整理 し，現存する建物の除去および建設され

ることになろ う建物の形態・機能等についてマスターデザインを提示 す

る。 これによ ってセ ン トポール寺院およひ咳内に新い、魅力を加えるよ

うな環境を つ くり出すこ と

2  ) 境内および周辺での歩行者 と乗物 のための交通システムを改普する

こと

3  ) 大戦により失なわれた公共建物， 事務所，商庖，倉庫など のフロア

ースペースをも とに戻すこと

4  ) 開発のプ ログラムを作成すること

このう ち第 3 項は， Hol f or dの計画を現実的なものとした大きな特徴であ

る。 きさにみたよ うな多 くの アイデアが無視していたものは，こ の地区

が世界の金融中心の ひ とつ， シティに属し ，活発な商業活動を展開 して

いるところだ， という ことであった。

彼の突はセ ン トポー ル寺院の環境 だけでなく ，大商業中心の地区改造を

も含み込むも のであ った。

計画を概略的に述べると， つぎのようであ る。境内に新しく 3 つの大き

なオ ープン スペースをつく る。北側に四角形のPat er nos t er 広場，寺 院

正面にア プ ローチする Ludgat e Hi l l から視覚的につながる正面 ( 西) 広

場一一一これは角ば ったコーナ ーをもっているが，入り組んだ形を してい

る一一そして寺院南西側 の大き な不整形の芝生の広場である。 これ らに

より境内地は歩行者に開放さ れ ることになるほか，近辺から の寺院の見

え方が以前に くらべ大変 ヴァラ エティに富むこととなる 。 また，寺院正

面か らゆったりした階段 によって連絡している ペープメ ン トされたテラ

ス(Pa t er nost er 広場 ) は，これ に面する建物の 2 階に設け られる ペデスト

リア ンギャ ラリ ィにつながり， そのギャラリィはいくつかの建物の内部

を同様に くぐ りぬけ，北界の道路 Newgat e 5 t . をも安全に横断しうるよ

うにな っている 。ペデストリア ンシステムが縦横に走っているのである。

このテラ スの下には，また 2 層の駐車場があり， 上階は既存の道路と

同レ ベルになっていて，新 しく設置される各オフィスピルの駐車ス ペー

ス とな ってい るので?あ る。

建 築 群 構 成 に ついて は，お のおのの建物の高さおよび形態の設 定 に工

夫がこ らされている 。寺院に 向 き合う建物 は，寺院の軒高以下におさえ

られたオフ ィスプロ ック によって形づくられる 。 さらに北側の Newgat e

5 t . に接する部分に は20階建の板状棟が南北軸上に位置し，この東には

オフ ィスつ きのショッ ピングエリ アがある 。 これは主として近辺にあ っ

た既存商底を収容するも のであ る。 一見乱雑に配 されたかに見える各建

物ではあるが，報告書 には各建物 ごとにその位置的条件，機能，規模，

形態等につい て納得のいく説明が述べられており ，慎重な検討の結来で

あること がわかる 。

その内容は興味深いとこ ろであるが， おのおののプ ロックに ついてはこ

こでは省略 し，彼がその前段に述べているデザインポリシーについてそ

の概要を示 しておきたい。

とは いっ ても ， シティはたえず発展変貌し ， そのなかで入り組んだ街路

構成とまわりにひしめく建物のため， セントポール寺院の全体の姿をと

らえる場所 li ｾ、まや残されていない 。 なおかつ寺院の平面型は東西 軸 に

対称ではあるが， その背景となる建築鮮はどこから 見ても 対称にはつく

られていないのである 。 ここに ロー? の サ ンピ エ トロ寺院やワシン トン

の議事堂の正面のようなパ ロ ック的デザ イ ンをつく り出 すこ とは， ほと

んど無理であるし，この地区の条件にふさ わ しいともいえない。

セントポ ール寺院をその近辺から見ょうとするときは，背の低い建物群

の頭からその一昔I1が見えたり ，建物のすき 聞からドームや塔の一宮I1がと

らえられるということでよいというわけである 。彼は ここにバ ロック的

な固定的ヴィスタをつくるよりは ，境 内やその近辺を動きまわる人々に

多様な視点をつくり出すことを課題の解決法としている。

また ，高層建築の増加 により寺院のシルエ ットさえ見えなくなるという

事態に対 しては ，敷地 いっぱいに許容高さまで建てあげるのでなしと

きには限度をこえ る高さでも許可 して ，異 なる高さで，種 々の輪郭とい

うポ リシーを提案してい る。こう すれ ば背の高い 聞からでも ，向 こうの

シルエ ットが浮かびあがる 。 テームズ川の向こ う岸からでもセン トポー

ル寺院のシルエ ッ トをとらえる こ とができようというのである 。

以上のようなポリシーにたてばシティにおける活発な建設活動 による床

面積の増加 をも受け入れつつ， セン トポール寺院にふさわしい周辺環境

をつくり出しうるわけだ。 これがさきに示した境内の再開発計画のデザ

インの原理な のである。

おわりに

都市 は当然変化 していくもの，建築物 もまたしか りという認識が根底に

あって ， このセントポール寺院周辺地区の計画は成功 に導か れつつある

といえ る。 すでに 計画は実施 に移さ れてい るのである 。

セ ン トポール寺院の見え 方 は時系列的 に変化 してきた のであり，現代の

英知を集めればここに新しい景観 をつくり 出すこ ともでき るのだという

確信が，彼の報告書には流れている。

われわれは西欧の都市の完成されたかの ご ときすがた ，固定してどう に

も変化し得ないような 閉塞的状況 をついつい誇張しが ちであ るが， たし

かに彼らにとって， そういった世 界で古いもの を新 しいものにおきかえ

るのは容易な こ とではないだろう。

セ ン トポール寺院のケースは， たまたま周辺の多 くの建物が破嬢 され た

という条件にあったわけだ。 こういった契機 をとらまえて新 しいものと

は何かが其剣に考察され， そこで縫示 された理念 が都市一般 へ もひ ろま

っていくとい った文脈は，文頭にのべた現代ロ ンドンのダイ ナ ミズ ム と

一連のものではないかと考える 。

そう考えると ， アーキテクチュラ J レ・レビュー誌がはやぱやと「破墳と

再建」特集を組んだ底流がわかってく るよ うだ。 彼 らはいついかな ると

きでも執ように都市や建築 の将来 を見 はるか そうとしている。その執念

には学ぶべ きことどもが多 そうである 。

資料 J rT he  Lost  T r easur es of Londonj  (Wi l l i am Kent，1947)  

資料 2 rT he  South East  S tudy  j  (H MS O， 1964)  

資料 3 rT he  Ar chi tectural  Revi ew， J ul y  1941j  

資事f 4 rTown Des i gnj  (Freder i k Gi bberd，1959)  

資料 5 rS t.  Paul 寺院の境内に関する London 市区行政機関への報告白J

(Wi l l i am Holf ord 箸. 1956年 3 月京都市企画主幹室海外翻訳資料)

資料 6 rAn Out l i ne of European Ar chi t ect ur ej  (Nikol aus  Pevsner.  1963)  

( た l; f たおさむ 生活ｾｾ ｦｉ 学研究会会只 Ｉ
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三主主

同 田 設 計 事 務 所

所 長

三主三

月
田

盛包 =士主

主 主 口

代 表 0792 ( 22)  7  1  2  6  

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電話

直通 0792 ( 24)  9  0  1  2  

干 670

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役
赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 1 2  3  ( 瑞穂、ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮

株式会社浅野建築設計事務所

代表取締役 浅 野 真 澄

本 社 ⑤ 5 4 3  大阪市天王寺区域南寺町9-27 カトウビル T  E  L06 (768)0201番( 仰

T E L 0 6  (768)1870番

高津分室 <!ii> 5  4  3  大阪市天王寺区東高津町13- 11 八 竹 ビ ル T  E  L  06 (768)0  2  2 6番

奈良分室 ⑤ 639-02 奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 下 回 2 5 6 番地 T  E  L0745 (77)  7805番
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株式会社束建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋3- 67 7 チスビル 電 話 ( 358) 5598 ・3497

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役 荒. 木 芳 邦

大阪府池 田市鉢塚 2 丁目 8 番 2 1号 電 話 0727 (61) 8  8  7  4  ( 代表)

株式会社 井上達明建築事務所

代表取締役 井 上 達 明

干530 大阪市北区鶴野町 5 1番地 (安田ビル) 電話 06(372) 2  8  2  1  

$  
額井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

干550 大阪市西区京町堀 1丁目 38 千 島 ビ ル 電 話 大 阪 06 (443)  7338附7325

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 伊 東 正 也

取 締 役 竹 原 永一郎

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 り 2 - 6 清光 ビル 電 話(562) 4  3  4  3  - 4  

株式会社池田宮彦設計事務所

代表取締役 池
田

日召

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町3番 町68番 地 電 話06(761)0360・06(762)0396・06(762)5551
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所務事築建

-E

・
E

・--

-
-
-
-
-
-
-

E

E

，/ 

石

06 ( 779) 9491 - 2  

03 (946)5431- 2  

官

官

三

宏

電

電

寛石 川

石 川

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 1 1 - 9

所務事計設泉株式会社

耶

郎

アじ

達

長 谷 川

宮 川

代表取締役

代表取締役

電話 251- 7  6  9  1  (代)大 阪 市 南 区 横 堀 7 - 4  ( 新田どル )

泉沢建築設計事務所株式会社

史哲沢泉
代表取締役

電話 06(364)9071- 2  
オオシマビル大阪市北区真砂町48- 1

今西建築デザイントム
株式会社

雄茂西
A  

7  
代表取締役

T  E  L  541- 3  0  5  1  - 3  大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  

入江三宅設計事務所
株式会社

..illL.. 

日

電話 501- 0  2  8  6 附

電話 271- 0  2  5  7  

... ー・h

ニ己

東京都港区芝西久保桜川町 2 8  (第 10森ピル)

大阪市東区本町 1 - 24( ニュー ホンマチビル)

代表取締役

浦 辺 建 築 事 務 所
株式会社

良R

大阪市北区梅田八番地 ・新 阪 急 ビ ル 電 話 大 阪 (341) 1  7  2  7 ・1 6 8 0  

東京都千代田区平河町 2 - 7 塩 崎 ビ ル 電 話 東 京 03(263)  9  7  5  6  ( 代)

太鎮辺浦
代表取締役
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⑧ 
株式会社栄和設計事務所

取締役社長 小 泉 善 重

本 社大阪市福島区堂島浜通 4 丁目 14 T E  L 大阪 (452) 1651 - 3  

株式

会社
海上静一建築事務所

代表取締役 海 上 静

本 社 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 ( 中博ビル) 電話大阪06(261 )4428 - 9  

三重分室 三 重 県 津 市 船 頭 町 2 0 4 4  電 話 津 0592(28)9 6 2 7  

環境事業計画研究所 Ｈｾダ造園地域細野 斤 Ｉ
Institute of Envi ronmental  Programmi ng and Pl anni ng 

代 表 取 締 役 吉 村 元 男

大阪研究所/ 大阪市東区内淡路町2- 16 恵ロビル 4 F 06- 942- 4  5  7  7  

京都研究所/ 京都市中京区蛸薬師堺町上ルみよいビル 2 F075- 221- 1017 

大阪研究所 所 長 : 東 集成 京都研究所所長 : 村 田 邦 雄

大 山雄 三 ・青 木保 次郎・ 芝 原 幸 夫 ・古 田恭 一 ・葦 津 拓 実 ・服 部 保

Ll コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 - 1 5 5 ( 新山越ピル) T  E  L  06(448)0178 ・2408

去を小林得志建築事務所

代表取締役 林 得

士

山

山

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤田ビ ル内 電話 ( 341) 5  6  5  8  (代)

建 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 輸 町 2 番 3 7 号 電 話 (0822) 28- 2  2  7  1  

92 



園町
観桜井建築設備研究所大阪事務所

常務取締役所長
福 田 鋼

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 50(第 2富士ビル) 電話06 (443)789l ( 代)

本社 ・東京都千代田区麹町 4 - 2 一 7 ( 大森ビル) 電話03 (265)7826(代)

東京事務所 名古屋事務所

九州支所 ・岐阜支所 ・北陸支所 ・神奈川支所 ・東北支所 ・北海道支所

回
一
一
一

式

社

株

会
座 建 築 事 務 所

代表取締役 徳 永 恒 夫

専務取締役 音 岡 凡 夫

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 4 - 33 (06)443- 0051 

支 社 福 岡 市 中 央 区 鳥 飼 1 - 3  - 49 

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971- 2  2  5  5  ( 代)

@  株式会社 Bfg 和
ヨ員又パd

計

代表取締役社長
岡 本 行 主Eコ主

設 計 ・監 理

代表取締役専務
林 日住 夫

大阪事務所 大阪市西区西長堀北通1-8 四ツ橋ビル T E L代表 532- 3421 

神戸事務所神戸市五合区八幡通 5 - 6 久f恵ビル T  E  L078- 251- 0651 

高木建築デザインスタジオ

所 長 高 木 茂 雄

大阪市南区心斉 橋 筋 一 丁 目 ー の 二 心 ー ビ ル 電 話 大 阪 ( 06)252 ・8355

356 

i  
株 式 会 社 田 中 建 築 事 務 所

小 西 矢 立 二 方 乏 守 才 〈 仁 刀 仁 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話 (2日) 9301代表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211) 4  0  3  5  

大津 事 務 所 大 津 市 梅 林1丁目4番目号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4番
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株 式 会 社 大
建

=. J 1"  

員又 言十

取 締 役 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

夫

郎

郎

太

五

慶

徳

大

橋

嶋

原

高

西

千

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 ( 441) 9351聞

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 (441 )9351聞

東 京 本 社 東 京 都 港 区 新 橋 1 丁目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新 橋 ピ ノ レ ) 東 京 ( 572)459日刊

名古屋事務所 名古屋市中区栄4丁目 6番15号名古屋日産生命館ピル 名古屋 ( 261) 8531附

九州 Ｇ ｊ ｾ 務所北九州市小倉区魚町 Ｔ 丁目 Ｓ 番 Ｘ 号 Ｈ 九源ヒソレ Ｉ 小倉 ＨＵ Ｒ Ｉ 4285f何

分 室水，: ，¥ ， 大 分

株式会社竹内建築事務所

代表取締役

代表取締役

内 藤

林

真

茂

大 阪市南区長堀構筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル) 電話 ( 211) 2706- 8 番

ム 株式会社 地域計画・建築研究所

所 長
輪 泰 司

本 社 事 務 所 京 都 市 左 京 区 下 鴨 上 川 原 町69番 地 積 物 園 電 停 前 T E L  075 (711 ) 2161拘

束 京 事 務 所 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 舟 町 14番 地 博 友 ピ ル T E  L  03 (591 )  0  6  8  2  

株式会社翼建築設計事務所

代表取締役

自

白ヨ 中 繁

本社・大阪事務所 大阪市西区靭1- 130(布亀ピル) T  E  L06- 441- 2288・9595

京都事務所 京都市下京区五条通室町東入( 木村ピル) T  E  L075-361-8622 

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 48  <<!!>541 電話 06 (202 )  3  6  2  6  

事 務 所 所 在 地 東 京 ・ 名 古 屋

株式会社東畑建築事務所

代表取締 役 東 畑 謙

実 阪 事 務 禁 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)20日 391

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ピル) 電話 東京 (03)581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビル) 電話名古屋 (052)571-8471 

北 九 州 支 所 ・ 大 分 支 所
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名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所

所長 井 上 正

名古屋市中村区格町 4 - 28( 国鉄会館ビル) ⑤453 屯話! 訟jzjz;; (砧)

株式会社内藤建築事務所

代表取締役社長 内 藤 資
申

d じ，、

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話 075 (781)  6195代

事務所・出張所 青 森 ・仙 台 ・東 京 ・松 本 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 京 都

滋 賀 ・奈 良 ・ 大 阪 ・四 国 ・福 岡 ・大 分

株 式 会 社 日

取締役社長

建

三n

芭叉

塚 本 猛 次

言十

大 阪 市 東 区 償 堀 2 丁目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

本 社大阪市北区梅ヶ枝町81 ( 大阪弁護士ビル ) 屯話 (06)364- 8301 ( 代表)

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 1 1番 2 1号 電話 (03) 408- 8  4  7  7  

( 乃木坂マンショ ン 6 0 3 号)

株式会社彦谷建築設計事務所

代 表 取 締 役 彦 谷 邦

大阪市東区高麗橋 3 - 3  9  ( 柳湖堂ビル) 電話 231- 2810 ・7634

株式会社福永建築設計事務所

代表取締役

専務取締役

福 永

福 永

薫

健 ‘ ー

大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 ノ 6 1  電話 (06) 251- 3102 ・5189
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m 株式会社宮後建築事務所

代表取締役

r よ 噌

目 後 健

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 - 3 5 電話 772ー o1  6  5  ( 代表)

分 室 大 阪 椎 寺 町 ・ 大 阪 横 堀 ・ 大 阪 本 町 ・ 茨 木

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

野 藤

忠

豆三

にコ

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

う民
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371(大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 屯 話06(943)1371(大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 3 番 地 電 話03 (261)  5101 ( 代)

名古屋事務所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 4 番( 日本生命ビル) 電話052(961) 1861 ( 代)

神 戸 事 務 所 神 戸 市 生 国 区三宮町2丁目 18番地( 阪神相E ビル) 電話078 (321)1533( 代 }

九 州 事 務 所 福 岡 市 渡 辺 通 3丁目 6番地 (福岡フコク生命館) 電話092 (75)' 3  5  6  8  

ω  株式会社 U. A . 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

上 田 良 治

浅 井 潤

大 阪 市 東 区 谷 町 5 ー 3 0  (新野村ビル) 電話 768- 2  9  4  1  - 2  

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳ビル) 電話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株式会社吉田建築事務所

取締役会長 田 信 武

治 誠 次
取締役社長

佐

大阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹ビ ル) 電 話 (538) 2991 代 表
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暑中お見舞申し上げま す 昭和47年盛夏

建 設 業 者 有 志

車電昼

株式会社
車

問 木 建

=ル

員又

( 旧ブルドーザー工事株式会社)

取締役社長 青 木 益 次

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L 0 6 (458)  5851 

東 京 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 - 17 - 3  T E L  03 (407)  8511 

大 阪 支 庖 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E  L  06 (458)  5851 

⑬ 

式

社

株

会 ?蚤 沼 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

本 底・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 庖・東京・名古屋 ・札幌・仙台・福岡 ・広島

営業所・秋田・岩手・水戸・千葉・立川・横浜 ・新潟・北陸・静岡・岐阜・長野

三重 ・奈良・京都 ・郡山・和歌山・神戸・岡山・高松・徳島 ・高知 ・熊本

(l) 

株 式 立 区 一 一 - - r 菖ｾ
会 社 *'1 r グ 7 : / _ L  A方

取締役社長 新 昭

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

支庖・東京都千代田区猿楽町二丁目 一番 十 四 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

営業所・名古屋市中区大須四丁目一番七一号( 時計ビル) 電話 名古屋 (262) 1725 番

神 戸 市 灘 区 倉 石 通 一 丁 目 二 電 話 神 戸 (87)  6119 番

所

。。 株式会社
あ め り か 屋

取 締 役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

• 安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支底長 村
田隆 次

大阪市福島区上福島北通 1 - 17 - 1  電 話 代 表 453 - 2190 

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 州 四 丁 目 七 番 地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島

営業所・千葉 ・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸・沼津・札幌; 宇都宮・北九州・熊本

97 



98 

。

ｲｴｾ 、

、家J

@  

@  

間

e  

株A京、

式

井 上 組社

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市生 田 区 加 納 町 三 丁 目 二 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

株A五、

式

A  1  西 組社

取締役社長 A  7  西
三育宮全a守t  ア

雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06( 772) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03(354)0581- 5

営 業 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー 電 話078(331) 6 0  6  0  

埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番 地 電 話0429(22) 0180 

株A話、

式

大 林 組
社

取締役社長 大 キ本 芳 良B

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3の1 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 7 5 番 地 電 話 大 代 表 (941) 0861番

支 庖・札幌・仙台・横浜 ・名 古 屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・高松 ・福岡

株式会社

奥 キサ 手E

社 長 奥 村 {変 夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 札幌 ・仙台 ・東京・名古屋・大阪 ・広島・高松 ・北九州 ・福岡

鹿 島 建 設 株 式 会 社

会 長 鹿 島 守 之 助

取締役社長 渥 美 健 夫 常務取締役大阪支庖長 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話東京 (404)3311 ( 大代)

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七一( 瓦町ピル) 電話大阪 (203)  3  3  8  1  

雲 主 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 本 田

:C，l)、

引芯

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  ( 代表)

本 庖 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫 路 (23) 2021(代表)



① 

⑨ 

⑨ 

ｾＸ＠

ゐ

画

株 式 会 社 主足 畿 建 設

代表取締役 )  11 崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪06 (532)0081(代)

滋 賀 支 社 滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東町岡 1 9 3 の 1 電話 07755 ( 2 )  1361- 2  

株 式

会 社
熊 谷 組 大 阪 支 庖

専務取締役支庖長 泉 治 郎

大阪市都島区片町 2丁目 1 0番 5号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 庖 札幌 ・仙台 ・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・横浜 ・名古屋 ・広島・四国 ・福岡 ・那覇

株 式 会 社 小 坂 井
組

取締役社長 小 坂 井 正 夫

本 社 大阪市北区太融寺町五六番地 電 話 代 表 (311) 9  3  3  1  

営 業 所 京 都 市

出 張 所 東 大 阪 市 ・ 和 歌 山 市 ・堺 市

株 式 会 社

取締役社長

鴻

鴻 j也

池

藤

組

本 庖 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島・松江 ・仙台 ・高松・横浜・札帆 ・神戸 ・京都

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町 4 丁 目 3 電 話 ( 06) 302 - 1551代 表

尼 崎 市 東 宮 松 字 道 水 7 6 6 の 1 番 地 電 話 ( 06) 427- 9631代 表

神 戸 市 葺 合 区 八幡 通5丁 目 6番地( 松井ピノレ) 電 話 ( 078 ) 2 2 - 6  2  9  3  

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号 電 話 ( 0722) 2 - 5  4  2  3  

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町1- 18( 共同ビノレ) 電 話 ( 03 ) 253- 4455代 表

佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・ 常務取締役大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社・東京都中央区日本橋 本町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331 (大代 )

大 阪 支 底 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (20幻7221 ( 代表)

支 庖 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 広 島
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京

都

口

槻

文

T E L  

T E L 東

T E L 京

T E L 川

T E L 高

下

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 4 3 1

東京都港区西新橋 2 丁 目19番 1 号

京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル

川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  

高 槻 市 芝 生 町 5 の 2

ん

J

，ぺ

i

代表取締役

本 社

東 京 支 庖

京都営業 所

東 京 工 場

高槻工作所

島藤建設工業雲霊大阪支唐
⑮ 

治

男

康

光

田西

樽

常 任 顧 問

関 西 駐 在

1  1  5  (403) 1  

( 372)  

東京

大阪

田

話

話

電

電

1又

東京都港区赤坂 8 丁目 5 番34号

大阪市北区茶屋町 3 1番地の 2

吊?支

社

庖

本

支 6 0 0  1代表

社
必
ず

A
式株設建水清

高己I也野
長ネ土

ノ町

，.._ 

3i  区央中者E
{

口

小
東社本

大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌

イゑえ建設株式令必

庖支

• 
武

大阪支庖大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ピル2号館) 電話 (202) 代表7421番

本 届 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

山常務取締役大阪支庖長

組

J : : t 

1司銭

式

社

株

会。
之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 臼31番( 大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・ 秋 田 ・ 盛 岡 ・ 前 僑 ・ 新 潟 ・ 千 葉 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 津 ・ 京 都

神 戸 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 松 山 ・ 松 江 ・ 北 九 州 ・ 熊 本 ・ 長 崎 ・ 大 分

輝
古

同銭
取締役社長

本 庖

支 底

営業所

設 株 式 会

取締役社長 山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和 阻 町T 1 番 J地也 q氾Zふ訓可 ( 2幻13幻) 大 代 0 5 5 5  

大 阪 府 南 河 内 1郡耶美原町守行T 生 8 1 0 一 1 ｾ氾巳

耳来ミ京者都I目5千 代 凹 区 神 回 峻 f戸河百可iI T台， 2 の 9 f氾包訴 ( 294ω) 大 代 4 3 1  1  

名古屋市中区量錦品削1丁 自 2番 11干号予( 岩 l凶日 ピ Jルレ) ｾ氾立疏 ( 211 )  代 5 4 2  1  

広 1μ斗 市 2山;討I 士 凡 H町I汀f 1口1 番 4 -C号矛(1/川iI川1I ピ Jルレり) ｾ氾巳 Ｓ話吊 4  4 一 0 2 1 0  

福 岡 市 中 央 区 天 神 3 丁目 3 番11号( 新機府ビル) 氾 話 7 6 - 5 3 3 1  

那 覇 市 松 山 1丁 目 13得 地 の 7( 八 坑 洲 ピ ル ) ｾ｛ｕ 吊 6  8 ー o 4  7  0  

仙 台 市 国 分 町 3 丁 目 4 番 20号 ( 浦 和 ビ ル ) 氾目指 ( 0222 ) 61 - 2411 ( 代 )

千 葉 ー横 浜 ・ 立 川 ・京 都 ・ 滋 t，. 神 戸 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ーl凋 山 ・鹿 児 J斗

社建末大

本 社

量失 M 蒋I1

東 京 支 府

名 古 屋 支 l宵

広 Jゐ 支 府

九 州 支 所

沖 縄 支 府

仙 台 支 府

営 業 所

。
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• 大 成 建 設 株 式 会 社
耳託 料' i Ｑ ｾ＠

干上 Lk  

'i;1務取締役

取 締 役

文 J，li Lξ  

治

治

郎

:

=
一

話
口

幸

=
-

紳

村

室

南

北

氷

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 2丁目 5番11号 T E L東京 (567)1511大代表

大阪支庖 大阪市東区本町 4 丁目 2 7番地 T E L大阪 (262)1131大代表

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・横 浜 ・福 岡 ・ 高 松 ・新 潟 ・仙 台 ・札 帆

大 日 本 土 木 目 大 阪 支 応

関 西 駐 在 常 務 取 締 役 山 田 豊

常 務 取 締 役 支 庖 長 高 木 政 夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 06( 341 ) 代 表5931

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 T 目35 電 話 03( 268)

本 庖 500 岐 阜 市 六 条 1 4  8  3 番 地 5 電 話 0582 ( 72)  3  1  

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州

営 業 所 神 戸 ・ 京 都 ・奈良 ・滋賀・和歌 山 ・上六・岡山・広島・ 宮 崎

熊本・静岡 ・長野・中海) 1 1 ・三 重 ・横浜・多摩 ・千葉・仙台

パP、
てV

株 式

会 社 tt 中 工 務 庖

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・横浜 ・千 葉 ・静 岡 ・名 古 屋 ・ 富 山

京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 北 九 州

⑧ 
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

常 務 取 締 役 支 庖 長 勝 田 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三 号 電 話東京 (262) 3411 ( 代表)

⑪ 

東 漆 興 業 株 式 含 祉 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 中 西 小 一

実震E22 小松英二

本 社東京都千代田区丸の内 3- 4- 2 日石 ピ ル 電 話 東 京 (212) 3 2 6 1

大阪支庖大阪市北区梅田町 2 7 サ ン ケ イ ピ ル 電 話 大 阪 (343) 0  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌

@

 

戸 田 建 設 さ ま 大 阪 支 底

常務取締役支店長 加 納 秀 雄

大阪市東区本町 3 丁目 27の 1 ( センパ ・セントラルビル)

電話 (252) 6311( 大代表)

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 名古屋 ・札幌・仙台・関東 ・横浜・広島・福岡
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I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J 苫

常務取締役支庖長 水 脇 準

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 大 阪 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

電 話 東 京 (263) 3  1  5  1  ( 大代表)

@  
明日をささえる

西 松 建 設

大 阪 建 築 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支庖長 島 田 勢 喜

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

輸
日 東 建 設 株 式

之Z 為三
社

取締役会長 長 久 保 イ変 夫

取締役社長 石 津

ー ム ー

良rsノ、

取締役支庖長 本 j畢 平 八 郎

本社 102 東京都千代田 区平河町 1丁目 4 番地 9 電話東京 03 (265) ( 大代表) 4281番

支庖 530 大阪市北区末広町12番地( 新末広 ビル) 電話大阪 06 (351) 代 0 6 2 3 番

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

社 長
生 田重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 6  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 広 島 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

鵬帝役社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二丁目 九 番 地 電 話 (202) 代表 4 7 9 1  

東京支西 東京都千代田区大手町二丁目一番一号 電話 (241) 代表 4 1 7 1  

@  

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 応

専務取締役

常務取締役

支 庖 長

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二丁目 七 O 番 地 電 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

=士ご

Eコ
村

キ申 音E

幾 蔵

節 男

本 唐 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1111番( 大代表)

支 庖 ・東京 ・大阪・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札幌 ・広島 ・高松 ・海外工事局
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阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

@  

話 ( 341 ) 5445附

電 話 078( 851 )5362

電 話0798 ( 41 )4908

電 話 ( 412) 1 8 6 6  

電 話0734 ( 36) 0231

電 話0862( 24) 6689

正

大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地

神 戸 市 東 灘 区 御 影 本 町 2 - 18 - 1  

西 宮 市 甲 子 園 高 汐 町 2 - 29 

尼 崎 市 昭 和 南 通 3 - 26 尼 崎 松 本 ピ ル 内

和 歌 山 市 3 番 丁

岡 山 市 鹿 田 町 1 丁 目 4 番 9 号

芦 屋 ・ 京 都 - )1 1 西 ・ 寝 屋 川

原藤
取締役社長

本 社

神 戸 支 庖

西 宮 営 業 所

尼 崎 営 業 所

和 歌 山 営 業 所

岡 山 営 業 所

出 張 所

飛 騨 建 設 株 式 会 社@  

泰信I尽清
代表取締役

3 6 3 - 1 7 4 1 代 表電 話 ( 06 )  大 阪 市 北 区 富 田 町 3 8 番 地ネ土本

工業アマ少
らひ米未

司島

15 

広 島

ン ノ マ ウ

文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 ( 345 ) 代表 7 6 7 1  

本 社・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪

九 州 ・ 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ

カ ロ

貝古常務取締役大阪支庖長

ロ

社

サ

A

令

官

郎

ス

式

カ

株

= ル

員又建

-・・・圃・

-
不

z  
五

口

大阪市西区阿波座上通 4 丁目 8 <<!I> 550 電話大阪 (06) 541- 5534代表・9301代表

東京都新宿区西新宿 4 丁目 5 番 2 号<<! I > 160 電話東京 (03) 377- 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目 11番 17号<<! I > 460 電話名古屋 (052) 321 - 8  4  8  1 代表

大 垣 ・京 都・神 戸・広 畑 ・博 多 ・大 分

口山取締役社長

社

庖

本

支

出張所

社

必

ず

日
式株設建動不

④ 
1券

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目 3 0 番 地 電 話 大 阪 ( 201 ) 1121 

東 京 都 中央 区 銀 座 4 丁目 2 番 1 6 号 電 話 東 京 ( 567) 1751 

北 海 道 ・仙台 ・千 葉 ・横 浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・九州、|・ 大 分

岡 山 ・福 岡 ・長 崎 ・山 口 ・水 戸 ・姫 路 ・高 崎

里子庄
取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖

営 業 所

応務工木藤

式

社

株

会

@  
鍛
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木

本 社

大阪本底 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・電 話 大 阪 06( 942) 1461 (代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・電 話 東 京 03( 357) 1611 (代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 ・電 話 倉 敷0864( 22) 3330 (代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878( 51) 7272 ( 代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 ・電話京都 075( 311 )4131 ( 代)

出張所 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・静 岡 ・岡 山・ 新 居 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・ 熊 本

藤
取締役社長



+  

③ 

。

⑥ 

@  

@  
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真柄建設株式会社大阪支応

取 締 役

支 庖 長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 3丁目 12番 地 電 話 大 阪 (06) 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 l 番地 電話東京 (03) 263- 1211(代表)

支 庖 ・ 営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・金沢・富山 ・福井・京都・大津・神戸・新潟

前田建設工業株式会社大阪支庖

常扮取締役支町長 島 田 光 富

支 庖 大 阪 市 東 区 七 日T 2 丁 目 7 番 地 電 訴 大 阪 (942) 1301  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 且l区富士見 2丁目 10番地の26号' Il : i : ，i ，I; -東京 (265)5551番( 代表)

株 式 会 社
松 村 組

取締役社長 松 村 雄

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 空 心 町一 丁 目 七O 昏 地 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

支 庖・東 京・名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台・広 島・福 岡

-
-
-

井 建 設 25 大 阪 支 庖

ｭｦｾ 収締役 が「

支 庖 長 川
内 慶 久

大 阪 支 庖 大阪市北区中之砧 3 - 7(三井ビル 2号館) 電話大阪 (443) 代表1321

本 社東京都中央区日本総室町二 ノー (三井ピル) 屯約束京 (270) 大代表8651

支 庖 東 京 土 木 ・ 東 京 建 築 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

株式会社
キナ 上 工 手寿 庖

取締役社長
村 上 秀

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3丁目 16番地の 16 T  E  L  (372)2 9 2 4  

営 業 所 東 京 ・神 戸

村 本 建 設 株 式 会 宇土

代表取締役社長 キオ 本 丘藍三包.  局司

本 社奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電 話 大 和 高 田 (55) 1151(代表)

大阪支庖大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9  電 話 大 阪 (779)1571(代表)

東京支庖 名古屋支庖 福岡支庖

電 話 東 京 (265)5851刊 電話名古屋 (241)1511刊 屯 話 福 岡 (74)0119 



⑮ 

。

⑩ 

① 

@  

⑮ 

望 月 建 設 株 式

芝〉

社
プエヨミ

取締役社長 望 月 太 良E

本 社 大 阪 市北区堂島上 1丁目 18 電話大阪(344) 8  6  5  1  ( 代表)

工 作 所 豊 中 市 小 曽 棋 4丁目 9 0 0 電話 (332) 4  8  3  1  - 2  

豊 中 倉 庫 豊 中 市 島 江 1丁目 1番 7号 電 話 (333) 7  4  3  
。

株式会社 森 組

取締役社長 森 幸 治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支庖) 東京 ・名古屋 ・奈良 ( 営業所) 和歌山・尼崎・神戸・岡山

株式会社 森

代表取締役社長

オて

;;f;木

本

本 光 男

組

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町三番地の 18 電話大阪06(779)145l( 代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営 業 所 松 江 ・神戸 ・高松 ・奈良 ・和歌山 ・新潟・横浜

株 式 会 社
盛 工 務 庖

代表取締役 」日工完且. 道 雄

本 社 ・大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿ビ j レ) 電話 (364) 1581(代)

営業所 ・神 戸 福 岡 西 呂

矢 島 建 設 株 式

之〉

社
エ三

取締f支社長 矢 島 浩
一
一
一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電話 東京 (572) 代1436

大阪支庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電話 大阪 (271) 代5837

? ? 社長 仁 平 信 也

支庖 ・営業 所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

株式含社米国工務底

取締役会長

代表取締役

田 治 郎 兵 衛

田 良 男

本 社 大 阪 市天王寺区 逢坂上ノ町 7 T E L 大阪(06) 771- 7771代表
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暑中お見舞申し上げます昭和47年盛夏

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

@  

車

問

門
盛 建 材 株 式 社

取締役社長
青 盛 繁 男

本 社 広 島 市 鉄 砲 町 5 - 1  6  T  E  L  21 - 2  2  8  1  

営 業 所 福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関

小
川

Y

日 本 電 気 硝 子 側 代 理 宿 営業品目 鉛硝子・ガラスプロック ・光り壁

側各務クリスタ J レ製作所代理庖 ゲージグラス ・レンズ ・サンストップ

ぐ〉

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

表取締役 伊 勢 谷 圭 作

井 上 窯 業 株 式
ふ
一

A
社

代 表取締 役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  (代 )

営 業 所 豊 中 ・奈良 ・寝屋川

• 株 式
A

Q

E

 

社
梅 彦

代表取締役 松 永 彦 太 良R

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 ( 43)  6  1  4  9代

寝 屋 川 工 場 寝 屋 川 市 河 北 一 番 地 電 話0720 ( 21) 4  3  3  8代

大島応用化学工業株式会社

代表取締役社長 田 中 政

東大阪市新庄 114番地 06 (782)  4171- 3 ・6 7 3 4 - 8

東京 ・横浜 ・名古屋 ・四日市 ・広島

宇部 ・大牟田 ・高松 ・新居浜
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⑦ 

。

。

製 品 名

アスフアルトルーフィング

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラス在主材とする壁画織成・立体構成)

開 Ｘ タｾ J f ，翁舎

大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル) 電話 (443)  9  1  3  1  ( 代表)

京 A ZU i 報 誌 宣 担

代表取締役 木 村 悦 也

本 社 540 大阪市東区上町13番 地 電 話 (06)761- 6  9 2 1 番

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・福岡 工 場 ・八 尾

電気、計装・空調・土木

近儀電急エ季妹夫合絃

取締役社長

今 元 康 彦

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電 話 312- 1  2  8  1  ( 大代)

ライオン印 年 限 仕 様 に よ る ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

アスフアル ト フ ェ ル ト 一一畠ｾ r _ w 

特 殊ルーフイング 株式会社 l 属 4 十

A 絶縁用ルーフィング ーーー ・

大阪アスフアルト事業協同組合

B ベース用ルーフィング

C ミネラルルーフイング 大阪市城東区西嶋野 6 丁目 4 3  
大阪市城東区西嶋野 6 丁目 43(工盛社内)

電 話 大 阪 (961) 4  4  6  0  (962)  1  2  8  8  

D エプロンルーフイング 電 話 大 阪 (961) 4  4  6  0  

。

‘匂‘、

(962)  1  2  8  8  

アルミ流し台、フレ

三協アルミニウム工業株式会社大阪支届

取締役支庖長
川 中 正 道

本 社 ・ 工 場 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0 電 話0766- 22 - 5030 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭1・123( 近 畿 富 山 会 館 ) 電 話 443- 9601- 7  

建築・金物総合メーカー

i宣 昼 霊 園 産 業 株 式 会 社

取締役社長
渋 谷 幸 雄

本 社 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 52 電 話 大 阪 (211)一733持。

支 唐 東 京 都渋谷区千駄ヶ谷 5- 16 電 話 東 京 (356) -7671間

営 業 所 札 幌 ・ 名 古 屋 / 出 張 所 高 岡 ・広島・福岡
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著書

嗣

層別

浬

ｾ＠

，園、

FLl NTKOTE 

、回J

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所

フリントコート施工販売部

部 長 栗 山 和

本 社 大 阪 市北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  電 話 大 阪 ( 343) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2 - 7 6 電 話 大阪 (303) 7 1 3 1 代 表

事 務 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

神 東 塗 料 株 式 会 社

会 長 山 口 由 美

社 長 川 崎 政 夫

本 社 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 - 1 0 - 7 3 電話 429- 6261 (大代)

東京支庖 東京都中央区八重洲 3 - 3( 八重洲口会館) 電 話 272- 4011 (大代)

新日本空調株式会社大阪支応

支庖長 堀 田 雅 邦

大阪支庖大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ビル) 電話大阪 (344) 6031 (代)

本 社東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第2別館) 電話東京 (279)5671 ( 大代)

住
ｾ唱

タ イ ム ス

株式会社 日本住宅タイムス社

代表取締役
ネ直 田 泰 ヲム

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 8 4 電 話 06 (231 )  1  4  4  1  - 3  

須 賀 工 業 株 式

ｾ＠
社Z 玄

取締役社長 ヲ頁 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電 話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東京・大阪・名古屋・京都・神戸 ・福岡・千葉・横浜・広島 ・高松

キ青 研 ;令 機 株 式 之ｾ込 2  
ネ土

取締役社長 木 内 清

専務取締役 和 田 正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンター ビル ) 電話 768・5031刊

東京営業所東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5号( 九段ピル) 電話262 -3241附



CID 

d 冬、

、宇7

マ

。

φ  

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖長 大 山 ajg 典

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 41 06一 (251)3555 ( 大代表)

本社 東京都品川区東五反田 4 - 5  - 9  03一 (445)1311 ( 大代表)

西日本アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株 式 会 社 タ テ バ ヤ シ 商 庖

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 3 7  電 話 (075) 681- 7  2  2  1  ( 代)

大阪ガス風呂ショップ

IJ -r-" 回 目

代 表 者 田 中 ｦｴｾ＠ 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 ( 649) j ? 25代・ 8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (997) 0  1  7  1代

田島応用化工株式会社

大阪営業所

大阪営業所大阪市西区京町堀 1 一 7 4  電話 06 (441)  - 5  9  5  1附

東京営業所 東京都千代田区岩本町 3 - 1  1  電話 03 (866)  - 6  1  0  1附

鉄骨ー・鉄塔 鉄構造物設計施工

橋梁・製缶

株式会社 大 成 鉄 工 所

代表取締役 信1 杉 主Eコ主 久

本 社 工 場 枚 方 市 出 口 3  8  3  電話 (0720)31- 7001- 8  

広島営業所 広島市横川町新町8- 19( ライトピル) 電話 (0822)32- 8  8  5  9  

株 式 会 社
大 イ弗

取締役社長 佐 藤 四 郎

京都市東山区今熊野大併池田町九番地 ノ 九 電 代 075 (541)  3344 

東京営業所: 東京都渋谷区上原 1丁目 2 9  電 03 (467)  1  6  4  1  
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回

空気調和装置 設計 ・施 工

高 砂 県 警 工 業 椋 或 盆 粧

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 - 2 電話 255- 8211 ( 代)

大阪支庖 大阪市北区芝田町55 北阪急ビル
電話 372- 25日 (代 )

⑮ 総長会総志村電機援す色所

取締役社長 副 島 栄 八

本 社 大 阪 市 北 区 河 内 町 2 - 2  8 電話06(358) 635l ( 代表 )

工 場 大 阪 府 八 尾 市 佐 堂 町 3 - 3  - 12 電話0729(99)0151(代表 )

企 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長
木 下 好 郎

防水工事
本 社 名 古 屋 市 千 種 区 若 水 町 3 - 2 6 電話 052 (761)6181(代)

営業所東京都中央区銀座 7丁目 10- 5  電話 03 (571)  5229(代)

大阪市西区靭本町3-48( 三和ビル) 電話 06 (443)  6  6  6  5  

束 亜 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 新 田 泰 次

本 社 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6丁目 4 番27号 電 話0729- 23 - 3921 

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東邦パーライトコンクリート P C- D工法，東邦パーライ卜モルタルP M- C工法，ネオパールスキン吹付工事

φ  
東邦ハ。ーヲイト掠茸' 会担

取締役社長 +喬 泰
ム

口

、
w

，
‘.

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の ・ 町 5 9 4 電話 (941)9243- 7  (代 )

営業所東京、広島、高松、岡山、 工 事 部 八 尾 市 太 田 2294

T  E  L0729(49)0182 

⑧ i : 田 互 議 様 式 舎 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本社 干 534 大阪市都島区都島中通 3丁目 3番6号大阪電話 06 (921)  0331- 6  
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自動ドアーはニのマーク

雄

532- 5  8 4  1  

義

干 550 大 阪 市 西 区 阿 波 沼 通 2 ー 7 T E  L  ( 代)

名古屋・広島 ・高松・金沢 ・京都・神戸/ 和歌山 ・岐阜 ・津・富 山

主嬰r . l 1市に代J ' I l I，1iあり

下
ん

J

'
n

l

 

取締役社長

本 社

営業所

リプラス ・ラスシート ・溶 接 金 網 ・各 種 金 網

ス 製 作 所

中 川 式 ダ イ ヤ ラ ス ・鉄 筋 ラ ス ・親 子 ラ ス ・

ヲ'中 川
@  

栄

電話大阪06(252)8861- 3・(271)5228- 9 ⑮ 542-91

電話 0 7 2 9  ( 6 2 )  3 6 3 6 - 8  

楢
l

 

l

 

--EE

'

 

中
代表取締役

大 阪 市 南 区 鰻 谷 中 之 町 31

東 大 阪 市 菱 江 4 2  0  

本社

工場 。5 7 8

特許 ， ｡ ｦｊ ｾＧＱ ιｾＴ ，...."，φ4"鑓水

西日本アスフアルト事業協同組合

ω  

西原衛生工業所大阪庖

株 式

会 社

お

良R伴
取締役社長

電話大阪 (458) 代 3 5  3  1番大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地

社間新

さ月占

丘又建刊

大阪で唯一の

きま日
孟三

雄

藍担

主主
山中

取締役社長

電話 202- 6861 (代表)大 阪 市 東 区 高 麗 橋 1丁目 3 ( 東洋めレ大 阪 本 社

日 刊 建 設 産 業 新 聞 ・ 日 刊 建 産 速 報

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦 取締役支社長 山 漫 敏 郎

株式

会社
<@t  

電話06(231) 8171(代)

電話03( 961)1691(代)

電話078( 291) 0541ー 2

電話075( 463) 0 6  8  3  

大 阪 市 東 区 淡 路 町 1 丁目 14( 八千代ピレ)

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 五 合 医 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大 阪 支 社

本 社

神戸支局

京都支局
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株式

会社 日刊建設通信関西支社

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 社 長 森 三 郎

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8 電話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 ( 502) 8  5  8  1代 表

日新建エ株式会社大阪出張所

所 長 新 沼 雄 哉

出 張 所 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 18 電話 06- 541 - 1607(代)

本 社 東 京 都 荒川区南千住 6 丁目 48- 19 電話 03- 803- 24日( 代)

日 新 工 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 ( 541) 3785 - 6  .  2721 

建設省東計

第 240- 号認可
日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4-30-2 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (329)

エレベータ・リフト・カーリフト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社大阪市大淀区天神橋筋六丁目 天六阪急ピル電話 06 (351 )  4927聞

東京営業所東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話 03 (822)  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地 電 話 06 (328)  0363附

社団法人日本サッシ協会関西支部

関西支部長福 田 好 雄

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 3 の 20(建団連会館) T E L  06 (641) 5 8 5 9  

本部 東京都港区南青山 5 の11の 2 共同ピル( 南青山) T E L  03 (409) 1 3 0 8  



@

 

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

本 社 及 京 都 支l苫 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 田 町20- 1  電 話 681 - 5101 - 5  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 3 7 'iU 話 352- 3501 - 3  

四 日 市 支 局 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 53ー 7431 - 3  

大 津 出 張 所 大 津 市 打 出 浜 1 3 - 1  5 電 話 22- 9  7  3  8  

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電 話 8 - 3 6 1 0

2  
取締役社長 橋 本 幸

A

V

Z

 

雄

社白 木 建 鉱 脈 式

本社 .J 臣家支広 東京都千代田区大手町 2- 6- 2( 日本ピル) 電話東京270- 6511 (大代表)

大 阪 支 庖 大 阪 市 北区織田町4 7番地 ( 新阪神ピル) 電話大阪341- 4331 ( 代表)

。
考える会社

日本熱学工業株式会社

取締役社長 牛 田 正 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 北 区 万 オ 町 5 0 番 地 T E L大代表 (312) 8671

東 京 本 社 東京都港区芝西久保桜川町2 第17森ビル T E L 大代表 (501 ) 7631 

<!ij> 原 因 今 商 事 株 式 会 社

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話06- 541 - 7  4  5  5  ( 代)

水 分 営 業 所 電 話06- 541- 3  8  4  3  - 4  

.A・

司咽F 宮

田士 電 業 株 式

取締役社長 回中

ｾ、

Z ま

実

社

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  電話 ( 541) 0  5  6  4 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

③ 
室 谷 商 事 株 式

ｾ＠
Z 玄 社

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁 目 電話07 8 - 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビノレ) 電話06- 364 - 2  0  3  1  
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会誌・「醤基金ｾ ， .. 
ーチ . . L  ヲｾ 1河巳 :r.¥， ｾ＠

代 表 取 締 役 村 田 よ 志 子

エ マ ル リ ン ン プ レハ タ イ ル 内 装 材 エ マ ジ ュ ラ ク エ マ ソ 7 ト

エ マ レ ッ ク ス リ シ ン 明 研 リ シ ン エ マ ト ッ プ エ マ ト y プデラ y クス

エ マ ル ス キ ン 白 地 用 エ マ ル エ マ ー ロ ー ル 防 火 レ ッ ク ス

明 石 市 中 谷 町 8 8  8 番 地 電話 078 ( 913 )  3456代

神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 音 5 6 4  電 館 078 ( 967 )  0 3 1 8  

大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2丁 目 6( 三京ピノレ) 健康雪 06 ( 271 )  3967代

東 京 都 墨 田 区 両 国4丁 目 37 13( 坂井ビノレ) 電 話 03 ( 634)  1756代

名 古 屋 市 西 区 枇 杷 島 通 4 丁 目 4 7  電 路 052 ( 521 )  6373代

広 島 市 天 満 町 1 1 ー 2 3  ( 内藤ピル) 1 1 [ 骨舌 0822 ( 91 )  5927代

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 2 - 2 - 6 ( 泉ビノレ) 電 街 092 ( 41 )  4426代

ネ土イヒ石汗

特 併

本 社

第 二 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

明

外 内 装 材

製造⑬杭

引戸用レール各種

階段スベリ止各種

アルミ窓格子、手すり

アルミ脚立、精子

アルミスパンドレル

社
ふ
一

A
式株

アルミ押出形材より… アルミ建材製品まで…

安 田

T  E  L06 (251) 7091附

T  E  L03 (242)1741問

5成

大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1 - 1  7  

東京都中央区日本橋本町4・3・6 ニンジンビル

田安
取締役会長

本 社

東京営業所

T  E  L06 (791)3936附大阪市東住吉区加美絹木町 4 - 97 安田金属工業株式会社
アルミ押出工場

ネ土キオ建本山時 株式会社

耐火建材・金属建材

雄

電話 541- 1  8  6  1  - 7  

電話 723- 2  2  7  7  - 8  

武本

大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 1 - 1  

東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番

山代表取締役

社

庖

本

東

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社⑬ 

通

電話 (06) 381 - 9  1  3  1  - 5  

阪 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

泰本

大阪府摂津市東別府1- 3- 6  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大

山取締役社長

本社・工場

営 業 所

庖商

.••••••• 
-
E
E
-
-

E

E

E

，

 

吉

銘木と建材

株式会社

電話 0734ー 2 3 - 5 2 5 7 ( 代)

電話 0739- 22- 0259 ・6350

電話 07349- 2 - 1 4 2 3 ( 代)

和 歌 山 市 西 布 経 町 1 の 1

田 辺 市 新 庄 町 4 9 1

和歌山県海草郡下津町下 2 2 2

本 社

営業所

出張所

ラ: 1¥' レヂシZ 業様式会社

ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 系

合 成 ゴ ム 泡 膿 防 水 剤

一一一責 任 施 工一一ー

同司

0 6  (561)6601( 代)

052 (911) 6  8  0  1  

電話

電話

原

大阪市浪速区桜川 5 丁目 2 番地の 8 田 坂 ピ ル

名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4

取締役社長

本 社

出張所

モ ル タ ル で 埋 め な い

省 力 化 し た

コ ン ク リ ー ト 型 枠 倍 付

金 具

b" : 1  

--・.I J
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信用ed6技術ど伝統の

アX771LトZ喜専 業 大J吉

誓言矢保面白
大阪市北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364・代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 事l' 戸市生旺I[文北ぷ狭I ! U4 - 1 ( 英和ビル)

'， [i 話 料l 戸 (331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区制] 笠間50( 堂ビル 5 1i皆 502号室)

屯 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市Hf . - 区八憐通 1 一 5 ( 屯 話221 2923)  

陸屋根防水に は輿 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前 ＮＷＱ ，Ｍ 問ｾ帯
水( 冷工法) 帯 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

[ 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 張 所

名門医出張所

札 申世 H¥iJ nn斤

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

東京都中央区銀座 8 - 4 - 11 電話 ・03( 571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪市部向区都) ; 刊行泊り 2-3- 1  電話 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 1 i 屋 市 南 区 茶 尊 町 3 3  電話 052( 811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北 条 皮 肉 丁 n 1ft 話 011(231)  7  5  1  1  

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981) 0615 - 0  618 
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社本

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ー 晶 、's - ｾ軍邑 且 - ム蝿・ ー」国ｾ . /">. . _ 

J支 } 母 竜 丸 株 乱 ま

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 乏 松 田T 1 丁 目 2 2  

7包 括 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

電 話 ( 200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 眺 ・ 福 岡

旭 川 ・ 浜 松 ・姫 路 ・広 島 ・ 高 松

社

ヰ土本

庖

営業所

支

東京支社

支 庖

営 業 所

群

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

出張戸斤

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6詮 社

A

Q

一

A
式株業栗 原 エ

');ミ

大 阪 市 西 区 北 堀 il: 1::)曲 1 丁目 6 S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7・7!48- 9

東 京 ・ 名 古 出 ・ lぶ 出 . ｾ，｜＠ I凋

中111 取締役社長

社本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 后 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸・広島 ・九件|

一
吉

田

イ原菜取締役社長

営業所

工悦

興

敏

凡

又事工
と

司電

A

Q

一

A
社一

一
一

株式会社

取締役社長

大社

東 京 支 1;¥;

本

夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡J 5  0  ( 堂ピル 7 階)

? を，l ，I ; ;w 3  6  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁目 2 1 U也

電 ぷ ⑪ 1 4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 悩 山

林代表取締役

ヰ土

庖

本

支

所張出出 張 所

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令 25朝日三業社 a、

本 社 東京都港区芝浜絵町1- 2- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支
庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

社電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡I 五 O ( 堂 ピ J レ三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピ ル )

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ｾ界市・高槻市・姫路

A

S

A

 

電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝

キ土

社

営業所

S込

本

支

市神出張所

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市西区江戸峨 1- 6 0 1lt絡 (441)  8231代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・ 福 岡

札 帆 ・ 新 潟 ・ 仙 台 ー 金 沢 ー 岡 山 広 島 ・

高 松 熊 本

盛岡・横浜 ・r . r 山・盟国 ・福井 ・京都・神戸・鹿児島

社

社

庖

所機

本

支

営

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取締役社長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代)

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代)

電 気 工 事 設 計 施 工

A

Q

一
品エ藤エ太 陽

本

電力工事本部

出 張 所

設 計 施 工

生

気

水 . 1蔚

房 ・換

排

冷

給

暖

式

社

株

会

社

大 阪 城 口 研 究 所

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京都市東山区大和大路正面上J レ 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  Ji: 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京都港区新編 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 843S 

大阪南 ・札幌・名古屋 I'LJ I:l rJ i ・松山・徳山

庸口城取締役社長
社

本聖士営業所

京都営機所

116 

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 葛 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

E

 

陽朝

本



新日本空調株式会社

遺書

Ｇｆｴｾ ｦｩ ｬＨ日・安気調和段備・給排水衛生段備 ・塗装段備

・ 蒸 気 噴 射 式 ; 令 夜 機/ 設 計 ・製 作 ・施 工

-Fi }音寺 建材社

株 式

会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ビル)

電 話 (06)  344 - 6  . 0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館 )

電 話 ( 03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・札 帆 ・東 海 村 ・ 北 陵 ・ 大 分

大 阪 支 1苫

本 社 ・東京支庖

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨(203)3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古屋市中区錦 2 - 2 ー 13 ⑨ (211) 1535 代

出 張 所 = 札 帆 仙 台 ・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 Q . 松 山・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

⑧ 

社

A 、

去

衛 生 設 備

工 業 株 式

空 気 調 和

賀須

電 話 441- 5171
大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 丁目 1 4  

a 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出 張 所一 高 松 ・北 九 州

支

水 道 ・衛 生 . R是冷房・箕f也管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎di 久孝事待所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 44 3) 5 0 4 1 - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎 千 代 田 区 大 手 町 2 の8 番 地 ( 日本 ピル)

1Il: J孟 東 京 ( 270) 7  4  1  1  IJI: ( 代 滋 J

4帆市街大通商4 丁目] . fωI Jlj li 銀ピル 也 ｖｩ 札似ｾＺ， ＷＡＩ￶
宮 沢 市 高 l崎 町 2 書 1 Ｖ け 也 Ａｬｩ 金 ［ｉｾ Ｒ ｬｊ ｾＰＷＴ＠
伺 n 市 御 事 2 の 1 '，{l.!l ; 編1t- 21>24:!6 

刈 怯 市 2 lI'i r  9  Ｇ ，ＧｩＡ ， ｩ ｦＮ山 ｩ ｴ ｾｾ ｄＡｩ ｉＥ
岡 山 市 大 (J¥ 3  8  0 の 1 '，{l，i占 l昌l山 2y:>486

• 

本凶 ｉ ｊｲｬＧ，ｾＧｾ 健 所

書 附 業 所

￯ｾｭ ， Ｊￄ 斤
必総出城所

l咽山出張所
営 業 所一 千 葉 ・横 浜 ・広 島

冷 凍 冷 蔵

⑨ 諸 畜 膏 冷 機 織 読 書 柱

地 盤 凍 結
空 気 調 和

同

一

川

船

け

m

m
沓

M

号

岨

番

号

4

6

時

4

1

J

弛

-

7

郵

~

一

円

劉

4

者

)

4

2

2

3

階

川

南

3

町

は

次

段

)

一

屋

U

釦

汎

階

拙

瓦

一

円

山

崎

い

E

7

ω

口

U

ω

|

〆

:

H

i

(

南

七

日

加

盟

州

市

ト

大

都

(

阪

ト

話

京

話

大

い

電

東

電

社

所

業営
吉
小東

本

丸ピル 6 7  6 号

電 話 212附 3751

大 同 ピ ル 616号

包 括 443附 3361

電 話 68H仰1781

岡 ・ 千 策

熊 本

創 業 媛 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院議設備・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 底

本 J吉 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

大阪支底

京都支底

支 l吉

営 機 所

温 湿 度 調 盛 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 臼 田 町 3 0  ": 包 括 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 間 区 丸 ノ 内 ト 3- 1( 新東京ピル)

';lL 宮前 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (1-¥:) 

(111 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

沼 郡ー ( 21 )  4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 Wr IIIT 3  - 6  

' ( f L 符 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 J苫

冷 暖 房 Y  名 柿 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 織 機 械

厨 房 ヲ田ーーーτ 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取 締 役 支 底 長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 日 比 谷 ・三僧ビル

支 庖 名 古 屋、福岡 、札幌、広島、仙台 、 富山

出 張 所 繊浜、金沢、勝岡、 高 松

名 古 屋 支 庖

暖 ・ 冷房 ・ 空丸品温度 ｉｕｾｊ 整装置

設 ｊｾ Ii 包 工

空気鯛和設備

設計抱工

衛 生 設 備

品ｾ

-← 
妻子l

高回φe Ｖｾ＠

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 jl 皆)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

三建設備工業株ま奮枇

大 阪 市 北 区 紅 徳 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大 阪 支 唐

本 社

支 社 社本

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備員又

く 旦哩型量コ

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

晃
-・

.ー

-ー

1式会社。
東 洋 委 理 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 直

- 1 ' 社 ・ 本 明 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 帯 地 電 話 0 6 - 3 6 3 - 1371

土 問東京都千代田区神阻小川町 2丁目 l 番 地 包 括 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 屯 話 052ー 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 活 092- 76- 3795

所 副 山 ー 制 作 ・ 京r . 1I . 神 戸 絵 江

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区 京 橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡
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冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑥ 会 社工 業 株 式

市 川 繁 雄

日 本 管

代表取締役

社

大 阪 市 西 区 京 町 緬 1 丁目 6 2  電. 活 (443) 8161(大代理1<)

名古屋市中村区水主町 l の 1 2  従 r活(541 ) 0966( 551)  1655 

東京都港区赤坂 2 T 目 3 - 1  2'  

赤坂ピークピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生国区北長狭通 7丁 目l の l 電話 (341) 1778 ・43&3

A

S

A

 

式株業田山

本 社

支 庖

出張所

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電 話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 ー 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

相 崎京都支后

大 阪 支 庖

回 目 前 支 庖

大 津 営 難 所

津 営 難 所

• 
C{l' ) 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

")1ムC 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

' - r、/ 内外装用線変美術 タイル … 大 イ ム タ イ ル

新発売 ・ー ー・ 古代土器調高温〆タイルー・・ー 大 仏 古 代 タ イ ル

給・排水・衛生・消火・暖冷房 設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

京仰市東山区今熊野大仏池田町 9 町 9 075(541) 3344 (11: )  

東 京 都渋 谷 区 上原 1 丁目 29の 4 03 ( 467) 1641 

京 都 清 水 ・ 山 城 ・ 瀬 戸

電 磁 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 i京南. i uJ 4丁目 11

出 張 所 = 京

株 式

会 社 庖商石理大橋矢

平山互業株式会社@  

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 間 鹿 桁二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

設計 ・施 工

T E L  ( 441 )附 1994 ，( 443 ) fイ勺0331 大 阪 市 西 区 江 戸 椀 通 2 の 2

各 種 斤苛¥

ガラス製品卸問屋 ι ] #)

j原八橋セトモノ百貨l苫をご利用下さい 、t ノ

器吉田芳雄商庄 ζ コ

ボ
I'y 

耐 酸

銅器、

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

セトモノのデパート

@ 不 ニ 熱 紅 葉 続 捨 粧

大 阪 市 南 区 11闘 機 町 2 - 5  0  電 話 261 - 2436( jtl 

東 京 都 大 町 区 西 馬 込 1 - 2  - 1  電 話 773- 123I( j勺

銀座・浜松・京高日・神戸 ・福岡

本 庖

東京支I苫

営 鎌 所

!  奉 仕 感 謝 の 庖 |  庖の謝

タ イ ル 工 事 施 工|

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

" ) 淳窯業高志

(カ タロ グ進呈)

サ ン ヱ ス

5 5 5  

. . 式

会 枇⑪ 

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 地 ( 靭 本 町 バ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6 1  

姫路市北粂口 126 f.II: j也( 住友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

千土本

本 社 大 阪 市 北 I買 悦 尚 北 田T 1  6  T E L  ( 345) 9055(代表)

本 町 営 業 所 大 阪 dd[ r>r.-1<田T4- 27i 卸堂ピル T E L (252)  3  9  0  6  

f i V i 均! 常業川大阪山! U I正 峨 峨 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

姫路営業所
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図麓週二葉屋装備工業株式会社

. 内念: e r . . ，ゴーレックス防水

. 化粧壁材ソリジットスタイン吹付

. 樹 脂 砂 壁 ヱ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・大阪 ( 371 ) 3321- 3・3630

大阪府知事檀設受録

{ る) 鄭 1 6  2  1  6 号

Board&Sl ate Standard 

フ タ パ 黒 木

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広島・ 今 治 ・福 岡

ナニワ媛匂12ii

士 4R ホ 潜 入 筆IJ 落 防 止

雇 ｾ 耐 震 耐 臥

i っ 安 定 経 量

置瓦

五株

霊 式

F青 . 0.

歪 '*-土

ｾ＠

タ J レ

軽し、

シマメ

燃 え な い

ーオ

腐 ら な い

一フカケ
-・・田・・・

東 大 阪 市 新 庄 ( 782) 4171代

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 創 造 練 包 水 切 に

大 島 応 用 化 学

ドメタノレσ〉ス タ ン ダ ー

内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

特許内外式電動ベンチレーター特許

大 阪 市 西 区 江 戸 繍 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

T  E  L  ( 441 ) 3983- 5 ・4396

大 阪 市 減 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L  075 (581 )  0  1  2  6  

宇土

大 阪 工 場

本

内外建材株式会社
京 都 工 場

ド 送 風 機

可 変 式 軸 流 送 風 機

ト ロ ー‘7  リ• L  A  ｆＪ ｾ＠

• V  A  ｆＪｾ＠

ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

. S A F 汗妥

. C A F 形

(キ寺 言午)

営 業 品 目

dニコt g e me

送 風 機

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 二 丁 巴 一 番 地

司自孟 大 阪 ( 931) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所/ 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

谷 山 銭 工 所
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

設!

120 

計

製

※ 特 許

イ乍

施 工

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル @ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル

7" } レミ

サ ッ コノ • ドアー

ス テ ン レ ス カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

FT.K乏
套22 三 高 製 作 所

11¥ 1実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，，q -

11¥俣シy
1

v9- 工業キ朱式会社大阪支届

豊かな経験と

最新の技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ピル T E  L  (762) 5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6I7I・ 大阪 (352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市

き，



漆

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

革 新 塗 料

毛見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ ｊｾ

q ィ5，z，

コート

全国有名建材l苫又は当社へ

@  

壁 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

守F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 回 八 図 町 2 6 の 1 T E L 福岡 W )  

-

辛

'

畠

e

・

・

す

ゾ

か

・

・

新

い

す

J

E

-

-

四

香

・

・

七

宝

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

塗吹

( 特長)

f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐摘す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

コニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工ｾ 'j ｊｾ＠ j. ヲル製造株式会抵

大 阪 ( 412) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 (488) 1081代 表

八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

電 話

電 話

電 話

電 話

兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6松 本 ビ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ビ ル

本 社

東 京 支 社 及 エ 治

大 阪 支 社 及 ヱ 渇

九 州 支 J吉 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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イ寸i鳳音水火

責 任 施由自色 彩尺 物長

種

ボ ッ ク ス f皮V i皮S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

品

女 然 え な い

オフ才L るご、、

腐 ら な い



T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ました. グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 押 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騒 音 で す。

2. 根 入 長 さ が 長 く 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 積 は あ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 者 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 て' 納められ地 下 室 の あ る 建 築 に 最 適 で す。

ｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＭＺＮＮＮＺＺＺ］Ｍ｟ＮＮＮ［Ｚ吾司ｬ］ｾ回ー冨ー警告ｾｉｩｩＢ
ｱ 巨〉綜読書事主証可 ｾｅ ヨー ｌ ［ｴｩ ｮｰｮ

. 本 社 人・l仮『打点 I>{ 高 兇 締 2 の 20( 高 純 新 ピ ル ) T  E L 大 阪 (202)3233( 代 )

. 名 古屋 支 l苫 1' .  .li W. dj' lr!;( 針11 - 3 - 2 ( 州{ 溜ピル)

. 権 問 支 l吉 弘1附I ( i ，， ｜＼ｬ ｾｩ＠ 1  - 15  - 33( 第 . 保j 糊 ピ ル )

・ 営 難 所 点 以 ，Ｑｾ ｪＧ＾ ｉｾｩｪ＠ • '，;¥山 ' 1.ム尚・熊本拠児} ; ，¥ ・ 工 場 大 阪 . .r， t!.i 1;{ . 鹿児砧

モルタル・コンクリート用

ご一報次進第

カ タ ロ グ 呈 し ま す
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車 マ ノ ーノレ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 械 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 迷 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 渚 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申セメ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・I荷 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

%%: : 1 - . ・( セメント起泡剤i). % P::JI，・ 品 禁論杭エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 禦 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮＮ 圃冒・喧品

会社. l 1 l i . . 11"・ー- .・• . L  
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 111' 東 京 (774)  4111代 表

茨 械 県 ー1: 浦 市 大 田r 1  2 1 3  111' i :i ili ( 2 1 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 島 市 下 型F 寺 字 遼 原 哩E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 1 2 - 5 0 111' 盛限! (  24 )  0  2  1  3  

人:1II_，{ di *" xl ' >( *中 小: 2  - 17- 26 
111' 大 阪 (971)  4  7  6  5  



全く新しい床タイルです

コ星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す 。塩 ビ の他 に 最 近開発さ

れ た 新 し い共 重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で、す 。軟 質 プ レスタイプの床タイルに比べ

仕 上 り安 定 性 が よ く、 カレン ダ 一 方 式 の 流れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 した 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

三 宅ｾｾ，ｾ

コ星 ピサロンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

責 任 施 工 の 出来 る 協 組員 が入念な仕上げを します。

これからはピサロ ンの時代です

三 星 ピサロ ンの新 しい色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要求される 個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松町ーの超高層世界貿易

セ ンタービルの 4 F以上の各階通路、エレベータ ー

ホールにも、使用されております。ミ三星 ピサロン と

はその模様がフラ ンスの画家ピサロのタッ チに似

ていることから、名付け られた ものです。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉 ゼ9 日こs
製 造元 = 田 島 応 用 化 工株 式会 社

* 規約 = 333. 3  X  333. 3 X  2 引 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X 3 引 9 枚 / m'  

肯 色 数 = 22色

女官lI i格 = 2 m/mJ写品 1 ，2001工1/ m'  (300m' 以 上)

3  m/m厚品 1 ，8001工1/ m'  (300m' 以 上)

小日i (5)屋割J Jf/ . 階段40%i 日i

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  



建築と 社会 “ ARCHI T EC TU R E A ND  S OCI E TY" 第53輯第 7 ・8 号

・昭和47年 7 月258発行 (毎月 l 回25日発行) ・昭和24年 3 月19 日第 3 種郵便物a可

金属建材における対デ; ィア性と

機能性と合理性iニついCの考察。

今回は“ アルミ建材トリオ"の紹介です2

明日のサ活 i宗l昆づくりに

マ凶事凶

その昔、挫築金物からスター卜したマンテンが

いま建材メーカーとしても脚光針作びています。

たぶん、アイディアを大切にする合理性の徹底的

追求の成呆が、認められたからでしょう 。

作業効率まで考えぬいたアルミ建材トリオ

一見なんでもないようで、やはり述うのです。

キメ制かな技術とアイディアを背景にした品質

の雌かさや施工の省力化 ・ スピードイヒまて剖 ｾ ｸｲ 。

「仕事が早し、J r あとあとまで安心」・・と好評てす。

間 仕 切 壁 で も 天 井 下 地 で も 床 下 地 て も・・・

すでに、素材 ・工法ともに独特のノウハウを

確立。 51件のノ マテントに支えられ、 i五yゲ|剥ビル

をはじめ京王ブρ ラザホテノレ ・帝国ホテル新木町

など、名だたる高層ビルにも次つぎに掠! 日され

役 立 っています。さらには、トンネル ・地 下 街

ボーリ ング場・・・などの内装工事でも、です。

このような数多くの対応経験と、住環境だけで

なく施工時の合理性まで大切にした、マ ンテン

の 金 属 建 材。アルミ建材も、その一環なのです。

豊 富 な昔日材による組 立 式 で 4 5種 類 の 標 準 タ イ プ を 実 現。

取付施工も簡単な マンテン独 自の アイディアが好評です 。

腕時どる 〈 組 立式ア ル ミ ＭＮＭ，ＮＮＮＮｾ酔
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本カタロ グは、 本社・ 1重装音s K S 係までハガキ でご摘求 くだ さい。

株 式会 社 マ ン テ ン 本 社 〒542 大阪市南区日本橋筋3- 2 & (侃) 632- 11 51代 東 京 支 庖 〒 136 東 京都江東 区 亀戸2- 3- 17 & ( 03) 682- 324]f-l: 

名 古 屋 出 張 所 〒 時1 名古屋市中川区 百 柏 町- 3- 4 宮 ( 0日 同日 - 3177代 福 岡 出 張 所 干 812 掴岡市憎多区憎多駅 東 1- 12- Z6( 場 調 ピ ル } 宮 ( 092)43一日 時代 札 幌 出 張 所 〒0曲 札曜市東区 北8粂 東 日 白 古 川 け741- 8439代

定価 400円 ( 送料共)
. ご入会の お申込 は・社団法人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪( 06)231 ・9648 ・9649 ・9640 振替口 座大阪39975番


